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本；!! : は、 「C compiler PRO-68K ver2.0j (以下、 XC コンパイラと 表記し ます） でプ ログ 
ラム 開発を 行う ときに 必要と なる C ライブラリの 概要と 使用方法、 大文字 関数 リ ファレ 
ンス に関して 記述して います 0 

小文字 関数の リファレンスに 関しては、 「C ライブラリ マニュアル VOL.1」 を ご覧く ださ 



なお、 別册の 「C ューザーズ マニュアル j に XC コンパイラの 商品 構成、 動作 環境の 作成 
方法、 各 マニュアルの 内容が 説明され ています。 

初めて 本 プログラムを ご 使用になる 方は、 必ず 「C ユー ザース マニュアル」 を 先に ご覧く 
ださい。 

本杳 は、 C 言語に ついて 一定 以上の 知識を 有し、 プログラミング 経験の ある ユーザーが、 
C ライブラリの 機能と 使用方法を 理解して X68000 の赍 富な 機能を フルに 活用で きる よう 
になる こと、 さらに 進んで ユーザ一が 自分自身 でも ライブラリを 作成 できるようになる こ 
とを 目的と して® かれて います。 



なお、 C 言語の 普 式 •文法に ついては 「C リファレンス マニュアル j 、 開発 S3 境の 設定 や 
開発 手順な どに ついては 「C ユーザーズ マニュアル」 を 参照して ください。 







C ライプ ラリの 概要 




Human 68 k の C ランタイム ライブラリは、 C 言語で プログラム 開発を 行う 際に 必要と な 
る 関数、 および マクロで 構成され ています。 

C 言語では、 データの 入出力な ど ハードウェアに 依存す る 処理は、 言語 仕様から はずし、 
これを 関数と して 提供して います。 

また、 文字列 操作、 および サーチ や ソートと いった、 使用 頻度の 高い 汎用 的な 処理に つい 
て も 関数と して 提供し、 C プログラマの 労力を 経 減して います。 

Human 68 k の C ランタイム ライブラリでは、 上記の ような C 標準 ライブラリの 他に 、 H 
本 語 処理を サポート する 関数 や、 IOCS コール ライブラリ、 DOS コール ライブラリ、 
BASIC ライブラリと いった、 Human 68 k 固有の 関数が 豊富に 用意され、 その 処理 能力は 
きわめて 強力な ものと なって います。 

たとえば、 IOCS コール ライブラリに よって、 キーボード や プリンタ といった 標 命: 的な 入 
出力 機器 だけでなく、 ジョイスティック、 RS -232 C 、 ADPCM 、 FM 音源、 マウス、 ダラ 
フィック、 スプラ イト 機能と いった、 多様な 入出力 操作が 可能と なります。 

また、 DOS コール ライブラリに よって、 口 本 語 処理、 日付 •時刻の 制御、 環境 変数の 操作 
などの、 Human 68 k オペレーティングシステムの 機能を 有効に 利用す る ことができます。 
BASIC ライブラリは、 BASTOC において 使用し、 BASIC 言語から C 言語への 変換を 容 
易に しています。 

また、 これらの 関数を サポートす るた めに、 専用の インクルード ファイルが 用意され てい 
ます。 



C ランタイム ライブラリの 項目 別の 分類、 および その 項目に 诚 する 関数の 名前と 機能に つ 
いては、 「 V 0 し 1 第 3 京 項目 別 ランタイム ルーチン J を 参照して ください。 





本書の 構成 

本密 は、 以下の 内容から 構成され ています。 



第 1 章 リファレンス （大文字) 

各 ライブラリの リファレンス であり、 実際に ライブラリを 使用 するとき に 使用の 手引きと 
して 利用して く た # さい。 

この: 京では、 XC コンパイラが サポート する ライブラリ 関数 （大文字〉 を、 リファレンス 
形式で アルファベット 順に 掲敕 しています 0 
関数には、 レベルが 設定され ています。 

これは 、 C 言語で 一般的に いわれて いる 入出力の レベルとは 違い、 XC コン ノヽ 。イラ 独自の 
ものです。 



付録 

ユーザ一 ライブラリの 作成 方法を、 具体的な 例に そって 説明し ます。 

索引 

50 音 順、 アルファベット 順で 整理して います 0 

関数 索引 — 

大文字 関数、 および 小文字 関数を アルファベット 順で 整理して います。 



機能 別 関数 索引 



関数を 分かりやすく 機能 別に 分類して います。 
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リファレンス 

(大文字) 



この 章では、 XC コンパイラが サポート する ライブラリ 丨对数 （大文字） を、 
リフ ァレンス 形式で アルファベット 順に 揭躲 しています。 

関数には、 レベルが 設定され ています。 

これは、 C 言語で 一般的に いわれて いる 入出力の レベルとは 違い、 XC コン 
パイ ラ 独自の ものです。 

レベルが 表す 意味は、 次の 通りです。 

レベル 3 : BASIC 関連の 聞 数 （ライブラリ ファイル BASLIB . L に 含ま 

れ る） のうち、 他の レベルの 関数と 浞 在 させて 使う ときには、 
注意し なければ ならない もの。 

レベル 2 : ライブラリ ファイル CLIB . L に 含まれる すべての 関数、 およ 

び、 これらの 関数と 混在 させて 使用で きる もの。 

レベル 1 : DOS コール 関連の | 対数 （ライブラリ ファイル DOSLIB . L に 
含まれる） のうち、 他の レベルの 丨对 数と 混在 させて 使う ときに 
は、 注意し なければ ならない もの。 

レベル 0 : IOCS コール 関連の 関数 （ライブラリ ファイル IOCSLIB . L に 
含まれる） のうち、 他の レベルの 関数と 混在 させて 使う ときに 
は、 注意し なければ ならない もの。 

レベル 2 以外の 関数を 使用 するとき は、 なるべく 同一 レベルの 関数 だけで プ 
ログ ラムを 記述して ください。 




第 1 章 リファレンス 



ABORTJOB 



レべ ノレ 0 



窨 



式 



# include < iocslib . h > 



void ABORTJOB ( ) 



機 



能」 アボート 処理を 行います。 

木 ファンクション コールは Human 68 k が 使用し ます 



〇 



戻り 値 j 戻り 値はありません。 

リターン せずに、 エラー アボート ルーチン （0 S の エラーが 出た とき、 中止 
く A > を 選ぶ） へ 制御を 移行し ます。 
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ABORTRST 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



void ABORTRST ( ) ; 



機 能」 アボート する ための フラグを、 リセット します。 

本 フアン クシ ヨン コールは Human 68 k が 使用し ます。 



戻 り 値 | 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



ADPCMAIN 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



void ADPCMAIN ( TBLADDRESS , MODE , TBLCNT ) ; 

struct CHAIN * TBLADDRESS ; /* チェーン テーブルの アドレス */ 

int MODE ; /* モード */ 

int TBLCNT ; /* チェーン テーブルの 個数 */ 

struct CHAIN { 

int adr ; /* 先頭 アドレス*/ 
unsigned short len ; / * 提さ * / 



機 ADPCM から データを 入力し ます。 

データ 長は 0 x 0001 〜 OxFFFF です。 

TBLADDRESS には 入力 データ チェーン テープ ノレの アドレスを 指定し ます 0 

データ チェーン テーブルの 内容は、 先頭 アドレス， 長さ 先頭 アドレス， 長さ 

の 順悉で 定義して おきます。 

MODE には、 サンプリング 沏 波 数 X 256 + 出力 モードを 指定し ます。 



_ サンプリング周波数 



0 
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3.9 KHz (1950 ノ 《、イト/ sec ) 
5.2 KHz (2600 バイト ハ ec ) 
7.8 KHz (3900 ノ M 卜/ sec ) 
10.4 KHz (5200 ノ ぐィ ト / sec > 
15.6 KHz (7800 ノ く、 イト/ sec > 



♦出力 モード 

0 : 音声 出力 カット 

1 : 音声 出力 左 

2 : 音声 出力 右 

3 :音卢 出力 両方 



TBLCNT には 入力 データ チェーン テーブルの 個数を 指定し ます。 

データ 入力は モノラルで 入力し ますが、 モニタ 出力を 出力 モードで 指定で きま 
す。 



戻 り 値 | 戻り 値はありません。 
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プログラム 例 



2 / 

1 : 

5 . 右 

A ( / 

波以* 
期2 ズ 
グ (# ィ 
ンドサ 
リ I ル 
ブモブ 
ンカ一 
サ入テ 



本本 拿 

/ / / 





第 1 章 リファレンス 



「ADPCMAOT 



レべ ノレ 0 



香 



式# include く iocslib . h > 



void ADPCMAOT ( TBLADDERSS , MODE , TBLCNT ) ; 

struct CHAIN *TBLADDRESS ; /* チェーン テーブルの アドレス */ 

int MODE ; /* モード */ 

int TBLCNT ; /* チェーン テーブルの 個数 */ 

struct CHAIN { 

int adr ; /* 先頭 アドレス*/ 
unsigned short ;/ * 技 さ * / 



機 能 I ADPCM へ データを 出力し ます。 

データ 提 は、 0x0001 〜 OxFFFF です。 

TBLADDRESS には、 出力 データ チェーン テ一 ブルの アドレスを 指定し ます。 
アドレスの 内容は、 先頭 アドレス， 畏さ …… 先頭 アドレス ，技 さの 順黹で 定義し 
て おきます。 

MODE には、 サンプリング周波数 X256 + 出力 モードを 指定し ます。 



鲁 サンプリング周波数 




3.9KHz (1950 パ、 イト/ sec> 
5.2KHz (2600 ノ 《イト/ sec) 
7.8KHz (3900 ノ M 卜/ sec) 
10.4KHz (5200 パ、 イト/ sec) 
15.6KHz (7800 ノ M ト/ sec) 



春 出力 モード 

0 : 音声 出力 カット 

1 : 音声 出力 左 

2 : 音声 出力 右 

3 : 音声 出力 両方 

TBLCNT には、 出力 データ チェーン テーブルの 個数を 指定し ます 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 





♦include 

#include 



<8tdlib^h> 

く iocslib.h 〉 



♦define SFREQ 1 

•define SOUND 1 

♦define TSIZE 3 

#def ine BSIZE 409$ 



static struct CHAIN 



table[TSIZE] ; /* chain テーブル */ 



main ( ) 



set_table ( struct CHAIN 
mode ; 



int ) ; 



if (set_table( table ， TSIZE) == TSIZE) 
mode = SFREQ * 256 + SOUND ； 
ADPCMAIN< table, mode 9 TSIZE ) ； 
ADPCMAOT( table, mode, TSIZE ) ； 



static int 

{ 



set_table ( struct CHAIN *p, int n) 



for ( i 



0 ； i < n ; i++ ) { 

/拿 The member f adr 9 is badly declared */ 
if ( (p->adr : ( INT )malloc ( BSIZE ) ) == NULL) 
break ； 

p-> len = BSIZE ； 

+ + p; 



return ( l ) ; 



/ 

拿 



5 . 左 

»( 力 
教： p / 

s 声 

8 C ズ 

グ (# ィ 

ンドサ 

リ I ル 

ブモブ 

ンカ一 

サ出テ 

拿 拿 拿 

/ / / 





第 1 章 リファレンス 



ADPCMINP 



レべ ノレ 0 



害 



式 # include < iocslib . h > 



void ADPCMINP ( ADDRESS , MODE , LENGTH ) ; 

unsigned char * ADDRESS ;/ * データ 说み 込み 領域の アドレス * / 

int MODE ; /* モード */ 

int LENGTH ; /* 入力 データ 長 */ 



機 能 j ADPCM から データを 入力し ます。 

データ 技が OxFFOO 以上の 場合、 入力 処理は OxFFOO 单位で 行われる ので、 リ 
ターンまでに 時 問が かかります。 

ADDKESS には、 データ 統み 込み 領域の アドレスを 指定し ます。 

MODE には、 サンプリング周波数 X 256 + 出力 モードを 指定し ます。 



籲 サンプリング周波数 




3.9 KHz (1950 ノ M 卜/ sec ) 
5.2 KHz (2600 パ、 イト/ sec ) 
7.8 KHz (3900 バイト/ sec ) 
10.4 KHz (5200 バイト/ sec ) 
15.6 KHz (7800 バイト/ sec ) 



♦出力 モード 

0 : 音声 出力 カット 

1 : 音声 出力 左 

2 : 音声 出力 右 

3 : 音声 出力 阀 方 



LENGTH には、 入力 データの 長さを 指定し ます。 

データ 入力は モノラルで 入力し ますが、 モニタ 出力を 出力 モードで 指定で きま 
す。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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ブロ グラム 例 



< iocslib.h> 

1 

3 

8192 

dbuf 【 DTLEN ] ； 



tmclude 

♦define SFREQ 
♦define SOUND 
♦define DTLEN 

static char 

main( ) 



mode 

ADPCM 



5 方 
い 力 



ず i 

グ { / 

ンド靠 

リ 一長 
ブモタ 
ンカ I 
サ入デ 

拿 拿 拿 

/ / / 



I 





第 1 章 リファレンス 



ADPCMLIN 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



void ADPCMLIN (TBLADDRESS, MODE) ; 

struct CHAIN2 * TBLADDRESS ; /* アレイ チェーン テーブルの アドレス 

*/ 

int MODE; /* モード */ 
struct CHAIN2 { 
int adr; /* 先頭 アドレス*/ 
unsigned short len ; / * 良さ * / 

struct CHAIN 2 *next ;/* 次の テーブルの アドレス */ 



機 _ 能」 ADPCM から データを 入力し ます。 

TBLADDRESS には、 入力 データ アレイ チェーン テープ ノレの 先頭 アドレスを 指 
定 します。 

TBLADDRESS が 指す 領域には 先頭 アドレス ，長さ， 次の テーブル アドレスが 
格納され、 次の テーブルに チェーンして います。 

姑 後の テ一 ブルでは、 次の テーブル アドレスには 0 を 設定し ます。 

MODE には、 サンプリング周波数 x 256 + 出力 モードを 指定し ます。 

鲁 サンプリング 剧 波 数 

0 ： 3.9KHz (1950 ノぐ イト/ sec) 

1 ： 5.2KHz (2600 ノ 《ィト/ sec) 

2 ： 7.8KHz (3900 バィト/ sec) 

3 : 10.4KHz (5200 バイト/ sec) 

4 ： 15.6KHz (7800 バィト/ sec) 

♦出力 モード 

0 : 音声 カット 

1 : 音声 出力 左 

2 : 音声 出力 右 

3 : 音声 出力 丨 Aj 方 

データ 入力は モノラルで 入力し ますが、 モニタ 出力を 出力 モードで 指定で きま 
す 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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♦include 
# include 



<stdlib* h> 

く iocsl ib • h> 



for ( i = 0 ; i < n ； i++> { 

if ( ( cp = (CH2 * )malloc( sizeof (CH2 ) ) ) == NULL ) 
return (NULL ) ； 
cp-> len = BSIZE ； 

/拿 The member ' adr f is badly declared 拿 / 
if ( (cp->adr = ( INT)malloc ( BSIZE ) ) == NULL) 
return ( NULL ) ； 
if (i == 0) 

ip = cp; 
if (i >= 0) 

pp_>next = cp; 

PP = cp ； 

++cp; 



♦define SFREQ 0 

#define SOUND 3 

fdefine TSIZE 3 

#def ine BSIZE 4096 



typedef 


struct 


CHAIN2 CH2 ； 




main ( ) 


CH2 


*set_chain ( int ) ; 






CH2 


♦chain ; /* 


chain テーブル */ 




int 


mode ； /t 


モード */ 



if ((chain = set_chain( TSIZE ) ) ! = NULL ) { 

mode = SFREQ * 256 + SOUND ； 
ADPCMLIN ( chain , mode ) ； 



static CH2 拿 set_chain ( int n ) 



/* サンプリング周波数 <3,9KHz) */ 
/ 拿 出力 モード 《音声 出力 両方 > */ 



p p P 



c P ; 

拿 拿 *1 



2 2 2 
H H H 

c c C 



t 

n 



pp_>next = NULL ; 
return i ip ) ; 




第 1 章 リファレンス 



ADPCMLOT 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



void ADPCMLOT ( TBLADDRESS , MODE ) ; 

struct CHAIN 2 * TBLADDRESS ; /* アレイ チェーン テ一 ブルの アドレス 

*/ 

int MODE ; /* モード */ 
struct CHAIN 2 { 

int adr ; / * 先頭 アドレス * / 

unsigned short len ; / * 提さ * / 

struct CHAIN 2 *next ;/* 次の テーブルの アドレス */ 



機 能 ADPCM へ データを 出力し ます。 

TBLADDRESS には、 出力 データ アレイ チェーン テープ ノレの 先頭 アドレスを 指 
定 します。 

TBLADDRESS が 指す 領域には、 先頭 アドレス， 及 さ， 次の テ一 ブルア ドレス 

が 格納され、 次の テーブルに チェーンして います。 

iii 後の テーブルでは、 次の テーブル アドレスには 0 を 設定し ます。 

MODE には、 サンプリング周波数 X256 + 出力 モードを 指定し ます。 

籲 サンプリング周波数 

0 ： 3.9KHz (1950 ノ ぐ ィト/ sec) 

1 : 5_2 KHz (2600 バイト/ sec) 

2 ： 7.8KHz (3900 ノ M 卜/ sec) 

3 ： 10.4KHz (5200 ノ M 卜/ sec) 

4 ： 15.6KHz (7800 バィト/ sec) 

♦出力 モード 

0 : 音声 出力 カット 

1 :杳声 出力 左 

2 : 奇声 出力 右 

3 : 音声 出力 両方 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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♦include 

♦include 



<stdl ib • h> 

< iocsl ib • h> 



*set_chain( int ) ; 

拿 chain; /拿 cliain f 一 7 ；P 拿 / 

mode ； /拿 f — ド */ 



if ( (chain = set_chain ( TSIZE ) ) != NULL) { 

mode = SFREQ * 256 + SOUND ； 
ADPCMLIN ( chain f mode ) ； 

ADPCMLOT ( chain f mode ) ； 

} 



static CH2 *set_chain { int n ) 

{ 一 
CH2 *ip ； 

CH2 *cp ； 

CH2 *pp ； 

int i ; 

for ( i = 0 ; i < n ； i++ ) { 

if ( (cp = 《 CH2 本） malloc(sizeof (CH2> > > == NULL) 
return ( NULL ) ； 
cp-> len = BSIZE ； 

/< The member 1 adr 9 is badly declared */ 
if ( (cp->adr = ( INT>malloc(BSIZE> > == NULL) 
return ( NULL ) ； 
if (i == 0) 

ip = cp ； 
if (i >= 0) 

pp->next = cp; 

PP = cp ； 

++cp; 

> 

pp->next = NULL ； 
return ( ip ) ; 



#define SOUND 3 /* 出力 モード （音声 出力 両方 >*/ 

♦define SFREQ 2 /* サン ブリン グ阇波 数 （ 7 • 8KHz > */ 

tdefine TSIZE 3 

#def ine BSIZE 4096 

typedef struct CHAIN2 CH2 ； 






♦include 



< iocsl ib . h> 



tdefine SFREQ 1 

♦define SOUND 3 

♦define DTLBN 4096 

#define EMODE 2 



static char 



dbuf (DTLEN ] ； 



main< ) 



mode ; 



ADPCMMOD ( EMODE > ; 



害 式 # include く iocslib . h > 



void ADPCMMOD ( MODE ) ; 
int MODE ; /* モード */ 



機 能 | ADPCM の 実行 制御を 行います。 

MODE には、 次の |カ 作 モードを 指定し ます 

0 ••終了 
1 : 中止 
2 : 再開 



戻り 値 戻り 値はありません。 



プログラム 例 



/ 

拿 



Z 

H ) 

K ぢ / 

2 ブ拿 

5 . 両 > 

»( 力® 

S 出* 

U 声 1C 

1 音 * */ 

ク { / { 

ン •ト * ド タ 
リ一畏 I I 
ブ モタモ デ 
ンカ 一行 力 
サ出デ 実 出 



$ $ $ $ 本 

/ / / / / 



mode = SFREQ » 256 + SOUND ； 
ADPCMOUT(dbuf , mode, DTLEN); 




ADPCMOUT 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include く iocslib . h > 



void ADPCMOUT ( ADDRESS , MODE , LENGTH ) ; 
unsigned char * ADDRESS ;/ * 出力 データ アドレス * / 
int MODE ; /* モード */ 
int LENGTH ; /* 出力 データ 良 */ 



機 能 ADPCM へ データを 出力し ます。 

データ 垃が OxFFOO 以上の 場合、 出力 処理は OxFFOO 単位で 行われる ので、 リ 
ターンまでに 時 問が かかります。 

ADDRESS には、 出力 データの アドレスを 指定し ます。 

MODE には、 サンプリング周波数 x 256 + 出力 モードを 指定し ます。 



_ サンプリング 周波数 




3.9 KHz (1950 バイ 卜/ sec ) 
5.2 KHz (2600 バイト/ sec ) 
7.8 KHz (3900 ノ M 卜/ sec ) 
10.4 KHz (5200 バイト/ sec ) 
15.6 KHz (7800 バイト/ sec ) 



鲁 出力 モード 

0 : 杏 声 出力 カット 

1 : 音声 出力 左 

2 : 音声 出力 右 

3 : 音声 出力 丨 Aj 方 



LENGTH には、 出力 データ 長を 指定し ます。 



戻り 値 戾り侦 はありません。 
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♦include 



く iocsl ib* h> 



♦define SFREQ 1 /» サンプリング周波数 （ 5 • 2KHz > */ 

♦define SOUND 3 / 本 出力 モード （音声 出力 両方 >*/ 

#define DTLEN 8192 /* データ 長 */ 

static char dbuf [DTLEN] ； /* 出力 データ */ 

main ( ) 

int mode ； 

mode = SFREQ * 256 + SOUND ； 

ADPCMOUT(dbuf , mode, DTLEN ) ； 





ADPCMSN 





ベル 




害 式 # include く iocslib. h> 



int ADPCMSNS ( ); 



機 能 ADPCM の 実行 モードを 調べます。 



戻り 値 ADPCM の 輿 行 モードを 返します。 



0x00 : 何もして いない 

0x02 ： 出力 中 （ ADPCMOUT 実行中〉 
0x04 ： 入力 中 （ ADPCMINP 実行中 ) 
0x12 ： 出力 中 （ ADPCMAOT 実行中 ) 
0x14 ： 入力 中 （ ADPCMAIN 実行中 ) 
0x22 : 出力 中 （ ADPCMLOT 実行中 ) 
0x24 : 入力 中 （ ADPCMLIN 実行中 ) 



プログラム 例 



♦include 



< iocsl ib • h> 



#def ine SFREQ 
#def ine SOUND 
#def ine DTLEN 



4096 



/» サンプリング 躅波数 （ 5.2KHz> */ 
/* 出力 モード 《音声 出力 甬 方 ）*/ 

/» データ S »/ 



static char 



mam( ) 



dbuf [DTLEN] 



mode ; 
result ； 



/» 出力 データ */ 



result = ADPCMSNS ( ) ； 

pr intf ( M sns = %d¥n ff f result); 

if ( result == 0 ) { 

mode = SFREQ * 256 + SOUND ； 
ADPCMOUT(dbuf , mode, DTLEN) 

} 



) 








第 1 章 リファレンス 



AKCONV 



レベル 0 




# include < iocslib . h > 



nt AKCONV ( MODE , CODE ) ; 
nt CODE ; /* ANK コード */ 
nt MODE ; / * 文字 神- */ 



機 能 j ANK コードを シフト JIS コードに 変換し ます。 

CODE には ANK コードを 指定し ます （0 x 20 〜 0 x 7 E 、 OxAl 〜 OxDF )。 
MODE には 文字 棟を 指定し ます。 



0 : ひら* すな 
1 : カタ カナ 



戻り 値 シフト JIS コードを 返します。 

ただし、 上位 16 ビットが OxFFFF なら エラーが 発生した ことを 示します。 
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ALARMGET 



レベル 0 




# include く iocslib . h > 



int ALARMGET ( DATETIME , OFFTIME , JOB ) ; 
int * DATETIME ; /* アラームの 時 問を 指す ポインタ */ 
int * OFFTIME ; /* オフされ るまでの 時間を 指す ポインタ */ 
int * JOB ; /* 処理 アドレス */ 



1 

機 


能 




戻 


り 値 



アラームの 時 問 と 処理 アドレスを 読み込みます。 

処理 アドレス （ ALARMSET 参照） が 返されます。 

そして、 アラームの 時 問と 処理 アドレスが、 DATETIME , OFFTIME , JOB の 
各 変数に 格納され ます。 

DATKTIME の 形式と 設定 内奔は 次の 通りです。 

II •時 •分は いずれも BCD 2 桁です。 



0000 WWWW DDDDDDDD HHIIHHHHH 



WWWW : 8杻日 （0 〜 6) 0 : _ •日 

DDDDDDDD ： fi (01 〜 31) 

HHHHHHHH : 時 （00 〜 23) 

MMMMMMMM : 分 （00 〜 59) 

曜丨 I が OxF 、 丨し 時， 分が OxFF になって いる 場合は、 無 指定を 表します。 

OFFTIME には、 テレビ あるいは コンピュータが OFF される までの 時 問が 設定 
されます （単位は 分〉。 

JOB には 処 ■アドレスが 設定され ます （ ALARMSET 参照） 《 



プログラム 例 



♦include 

♦include 



<stdio . h> 

< iocslib. h> 



main ( > 




time ； 
of f time 
job ； 



ALARMMOD ⑴； 



ALARMGET (&time f 



/* 日付 •時 劾*/ 

/* off になる までの 時閧 */ 
/*» 理 アドレス*/ 

/» アラーム 許可 状態に する*/ 
&of f time , &job) ; 



printf ( •• 
printf ( •• 
printf ( ff 
printf <” 
printf 「 



job 

曜日 

B 

時 

分 



printf < ” 畏さ （分 > =： 



0x%x¥n ,f , job ) ； 

Xx¥n M f (time >> 24) & 0x0f ) 
%x¥n ”， (time >> 16) k 0xff ) 
Xx¥n ,f f (time >> 8) & 0xff ) ； 
%x¥n", (time >> 0) & 0xff ) ； 
Xx¥n M f of f time ) ； 
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第 1 章 リファレンス 
















聲 式 」 # include 〈 locslib. h> 

int ALARMMOD ( MODE ) ; 
int MODE ; /* モード */ 

幾 能 j アラームの 禁止/許可の 設定、 および 视 在の 状態の 通知を 行 l 

MODE には 次の 内容を 指定で きます。 

0 : 禁止 
1 : 許可 
2 : 通知 要求 

笑り 値] 設定され た アラームの 状態を 返します。 

0 : 禁止 
1 : 許可 

プログラム 例 





/ 求 

*/ * 要 
止 可 知 
禁許通 

拿 拿 家 

/ / / 



0 12 




「ALARMSET 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include 〈 iocslib . h > 



nt ALARMSET ( DATETIME , OFFTIME , MODE ) ; 
nt DATETIME ; /* H f 、 J ••時 IKJ * / 
ntOFFTIME ; /* オフまでの 時 問 * / 
nt MODE ; /* モード */ 



檨 能 アラームの 時 問と 処理 アドレスを 設定し ます。 

DATETIME の 形式と 指定 内界は 次の 通りです。 
II •時 •分は すべて BCD 2 桁です „ 



0000 WWWW DDDDDDDD HHHIIHHHII MMMMMMMM 



wwww : №[1 ( 〇 〜 6> 〇 ： wmw 

DDDDDDDD ： II (01 〜 31) 

HHHHIIHIIH : 時 （00 〜 23) 

MMMMMMMM : 分 （00 〜 59> 

11が丨 丨に OxF 、 II ， 時， 分に OxFF を 指定す ると、 それぞれが 無 指定になります。 
ただし、 すべてを 無 指定に しないで ください。 

OFFTIME には、 テレビ または コンピュータが OFF される までの 時 間 を 設定 し 
ます。 

0 ： いつまでも OFF にしない 

?? : OFF する までの 時 問を 1 分 •中. 位で 指定す る 

MODE には 処押 •アドレスを 指定し ます。 

0 : ノぐワ 一 ON して、 テレビ 才ン & コンピュータ モードに する。 

-1 : パワー ON のみ 。テレビ コントロールは 行いません。 

1 〜 0 x 3 F : テレビ コン 卜 ロールを 行います 〇 ( TVCTRL 参照） 

0 x 40 〜 OxFFFFFFFE : 理 アドレス 0 

処 押 •アドレスの プログラムの 先頭は、 0 x 60 でなければ なりません。 



戻り 値 エラーの とき一 1 を 返します。 
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# include 



<iocslib.h> 



0 (BCD) */ 
(BCD) */ 
(BCD) 本 / 
(BCD) */ 



length = 10; 
mode = 0 ； 
aimmode = 1 ； 

ALARMMOD ( aimmode ) ； 

dt = YOB I << 24 ； 
dt | = DATE << 16; 
dt |= TIME << 8 ； 
dt |= MINT << 0 ； 



dt ； 

length ; 
mode ； 
aimmode ; 



/* 日付 • 時刻 本 / 

/* off になる までの 時間 */ 
/* モード */ 

/* アラーム モード*/ 



/» アラーム 許可 */ 



#def ine YOB I 0x00 
#def ine DATE 0x25 
♦define TIME 0x12 
♦define MINT 0x00 

raain( ) 



曜日 時分 

$ $ t $ 

/ / / / 



t t t t 
n n n n 



ALARMSET ( dt , length , mode ) ； 



/* アラーム 設定*/ 




ALLCLOSE 



レベル 1 



害 式# include < doslib . h > 



void ALLCLOSE ( ) ; 



機 能 現在 オープン している ファイル ハンドルを、 すべて クローズ します。 

子 プロセスが オープンした ファイル ハンドルに ついても 同様です。 

ただし、 該当 プロセスの 親 プロセスが オープンした ファイル ハンドルは、 クロー 
ズ されません。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



注： 他の レベルで ファイルを オープン している 場合 （ fopen などで ファイル ストリームを オーブ 
ン している 時な ど） は、 この 関数を 使 Mj しては いけません。 
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第 1 章 リファレンス 





include < iocslib . h > 



int APAGE ( MODE ) ; 

int MODE ; /* 普き 込み ページ */ 

機 能 j グラフィック 画面の 宵き 込み ページを 設定し ます。 

杏き 込み ページは MODE で 指定し ます。 



0 : 害き 込み ページに 0 ページを 指定 
1 : 杏き 込み ページに 1 ページを 指定 

2 : 寄き 込み ページに 2 ページを 指定 

3 : 赉き 込み ページに 3 ページを 指定 
一 1 : 現在の 普き 込み ページを 凋べ る 

戻 り 値 j 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
一 2 : ページ 引数が 規定 外 

一 3 : 指定され た ページは、 現在の モードでは 設定 不可 



MODE がー 1 のとき 正常終了 ならば 0 〜 3 の 値を 返します。 
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BADFMT 



レべ ノレ o 




include く iocslib . h > 



nt B BADFMT ( DRIVE , RECNO , MODE ) ; 
nt DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
nt RECNO ; /* レコード 番号 */ 
nt MODE ; /* インタ リーブ コード * / 



機 不哀 トラックを 使用 不能に します （ハードディスク のみ）。 

DRIVE には、 pda x 256 を 指定し ます。 



• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F ハードディスク 



RECNO には 256 バイト 単位の レコード 番号を 指定し ます。 

MODE には インタ リーブ コード （6、 1> を 指定し ます （通常 10 メガバイト ドラ 
イブは 6、 20 • 40 メガバイト ドライブは 



戻り 値 | OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 

正常終了 ならば 正の 数 （0 も） を 返します。 
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害 式# include く iocslib . h > 



int B 一 BPEEK ( ADDRESS ) ; 

unsigned char * ADDRESS ; /* データ 格納 領域の アドレス */ 



機 能 ADDRESS で 指定され た アドレスから データを バイト 単位で 読み込みます 0 



戻り 値 読み込んだ データを 返します。 



プ □グラム 例 



# include <stdio^h> 

# include く iocslib • h> 

static char mem = 0x10 ； 

main( ) 

char *addr ； ft アドレス */ 

int rdata; 

addr = &mem ； 

rdata = B_BPEEK( addr ) ; 

print f ( ”Xx : 0x%02x¥n #, , addr, rdata ) ； 





B-BPOKE 



レべ ノレ 0 




# include く iocslib. h> 



void B BPOKE (ADDRESS, DATA) ; 

unsigned char * ADDRESS ;/* データ 格納 領域の アドレス */ 
int DATA ; /* 普き 込む データ */ 




ADDRESS で 指定され た アドレスへ 、データを 菩き 込みます （バイト 単位 ) 




炭り 値はありません。 




f include 
f include 



<stdio • h> 

^ locsiib. h> 



static unsigned char mem = 0x10 



main( ) 



unsigned char 拿 addr; 
addr = kmem ； 

printf ( ft %x ： 0x%02x¥n 9V f addr, mem) ; 

B_BPOKB < addr , 0xff ) ； 

printf ( ,f Xx ： 0x%02x¥n M , addr f mem ) ; 








第 1 章 リファレンス 




CLR.AL 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include く locslib. h> 



void B CLR AL ( ) ; 



機 


能 


テキスト 画面 全体を クリアし ます。 
カーソルは ホーム ポジションに 移動し ます。 


戻 


リ 値 


戻り 値はありません。 
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B-CLR-ED 



レべ ノレ 0 



窨 式# include く iocslib . h > 



viod B CLR ED ( ) ; 



機 能 カーソル 位置から 最終 行 右端まで テキスト 画面を クリアし ます。 



テキスト 画面 



クリア されない 



■ 



クリア される 



戻り 值 戻り 値はありません。 



30 







第 1 章 リファレンス 




CLR-ST 



レぺ ノレ 0 



害 



式 # include く iocslib. h> 



void B CLR ST ( ) ; 

MM 



檄 能 先頭 行 左端から カーソル 位 S まで テキスト 画面を クリアし ます 0 



テキスト 画面 



クリア される 



■ 



クリア されない 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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COLOR 



レべ ノレ O 




# include く iocslib . h > 



int B COLOR ( COLOR ) ; 

int COLOR ; / * カラー/成 性. * / 



機 COLOR で 指定した 诚 性を 設定し ます。 

COLOR に 指定で きる 値と その 内容は 次の 通りです。 




黒 


8 


水色 


9 


货色 


10 


白 


11 


黒 


12 


水色の 強 凋 


13 


黄色の 強調 


14 


白の 強 凋 


15 



黒 

水色の リバース 
货 色の リバース 
白の リバース 
黒 

水色の 強調 リバ 一 ス 
黄色の 強調 リバース 
白の 強調 リバース 



なお、 COLOR に 一 1 を 指定した ときは、 城 性の 過 知の み 行います。 



戻り 値 j 前の 城 性を 返します。 

一 1 が 返った ときは、 有効 範网 外を 指定した ことを 示します。 
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第 1 章 リファレンス 




CONSOL 



レべ ノレ 0 






式 



include <iocslib. n> 



int B CONSOL ( XS , YS , XL , YL ) ; 
intXS ; /* 先頭 X 座標 */ 
int YS ; /* 先頭 Y 座標 */ 
int XL ; /* X の 桁 数一 1 */ 

int YL ; /* Y の 行数 一 1 */ 



機 能 | 表示 範關を 指定し ます。 

カーソルは ホーム ポジションに 移動し ます。 
各 座標の 指定 方法は 次の 通りです。 



XS : 先頭 X 座標 （16 の 倍数を 指定。 0 〜 1008 ) 

YS : 先頭 Y 座標 （4 の 倍数を 指定。 0 〜 1020 ) 

XL : X の 桁 数 一 1 (8 ドット 単位。 0 〜 127) 

YL : Y の 桁 数 一 1 (16 ドット 単位。 0 〜 63) 

ただし、 XS . YS 両方が 一 1 だった 場合、 あるいは XL . YI ^ 両方が 一 1 だった 場 
合には、 先頭 座標、 桁 •行は それぞれ 直. 前までの 値が 引きつ がれます。 



戻り 値 上位 16 ビットには 丨 直前の XL 、 下位 16 ビットには 直前の YL が 返されます。 
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レべ ノレ 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



void B CUROFF ( ) ; 



機 能 カーソルを 消します。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



void B CURON ( ) ; 



機 能 カーソルを 表示し ます 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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レべ ノレ 0 



軎 式# include く iocslib . h > 



void B DEL ( N ) ; 

intN ; /* 削除す る 行数 */ 



機 有 U カーソル 位菡の 行から N 行 削除し ます。 

N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 
なお、 カーソルの X 座標は 0 となります 〇 



テキスト 画面 テキスト 画面 





ABCDEFG 






个 


■ 


-4 


ABCDEFG 


N 行 




F 


XYZ 


1 


削除され る 








XYZ 







戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 




DOWN 



レべ ノレ 0 




include < iocslib . h > 



void B DOWN ( N ) ; 
intN ; /* 移勋 する 行数 */ 



機 能」 カーソル 位置を、 N 行 下へ 移動し ます。 

カーソル 位 [ g が敁 下行を 超えても スクロール アップは 行われません 0 
なお、 N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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DOWN_S 



レぺ ノレ 0 




# include く locslib. h> 



void B DOWN S ( ) ; 



機 __ 能 I カーソル 位置を、 1 行 下へ 移動し ます。 

カーソル 位置が 最下 行に あった 場合には、 スクロール アップが 行われます 〇 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 




害 式# include く iocslib . h > 



int B DRVCHK ( DRIVE , MODE ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
int MODE ; /* モード */ 



機 能 I DRIVE で 指定した ドライブの 状態の チヱ ックと 設定を 行います （2 HD のみ)。 

DRIVE には pda x 256 を 指定し ます。 



• pda 

0 x 90 〜 0 x 93 2 HD フロッピー ディスク 

MODE には 次の 内容を 設定し ます。 

0 : 状態の チェック のみ 行う （戻り 値の ビット 7 〜 ビット 0) 

1 : ィジ ェクト する （ィジ ェクト 禁止 状態のと きは 不可） 

2 : ィジ ェクト 禁止 1 (MODE = 1 の イジ ェクト も 禁止） 

3 : ィジ ヱクト 許可 1 

4 : ディスクが セットされ ていない とき LED 点滅 

5 : ディスクが セットされ ていない とき LED 消灯 

6 : イジ ェクト 禁止 2 (MODE = 1 の イジ ェクト も 禁止） 

7 : イジ ェク卜 許可 2 

8 : 前间の チェック 後に イジ ェクト した か 否かの チェック 

上記の 6 〜 8 は Human 68 K で 使用す るので、 ユーザーは 使用して はいけ ません。 



戻り 値 MODE = 0 〜 7 のとき は、 次の 内容を 返します。 



ビット 



7 


6 


5 


4 


3 


2 


1 


0 


LED 

点滅 


EJECT 

禁止 


BUFFER 

有り 


USER 

使用禁止 


PRO 


READY 


メディア 

挿入 


誤挿入 



PRO (プロテクト = 1 )、 READY (ノット レ デイ = 1) は MODE = 0 で、 
メディア 挿入のと きに のみ 返します。 

MODE = 8 のとき、 戻り 値が 1 ならば イジ ェクト していない ことを、 一 1 なら 
ば イジ ェクト した ことを 示します。 
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窨 式# include く iocslib . h > 



int B DRVSNS ( DRIVE ) ; 

int DRIVE ; /* ドラィブ 番号 */ 

機 能] ディスクの ステータスを 凋べ ます。 

DRIVE には pda x 256 を 指定し ます。 

• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F ハードディスク 

0 x 90 〜 0 x 93 2 HD フロッピー ディスク 



戻 り 値 j OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 

正常終了 ならば ハードディスクは 正の 数 （0 も） を、 2 HD フロッピーディスク 
は敁 上位 8 ビットに FDC の ステータス 情報 （負の 数 も ありえる） を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 




DSKINI 



レぺ ノレ 0 



く 2 HD フロッピーの 場合〉 

害 式# include 〈 iocslib . h > 

int B DSKINI ( DRIVE , DATAADDRESS , OFFTIME ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 

unsigned char * DAT A ADDRESS ; /* データ アドレス */ 
int OFFTIME ; /* モーター オフまでの 時間 */ 



機 能 | 2 HD フロッピー ディスクの インターフェイスの 初期化を 行います。 

DRIVE には pda x 256 を 指定し ます。 

• pda 

0 x 90 〜 0 x 93 2 HD フロッピー ディスク 

DATAADDRESS には、 SPECIFY コマンドの データ アドレスを 指定し ます。 

0 の 場合は デフォルト値 （0 x 03、 OxdO 、 0 x 10) となります。 

OFFTIME には モーター オフまでの 時間 （ n /100 秒） を 指定し ます。 

0 の 場合は デフォルト値 （200 … 2 秒） となります。 

戻 り 値 1 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば 正の 数 （〇 も） を 返し ま 

す。 



く ハードディスクの 場合〉 

害 式# include く iocslib . h > 

int B DSKINI ( DRIVE , DATAADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドラィブ 番号 */ 

unsigned char * DATAADDRESS ; /* データ アドレス */ 

機 能] ハードディスクの インター フヱ イスの 初期化を 行います。 

DRIVE には pda x 256 を 指定し ます。 

• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F ハードディスク 

DATAADDRESS には、 ドライブ パラメータの データ アドレスを 指定し ます。 

0 の 場合は デフォルト値 （0 x 01、 0 x 01、 0 x 00、 0 x 03、 0 x 01、 0 x 35、 0 x 80、 
0 x 00、 0 x 00、 0 x 00) となります。 

戻 り 値 1 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば 正の 数 （〇 も） を 返し ま 

す。 
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B_ 


F I 


FP1 


「 








■ レベル 0 




# include < iocslib . h > 



int B EJECT ( DRIVE ) ; 

int DRIVE ; /* ドライブ# 号 */ 



機 _ 能 | イジ ェク 卜を 行います （イジ ェクト 禁止 状態で も 実行し ます）。 

ハードディスクの 場合は、 未使用 シ リンダへ ヘッドを シークし ます。 
DRIVE には pda X 256 を 指定し ます。 



• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F ハードディスク 

0 x 90 〜 0 x 93 2 HD フロッピ一 ディスク 



戻 り 値」 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 

正常終了 ならば 正の 数 （0 も） を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



B_ERA_AL 



窨 式 # include 〈 iocslib. h> 



レぺ ノレ 0 



void B ERA AL () ; 



機 能 テキスト 画面の カーソルの ある 行の 左端から 右端まで クリアし ます 0 



テキスト _ 面 

] の 部分を クリアし ます。 



■ 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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B_ERA_ED 

害 式 # include く iocslib. h> 



レべ ノレ 0 



void B ERA ED ( ) ; 



機 態」 テキスト _ 面の カーソル 位置から、 力一 ソルが ある 行の 右端までを クリアし ま 

す。 



テキスト _ 面 

] の 部分を クリアし ます 0 



■ 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 




ERA.ST 



レべ ノレ 0 



害 式 # include く iocslib. h> 

void B ERA ST ( ) ; 

機 nf \ テキス 卜_面 の 力一 ソルが ある 行の 左端から、 カーソル 位 説までを クリアし ま 

す。 

テキスト 幽而 

| ] の 部分を クリアし ます 0 

■ I 



戻り 値 戻り 侦 はありません。 
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FORMAT 



レべ ノレ 0 



香 式# include く iocslib . h > 

int B— FORMAT ( DRIVE ， RECNO , LENGTH , IDADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 
int LENGTH ; /* バイト 数*/ 

unsigned char * IDADDRESS ;/ * データ アドレス * / 

機 能 1 ディスクの 物理 フォーマットを 行います 0 

DRIVE には pda X 256 + mode を 指定し ます。 



• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F ハードディスク 

( RECNO は 256 バィト 単位の レコ一 ド潘 号と なります〉 

0 x 90 〜 0 x 93 2 HD フロッピー ディスク 

( RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 データの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ で 指定し ます） 



• mode 

mode には ハードディスクの 場合、 0 を 指定し ます。 

2 HD フロッピー ディスクの 場合は、 以下の ようになります。 



0 


im/mim 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には バイト 数を 指定し ます 0 

ただし ハードディスクの 場合は、 インタ リーブ コード （6、 1) を 指定し ます （通 
常 10 メガバイト ドライブは 6、 20 • 40 メガバイト ドライブは 1)。 

IDADDRESS には、 ID データの先頭 アドレスを 指定し ます。 

ただし、 ハードディスクの 場合は 不要です。 

IDADDRESS には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください 0 

戻 り 値 j OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 芷常 終了なら ば ハードディスクは 正の 

数 （0 も） を、 2 HD フロッピー ディスクは FDC の ステータス 悄 報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2 HD フロッピー ディスクの 場合、 物理 フォーマットに 失敗しても エラー 
にはなら ずに 、 FDC の ステータス 情報と して 失敗した ことを 示す 情報が 返され 
ます。 
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第 1 章 リファレンス 



「BGCTRLGT 



レべ ノレ 0 



害 



式 # include く iocslib . h > 



int BGCTRLGT ( MODE ) 
int MODE ; /* モード */ 



機 BG コントロール レジスタの 読み出しを 行います 0 

MODE には BG コントロール レジスタ 悉 号を 指定し ます （0 〜 1)〇 



戻 り 値 テキスト ページ X 2 + 表示 モード （0 〜 1> 、 または エラー コード （ー1=_面 モー 

ドエラ 一、 画面 サイズが 768 X 512 のとき など） を 返します。 
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BGCTRLST 



レべ ノレ 0 



害 式# include 〈 iocslib . h > 



int BGCTRLST ( MODE , PAGE , ONOFF ) ; 
int MODE ; /* モード */ 
int PAGE ; / * テキスト ページ */ 
int ONOFF ; /* 表示の ON/OFF */ 



機 _ filj BG コントロール レジスタの 設定を 行います。 

MODE には BG コントロール レジスタ 番号を 指定し ます （〇 〜 1)。 
PAGE には、 テキスト ページを 指定し ます （〇 〜 1)。 

一 1 が 指定され た 場合には、 設定を 変史 せずに 视在侦 を 使用し ます。 
ONOFF には 表示の ON / OFF を 指定し ます （0 のとき 表示 OFF 、 1 
ON >〇 

一 1 が 指定され た 場合には、 設定を 変史 せずに 現在 値を 使用し ます。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : _而 モード エラ一 (I 由 I 面 サイズが 768 X 512 のとき など) 



とき 表示 
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第 1 章 リファレンス 



BGSCRLGT 



レべ ノレ 0 




# include < iocslib . h > 



int BGSCRLGT ( MODE , X , Y ) ; 

int MODE ; /* モード */ 

int * X ; /* X 座標を 指す ポインタ */ 

int * Y ; /* Y 座標を 指す ポインタ */ 



機 能 」 BG スクロール レジスタの 読み出しを 行います。 

MODE には 、 BG スクロール レジスタ 番号を 指定し ます （0 〜 1)。 

X には X 座標、 Y には Y 座標を 返すべき ポインタを それぞれ 指定し ます。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

-1 : _ 曲 •モード エラー （ I 判 曲 •サイズが 768 X 512 のとき など） 
正常終了の 場合、 X 座標、 Y 座標が それぞれの ポインタに 格納され ます。 
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「BGSCRLST 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include く iocslib . h > 



int BGSCRLST ( MODE ， X ， Y ) ; 

int MODE ; /* 垂 疽 帰 線 期 問の 検出 モード */ 

int X ; /* X 座標*/ 

int Y ; /* Y 座標*/ 



機 能 BG スクロール レジスタの 設定を 行います 0 

MODE は 次に 示す ように 指定し ます。 



ビット 31 : 0 垂成 W 線 期間を 検出して から 設定を 行う 
: 1 垂齑帰 線 期間を 検出し ないで 設定を 行う 
ビット 0 : 0 BG 0 を 設定す る 

: 1 BG 1 を 設定す る 

X には X 座: 標、 Y には Y 座標を それぞれ 0 〜 1023 の範网 内で 指定し ます。 
—1 が 指定され た 場合には、 設定を 変史 せずに 视在 値を 使用し ます。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 • 

一 1 : I 由 1 曲 •モード エラー サイズが 768 X 512 のとき など） 
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第 1 章 リファレンス 




害 式# include く iocslib. h> 



nt BGTEXTCL ( PAGE , CODE ) ; 
nt PAGE ; /* テキスト ページ */ 
nt CODE ; /* パターン コード */ 



機 能 | BG テキストを 指定した パターンで クリアし ます。 

PAGE には、 テキスト ページを 指定し ます （0 〜 1>〇 
CODE には、 パターン コードを 指定し ます。 

この パターン コードとは、 次の V、 H、 COLOR、 PCGCODE の 4 つの パラメ 一 
タを各 ビットに 割り当てた パターンの ことです。 



ビット 15 V ： 0 縦 方向 反紜 しない 

V ： 1 縦 方向 反転す る 

ビット 14 H ： 0 横 方向 反 fe しない 

H ： 1 横 方向 反 fe する 

ビット 8 〜 11 COLOR ノ、 0 レット ブロック （0 〜 15) 

ビット 0 〜 7 PCGCODE PCG コード （0 〜 255〉 
※ビット 12、 13、 16 〜 31 は 常に 0 



したがって、 CODE = Ox873C の 時は、 PCG コードが 60、 ノ 、。レット ブロックが 
7、 縦 方向の み 反 fe 、 という 設定になります。 

戻り 値 | 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : 幽而 モード エラー （_ 面 サイズが 768 X 512 のとき など） 
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レベル 0 



BGTEXTGT 



害 式# include く iocslib . h > 



int BGTEXTGT ( PAGE , X , Y ) ; 
int PAGE ; /* テキス 卜 ページ */ 
int X ; / * テキス 卜 X 座標 * / 
int Y ; /* テキス 卜 Y 座標 * / 



機 能 I BG テキス 卜の 読み出しを 行います。 

PAGE には、 テキスト ページを 指定し ます （〇 〜 1>。 

X には テキス 卜 X 座標、 Y には テキス 卜 Y 座標を、 それぞれ 0 〜 63 の範 幽 内で 
I 旨定 します。 



戻り 値 正常終了の 時は パターン コードを 返します。 

パターン コードとは、 次の 4 つの データを 各 ビットに 割り当てた パターン のこと 
です。 



ビット 15 V ： 0 縦 方向 反転して いない 

V ： 1 縦 方向 反 fe している 

ビット 14 H ： 0 横 方向 反転して いない 

H ： 1 横 方向 反転して いる 

ビット 8 〜 11 COLOR パレット ブロック （0 〜 15) 

ビット 0 〜 7 PCGCODE PCG コード （0 〜 255) 

※ビット 12、 13、 16 〜 31 は 常に 0 

異常終了の 時は エラー コード （一 1) を 返します。 

これは _而 モードが 不正 （闽面 サイズが 768 x 512 の 時な ど） な 場合です。 
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第 1 章 リファレンス 



BGTEXTST 



レぺ ノレ 0 




# include < iocslib . h > 



int BGTEXTST ( PAGE , X , Y , CODE ) ; 
int PAGE ; /* テキス 卜 ページ */ 
int X ; /* テキスト X 座標 */ 
int Y ; /* テキスト Y 座標 */ 
int CODE ; /* パターン コード */ 



機 能 | BG テキス 卜の 設定を 行います。 

PAGE には テキスト ページを 指定し ます （0 〜 1>。 

X には テキスト X 座標、 Y には テキスト Y 座標を それぞれ 0 〜 63 の範四 内で 指 
定 します。 

CODE には パターン コードを 指定し ます。 

この パターン コードとは、 次の V , H , COLOR ， PCGCODE の 4 つの パラメ 一 
タを各 ビットに 割り当てた パターンの ことです。 



ビット 15 V ： 0 縦 方向 反転し ない 

V ： 1 縦 方向 反転す る 

ビット 14 H ： 0 横 方向 反転し ない 

H ： 1 横 方向 反転す る 

ビット 8 〜 11 COLOR パレット ブロック （0 〜 15) 
ビット 0 〜 7 PCGCODE PCG コード （0 〜 255) 
※ビット 12、 13、 16 〜 31 は 常に 0 



戻り 値： 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : _面 モード エラー （_ 面 サイズが 768X512 のとき など〉 
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レベル 0 



窨 式 # include 〈 iocslib. h> 



int BINDATEBCD (BINDATE) ; 
int BINDATE; /* 日付 */ 



機 _ 能 | 2 進数の H 付を、 時計に セットで きる 形式に 変換し ます。 

BINDATE の 形式と、 設定 内容は 次の 通りです。 



BINDATEBCD 



0000 vvvy yvvvyyyy mmmmmmmm dddddddd 





yyyyyyyyyyyy 


年 


(1980 〜 2079) 




mmmmmmmm 


月 


(0 卜 12) 




dddddddd 


H 


(01 〜 31) 


戻り 値 


次の 内容を 返します。 







UUUUWWWW YYYYYYYY MMMMMMMM DDDDDDDD 



uuuu 

wwww 

YYYYYYYY 

[MMMMMMM 

DDDDDDDD 



うるう年 カウンタ （0 〜 3) 

曜日 カウンタ （0 〜 6) 0 : 日曜 ロ 

年 （00 〜 99。 1980 年から 相対 年数) 
月 （01 〜 12> 

H (01 〜 31> 



上記の 年， 日は いずれも BCD2 桁です。 
エラーが 発生した ときには 一 1 を 返します。 
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tinclude 



< iocslib. h> 



♦define YEAR 1990 

fdefine MONTH 3 

#def ine DATE 14 



main( ) 




bin ； 
bed ； 



/» 日付 （ 2 進数 ）*/ 
/ 拿 日付 （ BCD) */ 



bin = (YEAR << 16) I (MONTH << 8) I (DATE << 0 )； 
bed = BINDATEBCD(bin ) ； 

BINDATESET(bcd) ； /* 日付を 時計に K 定 */ 







# include く iocslib. h> 



int BINDATEGET ( ) ; 
r« 能 i 時計から Fi 付を 読み込みます。 

次の 内容を 返します。 




0000 WWWW YYYYYYYY MMMMMMMM DDDDDDDD 



wwww : iwh カウンタ （〇 〜 6> 〇 ： amu 

YYYYYYYY ： 年 （ 00 〜 99 。 1980 年からの 相対 年数 ) 
MMMMMMMM : 月 （ 01 〜 12) 

DDDDDDDD ： H (01 〜 31> 



上記の 年， H はいずれ も BCD2 桁です。 
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第 1 章 リファレンス 




void BINDATESET (BCDDATE) ; 
int BCDDATE; /* 日付 */ 

時計に 日付を 設定し ます。 

BCDDATE の 形式と 指定 内容は 次の 通りです。 




UUUUWWWW YYYYYYYY MMMMMMMM DDDDDDDD 



UUUU ： うるう年 カウンタ （ 0 〜 3> 

WWWW : B 保 F1 カウンタ （ 0 〜 6) 0 ： RUSH 
YYYYYYYY : 年 （ 00 〜 99 。 1980 年からの 相対 年数 ) 
MMMMMMMM •• 片 （ 01 〜 12) 

DDDDDDDD ： El (01 〜 31) 



上記の 年，） 1, H はいずれ も BCD2 桁です。 



戻り 値 I 戻り 値はありません。 

プ □グラム 例 
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BINDNO 



害 



式 



# include く doslib . h > 



レベル 



int BINDNO ( filel , file 2) ; 

unsigned char * filel ;/ * 実 ファイル 名への ポインタ */ 
unsigned char * file 2 ;/* モジュール ファイル 名への ポインタ */ 



棰 __ 能 j ファイル 名から モジュール 番号を 求めます 0 

file 2 は、 filel で 指定され た ファイルに 含まれる 、ファイルの ファイル 名への ポ 
インタです。 

オーバ— レイ X ファイルに 含まれる 個々 の ファイルを 実行す るには、 各フ アイ 
ルに 割当てられた モジュール 番号を 指定し なければ なりません 0 
その 時は、 この BINDNO 関数で モジュール 番号を 求める ことができます。 



戻 り ji 」 file 2 で 指定され た ファイルの モジュール 番号を ビット 15 〜 8 に 返します 0 

戻り 値が ft の 場合は エラー コードを 示します。 



プログラム 例 



♦include 
tinclude 
# include 



<stdio.h> 

く stdlib.h 〉 
く doslib.h 〉 



main( int argc , 



char 

char 




char *argv [ 】 ） 

♦ file ； 
^module ; 
mno ； 



if (argc < 3) { 

print f ( "Usage : bindno file module l¥n” } ; 
exi t ( 1 ) ; 



file = *++argv; 
argc ; 

while ( -- argc ) { 

module = *++argv; 

if ((mno = BINDNO( f ile , module ) ) >= 0 ) { 

printf ( f, %s : %8 mno = %d¥n n , 

file, module f mno}; 



exi t ( 0 ) ； 

) 
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第 1 章 リファレンス 



B.INS— 

醫 式 I # include く iocslib . h > 



レべ ノレ 0 



void B INS ( N ) ; 

intN ; /* 神 入す る 行数 */ 



機 能 1 カーソル 表示 行の K 後に N 行 挿入し ます。 

N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 
なお、 カーソルの X 座標は 0 となります 0 



テキスト 画面 テキスト 幽面 



ABCDEF ■ 
XYZ 




ABCDEFG ■ 








神 入され る 




丁 
N 行 

4 






XYZ 





戻り 値 戻り 値はありません。 
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INTVCS 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include < iocslib . h > 



int B INTVCS ( VECTOR , ADDRESS ) ; 
int VECTOR ; /* ベクタ 番号 */ 

int ADDRESS ; /* 処理 ルーチンの エントリ アドレス */ 



機 能 j ベクタの 設定を 行います。 

VECTOR にはべ クタ 番号を 指定し ます。 



0 〜 OxFF : 割り込み 
0 x 100 〜 OxlFF : IOCS コール 



ADDRESS には、 処理 ルーチンの エントリ アドレスを 指定し ます 0 



戻り 値 前に 設定され ていた 処理 ルーチンの エントリ アドレスを 返します 0 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



害 式# include 〈 iocslib . h > 



int BITSNS ( KEYGRP ) ; 

int KEYGRP ; /* キー コード グループ */ 



機 _ j 以下に 示す キー コード グループを KEYGRP に 指定して、 キーの 押下 状態を 調べ 

ます。 



BITSNS 



\ ビット 

グル _プ \ 


0 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


0 


未定義 


ESC 


1 ! 


2 ，， 


3# 


4 $ 


5 % 


6 & 


1 


7 ， 


8 ( 


9 ) 


0 


■ ■ n — 


へ 


¥| 


BS 


2 


TAB 


Q 


W 


E 


R 


T 


Y 


U 


3 


I 


0 


P 


@ 


[ 


CR 


A 


S 


4 


D 


F 


G 


H 


J 


K 


L 


參 


5 


# 

# 


] 


Z 


X 


C 


V 


B 


N 


6 


M 


，く 


. > 


/? 




SP 


HOME 


DEL 


フ 


Roll up 


Roll down 


UNDO 


<— 


T 


— ► 


1 


CLR 


8 


/ 


木 




7 


8 


9 


+ 


4 


9 


5 


6 


— 


1 


2 


3 


ENTER 


0 


A 


f 


• 


記号 


登録 


HELP 


XF1 


XF2 


XF3 


B 


XF4 


XF5 


かな 


ローマ字 


コード 


CAPS 


INS 


ひらがな 


C 


全角 


BREAK 


COPY 


F- 1 


F- 2 


F-3 


F • 4 


F-5 


D 


F-6 


F- 7 


F • 8 


F-9 


F-10 


未定義 


未定義 


未定義 


E 


SHIFT 


CTRL 


OPT.l 


OPT.2 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


F 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 



戻 り 値 j 矜 キー コード グループの 押下 状態を 返します。 

該当 ビットが 1 ならば、 押下され ている ことを 示します。 
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式 # include < iocslib . h > 



int B KEYINP ( ) ; 



機 能 | キー コードの 読み出しを 行います。 

また、 電卓が 処理され ます。 



戻り 値 | スキャン コード X 256 + 内部 コードを 返します 0 

スキャン コードは、 BITSNS 関数で 指定す る キー コード グループを 8 倍した も 
のに、 その グループの キーの ビット 位 ; S の 番号を 加えた ものです。 

例えば、 ’ A ’ が 押されて いたならば 、グループは 3、 ビット 位蒗は 6 なので、 3 X 
8 + 6 = 0 xlE になります。 



プログラム 例 



# include <stdio *h> 

# include <iocslib#h> 

main ( ) 

{ 

int key_code ； /* キー コード */ 

key_code = B_KEYINP( > ; 

printf ( ,f key_code = %d¥n lf f key_code ) ； 

printf ( "scan code = 0x%02x¥n f, , key_code / 256}; 

printf ( "internal code = 0x%02x¥n M f key_code % 256 ) ； 

printf ( "character = %c¥n”, key code X 256 ) ； 





第 1 章 リファレンス 




KEYSNS 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include く locslib . h > 



int B KEYSNS ( ) ; 



機 _能 j キーの 先行 入力が あるかな いかを 調べます。 

また、 屯 卓が 処理され ます。 



戻 り 値 0 x 010000+ スキャン コード X 256+ 内部 コードを 返します。 

0 の 場合には、 キーが 押下され ていない ことを 示します。 
スキ ヤンコー ドは 、 B KEYINP 関数を 参照して ください。 
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LEFT 




# include く iocslib . h > 



レぺ ノレ 0 



void B 一 LEFT ( N ) 

int N ; /* 移動す る 街 数 */ 



機 能」 カーソル 位置を N 桁 左へ 移動し ます 0 

カーソル 位-置が 左端を 超えても、 右 スクロールは 行われません 0 
なお、 N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



「 B- LOCATE 



レぺ ノレ 0 



害 



式 



include ^locslib. h> 



int B LOCATE ( X ， Y ) ; 
int X ; / * X 座標*/ 
int Y ; /* Y 座標 */ 



機 能 X と Y で 指定した 位置に 力一 ソルを 設定し ます。 

X に一 1 を 指定した 場合には、 前の 座標の 通知の み 行います。 



戻り 値 上位 16 ビットに 前の X 座標、 下位の 16 ビットに 前の Y 座標を 返します。 
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# include く iocslib. h> 




int B LPEEK (ADDRESS) ; 

unsigned long * ADDRESS ; /* データの 格納 領域の アドレス */ 



機 能」 ADDRESS で 指定され た アドレスから、 データを ロング ワード 単位 （4 

で 読み込みます。 

このと き アドレスは 偶数で なければ なりません。 



戻り 値 読み込んだ データを 返します。 



プログラム 例 

# include く stdio • h> 

# include < iocslib • h> 

static unsigned long mem = 0x100 ; 

main( ) 

unsigned long *addr ; /* アドレス »/ 

int rdata; /» « み 込んだ データ 》/ 



addr = &mem; 

rdata = B_LPEEK( addr ) ； 

print f ( "%x : 0xX04x¥n ff f addr • rdata ) ； 







第 1 章 リファレンス 




B-LPOKE 



レべ ノレ 0 



式 I # include く iocslib . h > 

void B 一 LPOKE ( ADDRESS ， DATA ) ; 

unsigned long * ADDRESS ;/ * データ 格納 領域の アドレス*/ 
int DATA ; /* 宵 き 込む データ */ 

能] ADDRESS で 指定され た アドレスへ、 データを ロング ワード 単位 （4 
で 普き 込みます。 

このと き アドレスは 偶数で なければ なりません 0 



戾リ値 戻り 値はありません。 



ブロ グラム 例 



♦include 

♦include 



<8tdio • h> 

< iocslib. h> 



stat ic unsigned Ions mem = 0x100 ； 



main( ) 



unsigned long 拿 addr; /* データ 害 込み 領域 アドレス 本 / 

addr = &mem ; 

printf ( ”％x : 0x%04x¥n ff , addr, *addr > ; 

B_LPOKE(addr, 0x10000 ) ； 

printf ( M %x ： 0x%04x¥n ,f , addr , 拿 addr > ; 





MEMSET 



式 # include < iocslib . h > 

void B MEMSET ( ADDRESS , DATABUF , DATABYTE ) ; 
unsigned char * ADDRESS ; / * データ# き 込み 領域の アドレス 
unsigned char * DATABUF ; /* データ 格納 領域の アドレス * ノ 
int DATABYTE ; /* データ 喪き 込み バイト 数 */ 




DATABUF が 指す 領域の データを、 ADDRESS で 指定され た アドレス 
みます。 

DATABYTE には、 喪き 込む データの バイト 数 一 1 を 指定し ます。 
このと き 2 つの 領域を 重ねては いけません。 



戻り 値 戻り 値はありません 



ブロ グラム 例 





# include く iocslib . h > 



void B_MEMSTR ( ADDRESS , DATABUF , DATABYTE ) ; 
unsigned char * ADDRESS ;/ * データ 説み 込み 領域の アドレス * / 
unsigned char * DAT ABUF ; / * データ 格納 領域の アドレス * / 

int DATABYTE ; /* データ 読み込み バイト 数 */ 



機 能 ADDRESS で 指定され た アドレスから データを 読み込み、 DATABUF が 指す 領 

域へ 格納し ます。 

DATABYTE には、 読み込む データの バイト 数 一 1 を 指定し ます。 

このと き 2 つの 領域を 重ねては いけません。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



ブロ グラム 例 



♦include 

#include 



<8tdio • h> 

< iocslib. h> 



♦define DATA SIZE 



main( ) 



unsigned char 
unsigned char 
int i ; 



100 



src(DATA_SIZE) ； /* 7C T - ^ 本 / 
des[DATA^SIZE] ； / 拿 US 先 本 / 



for (i = 0 ； i < DATA_SIZE ； i++) 
src[ i ] = i ； 

B MEMSTRUrc, des f DATA^S I ZE - 1 ) ； 



for ( i 



= 0 ； i < DATA^S I ZE ； i++) { 

if (i % 10 == 9) 

printf ( f, %02x¥n ff f des(i ) ) ； 

。 1 s e 

printf ( ff %02x M f des[ij )； 





レぺ ノレ 0 



BOOTINF 



害 式# include く iocslib . h > 

int BOOTINF ( ); 



機 能 パワー ON 悄 報と システムの ブート 情報を 返します。 



戻り 値 以下に 示す ブート 情報を 返します。 



ビット 31 〜 24: パワー ON 悄報 

0 x 00: パワー スイッチ により 起動 
0 x 01: 外部 スイッチ により 起動 
0 x 02 : タイマに より 起動 
ビット 23 〜 0: システムの ブート 悄報 

0 x 000080 〜 0 x 00008 F : ハードディスクより 起動 （下位 4 ビットが ブー 

卜した ドライブの 畨 号を 表す） 

0 x 000090 〜 0 x 000093 : 2 HD ディスクより 起勋 （下位 2 ビットが ブート 

した ドライブの 番号を 表す） 

OxEDOOOO 〜 0 xED 3 FFF : SRAM から ブー 卜した ときの ブート アドレス 
上記 以外の 値： ROM から ブー 卜した ときの ブート アドレス 
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♦include 

#include 



< stdio . h> 

く iocslib • h> 



main( ) 

{ 

long inf ; 

int pow ; 

long bot ； 

inf = BOOTINF ( ) ； 

pow = ( inf > > 24} & 0xf f ； 
switch (pow) { 
case 0x00 ： 

printf (••パワー スイッチ により 起動 ¥rr> ; 
break ； 

case 0x01 : 

printf < ” 外部 スイッチ により 起動 > ; 
break ; 

case 0x02 ： 

printf< •，タイマに より 起動 ¥n”>; 
break ; 



bot = inf & 0x00ffffff ； 

if (0x000080 <= bot 9l9l bot <= 0x00008f ) 

printf ( "boot from ノヽー ド ディスク ¥n” > ; 
else if ( 0x000090 <= bot bot <= 0x000093 ) 
printf ( "boot from floppy ディスク ¥n" ) ; 
else if ( 0xed0000 <= bot kk bot < = 0xed3f f f ) 
printf < "boot f rom SRAM¥n ff ) ； 

else 

printf ( "boot from ROM¥n M ) ； 





レべ ノレ 0 



int BOX (ptr) ; 
struct BOXPTR { 
short xl ; /* 始 点の X 座標 */ 
short yl ; /* 始 点の Y 座標 */ 
short x2 ; /* 終点の X 座標 */ 
short y2 ; /* 終点の Y 座標 */ 
unsigned short color ; /* ノ 、 0 レット コード */ 

unsigned short linestyle ; /* ライン スタイル 木 / 
} * ptr ; 

機 能 ] グラフィック ® 面に ボックスを 描画し ます。 

戻 1 値 j 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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第 1 章 リファレンス 





レぺ ノレ 0 



害 



式 



include <iocslib. h> 



int B PRINT (MSGPTR) ; 



機 


能 




戻 


り 値 



unsigned char * MSGPTR ; /* 文字列 データを 指す ポインタ */ 

ヌル 文字で 終了す る 文字列 データを 表示し ます。 

上位 16 ビットに 表示 後の カーソル X 座標、 下位 16 ビットに カーソル Y 座標を 
返します。 
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include く iocslib . h > 



int B PUTC ( CODE ) ; 

int CODE ; / * 表示す る データ * / 



機 


能 




戻 


り 値 



CODE で 指定した 1 バイト データを 表示し ます。 

上位 16 ビットに 表示 後の カーソル X 座標、 下位 16 ビットに カーソル Y 座標を 
返します。 



74 





第 1 章 リファレンス 





# include <iocslib. h> 



int B PUTMES ( COLOR , X , Y , MAX , ADDRESS ) ; 

int COLOR ; / * 城 性 * / 

int X ; /* X 座標 */ 

intY ; /* Y 座標 */ 

int MAX ; /* 敁大 表示 文字 数 一 1 */ 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 表示 文字列を 指す ポインタ */ 



機 _ 能 | 指定 位 1 S (絶対 座標） に、 指定され た 文字列を 表示し ます。 

指定 文字 数を 超えて 表示され る ことはありません。 

表示し ようとした 文字列が、 全角 文字の 前半で 切られて しまうよ うな 場合は、 そ 
の 全角 文字は 表示され ず、 空白が 表示され ます。 

指定した 文字 数 分 表示す る 前に ヌル 文字が 現れたら、 以降の 文字は 空白で 埋めら 
れ ます。 

この 関数は、 ファンクション 行 表示 川で あり、 B CONSOL には 影響され ませ 
ん 。また、 表示 後の カーソル 位 IS にも 変化はありません。 

COLOR には to 性を 指定し ます。 

X には X 座標 （絶対 座標 >、 Y には Y 座標 （絶対 座標） を それぞれ 指定し ます。 
また、 MAX には 文字 数 一 1 ( 半角 単位） を、 ADDRESS には、 ヌル 文字で 終了 
する 文字列の 先頭 アドレスを 指定し ます 0 



戻り 値 次の X 座標の 値を 返します。 
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レべ ノレ 0 



• # include く iocslib. h> 

int B READ (DRIVE, RECNO, LENGTH, ADDRESS) ; 
int DRIVE; /* ドラィブ 番号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 
int LENGTH ; /* バィ 卜 数*/ 

unsigned char * ADDRESS ; /* データ 読み の 制 5 アドレス */ 

機 能 1 ディスクから データを 読み込みます。 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 

• pda 

0x80 〜 0x8F : ハードディスク 

(RECNO は 256 バィト 単位の レコ一ド # 号と なります） 

0x90 〜 0x93 : 2HD フロッピー ディスク 

(RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます〉 



• mode 

mode には ハードディスクの 場合、 0 を 指定し ます。 

2HD フロッピー ディスクの 場合は 以下の ようになります。 



0 


im/mfm 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には、 読み込みを 行う データの バイ 卜 数を 指定し ます。 
ハードディスクの 場合は 256 の 倍数を、 2HD フロッピーディスクの 場合は、 
1024 の 倍数を 指定して ください。 

ADDRESS には、 データ 読み込み 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アド 
レスを 指定し ないよう 注意して ください。 

戻 _ 値] OxFFFFFF?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば ハードディスクは 正の 

数 （0 も） を、 2 HD フロッピー ディスクは FDC の ステータス 情報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2HD フロッピ一 ディスクの 場合、 読み込みに 失敗しても エラーに はなら 
ずに、 FDC の ステータス 情報と して 失敗した ことを 示す 情報が 返されます。 
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第 1 章 リファレンス 




READDI 



レべ ノレ 0 



害 式」# include く iocslib . h > 

int B READDI ( DRIVE , RECNO , LENGTH , ADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 
int LENGTH ; /* バイト 数*/ 

unsigned char * ADDRESS ; / * データ 読み込み 領域の 先頭 アドレス * / 



機 __ 能 j 診断の ための 読み出しを 行います （2 HD のみ）。 

DRIVE には pdax 256 + mode を 指定し ます。 

• pda 

0 x 90 〜 0 x 93 : 2 HD フロッピー ディスク 

( RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 指定し ます） 



• mode 



0 


im/mfm 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には 説み 出しを 行う データの バイト 数を 指定し ます 〇 
1024 の 倍数を 指定して ください。 

ADDRESS には、 データ 読み込み 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます 0 
ADDRESS には、 スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください 0 



戻 り 値 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 

正常終了 ならば FDC の ステータス 情報 （負の 数 も ありえる） を 返します 0 
また、 読み込みに 失敗しても エラ一 にはなら ずに、 FDC の ステータス 情報と し 
て 失敗した ことを 示す 情報が 返されます。 

なお、 CRC エラーな どが 発生しても 途中で 中断して 終了したり せずに、 必ず 指 
定 バイト 数の 読み込みを 行います。 
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READDL 



レべ ノレ 0 



害 式# include く iocslib . h > 

int B READDL ( DRIVE , RECNO , LENGTH , ADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ# 号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 
int LENGTH ; /* バイ 卜 数*/ 

unsigned char * ADDRESS ; /* データ 読み込み 領域の 先頭 アドレス */ 



機 能 | 削除 データを 読み込みます （2 HD のみ）。 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 

• pda 

0 x 90 〜 0 x 93 : 2 HD フロッピー ディスク 

( RECNO は セクタ 技、 卜 ラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます） 



• mode 



0 


fm/mfm 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には データの バイト 数を 指定し ます。 

1024 の 倍数を 指定して 〈ださい。 

ADDRESS には、 データ 説み 込み 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には、 スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください。 



戻り | OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します 。正常終了 ならば FDC の ステータス 情報 

(黄の 数 も ありえる） を 返します。 

また、 読み込みに 失敗しても エラーには ならずに、 FDC の ステータス 情報と し 
て 失敗した ことを 示す 悄 報が 返されます。 
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# include く doslib . h > 



int BREAKCK ( flag ) ; 

int flag ; / * ブレーク チェックの 設定 フラ i 

機能 j ブレーク チヱ ックの 設定を 行います 0 

flag に 指定で きる 内容は 次の 通りです。 

0 : 特定の フアン クシ ヨン コールで のみ チ 
1 : すべての フアン クシ ヨン コールで チェ 

一 1 : 設定 状況の 通知 要求 

戻り 値 j 設定 状況を 表す 次の 値を 返します。 

0 : 特定の フアン クシ ヨン コールで のみ チ 
1 : すべての フアン クシ ヨン コールで チェ 

プログラム 例 



# include く staio • h> 

# include <doslib*h> 

♦define CHECK1 0 /* 指定の ものを check する ように 拉定 */ 

#define ALL.CK 1 /t すべて check する ように 投定 */ 

♦define STATUS (-1) /» 投定 状況の センス*/ 

main( ) 

{ 

if (BREAKCK (STATUS) == ALL_CK) 

puts (” すべての フアン クシ ヨン コールを チェック 

else 

puts (•• 指定の フアン クシ ヨン コールの み チェック ”}; 

) 







窨 式 # include く iocslib. h> 



int B RECALI (DRIVE) ; 

int DRIVE; /* ドライブ 番号 */ 



機 能 | トラック 0 へ シークを 行います。 

DRIVE には pda x 256 を 指定し ます。 

pdaX256 + 255 のとき は、 強制 レディ 状態での 凋 杏を 行います （ 2HD のとき の 

み )。 

• pda 

0x80 〜 0x8F : ハードディスク 

0x90 〜 0x93 : 2HD フロッピー ディスク 



戾 り 値 OxFFFFFF?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば ハ一ド ディスクは 正の 

数 （0 も） を、 2 HD フロッピ一 ディスクは FDC の ステ一 タス 情報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2HD フロッピー ディスクの 場合、 シーク 勋 作に 失敗しても エラーに はな 
ら ずに、 FDC の ステータス 悄報 として 失敗した ことを 示す 情報が 返されます。 
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第 1 章 リファレンス 




RIGHT 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include く locsiiD. h> 



void B RIGHT ( N ) ; 
intN ; /* 移動す る 桁 数 */ 



機 能」 カーソル 位置を N 桁 右へ 移動し ます 0 

カーソル 位; K が 右端を 超えても、 左 スクロールは 行われません 0 
なお、 N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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B-SEEK 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



レべ ノレ 0 



int B SEEK ( DRIVE , REGNO ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ# 号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 



檨 化 指定 卜 ラック （レコード） まで シークし ます 0 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 



• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F : ハードディスク 

( RECNO は 256 バィト 中 •位の レコード 番号と なります〉 

0 x 90 〜 0 x 93 : 2 HD フロッピーディスク 

( RECNO は セクタ 姣、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます） 



• mode 

mode には ハードディスクの 場合、 〇 を 指定し ます。 

2 HD フロッピー ディスクの 場合は 以下の ようになります。 



0 


im/mim 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



戻 i 値 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば ハードディスクは 正の 

数 （0 も） を、 2 HD フロッピー ディスクは FDC の ステータス 悄報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2 HD フロッピ一 ディスクの 場合、 シーク 勋 作に 失敗しても エラーに はな 
ら ずに、 FDC の ステータス 悄報 として 失敗した ことを 示す 情報が 返されます 
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第 1 章 リファレンス 




SFTSNS 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include <iocslib. h> 



int B SFTSNS ( ) ; 



檨 能 シフトキーの 押下 状態を 調べます。 



戻 り 値 シフトキーの 押下 状態を 返します。 

押下 状態を 示す 各 ビットの 内容は 次の 通りで、 ビット = 1 ならば 各 シフトキー 
が 押下され たこと を 示します。 



籲 ビット 15 〜 8 



15 


14 


13 


12 


11 


10 


9 


8 


0 


全角 


ひらがな 


INS 


CAPS 


コード 入力 


ロ 一 -7 ' ^ 


かな 


•ビット 7 〜 0 
7 6 


5 


4 


3 


2 


1 


0 


CAPS 


コード 入力 


ロ 一 マ 字 


かな 


0PT2 


OPT1 


CTRL 


SHIFT 



上記のう ち、 LED の 付いている キーは、 LED の 点灯 •消灯の 状態を、 LED の 付 
いていない キーは 実際に 押下され ている かどう かの 状態を 示します。 
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B.SUPER 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



int B SUPER ( SSP ) ; 
int SSP ; 



機 m ] スーパ一バイ ザ モード、 ユーザー モード 間の 切り替えを 行います。 

SSP に 〇 を 指定す ると ユーザ一 モードから スーパーバイザ モードに 替わります。 
SSP に 〇 以外を 指定す ると スーパーバイザ モードから ユーザー モードに 替わり 
ます。 



戻り 値 前の SSP を 返します。 

すでに スーパーバイザ モードと なって いる 状態で、 两度 スーパーバイザ モードに 
切り 矜 えを 行うよう に 指定す ると エラ一になり、： a の 数を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 





レべ ノレ 0 




# include く iocslib. h> 



void B_UP ( N ) ; 

int N ; /* 移動す る 行数 */ 



機 _ 能 I カーソル 位置を N 行 上へ 移動し ます。 

カーソル 位菡が 先頭 行を 超えても スクロール ダウンは 行われません 0 
なお、 N に 0 を 指定す ると、 1 とみな されます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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B_UP_S 



レべ ノレ 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



void B UP S ( ) ; 

MB W 



機 能 | カーソル 位- 策を 1 行 上へ 移動し ます。 

カーソル 位 茜が 先頭 行に あった 場合には、 スクロール ダウンが 行われます 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 




式# include く doslib . h > 



int BUS _ ERR ( s _ adr , d adr , mode ) ; 
unsigned char * s_adr ; / * 説み 込み ポインタ*/ 
unsigned char * dadr ;/* 害き 込み ポインタ*/ 
int mode ; /* アクセス する 時の 単位 サイズ*/ 



機 ggj スーパーバイザ 領域 や、 何も マッピングされ ていない 領域な ど、 アクセスした 時 

に バス エラーが 発生す る 可能性の ある 領域を、 読み 普き できる かどう かを チ エッ 
ク して、 その 結果を 返します。 

s _ adr には、 読み込みたい 領域への ポインタを 指定し ます。 
d _ adr には、 普き 込みたい 領域への ポインタを 指定し ます。 
mode は、 アクセス する 時の 単位 サイズを 次のように 設定し ます。 

1 : バイ ドで アクセス 
2 : ワードで アクセス 
4: ロング ワードで アクセス 



戻 り 値」 戻り 値が 0 なら、 読み 苦き _ 方と も 可能で ある ことを 示し、 読み込み ポインタで 

示される アドレスから データを 読み込んで、 齊き 込み ポインタで 示される ポ イン 
タへ データを 齊き 込んだ ことを 示します。 

1 なら、 d _ adr で 指定した アドレスに 杏き 込みを 行った ときに バス エラーが 発生 
する ことを 示します。 

2 なら、 s _ adr で 指定した アドレスで 読み込みを 行った ときに バス エラーが 発生 
する ことを 示します。 

一 1 なら、 おかしな 引数を 指定した ことを 示します （ mode が 不正、 あるいは 奇数 
アドレスから ワード、 ロング ワードで アクセスす るよう 指定した とき ）〇 
sadr を 先に チェックし ますので、 sadr , dadr 丨叫 方で バス エラーが 発生す る 
場合には 2 を 返します。 
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#include 

#include 



<stdio #h> 
<dosl ib • h> 



mam ( ) 



char 

char 



*s_adr 
*d_adr 
mode ; 
r ； 



mode = M_BYTE; 

s_adr = ( char * ) 0XC00000 ; 

d_adr = ( char *)0xe00000; 

r = BUS_BRR ( s_adr f d 一 adr, mode ) 

switch ( r ) { 

case R_OK: 

printf ( f, succe3s¥n ft ) ; 
break ; 

case REWRITE ： 

printf ( "can ， t wri te¥n ff ) 
break ； 

case REREAD ： 

printf ( ff can 1 1 read¥n ,f ) ; 
break ； 
case R_ERR: 

printf < "error¥n" ) ; 
break ; 

} 



#define M_BYTE 
#def ine M_WORD 
#define M_LONG 
#def ine R_OK 
#def ine REWRITE 
♦define REREAD 
tdefine R ERR 





第 1 章 リファレンス 




VERIFY 



レべ ノレ 0 



害 



式 



include < iocslib . h > 



int B VERIFY ( DRIVE , RECNO , LENGTH , ADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
int RECNO ; /* レコ一 ド 番号 */ 
int LENGTH ; /* バイト 数 */ 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 比較す る データの先頭 アドレス * / 



機 _ 能 | データの 比較 チェックを 行います。 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 



• pda 

0 x 80 〜 0 x 8 F : ハードディスク 

( RECNO は 256 バイト 単位の レコード 番号と なります） 

0 x 90 〜 0 x 93 : 2 HD フロッピー ディスク 

( RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます） 



• mode 

mode には ハードディスクの 場合、 0 を 指定し ます。 

2 HD フロッピー ディスクの 場合は 以下の ようになります。 



0 


im/mim 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には 比較 チェックを 行う データの バイト 数を 指定し ます。 ハード デイ 
スクの 場合は 256 の 倍数を、 2 HD フロッピーディスクの 場合は 1024 の 倍数を 指 
定 してく ださい。 

ADDRESS には、 比較す る データの先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には、 スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください 0 



戻り 値 OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します。 正常終了 ならば ハードディスクは 正の 

数 （0 も） を、 2 HD フロッピー ディスクは FDC の ステ一 タス 情報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2 HD フロッピー ディスクの 場合、 比較 チェックに 失敗しても エラーには 
ならずに、 FDC の ステータス 情報と して 失敗した ことを 示す 情報が 返されます 0 
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WPEEK 



レべ ノレ 0 




include く iocslib. h> 



int B WPEEK (ADDRESS) ; 

unsigned short * ADDRESS ;/ * データ 格納 領域の アドレス */ 




ADDRESS で 指定され た アドレスから、 データを ワード 単位 （2 バイト） で 説 
み 込みます。 

このと き アドレスは 偶数で なければ なりません。 




読み込んだ データを 返します。 




^include 
V include 



く stdio • h> 
<ioC8lib.h> 



static unsigned short mem = 0x2000 



main( ) 



unsigned short 本 addr; 
int rdata ; 

addr = kmem ; 

rdata = B_WPEEK( addr ) ; 
printf ( ,f Xx ： 0x%02x¥n M f addr 



/» アドレス*/ 

/* 嫌み 込んだ データ*/ 







I3K3 



式# include < iocslib . h > 



void B WPOKE ( ADDRESS , DATA ) ; 

unsigned short * ADDRESS ; / * データ 格納 領域の アドレス * / 
int DATA ; /* 書き込む データ */ 

機能] ADDRESS で 指定され た アドレスへ、 データを ワード 単位 （2 バイト） で畨き 

込みます。 

このと き アドレスは 偶数で なければ なりません 0 



寅り 値 戻り 値はありません。 



ブロ グラム 例 



^include 
» include 



<stdio • h> 

< iocslib • h> 



static unsigned short mem = 0x100 



main( ) 



unsigned short *addr 
int rdata ; 

addr = &mem ； 



/♦アドレス*/ 

/* 嫌み 込んだ データ*/ 



rdata = B^WPEEK ( addr ) ； 

printf ( f, %x ： 0x%02x¥n M f addr , rdata ) ； 

B_WPOKE(addr f 0x2000) ; 

rdata = B^WPKEK(addr ) ； 

printf ( M %x ： 0xX02x¥n M , addr , rdata ) ; 




WRITE 



レべ ノレ 0 




# include く iocslib. h> 

nt B WRITE (DRIVE, RECNO, LENGTH, ADDRESS) ; 

nt DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
nt RECNO; /* レコード 番号 */ 
nt LENGTH ; /* バイト 数*/ 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 齊き 出す データの先頭 アドレス * / 

« ディスクに データを 宵き 出します。 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 



• pda 

0x80 〜 0x8F : ハードディスク 

(RECNO は 256 バイト-中 •位の レコード 畨 号と なります） 

0x90 〜 0x93 : 2HD フロッピ一 ディスク 

(RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます） 



• mode 

mode には ハードディスクの 場合、 〇 を 指定し ます。 

2HD フロッピー ディスクの 場合は 以下の ようになります。 



0 


im/mfm 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には 齊き 出しを 行う データの ノ 《イト 数を 指定し ます。 ノ 、一 ド ディスク 
の 場合は 256 の 倍数を、 2 HD フロッピー ディスクの 場合は 1024 の 倍数を 指定し 

てくだ さい。 

ADDRESS には、 普き 出す データの先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には、 スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください。 

OxFFFFFF?? ならば エラ一を 表します。 正常終了 ならば ハ一ド ディスクは 正の 
数 （0 も） を、 2 HD フロッピー ディスクは FDC の ステータス 情報 （負の 数 も あ 
りえる） を 返します。 

また、 2HD フロッピー ディスクの 場合、 寄き 出しに 失敗しても エラーに はなら 
ずに、 FDC の ステータス 悄報 として 失敗した ことを 示す 悄 報が 返されます。 
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第 1 章 リファレンス 




WRITED 



レベル^ 0 




# include < iocslib . h > 



int B WRITED ( DRIVE , RECNO , LENGTH , ADDRESS ) ; 
int DRIVE ; /* ドライブ 番号 */ 
int RECNO ; /* レコード 番号 */ 
int LENGTH ; /* バイト 数*/ 

unsigned char * ADDRESS ;/* 書き込み データの先頭 アドレス */ 



檄 能 J 削除 データを 宵き 込みます （2 HD のみ）。 

DRIVE には pda x 256 + mode を 指定し ます。 



• pda 

0 x 90 〜 0 x 93 : 2 HD フロッピー ディスク 

( RECNO は セクタ 長、 トラック、 サイド、 セクタの 順に 上位から 8 ビット 
ずつ 設定し ます） 



• mode 



0 


im/mim 


retry 


seek 


0 


0 


0 


0 



LENGTH には データの バイト 数を 指定し ます。 1024 の 倍数を 指定して ください。 
ADDRESS には、 寄き 込み データの先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には、 スーハ^-バイ ザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った ア 
ドレスを 指定し ないよう 注意して ください。 



戻 り 値 | OxFFFFFF ?? ならば エラーを 表します 。正常終了 ならば FDC の ステータス 情報 

( ft の 数 も ありえる） を 返します。 

また、 普き 込みに 失敗しても エラ一 にはなら ずに、 FDC の ステータス 情報と し 
て 失敗した ことを 示す 情報が 返されます 《 
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C— CLS-AL 



レベル 




# include く doslib . h > 



int C _ CLS_AL ( ) ; 



機 能 | テキスト 画而 全体を クリアし ます。 

カーソルは ホーム ポジションへ 移動し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻り 値丨 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C CLS ED , C CLS ST 

mmm mmm mmm 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 1 

害 式」# include 〈 doslib . h > 

int C _ CLS_ED ( ) ; 

機能 1 カーソル 位置から 最終 行 右端まで、 テキスト 幽 面を クリアし ます 0 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます。 

テキスト _ 面 

クリア されない 

r_ | 

クリア される 

戻 り 値] 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 

参照 関数] C _ CLS _ ST , C_CLS AL 



C-CLS-ED 
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C-CLS-ST 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int C — CLS 一 ST ( ) ; 

機 能 1 先頭 行 左端から カーソル 位 まで、 テキス 卜 画面を クリアし ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サボ一卜されます 0 

テキスト _ 面 

クリア される 

[_ _1 

クリア されない 



戻 り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 間数 C CLS ED , C CLS AL 
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第 1 章 リファレンス 



C-COLOR 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int C COLOR ( atr ) ; 
intatr ; /* カラー 诚性 */ 



機 能」 atr で 指定した® 性を 設定し ます。 

カラー 诚 性の 内容は 次の 通りです。 



0 


黒 


8 


黒 


1 


水色 


9 


水色の リバース 


2 


货色 


10 


货 色の リバース 


3 


白 


11 


白の リバース 


4 


黑 


12 


黑 


5 


水色の 強調 


13 


水色の 強調 •リバース 


6 


货 色の 強調 


14 


黄: 色の 強調 •リバース 


7 


白の 強調 


15 


白の 強調 •リバース 



この ファンクション コールは 、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 
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レベル 1 



害 式# include く doslib . h > 



int C CUROFF ( ) ; 



機 能 j カーソルを 非 表示 モードに します。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



# 照 関数 C CURON 



C-CUROFF 
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第 1 章 リファレンス 



C-CURON 

書 式# include く doslib . h > 



int C CURON ( ) ; 



機 能 | カーソルを 表示 モードに します 0 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 〇 を 返します。 



参照 関数 C CUROFF 
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窨 式# include く doslib . h > 



int C 一 DEL ( n ) ; 

int n ; /* 削除す る 行数 */ 



« 態」 カーソルの ある 行から n 行 削除し ます。 

n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 



テキス 卜 画面 テキスト _ 面 





ABCDEFG 






♦ 


■ 




ABCDEFG 


n \i 
i 


削除され る 




XYZ 




XY2 







戾り 値] 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 
t 参照 関数 I CJNS 







第 1 章 リファレンス 




int C 一 DOWN ( n ) ; 

intn ; /* カーソル 位置の 移動 行数 */ 

機 能丨 カーソル 位蒗を n 行 下へ 移!！ 力し ます。 

ただし、 敁終 行より 下へ 移！! 力し ようとしても、 スクロール アップは 行われ ませ 
ん 。 

n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 

処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 

参照 閬数 I C„UP 
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DOWN.S 



レベル 




# include <doslib. h> 



int C DOWN S ( ) ; 

mmam 



機 _ 能 | カーソル 位蒗を 1 行 下へ 移動し ます。 

敁終 行より 下へ 移動 するとき には、 スクロール アップが 行われます。 
この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C UP S 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 1 

窨 式 | # include < doslib . h > 

int C 一 ERA 一 AL ( ) ; 

機 能 1 テキスト 画面の カーソルの ある 行の 左端から、 右端までを クリアし ます 0 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 

テキスト _ 面 

I I の 部分を クリアし ます。 

■ 



戻 り 値 j 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 
参照 関数 1 C ERA ED , C ERA ST 



C-ERA.AL 
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レベル 1 

窨 式# include く doslib . h > 

int C _ ERA_ED ( ) ; 

機 能 1 テキスト 画面の カーソル 位置から、 カーソルが ある 行の 右端までを クリアし ま 

す 。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 

テキスト _而 

I 丨 の 部分を クリアし ます。 

「■ 1 



C-ERA.ED 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C ERA ST , C ERA AL 
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第 1 章 リファレンス 



C-ERA-ST 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int C ERA ST ( ) ; 



機 能 テキスト 画面の カーソルの ある 行の 左端から、 カーソル 位; g までを クリアし ま 

す。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます。 

テキスト 両面 

| 匚 I の 部分を クリアし ます。 



■ 



戻 り 値 I 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C ERA ED, C ERA AL 
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# include く doslib . h > 



int C—FNKMOD ( n ) ; 

intn ; /* フアン クシ ヨン キー 行の モード */ 



機 能 j ファンクションキー 行の モードを 指定し ます。 

スクロール 範關は リセット されます。 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 
なぉ、 n で 指定で きる モードは 次の 通りです 0 

0 : ファンクションキー 表示 （スクロール 範网は 0 から 31 行 分） 

1 •• シフト ファンクションキー 表示 （スクロール 範囲は 0 から 31 行 分) 

2 : 何も 表示し ない （スクロール 範囲は 0 から 31 行 分） 

3 : ふつうの 行と する （スクロール 範 開は 0 から 32 行 分〉 

一 1 : 現在の モードを 返す 



戻り 値 n に 一 1 を 指定した ときの み、 現在の モード （0 〜 3) を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 





include <doslib. h> 



void CHANGE_PR( ); 

機 能 | バック グランド タスクの 自分の 実行権を 放棄し ます。 

次の タスクに 切り替わります。 



戻り 値 1 戻り 値はありません。 

参照 関数 I OPEN PK, KILL PR, GET— PR, SUSPEND PR, SLEEP_PR， SEND 一 PR ， 

TIME PR 
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CHDIR 



レ ペル 




# include < doslib . h > 



int CHDIR ( file ) ; 

unsigned char * file ; /* ディレクトリ 名 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 カレント ディレクトリを、 file で 指定した ディレクトリに 変更し ます 0 



戻 り 値 j 正の 数 （0 も） で 正常終了、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラ一。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は、 0 以外の 正の 数の 
場合が あります。 



参照 関数 MKDIR , RMDIR 
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# include く doslib . h > 



int CHGDRV ( drive ) ; 

int drive ; /* ドライブ# 号*/ 

機 能 1 カレント ドライブを 指定し ます。 

指定す る ドライブ# 号と ドライブの 対応 関係は 次のようになります 



0 ： ドライブ A 
1 ： ドライブ B 
2 ： ドライブに 




ドライブ D 



戻り 偭 | エラーな らば 指定した 値 以下の 値を 返します。 

正常終了 ならば 指定した 値より 大きい 値を 返します。 

ブロ グラム 例 | 

# include <doslib.h> 

main ( ) 

int drive ； /* ドライブ 番号 */ 

drive = 1; 

printf<" 指定 可能な ドライブ 数： CHGDRV(drive>>; 

if (CURDRV( ) < drive) 
puts ( ff ERROR 11 ) ; 





レベル 1 



害 式# include く doslib . h > 



int CHMOD ( file , atr ) ; 

unsigned char * file ; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 

int atr ; /* ファイル 诚性 */ 



機 能 I file で 指定す る ファイルの 诚 性を 変更し ます。 

atr に 指定で きる 城 性は 次の 通りです。 

ただし、 atr に 一 1 を 指定す ると、 诚 性の 読み出し のみを 行います。 




ビ 

ビ 

ビ 



ン卜 0 


読み込み# 用 


フ卜 1 


RS し ファイル 


ノ卜 2 


システム ファイル， 


フ卜 3 


ホリユ 一 ム ID 


ノ卜 4 


ディレクトリ 


ノ卜 5 


通常 ファイル 



組み合わせで 0 x 00 〜 0 x 07 まで 指定で 
きます。 

この 3 つのう ち どれ か 1 つを 指定し 
て 上記 ビット 0 〜 ビット 2 と 組み合 
わせた 値を 指定し ます。 



戻 り 値」 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラーと なります。 

诚 性の 変 ai に 成功す ると 正の 数 （〇 も） を 返します。 

诚 性の 読み出しに 成功す ると 読み出した 城 性を 返します。 



no 







第 1 章 リファレンス 



i 


r 1 


N 




W ■国 


IV# レベル 1 





害 



式# include 〈 doslib . h > 



int C 一 INS ( n ) ; 

intn ; /* 神 入す る 行数*/ 



機 m \ カーソルの ある 行の 庚 前に n 行 神 入し ます。 

n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます。 



テキスト _面 テキスト _而 



ABCDEF ■ 
XYZ 




ABCDEFG ■ 




挿入され る 






XYZ 



戻 り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C DEL 
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式 # include く doslib . h > 



int CINSNS ( ) ; 

m ^ RS -232 C 回線からの 入力 可 •不可を 綢 ベます。 

戻 り 値 入力 不可のと きには 0、 入力 可能なら ば 0 以外を 返します。 
参照 関数 ] COUTSNS 
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第 1 章 リファレンス 





# include < iocslib . h > 



int CIRCLE ( circleptr ) ; 
struct CIRCLEPTR { 
short x ; / * 中心 X 座標 * / 
short y ; / * 中心 Y 座標 * / 
unsigned short radius ; / * 半径 * / 
unsigned short color ; / * パレット コード * / 
short start ;/ * 円弧 間始 角度 */ 
short end ;/ * 円弧 終 广 角度 * / 
unisRned short ratio ; / * 上 匕 率 * / 

} * circleptr ; 

檄 グラフィック 画而に サークルを 描画し ます。 

円弧 開始 角度、 R 弧 終了 角度は 符号つ き 2 バイト 锫数 であり、 0 〜 360 の 角度で 
円弧を 描きます。 

範 _ 外の 角度を 指定した 場合は、 360 を 指定した 事と みなされます。 
ft の 値を 指定す ると 域 型を 描きます （角度は 値の 絶対値と なります）。 

比率は 符号な し 2 バイト 整数で あり、 0 〜 65535 の 値を とります。 

比率が 0 〜 255 のとき 半径は 横 方向の 半径を 怠 味し、 縦 方向との 比率は X : 256 
となります。 

比率が 256 〜 65535 のとき 半径は 縦 方向の 半径を 意味し、 横 方向との 比率は 
X : 256 となります。 



戻り 値] 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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C-LEFT 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int C_LEFT ( n ) ; 

int n ; /* カーソル 位; S の 移 觔桁数 */ 



機能] カーソル 位置を n 桁 左へ 移勒 します。 

ただし、 iii 左端より 左へ 移勋 しようと しても、 右 スクロールは 行われません。 
n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 閣数 C RIGHT 
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第 1 章 リファレンス 



CLIPPUT 



レべ^/ 0 



害 



式 # include く iocslib . h > 



void CLIPPUT ( XDOT , YDOT , ADDRESS , CLIPPTR ) ; 
int XDOT ; /* X ドット 座標 */ 
int YDOT ; /* Y ドット 座標 */ 
struct FNTBUF { 

short xl ; / * 丧 き 込む ノぐタ 一 ンの X 方丨 (丨1 の ドット 数 */ 
short yl ;/ * 带 き 込む パターンの Y 方向の ドット 数 */ 
unsigned char buffer [] ; /* パターン データ */ 

} * ADDRESS ; 
struct CLIPXY { 

short xs ; / * 表示 領域の 先頭 X 座標 * / 
short ys ; / * 表示 領域の 先頭 Y 座標 * / 
short xe ; / * 表示 領域の 敁終 X 座標 + 1 * / 
short ye ;/ * 表示 領域の irk 終 Y 座標 + 1 * / 

} * CLIPPTR ; 



機 能 ADDRESS で 指定され た アドレスから、 XDOT および YDOT で 指定され た ド 

ット 座標への パターンを 苔き 出す とともに、 CLIPPTR が 示す クリップ 座標に 従 
い クリッピング 処理を 行います。 

ADDRESS には スー ノ ぐ— バイ ザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤つ た アド 
レスを 指定し ないように 注意して 〈ださい 0 

ADDRESS には、 畨き 出す パターンの X 方向の ドット 数、 Y 方向の ドット 数、 
および パターン データを 格納して ください 0 

buffer には、 指定した X , Y 方向の ドット 数に 必要な だけの データを 格納して 
おいてく ださい。 

構造体 FNTBUF には、 データ バッファの 宣言の みで 実体は 存在して いません。 
メモリ 確保 用の 関数 malloc などで 確保した 領域を 使用して 〈ださい。 

また CLIPPTR には、 表示 領域の 先頭 X 座標、 先頭 Y 座標、 最終 X 座標 +1、 
姑 終 Y 座標 +1 を 格納し ます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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レベル 1 

害 式 I # include く doslib . h > 



nt C_LOCATE ( x ， y ) ; 
nt x ; 
nt y ; 



機 啤」 カーソルを （ x , y > で 指定した 位置に 設定し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デンぐ イスに より サポートされ ます。 

戻 り 値] 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



C- LOCATE 
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第 1 章 リファレンス 



CLOSE 



害 



式 



# include <doslib. h> 



レベル 



int CLOSE (fileno) ; 

int fileno ; / * ファイル ハンドル */ 



機 能 fileno で 指定す る ファイル ハンドルを クローズ します 0 



戻り 値 I 正の 数 （0 も） で 正常終了、 負 の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は、 〇 以外の 正の 数の 
場合が あります。 
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COMINP 



害 



式 



# include < doslib . h > 



レベル 



int COMINP ( ) ; 



機 能 j RS -232 CIe ! 線から 1 バイト 入力し ます。 

また、 このと き ブレーク チェック も 行います r 〇 〇 



戻 り 値 入力 データを 返します。 



参照 関数] COMOUT , CINSNS , INP 232 C 
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第 1 章 リファレンス 



COMMON-CK 

窖 式# include く doslib . h > 



int COMMON CK ( name ) ; 

unsigned char * name ;/ * ブロックの 名 則 • * / 



檐 能 J common 領域に おいて、 指定す る ブロックが 存在す るか どうか チヱ ック します。 

name には、 チェックしたい ブロックの 名前を 指定し ます。 



戻り 値 | 指定した ブロックが 存在す る 場合は、 その ブロックの 大きさを バイト 数で 返し ま 

す。 

存在し ない 場合は、 エラーに なり ft の 数を 返します。 



参照 関数 | COMMONRD , COMMONWT , COMMONLK , COMMON FRE ， 

COMMON DEL 



プログラム 例 




#include 




<stdi 〇 th> 




♦include 




<stdlib.h> 




♦include 




<dosl ib . h> 




main( int 
； 


argc , 


char *argv[ ] ) 




\ 


char 


拿 name ; 






int 


size ； 






if ( argc == 2) 








name = argv[ 1 ] ; 






else { 


piits( "COMMON 領域の 名前を 指定して く 


ださい 。"}; 




) 


exit ( 1 ) ； 






printf< "COMMON 領域％ 8” ， name); 
if ( (size = COMMON^CK(name) ) < 0) 








printf ( ” は 存在し ません ◊ ¥n ” ） ； 






else { 


printf (" は 存在し ます。 ¥n" > ; 








printf (••領域の 大きさは Xd バイト ¥n" 


9 size ) ; 


} 


i 

exi t ( 0 ) ； 
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# include 〈 doslib. h> 



int COMMON_DEL (name) ; 

unsigned char * name ; / * ブロックの 名前 */ 

機 能 common 領域に おいて、 指定され た ブロックを 消去し ます。 

name は 消去したい ブロックの 名前を 指定し ます。 

戻 り 値 J 負の 数なら エラーを 表します。 

参照 間数 I COMMON CK, COMMON RD, COMMONWT， COMMON 

COMMON FRE 




# include く stdio • h> 

# include <stdlibth> 

♦include <doslibth> 



main( int argc, char *argv[ ] ) 

{ 

char *name; 

if (argc == 2 ) 

name = argv[ 1 ] ; 

else { 

puts< "COMMON 領域の 名前を 指定して ください。”）； 
exit ( 1 ) ; 



printf<”COMMONfS 域 X8 ”， name ) ； 
if (COMMON^DEL(name) >= 0) 

printf(” を 削除し ました。 

else 

printf ( ” の刖 除に 失敗し ました 。 ; 

exi t ( 0 ) ; 






第 1 章 リファレンス 





# include < doslib . h > 



int COMMON FRE ( name ， pos， id psp ， len ) ; 
unsigned char * name ;/ * ブロックの 名前*/ 
int pos ; /* ロック 解除す る データの先頭を 指す*/ 
int id psp ; / * ロック 解除 するとき の ID */ 
int len ; /* ロック 解除す る データの 長さ*/ 



機 能 | common 領域に おいて、 指定され た ブロック 中の データを ロック 解除し ます。 

ロック 解除す ると、 id _ psp で 指定され た プロセス 以外から でも アクセス できる 
ようになります。 

name には ブロックの 名前を 指定し ます。 

pos には ロックした ときに 指定した 位: K を 指定し ます。 

idpsp は ロックした ときに 付けた プロセス ID です。 

また len は ロックした ときに 指定した バイト 数です。 

COMMON _ FRE で 指定す るノ 、。ラ メータは、 COMMON _ LK で 指定した ノ 、。ラメ 
ータと 完全に 同一で なければ なりません。 これは、 ロックした プロセス 以外の プ 
ロ セスが ロック 解除を 不可能に する ためです。 



戻り 値 I ft の 数なら エラーを 表します。 

参照 M 数] COMMONCK ， COMMONRD , COMMONWT ， COMMONLK , 

COMMON DEL 
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♦include 
tinclude 
睿 include 



く stdio • h> 

く stdlib.h 〉 
く doslib.h 〉 



/t extern int PSP ； 拿 / 



main( int argc , char *argv[ ) ) 

{ 

char *name; 

int size ； 

if (argc == 2 ) 

name = argv[ 1 ] ； 

else { 

put S <” COMMON 領域の 名前を 指定して ください 0 
exi t ( 1 ) ； 



printf( "COMMON 領域 ％ s", name); 
if ((size = COMMON_CK ( name ) ) < 0 ) 
printfT は 呑 在し ません。 

else if ( COMMON_FRE ( name f 0 , _PSP f size ) >= 0 ) 

printfT を％ d で ロック 解除し ました。 _PSP>; 

else 

printf<" の ロック 解除に 失敗し ました。 ¥n">; 

exit(O ) ； 





第 1 章 リファレンス 



COMMON-LK 



レベル 




# include < doslib . h > 



int COMMON LK ( name , pos , id psp , len ) ; 
unsigned char * name ;/ * ブロックの 名前*/ 
int pos ; /* ロックす る データの先頭を 指す*/ 
int idpsp ; /* ロック するとき の ID */ 
int len ; /* ロック するとき の データの 長さ*/ 



機 能 common 領域に おいて、 指定され た ブロック 中の データを ロックし ます。 

ロックす ると、 idpsp で 指定され た プロセス 以外から アクセス でき なくなり ま 
す 。 

name には ブロックの 名前を 指定し ます。 

pos には ブロック 中の データの ロックす る 位： S を 指定し ます。 
idpsp には ロックす る プロセスの プロセス ID を 指定し ます。 

通常は 自分自身の PSP を 指定し ます。 これは システムで 定義され た 変数 _PSP 
に セットされ ています。 

また len は ロックす る データの バイト 数です。 

idpsp には 適当な 値を 指定し ないで ください。 さもないと、 自分自身 も com - 
mon 領域を アクセス できな 〈なります 。必ず 自分自身の PSP アドレスを 指定し 
てくだ さい。 

また、 ロック 解除は、 自分自身 以外の プロセスでは 不可能で すので、 ロックを 解 
除せ ずに プログラムを 終了す ると、 二度と ロック 解除で きなくなります ので 注意 
してく ださい。 



戻り 値 ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 COMMONCK , COMMONRD ， COMMON _ WT , COMMONFRE , 

COMMON DEL 
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プログラム 例 



<stdio • h> 
<stdlib*h> 
く doslib • h> 

_PSP; 拿 / 



char *argv 【 】 ） 

拿 name ; 
size ； 

if ( argc == 2 ) 

name = argv[ 1 ] ; 

else { 

puts ("COMMON 領域の 名前を 指定して ください • ••>; 
exi t ( 1 ) ； 

) 

print f( "COMMON 領域 ％ s", name ) ； 
if ( (size = COMMON— CK< name) > < 0) 

printf 《••は 奋在 しません 〇 ; 

else if (COMMON_LK(name, 0 f —PSP, size) >= 0) 

printf <” を Xd で ロック [ ました。 ¥n", J>SP> ; 

else 

pr intf (” の ロックに 失敗し ました • ¥n" > ; 

exit ( 0 ) ； 

) 



#include 

#mclude 

♦include 

/* extern int 

main( int argc, 
char 







第 1 章 リファレンス 



COMMON-RD 

窨 式# include く doslib . h > 



int COMMON RD ( name , pos , buffer , len ) ; 
unsigned char * name ; /* ブロックの 名前*/ 
intpos ; /* 読み 始める 位蒗 */ 

unsigned char * buffer ; / * 読み出した データを 格納す る 領域*/ 
int len ; /* 読み出す データの 長さ*/ 



機 能 common 領域に おいて、 指定され た ブロックより データを 読み出します。 

name には ブロックの 名前を 指定し ます。 

pos には ブロックに 格納され ている データを、 何 バイト 0 から 読み出す か 指定し 
ます。 

buffer には 読み出した データを 格納す る 領域への ポインタを 指定し ます。 

また len は 読み出す バイト 数です。 



戻 り 値」 実際に 読み込んだ バイト 数を 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 I COMMONCK , COMMONWT ， COMMONLK , COMMON _ FRE , 

COMMON DEL 
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tinclude 

♦include 

♦include 



く stdio • h> 
<stdlib. h> 
<doslib.h> 



♦define LEN 256 



main( int argc , char *argv[ ] ) 

{ 

char buf [ 256 ] ； 
char 本 name; 

int size; 

if ( argc == 2 ) 

name = argv[ 1 】 ； 

else { 

puts じ COMMON 領域の 名前を 指定して ください 〇 
exit ( 1 ) ; 



printf( "COMMON 領域％ s”， name ) ; 
if (COMMON_CK(name) < 0) 

printf は 存在し ません。 ¥n” > ; 
else if ( (size = COMMON_RD< name , 0 f buf, LEN) ) < 0) 
printf< ” の！ * み ざ みに 失敗し ました。 ¥n” > ; 

else 

printf (•• から Xd バイト み 込みました 〇 ¥n” ， size> ; 

exi t ( 0 ) ； 





第 1 章 リファレンス 



COMMON_WT 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int COMMON WT (name, pos, buffer, len) ; 
unsigned char * name ;/ * ブロックの 名前*/ 
int pos ; / * 丧き 始める 位蔺 * / 

unsigned char * buffer ; /* 咨 き 込む データの 格納 領域*/ 
int len; /* 普き 込む データの 長さ*/ 



機 common 領域に おいて、 指定され た ブロックへ データを 普き 込みます。 

name は ブロックの 名前です。 

pos は ブロック 中の データ 領域に 杏き 込み 始める 位蒗を 指定し ます。 
buffer は、 喪き 込む データを 格納して ある 領域への ポインタです。 

また len は 書き込む バイ 卜 数です。 

なお、 len を 0 にす ると、 ブロックを 切り詰めます。 



戻り 値 | 実際に 卉き 込んだ バイト 数を 返します。 

負の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数」 COMMON_CK, COMMON_RD, COMMON_LK, COMMON_FRE, 

COMMON DEL 
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tinclude 

♦include 

♦include 



<stdio.h> 

く stdlib* h> 
<d 〇 8lib*h> 



♦define LEN 6 

static char buf [ ] = M X68000 tf ; 



main( int argc, char *argv[ ] ) 

{ 

char *name; 

int n ； 

if ( argc =: 2 ) 

name = argv[ 1 ] ; 

else { 

putW’COMMON 領域の 名前を 指定して ください。 •，）； 
exi t ( 1 ) ； 



printf 《 "COMMON 鑕 域％ s ”， name ) ； 
if (COMMON_CK(name) >= 0) { 

if ( (n = COMMON^WT ( name f 0 f buf, LEN) ) >= 0) 

printn " へ Xdbyte 害き 込みました。 ¥n' r 〇 ; 

else 

printf ドへの 害 込みに 失敗し ました 〇 ; 

} else { 

if ( COMMON_WT ( name , 0 9 buf, LEN) >= 0 ) 

printf ( M を 新たに 作成し ました。 ¥n” > ; 

else 

1 Printf (" の 新規 作成に 失敗し ました。 ¥n" > ; 

exi t ( 0 ) ; 




第 1 章 リファレンス 



COMOUT 



レベル 




# include く doslib . h > 



void COMOUT ( code ) ; 
intcode ; /* 出力す る 文字*/ 



機 能」 RS -232 C 回線へ 1 バイト 出力し ます。 

また、 このと き ブレーク チェック も 行います fQ 〇 



戻り 値 戻り 値はありません。 



参照 関数 COMIN , COUTSNS , OUT 232 C 
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レベル 1 



害 式# include く doslib . h > 



int CONSNS ( ) ; 



機 能 _面 への 出力の 可 •不可を 調べます。 



戻り 値 出力 不可のと きには 0、 出力 可能なら ば 0 以外を 返します。 



CONSNS 
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第 1 章 リファレンス 



CONTRAST 



レベル 



害 



式 



# include く locslib . h > 



int CONTRAST ( MODE ) ; 

int MODE ; /* コントラストの モード */ 



機 __ コントラストの 設定を 行います。 

MODE の 設定 値と その 内容は 次の 通りです。 

0 〜 15 : 各 コントラストの 設定 

一 1 : コントラストの 通知 要求を します 0 
一 2 : コントラストを システムの 既定値に 設定し ます。 



戻り 値 設定 変疋 前の コントラストを 返します。 
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式 # include く doslib . h > 



int COUTSNS ( ) ; 

^ 能 | RS -232 CN 線への 出力の 可 •不可を 調べます。 

戻り 値 1 出力 不可のと きには 〇、 出力 可能なら ば 0 以外を 返します。 
参照 関数 」 CINSNS 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 1 



害 式# include く doslib . h > 



int C_PRINT ( msgptr ) ; 

unsigned char * msgptr ; /* 文字列 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 j ヌル 文字で 終了す る 文字列 データを 表示し ます。 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C PUTC 
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I ： Ul 








■ ， 


w レベル i 






# include く doslib . h > 



int C—PUTC ( code ) ; 

int code ; /* 表示す る データ */ 



機 _ m] 指定した 1 バイト データを 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポートされ ます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C PRINT 
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第 1 章 リファレンス 




int CREATE ( file , atr ) ; 

unsigned char * file ; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 
int atr ; /* ファイル 诚性 * / 

機 能] ファイルを 新規に 作成し ます 0 

atr には、 次の ファイル 域 性を 指定し ます。 




組み合わせで 0 x 00 〜 0 x 07 まで 指定で きま 
す。 

この 3 つのう ち どれ か、 1 つを 指定して 上記 ビ 
ッ卜 0 〜 ビット 2 と 組み合わせた 値を 指定し 
> ます。 



ファイル ハンドルの 値を 返します 0 
負の 数なら、 エラーを 表します。 
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害 式# include く doslib . h > 



int C 一 RIGHT ( n ) ; 

int n ; /* カーソル 位 策の 移動 桁 数 */ 



機 能」 カーソル 位說を n 桁 右へ 移動し ます。 

ただし、 敁 右端より 右へ 移動し ようとしても、 左 スクロールは 行われません。 
n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サボ一卜されます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 間数 C LEFT 
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CRTCRA 





# include く iocslib . h > 



レベル 



int CRTCRAS ( ADDRESS , LUSTER ) ; 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 割り込み 处理 アドレス * / 
int LUSTER ; /* ラスタ */ 

機 能 I CRTC に 設定した 割り込み ラスタに なった ときに 割り込みを 行います。 

ADDRESS には 割り込み 处理 アドレスを 指定し ます （0 ならば 割り込み 禁止 >〇 
LUSTER には ラスタを 指定し ます。 



戻り 値 



割り込み 可能な ときは 0、 すでに 使用 中の 場合には 0 以外の 値を 返します。 
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レべ ノレ 0 



香 


式 


# include <iocslib- h> 






int CRTMOD (CRTMODE) ; 

int CRTMODE ; /* CRT の モード */ 


機 


能 


CRT の モードを 指定し ます。 



このと き テキスト 画面は クリア されて、 表示 モードと なり、 テキスト パレットは 
標準に 戻ります。 

グラフィック _而 、および スプラ イト • BG は クリア されず、 無 表示 モードと な 
ります。 

CRTMODE に 一 1 を 指定す ると、 現在の CRT モードを 返します。 

CRTMODE が 0x100 以上なら ば、 下位 8 ビットで モードの 切り替え のみ 行い ま 
す （画面 クリア、 パレット •コントラスト •表示 モードの 初期化は しません ）〇 
CRTMODE に 指定で きる 値と その 内容は 次の 通りです。 



CRTMODE= 
ディスプレイ 解像度 


表示 ドット 数 

横 X 縦 


テキス 卜 色 / 
グラフィック 色 


グラフィック 
横 ドット 数 


0 = high 


512X512 


16/16 


1024 


1 = low 


512x512 


16/16 


1024 


2 = high 


256 X 256 


16/16 


1024 


3 = low 


256X256 


16/16 


1024 


4 = high 


512X512 


16/16 


512 


5 = low 


512X512 


16/16 


512 


6 = high 


256 x 256 


16/16 


512 


7 = low 


256X256 


16/16 


512 


8 = high 


512x512 


16/256 


512 


9 = low 


512X512 


16/256 


512 


10 = high 


256 x 256 


16/256 


512 


11 = low 


256 x 256 


16/256 


512 


12 = high 


512x512 


16/65536 


512 


13= low 


512x512 


16/65536 


512 


14= high 


256 x 256 


16/65536 


512 


15= low 


256x256 


16/65536 


512 


1 6 ニ high 


768X512 


16/16 


1024 



戻り 值 I CRTMODE がー 1 のとき、 現在の CRT モードを 返します。 

これ 以外の 場合には 戻り 値はありません。 



CRTMOD 
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第 1 章 リファレンス 



( 


r 1 


U 






■ レベル 1 





害 式# include く doslib . h > 



int C_UP ( n ) ; 

intn ; /* カーソル 位 潢の移 I カ行 数 */ 



機 __ 能 j カーソル 位; S を n 行 上へ 移勋 します。 

ただし、 先頭 行より 上へ 移勋 しようと しても、 スクロール ダウンは 行われ ませ 
ん 0 

n に 0 を 指定した 場合、 1 とみな されます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます。 



戻り 値 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 



参照 関数 C DOWN 
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C-UP-S 



害 式 



機 能 



戻り 値 



参照 関数 



レベル 1 



# include <doslib. h> 



int C_UP_S ( ) ; 

カーソル 位-策を 1 行 上へ 移動し ます 0 

先頭 行より 上へ 移動 するとき には スクロール ダウンが 行われます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デ V 《イスに より サポート されます 0 

処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 

C_DOWN S 
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第 1 章 リファレンス 




int CURDIR ( drive , buffer ) ; 
int drive ; / * ドライブ# 号 * / 

unsigned char * buffer ; /* パス 名 格納 領域への ポインタ */ 

機 能] drive で 指定した ドライブの カレント ディレクトリを buffer が 指す 領域に 設定し 

ます。 

drive に 指定す る ドライブ 番号は 次の 通りです。 



0 ： カレント ドライブ 
1 ： ドライブ A 
2 ： ドライブ B 



また、 buffer には 次のように パス 名が 設定され ます。 

”” * ルート ディレクトリの 場合 

” TEST ¥ DOC ” * ディレクトリ 名が ¥ TEST ¥ DOC の 場合 
戻り 値 | 正の 数 （0 も） で 正常終了、 負の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 
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CURDRV 



レベル 




# include く doslib. h> 



int CURDRV ( ) ; 




カレント ドライブの 番号を 調べます 0 




カレント ドライブが どの ドライブ か 返します。 

0 ならば ドライブ A 、 1 ならば ドライブ B となります。 




♦include 

tmclude 

mairu ) 



<stdio • h> 
<d 〇 8l ib • h> 



drive ； 



/* ドライブ 番号 * 



drive = CURDRV ( ) + ， A ，； 

printf 《 " カレント ドライブは、 Xc ドライブです 〇 ¥n 







第 1 章 リファレンス 




WIDTH 




害 式 



# include < doslib . h > 



int C_WIDTH ( n ) ; 

intn ; /* 画面の モード */ 

機 能 | 画面 サイズの 設定を 行います。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 
なお、 n で 指定で きる モードは 次の 通りです。 



0: 高 解像度 768X512 グラフィック なし 
1 : 高 解像度 768X512 グラフィック 16 色 
2 : 高 解像度 512x512 グラフィック なし 
3: 高 解像度 512X512 グラフィック 16 色 
4 : 高 解像度 512X512 グラフィック 256 色 
5: 高 解像度 512X512 グラフィック 65536 色 
一 1 : 現在の モードを 返す 

戻り 値 I 設定 変] E 前の モード （0 〜 5) を 返します。 
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C-WINDOW 



レベル 1 

害 式 | # include 〈doslib. h> 



int C 一 WINDOW (ys， yU ; 
int ys ; / * 始点 Y 座標*/ 

intyl; /* スクロール 行数 */ 



機 能 | スクロールの 範网を 設定し ます 〇 

このと き、 カーソルは ホーム ポジションに 移# 力し ます。 

ys + yl の 値は、 フアン クシ ヨン キー 行の モードが 3 のとき は 32 まで、 これ 以外 
のとき は 31 までとし ます。 

絶対 座標の （0, ys ) が 論理 座標の （0, 0) となります。 

なお、 この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます。 



戻り 偭 処理が 正常に 終了した ときは、 0 を 返します。 
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「DAKJO 





# include く iocslib . h > 



レベル 



int DAKJOB ( BUFEND ) ; 

unsigned char * BUFEND ; /* ヌル 文字の アドレス */ 



機 能 j 濁点 処理を 行います。 

BUFEND には、 全角 文字列の 終端で ある ヌ ノレ 文字の アドレスを 指定し ます 0 
A 々後の 全角 文字に 濁点 処理を できない ときは、 文字列に 卜） を 追加し ますので、 
ヌル 文字の 後に 3 バイト 分の 領域が 必要です 。また、 （、、> を 追加した 場合は （0 

の 後に ヌル 文字を 付けます ので、 文字列の 途中を 指定す ると （、、> の 後の 文字列 
が 切れて しまいます。 したがって 文字列の 途中を 指定し ないで ください。 



戻 り 値] 次の 内容を 返します。 

0 : 敁 後の 全角 文字に 濁点 処理を した 
2 : い） を 追加した 



参照 間数 j HANJ 0 B 

ブロ グラム 例 
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DATEASC 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



int DATEASC (BINDATE, BUF) ; 

int BINDATE; /* 日付 （2 進数 > */ 

unsigned char * BUF ; /* 文字列 格納 領域への ポインタ */ 



« ^ 2 進 データを、 FI 付を 表す 文字列に 変換し、 格納し ます。 

BINDATE の 形式と 指定 内容は 次の 通りです。 



FFFryyyy yyyyyyyy mmmmmmmm dddddddd 



FFFF ： 



yyyyyyyyyyyy 

mmmmmmmm 

dddddddd 



文字列の 変換 形式 
0 : 1987/08/07 
1:1987 - 08 — 07 
2 : 87/08/07 
3: 87 — 08 — 07 
年 （1980 〜 2079) 

月 （01 〜 12) 

H (01 〜 31) 



BUF には、 H 付を 表す 文字列の 格納 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

この 領域は 敁低 11 バイト 以上 確保して ください。 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないよう 注意して ください。 



戻り 值 エラーが 発生した ときは 一 1 を 返します。 
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ブロ グラム 例 



#include 

♦include 

#define STYLE 
#define YEAR 
#define MONTH 
♦define DATE 



<stdio • h> 

く iocslib. h> 

0 

1990 

3 

14 



main( ) 

{ 

int bin； 

char buf [ 111； 



/» 日付 （2 進数 > »/ 

/» 文字列 格納 鎭 域*/ 



bin = STYLE くく 28； 

bin 丨 = YEAR くく 16； 

bin |= MONTH く < 8； 

bin |= DATE << 0 ； 

DATEASC(bin, buf) ； 

printf ("date = %s¥n M f buf) ； 






害 式 # include く iocslib. h> 



int DATEBIN (BCDDATE) ; 
int BCDDATE; /* H 付 */ 

H 付を BCD から 2 進数に 変換し ます。 

BCDDATE の 形式と 指定 内容は 次の 通りです。 

0000WWWW YYYYYYYY MMMMMMMM DDDDDDDD 

WWWW : 曜日 カウンタ （〇 〜 6) (0 ： FI Bfr ； F1 ) 

YYYYYYYY : 年 （ 00 〜 99 。 1980 年からの 相対 年数） 
MMMMMMMM : 月 （ 0 卜⑵ 

DDDDDDDD ： U (01 〜 31> 

上記の 年， j 】， 日は いずれも BCD2 桁です。 

2 進数に 変換した 丨 1 付を 返します。 |J 付の 形式は 次の 通りです。 

wwwwyyyy yyyyyyyy mmmmmmmm dddddddd 

wwww : (0 〜 6) 

yyyyyyyyyyyy : 年 （1980 〜 2079) 
mmmmmmmm : 月 （ 01 〜 12) 
dddddddd •• 日 （ 01 〜 31) 
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♦include 

♦include 



く stdio • h> 

< iocslib • h> 



main ( ) 

{ 

int bed; /* 日付 <BCD> 拿 / 

int bin; /* 日付 U 進数 > */ 

bed = BINDATEGET ( ) ； 
bin = DATEBIN(bcd ) ； 

printf ( M day = %d¥n ,f f (bin >> 28) k 0x0f ) ； 

printf ( "year = %d¥n ft f (bin >> 16) k 0x0f f f ) ; 

printf ( "month = %d¥n ”， ( bin >> 8) & 0xf f ) ； 

printf ("date = %d¥n ft , (bin >> 0) & 0xff ) ； 





DATECNV 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include く iocslib . h > 



int DATECNV ( ADDRESS ) ; 

unsighed char * ADDRESS ;/ * R 付を 表す 文字列への ポインタ */ 



機 能 | n 付を 表す 文字列を 2 進数に 変換し ます。 

ADDRESS には、 R 付を 表す 文字列の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には スー ノ、 0 — バイ ザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 热った アド 
レスを 指定し ないよう 注意して ください。 

また、 U 付 データは 次のように 指定し ます。 

”1987/08/07” 

区切り 記号は/ (スラッシュ） でも 一 （マイナス） でも、 それら 以外で も かまい 
ません。 

戻 り 値] エラーが 発生した ときは 一 1 を 返します。 

ただし、 うるう年 や 大小の 月の 判定は 行いません。 

変換を 行った ときは 2 進数に 変換した 日付を 返します。 

H 付の 形式は 次の 通りです。 



OOOOyyyy yyyyyyyy mmmmmmmm dddddddd 



yyyyyyyyyyyy = 年 （198〇 〜 2079) 
mmmmmmmm = 月 （01 〜 12) 
dddddddd = 丨丨 （01 〜 31) 



プ □グラム 例 

# include <stdio • h> 

# include <iocsiib.h> 

main ( ) 

int bin; /* 日付 （ 2 遨数 > */ 

bin = DATBCNV( u 1990/03/14 ff ) ； 

printf ( ,f year = %d¥n f, f (bin >> 16) & Ox0fff )； 
printf < "month = %d¥n ,# , (bin > > 8 ) k 0xf f ) ； 
printf ("date = %d¥n M , (bin >> 0) & 0xff ) ； 
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第 1 章 リファレンス 



DAYASC 



レぺ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



void DAYASC ( BINDAY , BUF ) ; 
int BINDAY ; /* 曜ロ */ 

unsigned char * BUF ; /* 文字列 格納 領域への ポインタ */ 



機 __ 能 I 2 進数を、 を 表す 文字列に 変換し、 格納し ます。 

BINDAY には 曜日 （0 〜 6) を 指定し ます。 

範 M 外の 値を 指定す ると、 8 で 割った 余りが 使用され ます （つねに 0 〜 7 になり 
ます）。 

BUF には、 曜日を 表す 文字列の 格納 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

この 領域は 最低 3 バイト 以上 確保して ください。 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないように 注意して ください。 



戻 り 値」 戻り 値はありません。 

BUF には” F ド、” 月”、” 火”、” 水”、” 木”、” 金”、" 土”、 または”？” のい ずれ 
かが セツ 卜されます。 

”？” が セット された ときは、 7 または 8 で 割った 余りが 7 になる 侦を 指定した 
ことを 表します。 



ブロ グラム 例 

♦include <stdio • h> 

# include く iocslib • h> 

main( ) 

char buf[3] ； /* 文字列 格納 領域*/ 

int y ； " 曜日 */ 

for (y = 0 ； y < 7; y+-f) { 

DAYASC(y, buf ) ； 

printfr 曜日 = 日 ¥n" ， buf>; 
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# include < iocslib . h > 



int DEFCHR ( TYPE , CODE , ADDRESS ) ; 
int TYPE ; /* 文字の 大きさ */ 
int CODE ; /* 漢字 コード */ 

unsigned char * ADDRESS ; /* 外字 パターン 格納 領域の アドレス */ 

» _ 能] CODE で 指定され た 外字に、 ADDRESS で 指定した 外字 パターンを 定義し ます。 

TYPE には 8 または 12 を 指定し ます。 

TYPE に 0 を 指定した 場合は 8 と 同じです。 

CODE には シフト JIS コードを 指定し ますが、 JIS 漢字 コード （0 x 7621 
〜 0 x 777 E ) を 指定す る こと もで きます。 

TYPE に 0 か 8 を 指定した 場合は 32 ノ ぐ イトの 外字 ノ、 0 ターンが、 TYPE に 12 を 
指定した 場合は 72 バイトの 外字 パターンが 必要です。 

それぞれ、 16 X 16 ドット、 24 X 24 ドットの パターンになります。 

戻 り 値1 処理が 正常に 終了した ときは 0、 指定した 漢字 コードが 外字でなかった ときには 

エラー コード （一1) を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



DELETE 



害 



式 



# include く doslib . h > 



レベル 



int DELETE ( file ) ; 

unsigned char * file ; /* 削除す る ファイル 名への ポインタ.*/ 



機 能」 file で 指定す る ファイルを 削除し ます。 

ワイルド カード や、 ディレクトリの 指定は できません。 

また、 オープンされ ている ファイル に対して 宾 行した 場合は エラーになります。 



戻^り 値 | 正の 数 （〇 も） で 正常 終 r 、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は 0 以外の 正の 数の 場 
合が あります。 
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DENSNS 




# include く iocslib. h> 



レべ ノレ 0 



void DENSNS ( ) ; 



機 能 j 屯 卓 処理を します。 

屯 車 処理は、 BKEYINP 、 BKEYSNS 等の キー入力 関数で 処理され ます。 
したがつ て、 マウスの みで 觔作 する プログラム のように キー入力を 行わない 場合 
には、 ソフト キーボードが 表示され ていても 屯 卓が 使えない ことがあります。 
このような 場合、 この DENSNS を 呼びながら マウス 処理を して おけば、 屯 卓が 
使用で きる ようになります。 



戻り 値 以 り侦 はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 1 



# include < doslib . h > 



void DISKRED ( adr , drive , sector , seclen ) ; 

unsigned char * adr ; /* データ 説み 込み 領域への ポインタ */ 

int drive ;/ * ドライブ 番号*/ 

int sector ; / * 読み込む セクタの 先頭 */ 

int seclen ; /* 統み 込む セクタ 数 */ 



機 能」 ブロック デバイスの 嵌 接 入力を 行います 0 

読み込みは セクタ 単位で 行う ので、 adr から 始まる バッファの サイズは 読み込み 
を 行う デバイスの 1 セクタ あたりの バイト 数の 辂数 倍にして 〈ださい。 

なお、 標咿の デバイスでは 1 セクタは 1024 バイトで すので、 1024 の 倍数を 指定 
してく ださい。 

drive は、 読み込みを 行う ドライブ 番号です 0 

0 が カレント ドライブ、 1 が ドライブ A 、 2 が ドライブ B となります。 

仮想 ドライブ や、 仮想 ディレクトリに 割り当てた 実 ドライブは アクセスで きませ 
ん 0 

sector および seclen は、 65535 までを 指定して ください。 これを 超える セクタ 
位說や セクタ 数は 指定で きません。 

もし 大容狱 の ドライブを アクセスしたい ならば、 DISKRED 2 関数を 使用して く 
ださい。 



戻り 値 戾り侦 はありません。 



参照 関数 DISKWRT , DISKRED 2, DISKWRT 2 



DISKRED 
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# include 
♦include 



<stdio.h> 
<doslib. h> 



DI SKRED ( buf , drive , sector , seclen ) ； 

for (i = 0; i く 128; i++> { 

printf ( ff %02x ,f f buf ( i] ) ; 

printf ( M %c M f (((i % 16) =：r 15) ? f ¥n # : 1 M )； 



♦define SECT^SIZE 1024 

main ( ) 
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第 1 章 リファレンス 



DISKRED2 



レベル 



害 



式 



include < doslib . h > 



void DISKRED 2 ( adr , drive , sector , seclen ) ; 

unsigned char * adr ; /* データ 読み込み 領域への ポインタ*/ 

int drive ; /* ドライブ 畨号 */ 

long sector ; /* 説み 込む セクタの 先頭*/ 

long seclen ; /* 読み込む セクタ 数*/ 



機 能 ブロック デバイスの 頃: 接 入力を 行います。 

読み込みは セクタ 単 位で 行う ので、 adr から 始まる バッファの サイズは 読み込み 
を 行う デバイスの 1 セクタ あたりの バイト 数の 整数 倍にして ください。 

なお、 標準の デバイスでは 1 セクタは 1024 バイ 卜です ので、 1024 の 倍数を 指定 
してく ださい。 



drive は、 読み込みを 行う ドライブ# 号です。 

0 が カレン 卜 ドライブ、 1 が ドライブ A 、 2 が ドライブ B となります。 

仮想 ドライブ や、 仮想 ディレクトリに 割り当てた 実 ドライブは アクセスで きませ 
ん 0 



DISKRED I 对数 に対して、 DISKRED 2 I 対数は 大容: W •.ドライブ •特殊 ドライブに 
対応して おり、 sector や seclen の侦を 65535 を 超える ロング ワードで 指定す る 
ことができます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



参照 関数 DISKRED ， DISKWRT ， DISKWRT 2 
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♦include 

♦include 



く stdio • h> 

く doslib.h 〉 



#def ine SECT_SIZE 1024 

main( ) 



unsigned char buf ( SECT_SIZE ] ； /< 



int 


drive = : 


l ； 


/* 


long 


sector = 


5L ； 


/* 


long 


seclen = 


1L ； 


/* 



i ； 



DISKRED2(buf , drive, sector , seclen ) ； 
for (i = 0; i < 128 ； i++) { 

printf <” ％ 02x", buf [i] ) ; 

printf (((i X 16) == 15) ? : 



/ * 

拿 / 

ア 頭* 
フ / 先 数 
ツ * のタ 
バ号 タク 

納番ク セ 

格ブ セむ 
タイむ 込 
一 ラ 込み 

デ ド «獍 





第 1 章 リファレンス 



DISKWRT 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



void DISKWRT ( adr , drive , sector , seclen ) ; 
unsigned char * adr ;/ * データの先頭 ポインタ * / 
int drive ; / * ドライブ# 号 * / 
int sector ;/ * 齊 き 出し セクタの 先頭 * / 
int seclen ; / * 丧き 出し セクタ 数*/ 



機能」 ブロック デバイスの®: 接 出力を 行います。 

沓 き 出しは セクタ 琳 位で 行う ので、 adr から 始まる バッファの サイズは 典き 出し 
を 行う デバイスの 1 セクタ あたりの バイト 数の 整数 倍にして ください。 

なお、 標准の デバイスでは 1 セクタは 1024 バイトで すので、 1024 の 倍数を 指定 
してく ださい。 



drive は、 齊き 出しを 行う ドライブ 番号です。 

0 が カレント ドライブ、 1 が ドライブ A 、 2 が ドライブ B となります。 

仮想 ドライブ や、 仮想 ディレクトリに 割り当てた 実 ドライブは アクセスで きませ 
ん 0 

sector および seclen は、 65535 までを 指定して ください。 これを 超える セクタ 
位满や セクタ 数は 指定で きません。 

もし 大容 W ： の ドライブを アクセスしたい ならば、 DISKWRT 2 関数を 使用して く 
ださい。 



戻り 値 戻り 侦 はありません。 



参照 関数 DISKRED ， DISKRED 2, DISKWRT 2 
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tinclude 

♦include 



く stdio • h> 
<doslib.h> 



DISKRED(buf ， drive, sector, seclen ) ; 
dump(buf ) ; 

for <i = 0; i く SECT—SIZE; i++) 
buf [ i ] r 0x40 ； 

DISKWRT(buf t drive, sector f seclen )； 

DISKRED(buf , drive, sector, seclen); 
dump( buf ) ; 



stat ic void 



dump (char *buf } 



for < i 



0 ； i < SBCT_SIZE ； i++) { 
printf ( ft %02x ,f f buf[i) & 0xff); 
printf ( ,f %c M f (((i % 16) 15) ? f ¥n 



f M) 



void 

char 



dump(char * ) ; 
buf [SECT_SIZE ] ； /* 
drive = 2 ; ft 

sector = 5; /* 

seclen = 1 ; /* 

i ； 



#def ine SECT SIZE 1024 



/ 

$ 
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第 1 章 リファレンス 



DISKWRT2 



レベル 



害 



式 



include < doslib . h > 



void DISKWKT 2 ( adr , drive , sector , seclen ) ; 

unsigned char * adr ;/ * 通 ••き 出す データの 先 M ポインタ*/ 

int drive ; / * ドライブ v * / 

long sector ;/ * i 1 ! ••き 出し セクタの 先頭*/ 

long seclen ; / * き 出し セクタ 数*/ 



機 能 | ブロック デバイスの 遣: 接 出力を 行います。 

咨き 出しは セクタ 取 位で 行う ので、 adr から 始まる バッファの サイズは 齊き 出し 
を 行う デバイスの 1 セクタ あたりの バイト 数の 漦数 倍にして ください。 

なお、 標咿の デバイスでは 1 セクタは 1024 バイトで すので、 1024 の 倍数を 指定 
して 〈ださい。 



drive は、 寄き 出しを 行う ドライブ 番号です 0 

0 が カレント ドライブ、 1 が ドライブ A 、 2 が ドライブ B となります 0 
仮想 ドライブ や、 {反 想 ディレクトリに 削り 当てた 实 ドライブは アクセスで きませ 
ん 0 



DISKRED |汨 数に 対して、 DISKKED 2 I 对 数は 大容: W : ドライブ •特殊 ドライブに 
対応して おり、 sector や seclen の 値を 65535 を 超える ロング ワードで 指定す る 
ことができます。 



戻 り 値 戻り 値はありません。 



参照 関数 1 DISKWRT , DISKWRT , DISKRED 2 
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プログラム 例 



V 

/ 
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// 
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第 1 章 リファレンス 




DMAMODE 



レべ ノレ 0 




# include く locslib, h> 



int DMAMODE ( ) ; 




DMA の 実行 モードを 凋べ ます。 




DMA の 実行 モードを 返します。 



0x00 

0x8A 

0x8B 

0x8C 



何もして いない 

fe 送 中 （ DMAMOVE 実行中） 
fe 送 中 （DMAMOV L 実行中) 
転送 中 （DMAMOV A 実行中) 



プログラム 例 



♦include 

♦include 

#define DIRECT 
♦define SRCINC 
#def ine DSTINC 
♦define SIZE 



く stdio • h> 
<io 〇 8lib.h> 



0x00 

0x04 

0x01 

128 



IX bufl buf2 t/ 
/* bufl インク リメ ン 
/* buf2 インク リメ ン 
/* 転送 バイト 数 */ 



main( ) 



unsigned char 
unsigned char 
int mode ； 
int i ; 



buf 1[SIZE ] ； 
buf2[SIZE] ; 

/* モ 



/* 転送 元*/ 
/* 転送先*/ 
ト • 》/ 



for (i = 0 ； i < SIZE ； i++) 
bufl[i) = i ； 
if < DMAMODE 〇 == 0) { 

mode = DIRECT I SRCINC I DSTINC ； 
DMAMOVE(buf 1 f buf 2, mode, SIZE ) ； 
for <i = 0 ； i < SIZE ； i++) { 

printf r %02 x f , buf2[i] ) ; 
if (i % 16 15) 

putchar 《 ’Yn ’ ） ； 

) 

} 









void DMAMOV A (TBLADDRESS, ADDRESS, MODE, TBLCNT) ; 
struct CHAIN *TBLADDRESS; /* データ チェーン テーブルの アドレス 

*/ 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 転送先 アドレス * / 
int MODE ; / * モード * / 

int TBLCNT ; /* デ一 タ チェーン テーブルの 個数 */ 
struct CHAIN { 

int adr ; / * 先頭 アドレス * / 
unsigned short len ; / * 長さ * / 



機 能 アレイ チェーン による DMA fe 送を 行います。 

TBLADDRESS には 送 元 データ チェーン テーブルの アドレスを 指定し ます。 
この アドレスには 、先頭 アドレス、 设さ 、先頭 アドレス、 長さ、 •••の 順で 格 
納 します。 

ADDRESS には 転送先 アドレスを 指定し ます。 

TBLCNT には、 送 データ チェーン テーブルの 個数を 指定し ます。 

MODE の DIR によつ て、 紜送 先と 虹 送 元を 切り換える ことができます。 

MODE の 形式と、 ft 項 U の 指定 内容は 次の 通りです。 



7 


6 


5 


4 


3 2 


1 0 


DIK 


0 


0 


0 


MAC 

1 


1 

DAC 

1 



• DIK 

0 •• ( TBLADDRESS ) から ADDRESS へ 
1 : ADDRESS から （ TBLADDRESS ) へ 



• MAC ( TBLADDRESS)/DAC ( ADDRESS ) 

00 : カウン 卜しない 
01 : インクリメント 
10 : デクリメント 
11 : 指定 不可 



戻り 値 戾り侦 はありません。 
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tinclude 

finclude 



<stdio • h> 

く iocslib • h> 



#def ine 
♦define 
#def ine 
#def ine 

main( ) 



DIR 


0x00 


/* 


MAC 


0x04 


/拿 


DAC 


0x01 


/* 


T NUM 


3 


/ 拿 



tbl 一 dbuf */ 
tbl インクリメント 》/ 
dbuf インク リメ ン卜 拿 / 
chain テーブル 愐 数 */ 



struct 

char 

char 




CHAIN tbl[T_NUM] ; 
8buf [256 】 ； /* 

dbuf [ 100] ； /* 

mode ； /* 

i ； 



/ 拿 chain テーブ ノレ 
転送 元 */ 

転送先 */ 

モード 拿 / 



*/ 



mode = DIR I MAC I DAC ； 
for (i = 0 ； i < 255 ； i«f+) 
sbuf ( i ] = i; 

for (i = 0 ； i < T 一 NUM; i++) { 

tbl [ i ] • adr = sbuf + i * 0x50; 
tbl[ i ] • len = 0x20 ； 

) 

DMAMOV_A( tbl , dbuf f mode, T_NUM ) ； 
for (i = 0 ； i < 96; i++> { 

printf ( ff %02x lf f dbuf(i) & 0xff )； 
printf r f %c f, t (((i % 16) == 15) ? f ¥n f ： 





DMAMOVE 



レべ ノレ 0 



害 式# include 〈 iocslib. h> 



void DMAMOVE (ADDRESS1, ADDRESS2, MODE, BYTE) ; 
unsigned char *ADDRESS1; / * ♦ 云 送:; 己 アドレス */ 
unsigned char * ADDRESS2 ; / * fe 送 先 アドレス * / 
int MODE ; /* モード */ 
int BYTE; /* fe 送す る データの バイト 数 */ 



機 _ 能 DMA fe 送を 行います。 

転送す る データの バイト 数は OxFFOO 以内に してく ださい。 

ADDRESS1 には 送 元 アドレス、 ADDRESS2 には 送 先 アドレスを 指定し ま 
す 。 

MODE の DIR によって、 ADDRESS1 を fe 送 先 アドレスに、 ADDRESS2 を fe 
送 元 アドレスに 切り換える ことができます。 

MODE の 形式と、 各項 目の 指定 内容は 次の 過 りです。 



7 


6 


5 


4 


3 2 


1 0 


DIR 


0 


0 


0 


MAC 

1 


1 

DAC 

1 



• DIR 

0 ： ADDRESS1 から ADDRESS2 へ 
1 ： ADDRESS2 から ADDRESS1 へ 

• MAC (ADDRESSD/DAC (ADDRESS2) 

00 ： カウント しない 
01 ： インクリメント 
10 : デクリメント 
11 : 指定 不 町 



戻り 値 戻り 侦は ありません。 
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ブロ グラム 例 



♦include 

♦include 

♦define DIRECT 
#def ine SRCINC 
#def ine DSTINC 
♦define SIZE 



main ( ) 



く stdio • h> 

< iocsl ib • h> 



0x00 

0x04 

0x01 

128 



unsigned char 
unsigned char 
int mode ； 



/* sbuf dbuf 拿 / 

/* sbuf インク リメ ン卜 
/ 拿 dbuf インクリメント 
/» 転送 バイ 卜 数*/ 



sbuf [SIZE ) ； 
dbuf [SIZE ) ； 

/拿 



/* 転送 元 
/» 転送先 
K */ 



for ( i = 0 ； i < SIZE ； i++ ) 
sbuf [ i ] = i ; 

mode =： DIRECT I SRCINC | DSTINC； 
DMAMOVE ( sbuf , dbuf , mode , SIZE ) ； 
for (i = 0; i < SIZE ； i++) { 

printfr%02x f, f dbuf [i] ) ； 
printf (((i % 16) =：= 

} 



15) 
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DMAMOV-L 



レベル 0 



害 式# include 〈 iocslib . h > 

void DMAMOV L ( TBLADDRESS , ADDRESS , MODE ) ; 

struct CHAIN 2 * TBLADDRESS ; /* データ チェーン テーブルの アドレス 

*/ 

unsigned char * ADDRESS ;/* ♦云 送 先 アドレス */ 
int MODE ; /* モード */ 
struct CHAIN 2 { 

int adr ; /* 先頭 アドレス*/ 
unsigned short len ; / * 技 さ * / 

struct CHAIN 2 * next ;/* 次の テーブルの アドレス */ 



機 能」 リンク アレイ チェーン よる DMA 红 送を 行います。 

TBLADDRESS には、 ♦云 送 元 データ チェーン テーブルの アドレスを 定しま 
す 。 

この アドレスには、 先頭 アドレス • 妓 さ •次の テーブル アドレスを 格納し、 次の 
テーブルに チェーン します。 

fii 後の テーブルでは、 次の テーブル アドレスに 0 を 設定し ます。 

ADDRESS には 送 先 アドレスを 指定し ます。 

MODE の DIK によって、 送 先と 丰云 送 元を 切り換える ことができます。 

MODE の 形式と、 各項 U の 指定 内祥は 次の 通りです。 



7 


6 


5 


4 


3 2 


1 0 


DIR 


0 


0 


0 


1 

MAC 

1 


1 

DAC 

1 



• DIR 

0 ： ( TBLADDRESS ) から ADDRESS へ 
1 ： ADDRESS から （ TBLADDRESS ) へ 



• MAC ( TBLADDRESS)/DAC ( ADDRESS ) 

00 ： カウン 卜しない 
01 : インクリメント 
10 : デクリメント 

11 : 指定 不可 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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♦include 

♦include 

#define DIRECT 
tdefine SRCINC 
♦define DSTINC 
♦define SIZE 

stat ic char 
static char 



<stdio . h> 
<iocslib.h> 



0x00 

0x04 

0x01 

256 



/拿 sbuf -► dbuf */ 

/* sbuf インク リメ ン 卜 */ 
/* dbuf インク リメ ン卜 */ 



sbuf [SIZE] 
dbuf [SIZE] 



mam ( ) 



CHAIN2 tbl3 = { 

&8buf [ 0x40 ] , 

0x20 i 


/拿 


テ 


一 ブル 3 */ 




0 


/拿 


つづきな し */ 




CHAIN2 tbl2 = ( 

&sbuf [ 0x00 ] , 
0x20, 


/* 




一 ブル 2 */ 




&tbl3 


/* 


テ 


一 ブル 3 へ つづく 


»/ 


CHAIN2 tbll = { 

Asbuf [0x20] f 
0x20 i 


/ 拿 




一 ブル 1 拿 / 




&tbl2 


/* 




一 ブル 2 へ つづく 


*/ 


int mode ； 


/ 拿 


モ 


一 ド */ 





int i ; 

for ( i = 0 ； i < SIZE ； i++> 
sbuf [ i ) = i; 

mode = DIRECT | SRCINC | DSTINC ； 

DMAMOV_L(&tbll , dbuf, mode); 

for (i = 0 ； i < 96 ； i++> { 

printf <” ％ 02x", dbuf [i] & 0xff ) ； 
printf ( f, %c M f (((i % 16) == 15) ? f ¥n 





DRVCTRL 

書 式]# include 〈 doslib . h > 



レベル 1 



int DRVCTRL ( mode , drive ) ; 

int mode ; /* 才 ペレ一 シヨ ンモー ド */ 

int drive ; /* ドライブ 番号*/ 



機 能 j 指定 ドライブの 状態の センスと 設定を 行います。 

mode と drive の 設定 値は 次の 通りです。 



• mode 

0 ： ドライブの 状態の センス （ DO の ビット 7 〜 ビット 0) 

1 : イジ ェクト する （該当 ドライブで オープンされ ている ファイルが あっ 
た 場合は イジ ェク 卜しない）。 

2 ： イジ ェクト を 禁止す る （mode = 1 で イジ ェク 卜を 指定しても こちら 

の 指定が 後先され る）。 

3 : イジ ェクト を 許可す る （該当 ドライブで オープンされ ている ファイル 

は クローズ されない が、 パ、 ッ ファは 自觔 的に フラッシュされ る）。 

4 : ディスクが セットされ ていない とき、 LED 点滅。 

5 : ディスクが セットされ ていない とき、 LED 消灯。 



• drive 

0 ： カレント ドライブ 
1 : A ドライブ 
2 : B ドライブ 



戻り 値 指定 ドライブの 状態を 返します。 各 ビットの 内容は 次の 通りです。 



7 


6 


5 


4 


3 


2 


1 


0 


LED 

点滅 


EJECT 

禁止 


BUFFER 

有り 


ユーザ 一 
使用禁止 


PROTECT 


N0TREADY 


メディア 

揷入 


誤挿入 



(いずれも ビット = 1 のとき、 表記の 状態で ある ことを 示します） 

なお 、 PROTECT (プロテクト = および NOTREADY (ノット レディ 
1) は、 mode に 0 を 指定し、 なおかつ メディア 神人のと きに のみ イ丨 •効です。 
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第 1 章 リファレンス 




DRVCTRL 



ブロ グラム 例 



f include 

♦define EJECT 
♦define CRDRV 



く doslib*h> 



/* イジ i クト 》/ 
/* A ドライブ 拿/ 



main( ) 



int mode ； 

int drive ; 

mode = EJECT ； 
drive = CRDRV ; 
DRVCTRL 《 mode , drive ) ； 



本 オペレーション •モ 
» ドライブ 番号*/ 





式 # include 〈 doslib . h > 



void DRVXCHG ( old , new ) ; 
int old ; / * 旧 ドライブ 番号 */ 
int new ; /* 新 ドライブ 番号 */ 



機 能 | old の ドライブと new の ドライブを 入れ替えます。 

old , new の 値は 次のように 指定し ます。 

0 : カレント ドライブ 

1 ： ドライブ A 
2 ： ドライブ B 



戻り 値 戻り 値はありません。 



プログラム 例 



<d 〇 8lib. h> 



old; /* 旧 ドライブ 番号 】 

new; /» 新 ドライブ 番号 ミ 

old = 0; 
new r 1 ; 

DRVXCHG (old, new) ; 



^include 
main( ) 




第 1 章 リファレンス 





# include <doslib. h> 



int DSKFRE (drive, buffer) ; 
int drive ; / * ドライブ 番号 * / 

struct FREEINF * buffer; /* 残り 雜 W : 格納 領域への ポインタ */ 

機 能 ] ディスクの 残り 溶 M を 調べ、 その 結果を buffer に 格納し ます。 

buffer の 形式は 次の 通りです。 



struct FREEINF { 

unsigned short free ; / * 使用可能な クラスタ 数 * / 
unsigned short max ;/* 総 クラスタ 数*/ 
unsigned short sec ; / * 1 クラスタ あたりの セクタ 数 */ 
unsigned short byte ; / * 1 セクタ あたりの バイト 数 * / 



戻り 値 I 使用可能な バイト 数 （敁 大 2 ギガ バイ 卜） を 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 
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式 # include 〈 doslib . h > 



int DUP ( fileno ) ; 

int fileno ; /* フ アイ ルハン ドル */ 

機 能 fileno で 指定され た ファイル ハンドルを、 新しい ファイル ハンドルに 複写し ま 

す。 

これは、 標準入力、 標準出力を 切り替える （リダイレクト など） を 行う 前に、 切 
り 替え 前の ファイル ハンドルを 保持して おくた めに 使用し ます。 

戻り 値 I 複写され た 新しい ファイル ハンドルを 返します。 

黄の 数なら エラ一 を 表します。 

参照 関数 I DUPO , DUP 2 
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第 1 章 リファレンス 



DUPO 



レベル 



害 



式# include 〈 doslib . h > 



int DUPO ( fileno , newno ) ; 

intfileno ; /* 複写 元の ファイル ハンドル */ 
int newno ; /* 複写 先の ファイル ハンドル */ 



機 能 fileno の ファイル ハンドルを newno の ファイル ハンドルに 強制 複 します 0 

これは、 0 S が デフ オルトで オープン している 0 〜 4 までの ファイル ハンドルの 
切り替えを 行う （ CTTY ) ための ものです。 

標準 入出力、 標準 エラー 出力を DUP 、 DUP 2 などで 切り替えた （リダイレクト 
など） あとで 元に もどす 場合に、 CLOSE を 行う ことにより、 元に もどります。 
このと き DUPO によって どの ファイル ハンドルに もどる かが 決定され ます。 
newno に 指定で きる 番号は 0 〜 4 までです 0 



戾り値 newno の丨 iij の 値を 返します 0 

fl の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 DUP , DUP 2 
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DUP2 



害 



式 



# include <doslib. h> 



レベル 



int DUP2 (fileno, newno) ; 

int fileno; /* 複写 元の ファイル ハンドル */ 
int newno; /* 複写 先の ファイル ハンドル */ 



機 能 I fileno で 指定され たフ ァイ ルハン ドルを、 newno の ファイル ハンドルに 強制 複 

写します。 

newno が オープンされ ている 場合には、 クローズし てから、 複写し ます。 

これは、 標准 入力、 標準出力を 切り 抒 える ため （リダイレクト） や、 切り替えら 
れ ている 標準入力、 標準出力を 元に 戻す ために 使用し ます。 

戻り 値 1 ft の 数なら エラーを 表します。 

参照 関数」 DUPO, DUP 
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第 1 章 リファレンス 



EXEC2 



害 



式 # include 〈 doslib. h> 



レベル 



int EXEC2 (md, fil ， pi, p2> ; 

int md ; /* モード */ 

unsigned char * fil ; / * ファイル 名 • コマンド ライン 等への ポインタ */ 
unsigned char * pi ; / * コマンド ライン 等への ポインタ */ 
unsigned char * * p2 ; / * 51 境 ポインタ 等への ポインタ */ 



機 能 j プログラムの ロード •実行 •モジュール 潘 号の 迤 得を 行います 0 

md は 以下の通りに 指定し ます。 



ビット 15 〜 8 : モジュール 番号 
ビット 7 〜 0 : モ 一 ド 番号 

md で 指定した モード 番号に より、 動作 及び 引数 fil, pi, p2 の 意味が 違います。 

1) モード 畨号 = 0 の 時 

pi で 指定した コマンド ラインと、 p2 で 指定した 環境 ポインタを 用いて、 fil 

で 指定され た パス 名の ファイルを ロード 後 実行し ます 0 

p2 の 環境 ポインタを 0 とすると、 视 在の 環境と 同じ 環境が 与えられます。 

2) モード 番号 = 1 の 時 

pi で 指定した コマンド ラインと、 p2 で 指定した 環境 ポインタを 用いて、 fil 
で 指定され た パス 名の ファイルを ロードし ます 0 

p2 の 環境 ポインタを 0 とすると、 現在の 環境と 同じ 環境が 与えられます。 

3) モード 蒗号 = 2 の 時 

p2 で 指定した 環境より path を 検索し、 それを 元に、 fil で 指定した コマン 
ド 行 （コマンド 名 + コマンドの オプション など〉 を コマンドの パス 名と コマ 
ンド ラインに 分離し、 それぞれ fil と pi の 指す 領域に 格納し ます。 
fil の 指す 領域は 90 バイト 以上、 また pi の 指す 領域は 256 バイト 以上 必要 
です。 

p2 の 環境 ポインタを 0 とすると、 現在の 環境と 同じ 環境が 与 •えられます。 
モード 番号 =2 として EXEC2I 対数を 実行した 後に、 モード 畨号 =0 また 
は 1 として EXEC2 関数を 実行 すれば path に 設定され ている ディレクトリ 
にある コマンドを 簡単に 実行す る ことができます。 

4) モード 番号 = 3 の 時 

pi, p2 に それぞれ ロード アドレスと リミット アドレスを 指定して、 fil で 指 
定 した パス 名の ファイルを ロードし ます。 
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5) モード 悉号 =4 の 時 

fil に 実行 アドレスを 指定し、 すでに ロード された プログラムを 実行し ます。 
この モードの 場合 md の モジュールは 0 とします。 

6> モード# 号 = 5 の 時 

fil で 指定した オーバーレイ X ファイルより、 pi で 指定した ファイル 名の モ 
ジュールを 検索し、 兒 つかったら その モジュール 番号を 返します。 

この モードの 場合 md の モジュール 番号は 0 とします。 

モード 番号 =0， 1, 2， 3 の 時、 fil の敁 上位 8 ビットの 怠 味は 次の 通りです。 

0 : 拡張 子 （. R /. Z /. X ) にした がい、 ロ一ドし ます。 

1 : R タイプの ファイル として ロードし ます。 

2 : Z タイプの ファイル として ロードし ます。 

3 : X タイプの ファイル として ロ一ドし ます。 



戻り 値 引数の モード 番号に よって 異なります。 



1) モード 番号 = 〇， 4 の 時 

戻り 値が 正の 数なら ば、 子 プロセスの 終了 コードを 表します。 
ft の 数なら エラーを 表します。 

エラーの 場合 ロード や 実行は 行われません。 

2) モード 番号 = 1 の 時 

戾り 値が 正の 数なら ば、 ロードした プログラムの 実行 アドレスを 表します。 
ft の 数なら エラーを 表します。 

エラーの 場合 ロードは 行われません。 

3) モード 番号 =2、 3 の 時 

負の 数なら エラーを 表します。 

4> モード# 号 = 5 の 時 

戻り 値が 正の 数なら ば、 ビット 15 〜 8 に モジュール 番号を 返した ことを 表し 
ます。 

ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 閣数 | EXECONLY , LOAD , LOADEXEC , LOADNLY , PATHCHK , BINDNO 
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第 1 章 リファレンス 



EXECONLY 



レベル 



窨 



式# include く doslib . h > 



int EXECONLY ( jmpadr ) ; 

intjmpadr ; /* プログラムの 突 行 アドレス*/ 



機 能 LOAD 関数で ロードした プログラムを 実行し ます。 



戻り 値 I 正常終了の 場合には、 プロセス 終了 コード （正の 数）、 異常終了した ときには ェ 

ラー コード （負の 数） を 返します。 



参照 関数 LOADEXEC , LOAD , PATHCHK， LOADONLY 
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害 式# include < doslib . h > 



void EXIT ( ) ; 

機 能 j 视 在の プロセスを 終了 させ、 親 プロセスに 制 銜丨を 返します。 

また、 現在 オープン している ファイルを すべて クローズ します。 
子 プロセスが オープンした ファイルに ついても 同様です。 

親 プロセスに 返される 終了 コードは 〇 になります。 

戻り 値] 戻り 値はありません。 

リターン せずに、 親 プロセスへ 制御を 移行し ます。 

参照 間数] EXIT 2, KEEPPR 
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第 1 章 リファレンス 



EXIT2 




# include く doslib . h > 



レベル 



void EXIT 2 ( code ) ; 

int code ;/* 終 了 コード*/ 



機 能」 code の 終了 コードを 持って プログラムを 終了し ます。 

この 終了 コードは、 親 プロセスに 返される 終了 コードになります。 

現在 オープンされ ている ファイル ハンドルは、 すべて クローズ されます 0 
子 プロセスが オープンした ファイル ハンドルに ついても 同様です。 



戻 り 値」 戻り 値はありません。 

リターン せずに、 親 プロセスへ 制御を 移行し ます。 



参照 関数 EXIT , KEEPPR 
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害 式# include く doslib. h> 

int FATCHK (file, buffer) ; 

unsigned char *file; /* 該当 ファイルの パス 名への ポインタ */ 
unsigned short * buffer ;/ * セクタ 悄報 格納 領域への ポインタ * / 

機 能 I 指定 ファイルの ドライブ 番号と、 セクタの つながりを 調べます。 

これで FAT が 連続して いる ことを 調べる とともに、 DISKRED 関数、 DIS- 
KRED2 関数で データ 部を 直接 読む こと もで きます （戻り 値が 8 ならば、 FAT 
は 連 絞して います）。 

なお buff er には 次に 示す 内容が 格納され ます。 
unsigned short drive; /* ドライブ 号*/ 
unsigned short secnol ; /* セクタの 値*/ 
unsigned short recrenl ; /* セクタ 数*/ 
unsigned short secno2 ; /* 次の セクタの 値*/ 
unsigned short recren2 ; /* 次の セクタ 数*/ 

泰 

# 

(unsigned short) 0 ; /* 終わりを 表す 0 */ 

次の セクタの 値が 格納され るべき 所に 〇 が セットされ ているならば、 終わりを 表 
します。 

戻り 値 buffer の 使用 バイト 数 （終わりを 表す 〇 も 含む） を 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 I FATCHK2 
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第 1 章 リファレンス 



FATCHK2 



レベル 



害 



式 # include <doslib. h> 



int FATCHK2 (file, buffer, len) ; 

unsigned char * file ; /* 該当 ファイルの パス 名への ポインタ*/ 

unsigned short * buffer ;/ * セクタ 悄報 格納 額 域への ポインタ*/ 
int len; /* バッファの 最大； K ： */ 



檄 __ 能 J 指定 ファイルの ドライブ 番号と、 セクタの 連続 性を 調べます。 

FATCHK 関数に 対して、 FATCHK2 関数は 大容狱 ドライブ •特殊 ドライブに 対 
応 しています （戻り 値が 14 ならば、 FAT は 連続して います）。 
buffer には、 次に 示す 内容が 格納され ます。 



unsigned short drive ; 
unsigned long secnol ; 
unsigned long seclenl ; 
unsigned long secnol ; 
unsigned long seclenl ; 



/* ドライブ 番号*/ 

/* 先頭の セクタ 添 号*/ 
/* セクタ 数*/ 

/* 次の セクタ 番号*/ 
/* セクタ 数*/ 



(unsigned long) ; 



/* 終わりを 表す 0 */ 



次の セクタの 値が 格納され るべき 所に 0 が セットされ ているならば 終わりを 表し 
ます。 



戻 り 値 j buffer の 使用 バイト 数 （終わりを 表す 0 も 含む） を 返します。 

負の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 FATCHK 
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# include 
♦include 



く stdio • h> 

く dosl ib • h> 



char 
♦ inf; 
s 
n 



buf [SIZE] 



r 



r = FATCHK2 ( /conf ig . sys f, f buf f SIZE ) ； 
inf = buf ; 

printf < "Drive No • = Xd¥n f, , * ( ( unsigned short *>inf)); 
for (inf ♦= 2 ； (s = *( (N_t 拿） inf>> != 0L ； inf += 4) { 
inf += 4 ； 

n = *< (N_t *)inf ) ； 
for ( i = 0; i < n; i++ ) 

printf ( M %ld ’• ， s + i > ; 

) 

printf ( tf Vn ff ) ； 
if ( r == 14) 

printf <" クラスタは 連統 しています。 ¥n" > ; 



#def ine SIZE 1024 
typedef unsigned long N t ； 



c 

i 

t r 

a a t t t t 
t h i i I n 
s c N N N i 

( 

n 

1 

a 

m { 





第 1 章 リファレンス 



FFLUSH 



害 



式 



# include <doslib. h> 



レ ペル 



void FFLUSH ( ) ; 



機 _ 能」 ディスクの リセットを 行います。 

ディスク バッファの 内容は すべて フラッシュし ますが、 ファイルの クローズ はし 
ません。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



参照 関数 flushall 
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# include <doslib. h> 



int FGETC (fileno) ; 

int fileno ; / * ファイル ハンドルの 番号 */ 

機 能 | 指定され た ファイル ハンドルから 入力が あるまで 待ち、 1 バイト 入力し ます。 

戻り 値 I 入力 コードを 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



FG ETS 




式# include 〈 doslib . h > 



レ ペル 1 



mt FGn TS ( inpptr , fileno ) ; 
struct INPPTR { /* 入力 文字列 格納 領域 */ 
unsigned char max ; /* 1 行 入力 時の 放 大文字 数 */ 
unsigned char length ; / * 1 行 入力が 行われた 文字 数 */ 
unsigned char buffer [256] ; /* キー入力 データ */ 

} 木 inpptr ; 
int nleno ; 



機 能」 fileno で 指定され た ファイル ハンドルから CR コードが 入力され るまで、 文字列 

を 入力し ます。 

入力 敁 大文字 数を 超えた 場合は、 入力 敁 大文字 数までを 入力し ます。 

length には 実際に 1 行 入力が 行われた 文字 数が、 buffer には 入力 データが 格納 

されます。 



戻 


り 


値 




戻 


り 


値 



CR コードを 除いた 入力 文字 数を 返します。 

GETS , GETSS 
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FI LED ATE 



レ ペル 



害 



式# include く doslib . h > 



int FILEDATE ( fileno , datetime ) ; 

intfileno ; /* 対象と する ファイルの ファイル ハンドル*/ 
int datetime ; / * fcH 十と 時刻 * / 



機 _ 能 I fileno で 指定した ファイルの 日付/時刻の 読み出しと 設定を 行います 0 

datetime に 0 を 指定した ときは 読み出しを 行い、 これ 以外の 値を 指定した とき 
には 設定を 行います。 

datetime 、 および 戾り侦 の 形式は 次の 通りです。 



datetime = YYYYYYYM MMMDDDDD hhhhhmmm mmmsssss 



ビット 0 〜 4 
ビット 5 〜 10 
ビット 11 〜 15 
ビット 16 〜 20 
ビット 21 〜 24 
ビット 25 〜 31 



( sssss ) 0 〜 29 秒 （実際の 値は これに 2 を 乗ずる) 

( mmmmmm ) 0 〜 59 分 

( hhhhh ) 0 〜 23 時 

( DDDDD ) 卜 31 日 

( MMMM ) 卜 12 月 

( YYYYYYY ) 0 〜 99 年 （1980 年から 相対 年数） 



H 付/時刻の 設定を 行う 場合には、 fileno で 指定され た ファイル ハンドルは、 卉 
き 込みが 可能な モードで オープンされ ていなければ なりません。 

また、 H 付/時刻の 設定を 行った あとで、 ファイル ハンドル に対して 書き込みを 
行って しまう と、 設定され た 日付/時刻は 無効になります。 

必ず クローズを 行う 阇前 で、 ト 丨 付/時刻の 設定を 行って ください。 



戻 り 値」 datetime が 0 の 場合のと きのみ、 読み出した ファイルの H 付/時刻を 返します。 

上位 16 ビットが OxFFFF ならば エラーを 表します 《 
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参 include 
tinclude 
tinclude 
♦include 
tinclude 

main ( ) 




く stdio • h> 

< fcntl • h> 
<8tat #h> 

< io • h> 
<doslibth> 



fno ； 

datetime ； 

r ； 




/ 

$ 

ル 

ド/ 

ン拿 

ハ SI / 

ル時丨 
ィと値 
ァ 付り 
フ日戻 

拿 拿 拿 

/ / / 





FILES 




# include く doslib . h > 



レベル 



int FILES ( buffer , file , atr ) ; 

struct FILBUF * buffer ; /* ファイル 情報 格納 領域への ポインタ */ 
unsigned char * file ; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 
int atr ; /* ファイル 诚性 */ 

struct FILBUF { 

unsigned char OS [21] ; /* Human 68 k が 内部で 使用し ます */ 

unsigned char atr ; / * ファイル 城 性 * / 

unsigned short time ; /* ファイルの 時刻 */ 

unsigned short date ; / * ファイルの H 付 * / 

unsigned int filelen ; /* ファイルの 長さ */ 

unsigned char name [23] ; /* フ アイノ レ 名 */ 



機 能 | file で 指定され、 atr の诚 性を もつ ファイルを サーチして、 その 情報を buffer へ 

格納し ます。 

ファイル 名には ワイルド カード 文字が 使えます。 

ワイルド 力一 ドを 指定した ときに、 敁 初に 見つかった ファイルが 目的の ファイル 
でない 場合、 NFILES で 次の ファイルを サーチす る ことができます。 
atr に 指定す る/成 性は 次の 通りです。 



0 x 01 : 読み込み 専用 
0 x 02 : 隠し ファイル 

0 x 04 : システム ファイル 

0 x 08 : ボリューム ID 

0 x 10 : ディレクトリ 

0 x 20 : 通常 ファイル 

この atr で 示される 城 性と、 ファィルの 域 性との 論理 積 （ AND ) を 取った 値が 
0 でなければ サーチの 対象と なります。 

したがって、 すべての 诫 性を サーチの 対象に する 場合は 0 x 3 F を 指定し ます。 

また、 読み込み 専用の 通常 ファイルを サーチ 対象と しようと して 0 x 21 を 指定し 
て も、 すべての 通常 ファイルと すべての 読み込み 専用 ファイルが 対象と なって し 
まう ことに 注意して ください。 
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戻 i 値 正の 数 （0 も） で 正常終了、 H の 数は エラーを 表します。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時 0 以外の 正の 数の 場合 
があります。 



| 参照 関数 j NFILES 



プログラム 例 



ンス 



/ / 

$ $ 



/ / 

拿 拿 





レべ ノレ 0 

| 害 U # include <iocslib. h> 

int FILL (fillptr) ; 
struct FILLPTR { 
short xl ; /* 始 点の x 座標 * / 
short yl ; / * 始 点の y 座標 * / 
short x2 ; / * 終点の x 座標 * / 
short y2 ; / * 終点の y 座標 * / 
unsigned short color ; /* ハ 0 レツ 卜 コード */ 

}* fillptr; 

機 能丨 グラフィック _ 面 にぬりつ ぶした 四角形を 描きます。 

戻 り 値 j 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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第 1 章 リファレンス 



FNCKEYGT 

會 式# include く doslib. h> 



void FNCKEYGT (fno, buffer) ; 
int fno ; / * 定義 可能 キー 番号 */ 

unsigned char * buffer ; /* 読み出し 用 デ一 タ バッファへの ポインタ */ 



機 能」 fno で 指定した 洱 定義 可能 キーから キーの 内 溶を 読み出します。 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます。 
fno で 指定す る キー、 および データ バッファの 必要 サイズは 次の 通りです。 



• fno 

0 : すべての キー 

1 〜 10 : F 卜 F10 
1 卜 20 : SHIFT + F1 〜 F10 
21 ： ROLL UP 

22 ： ROLL DOWN 

23 ： INS 

24 ： DEL 

25 ： UP 

26 ： LEFT 

27 ： RIGHT 

28 ： DOWN 

29 ： CLR 

30 ： HELP 
31 ： HOME 
32 ： UNDO 

• buffer 

fno : 0 のとき 20 X 32 + 12 X 6 (712) バイト 

fno : 1 〜 20 のとき 32 バイト （31 バイト +¥0) 

fno : 21 〜 32 のとき 6 バイト （5 バイト +¥0> 



戻り 値 戻り 値はありません。 



参照 関数 FNCKEYST 
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ブ □グラム 例 



#include 
? include 

♦define F10 
♦define F20 

main ( ) 



<stdio . h> 
<doslib. h> 



10 

20 



/* F10 拿 / 

/* shift+F10 */ 



char 



buf [32] ; 



/* データ バッファ */ 



FNCKEYGT(F10 f buf); /* F10 狭み 出し*/ 

printf ( f, F10: %sYn ,f f buf +1 )； 

FNCKEYGT(F20 f buf )； /* shif t + F10 み 出し */ 

printf ( f, F20: %s¥n", buf) ; 







第 1 章 リファレンス 



FNCKEYST 

睿 式 # include く doslib. h> 



void FNCKEYST (fno, buffer) ; 
intfno; /* 再定義 可能 キー 番号 */ 

unsigned char * buffer ; /* 設定 用 データ バッファへの ポインタ */ 



機 _ 能 | fno で 指定した 再定義 可能 キーの 設定を 行います （同時に、 フアン クシ ヨン キー 

の 表示 も 行います。 ただし、 32 行 モードの ときには 表示し ません）。 

この ファンクション コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 

fno で 指定で きる キー、 および データ バッファの 必要な バイト 数は 次の 通りで 

す。 



• fno 

0 : すべての キー 

卜 10 : F1 〜 F10 
11 〜 20 : SHIFT + F1 〜 F10 
21 ： ROLL UP 

22 : ROLL DOWN 

23 ： INS 

24 ： DEL 

25 ： UP 

26 ： LEFT 

27 ： RIGHT 

28 ： DOWN 

29 ： CLR 

30 ： HELP 
31 ： HOME 
32 ： UNDO 



• buffer 





fno 


0 のとき 


20 X 32 + 12 X 6 (712) ノ ぐ イト 




fno 


1 〜 20 のとき 


32 バイト （31 バイト +¥0) 




fno 


21 〜 32 のとき 


6 バイト （5 バイト +¥0> 


戻り 値 


戻り 値はありません。 





参照 関数 FNCKEYGT 
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プログラム 例 



ff include 
♦include 



< stdio . h> 
<dosl ib. h> 



#def ine F9 



char 



buf [32 】 ； 



/* データ バ 



FNCKEYGT 《 F9, buf ) ； /: 

FNCKEYST(F9, f, FNCKEY H ) ； ハ ■* 

puts (" キーを 押す ともとに 戻ります。 ••）； 
while (K— KEYSNS<> == 0) 



FNCKEYST(F9 f buf) ; 



元に 戻す 





第 1 章 リファレンス 



FNTGET 



害 



式 



# include Ciocslib . h > 



レべ ノレ 0 



int FNTGET ( TYPE , CODE , BUF ) ; 
int TYPE ; /* 文字の 大きさ */ 
int CODE ; /* 漢字 コード */ 

struct FNTBUF *BUF /* データ バッファ アドレス */ 



機 能」 CODE で 指定され た 漢字 パターンを、 BUF で 指定され た アドレスへ 読み込み ま 

す。 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないように 注意して 〈ださい。 

TYPE には 8 または 12 を 指定し ます。 

0 を 指定した 坳 合は 8 と [ PJ じです。 

CODE には シフ 卜 JIS 漢字 コードを 指定し ますが、 JIS 漢字 コード （$2121 
〜 $7 E 7 E ) を 指定す る こと もで きます。 

BUF には、 データ バッファの 先頭 アドレスを 指定し ます。 

この 領域は、 TYPE に 8 または 0 を 指定した 時には 36 バイトの、 TYPE に 12 
を 指定した 時には 76 バイトの 領域が 必要です。 

構造体 FNTBUF の データ サイズを 越える 場合には、 メモリ 確保 関数 malloc な 
どで 確保した 領域を 使用して 〈ださい。 

BUF には、 澳字 パターンの X 方 由1 の ドット 数 （ short )、 Y 方向の ドット 数 
( short )、 および パターン データが 格納され ます 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 



197 






♦include 

♦include 



<stdio . h> 

< iocslib*h> 



static struct FNTBUF 



fnt 



int 



type 

code 



/» 文字の 大きさ*/ 

/» 漢字 コード*/ 



type = 8 ; 
code = 0x989f 



FNTGET( type f code , &fnt ) ； 

printf ( M x: %d dots¥n ”， fnt^xl) ; 
printf ( ff y : %d dots¥n fl , fnt . yl ) ; 

code = 0xebe9 ; 

DEFCHR( type f code, fnt . buffer ) ； 
printf ("%c%c¥n", 0xeb f 0xe9 ) ; 




FPUT 



窨 式# include く doslib . h > 



void FPUTC ( code , fileno ) ; 

int code ; /* 出力す る 文字コード */ 

int fileno ; /* 出力す る ファイル ハンドル*/ 

機 能] 指定した 文字コードを ファイル ハンドルに 出力し ます 0 

出力 デバイスが キャラクタ デバイスの 場合には、 ブレーク チェックを 行います 

CC :"S :"P :"N :)〇 



戻 り 値] 戻り 値はありません 
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レベル 1 

害 式 I # include く doslib . h > 



void FPUTS ( msgptr , fileno ) ; 

unsigned char * msgptr ;/ * 出力す る 文字列への ポインタ * / 
int fileno ; /* 出力す る ファイル ハンドル*/ 



機 能 | ヌル 文字で 終了す る 文字列を 、ファイル ハンドルに 出力し ます 0 

出力す る デバ、 イスが キャラクタ デバイスの 場合には、 ブレーク チェックを 行い ま 

t Cc ："s ："n ：)〇 



戻り 値 戻り 値はありません。 



FPUTS 
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第 1 章 リファレンス 




CLR-ON 

# include く iocslib. h> 




void G_CLR_ON ( ) ; 

機 能 | グラフィック 画面を クリアして、 表示 モードに します。 

グラフィック パレットは 初期 状態に 戻ります。 

戻り 値 戻り 値はありません。 
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GETASSIGN 



窨 式 # include く doslib. h> 



int GETASSIGN (buffi, buff2) ; 

unsigned char * buff 1 ;/ * ドライブ 名*/ 

unsigned char * buff2 ;/ * ディレクトリ 名を 格納す る ポインタ * / 



機 能 I 仮想 ドライブ、 仮想 ディレクトリの 割り当て 状況を 取得し ます。 

戻り 値に よって、 以下のような 割り当て 状況が buff2 へ セットされ ます。 



籲 戻り 値が 0x40 のとき （割り当てが 存在し ない） 
buffi で 指定され た ドライブの カレント ディレクトリが buff2 へ セットされ ま 
す 。 

_ 戻り 侦が 0x50 のとき （仮想 ドラィブの 割り当て） 
buffi を アクセスした とき、 実際に アクセス される ディレクトリが buff2 へ セ 
ット されます。 

•戻り 値が 0x60 のとき （仮想 ディレクトリの 割り当て） 
buffi を 実際に アクセスし ようとした とき、 アクセスし なければ ならない デ 
イレク トリが buff2 に セットされ ます。 

buff 1 に、 MAKEASSIGN 関数での 1 番目の パラメータと 同じ 内容の パラメータ 
を 指定す ると、 2# 目の パラメータで 指定して いた 内容が buff2 に セットされ ま 
す。 



戻り 值 以下に 示す 劄り 当て モードを 返します。 



0x40: 割り当てが 存在し ない 
0x50 : 仮想 ドライブの 割り当て 
0x60 : 仮想 ディレクトリの 割り当て 

ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 MAKEASSIGN, RASSIGN 
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式 # include く doslib . h > 



int GETC ( ) ; 

機 能 i 標準入力から i 文字 読み込みます。 

このと き ブレーク チェックを 行います rc : Ap : A N: ) 0 

読み込んだ 文字コードを 返します。 

参照 関数 丨 INKEY , GETCHAR , getc 
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# include く doslib . h > 



int GETCHAR ( ) ; 

機 能] 標準入力から 1 文字 読み込み、 読み込んだ 文字を 標準出力に エコーバック します。 

このと き ブレーク チェック も 行います rc : p 广 N :>〇 



戻 り 値] 読み込んだ 文字コードを 返します。 

参照 関数] PUTCHAR , GETC , INPOUT , INKEY , getche 
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第 1 章 リファレンス 





# include <doslib. h> 



int GETDATE ( ) ; 

機 能 | 現在の 日付を 調べます。 

戻り 値 | 現在の R 付を 返します。 

形式は 次の 通りです。 



00000000 OOOOOwww yyyyyyym mmmddddd 

ビット 0 〜 4 (ddddd) ： H (1 〜 31) 

ビット 5 〜 8 (mmmm) : 片 （ 1 〜 12) 

ビット 9 〜 15 (yyyyyyy) : 年 （ 0 〜 99, 1980 年からの 相対 年数 } 
ビット 16 〜 18 (www> : _!n (0 = n • • • 6 = 土） 

参照 間数 ] GETTIM2, SETTIM2, SETDATE, GETTIME, SETTIME 



プログラム 例 
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GETDPB 



害 



式 



# include <doslib. h> 



レベル 



int GETDPB (drive, dpbptr) ; 
int drive; /* ドライブ 番号 */ 

struct DPBPTR * dpbptr ; / * ドライブ パラメータ ブロック 格納 領域 */ 



機 能 | 指定した ドライブ 番号の ドライブ パラメータ ブロックを 指定した 格納 領域へ 格納 

します。 

drive に 指定で きる デバイス 番号、 ドライブ パラメータ ブロックの 形式は、 それ 
ぞれ 次の 通りです。 

♦ドライブ 番号 
0 : カレント ドライブ 
1 ： ドライブ A 
2 ： ドライブ B 



♦ドライブ パラメータ ブロック 



struct DPBPTR { 
unsigned char drive ; 
unsigned char unit ; 
unsigned short byte ; 
unsigned char sec ; 
unsigned char shift ; 
unsigned short fatsec ; 
unsigned char fatcount ; 
unsigned char fatlen ; 
unsigned short dircount ; 
unsigned short datasec ; 
unsigned short maxfat ; 
unsigned short dirsec ; 
int driver ; 
unsigned char id ; 
unsigned char fig; 
struct DPBPTR * next; 



/* ドラィブ # 号 （0 = A, 1 = B) */ 

/* デバイス ドライバで 使う ユニット 番号 */ 
/* 1 セクタ 数 あたりの バイ 卜 数 */ 

/* 1 クラスタ あたりの セクタ 数一 1 */ 

/* クラスタ、 セクタ 間の シフト 数 */ 

/* FAT の 先頭 セクタ 番号 */ 

/* FAT 領域の 個数 */ 

/* FAT の 占める セクタ 数 （コピー 分は 別 ） */ 
/* ルート ディレクトリの 個数 */ 

/* データ 部 先頭の セクタ 番号 */ 

/* 総 クラスタ 数 +1 */ 

/* ルー 卜 ディレクトリの 先頭 セクタ 番号 */ 
/* デバイス ドライバへの ポインタ */ 

/* メディア バイト */ 

/* dpb 使用 フラグ （一 1 のとき アクセス なし ） */ 
/* 次の dpb への ポインタ */ 
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#include 

♦include 



<8tdio.h> 

く doslib.h 〉 



main( ) 

struct DPBPTR dpb ； 
int drive ； 

drive = 0 ； 

GETDPB( drive, &dpb ) ； 

printf ("drive: %d¥n tf f 
printf ("unit ： %d¥n ”， 
printf ( "byte : Xd¥n " ， 
printf ("sec ： %d¥n M , 



/ 

窣 

ク 
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ブ 

タ 



メ — 
ラ 号 
バ番 

ブブ 
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•卜 •卜 



• f *9 

G )/ • > 

V t e ) 
•1 .1 t c 
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d 



un by se 
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害 式 I # include く doslib. h> 



int GETENV (name, env, buffer) ; 

unsigned char * name ;/* S3 境 変数への ポインタ */ 

unsigned char *env ;/* 環境の ポインタ */ 

unsigned char * buffer ; /* S3 境 変数 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 | env で 指定され た 環境から、 name で 指定した 環境 変数の 内容を とり 出します 

env に 0 を 指定す ると、 親 プロセスの 環 境から とり 出します。 

環境 変数の 内容は buffer に 格納され ますが、 この 領域は 256 バイト 必要です c 



戻り 値 ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 間数 SETENV 



プログラム 例 



# include < s tdio • h> 

# include く doslib • h> 



/* 環境 変数 */ 

/» 環境 */ 

/» 環境 変数 格納 領域 */ 



main ( ) 

{ 

char *name; 

char 拿 env = NULL ； 

char buf [ 256 ) ; 



name = "path"; 

GETENV ( name , env , buf ) ； 
printf dsYn", buf) ; 



第 1 章 リファレンス 



GETGRM 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



int GETGRM (getptr) ; 
struct GETPTR { 
short xl ; /* 始 点の X 座標 */ 
short yl ; / * 始 点の Y 座標 */ 
short x2 ; / * 終点の X 座標 * / 
short y2 ; / * 終点の Y 座標 * / 

unsigned char * buf start ;/ * バッファ 先頭 アドレス * / 
unsigned char * bufend ;/* バッファ 終 r アドレス */ 
} * getptr; 



機 


能 


グラフィック _ 而 からの 読み込みを 行います。 
バッファには、 データが パック された 型で 格納され ます 0 


戻 


り 値 


終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使 ) H 不可 
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GETPDB 



レベル 1 

9 # include <doslib. h> 

struct PDBADR * GETPDB ( ) ； 
struct PDBADR { 

unsigned int env ; /* プロセスに 与えられた 現 境の アドレス */ 

unsigned int exit ; /* プロセスが 終了した さいの 戻り アドレス */ 

unsigned int ctrlc ; / * プロセスが CTRL+C により 中断され た 際の 戻り 

アドレス */ 

unsigned int errexit ; / * プロセスが エラーに より 中止され た 際の 戻り ア 

ド、 レス ホ / 

unsigned int comline ; /* プロセスに 与えられた コマンド ラインの アド レ 

x */ 

unsigned char handle [12] ; /* プロセスの ファイル ハンドラの 使用 状況 

*/ 

unsigned int bss ;/ * プロセスの bss の 先頭 アドレス*/ 

unsigned int heep; /* プロセスの ヒープの 先頭 アドレス */ 

unsigned int stack ; /* プロセスの 初期 スタック アドレス */ 

unsigned int usp; /* 親 プロセスの USP レジスタの 値*/ 

unsigned int ssp; /* 親 プロセスの SSP レジスタの 値*/ 

unsigned short sr; / * 親 プロセスの SR レジスタの 値*/ 

unsigned short abortsr ; / * アボート （中止） のとき の SR レジスタの 侦 

*/ 

unsigned int abortssp; /* アボート （中止） のとき の SSP レジスタの 

値*/ 

unsigned int traplO ; /* TRAP10 */ 
unsigned int trapll ;/* 丁 RAP11 */ 
unsigned int trapl2 ; /* TRAP12 */ 
unsigned int trapl3 ; /* TRAP13 */ 
unsigned int trapl4 ; /* TRAP14 */ 

unsigned int osflag; /* プロセスの フラグ、 0 で 親 あり、 一 1 で OS から 

起動*/ 

unsigned char reserve [28] ; /* 未使用 */ 

unsigned char exe_path[_68] ;/* exec された ファイルの パス 名*/ 

unsigned char exe name [24] ; /* exec された ファイル 名 */ 
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第 1 章 リファレンス 



機 能」 現在の プロセスを 表す pdbadr を 求めます。 

pdbadr は プログラムの 先頭 アドレス 一 OxFO です 0 
なお、 求めた pdbadr は SETPDB 関数で 使用し ます。 



戻り 値 祝 在の プロセスを 表す pdbadr の 値を 返します。 



参照 関数 SETPDB 
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GET-PR 



害 



式 



# include く doslib. h> 



レベル 



int GET PR (id, buff) ; 

int id ; /木 

struct PRCPTR { / 木 

struct PRCPTR * next ptr ; /* 

unsigned char wait flg; /* 

unsigned char counter ; / * 



unsigned char max counter ; / * 



unsigned char doscmd ; 
unsigned int psp id ; / * 

unsigned int usp reg ; / * 

unsibned int d reg [8] ; /* 

unsigned mt a reg [7] ; / 氺 

unsigned short sr reg ; / * 

unsigned int pc reg ; / 木 

unsigned int ssp reg; /* 

unsigned short indosf ; 
unsigned int indosp ; 



struct PRCCTRL * buf ptr; /* 
unsigned char name [16] ; /* 

long wait time ; /* 

} *buff; 



スレッドので*/ 

スレッド 资理悄 報 格納 領域*/ 
次の 管理 領域への ポインタ*/ 
normal = $00 / wait = $ff * / 

割り込みの 度に 滅 券: される*/ 
counter の プリセット 侦 * / 

プロセスの */ 

usp 格納 領域*/ 

データ レジスタ 格納 領域*/ 
アドレス ジ スタ 格納 領域*/ 
sr 格納 領域*/ 
pc 格納 領域*/ 
ssp 格納 領域*/ 



タスク 問 通信 バッファへの ポインタ*/ 
スレッドの 名前*/ 

恃ち時 1151 の 残り （ミリ 秒） */ 



機 能」 指定され た ID の バックグラウンド タスクの 讶理 情報を buff に コピーし ます。 

id に 一 1 を 指定し、 buff —〉 name に バックグラウンド タスクの 名前を 指定して 
GET_PR|jy 数を 呼び出す と、 戻り 侦 として バックグラウンド タスクの id が 返り、 
符理悄 報が buff に コピーされ ます。 

id に 一 2 を 指定す ると、 自分自身の ID が 戻り 値と して 返り、 膂理 情報が buff にコ 
ピーされ ます。 
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第 1 章 リファレンス 



戻 り 値」 求める バックグラウンド タスクの id を 返します。 

戻り 値が 負の 数の 場合は エラー コードを 示します。 

指定した id がおかし い 場合は、 OxFFFFOO ?? (?? は 不定の 16 進数を 表します） を 
返します。 

Ox ?? が id の敁大 値です。 

指定した 名前の バックグラウンド タスクが 存在し ない 場合は 一 1 を 返します。 



参照 関数 J OPENPR , KILLPR , SUSPENDPR , SLEEPPR , SENDPR , TIMEPR , 

CHANGE PR 
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GETS 



害 式 



機 能 



戻り 値 



参照 鬨数 



レベル 1 



# include < doslib . h > 



int GETS unpptr ) ; 

struct INPPTR { /* 入力 文字列 格納 領域 */ 

unsigned char max ; /* 入力 時の 最大 文字 数 */ 
unsigned char length ; / * 入力が 行われた 文字 数 * / 
unsigned char buffer [256] ; /* 入力 データ */ 

} * mpptr ; 

CR コードが 入力 データに 現れる まで、 文字列を 入力し ます。 

このと き ブレーク チェック も 行います rc : Ap :^ N 〇。 

入力 文字 数が 大文字 数 inpmax を 超えた 場合は、 胬告 音を 出します が 終了は し 
ません。 

length には 実際に 入力が 行われた 文字 数が、 buffer には 入力 データが 格納され 
ます。 



CR コードを 除く 入力 文字 数を 返します。 
PRINT , GETSS , FGETS 
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第 1 章 リファレンス 



GETSS 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int GETSS ( i 叩 ptr ) ; 

struct INPPTR { /* 入力 文字列 格納 領域 */ 

unsigned char max ; /* 入力 時の 站 大文字 数*/ 
unsigned char length ; /* 入力が 行われた 文字 数 */ 
unsigned char buffer [256] ; / * 入力 データ */ 

} * mpptr ; 



機 能 | CR コードが 入力 データに 現れる まで、 文字列を 入力し ます。 

ただし、 ブレーク チェックは 行いません 0 
また、 VOID/NEWLINE で 改行し ません。 

入力 文字 数が 入力 妯 大文字 数 inpmax を 超えた 場合は 胬告 昔を 出します が、 終了 
はしません。 

length には 実際に 入力が 行われた 文字 数が、 buffer には 入力 データが 格納され 
ます。 



戻り 値 CR コードを 除いた 入力 文字 数を 返します。 



参照 M 数 GETS , FGETS 
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# include <doslib. h> 



int GETTIM2 ( ) ; 



機 能 视 在の 時刻を 調べます。 



戻り 値 | % 在の 時刻を 返します。 

形式は 次の 通りです。 



00000000 OOOhhhhh OOmmmmmm OOssssss 



ビット 0 〜 5 (ssssss) 
ビット 8 〜 13 (mmmmmm) 

ビット 16 〜 20 (hhhhh) 



秒 （ 0 〜 59) 
分 （ 0 〜 59) 
時 （ 0 〜 23) 



参照 関数 SETTIM2, GETDATE ， SETDATE ， GETTIME， SETTIME 



プログラム 例 



<stdio.h> 

く doslib.h 〉 



time; /* 現在の 時刻 */ 
hh ； 

mm ; 

S8 ； 

time = GBTTIM2( ) ; 

hh = (time >> 16) & 0xlf; 

mm = ( time >> 8 ) k 0x3f ； 

ss = (time > > 0 ) & 0x3f ； 

printf (”％d 時 ％ d 分％ d 秒 ¥n M , hh, mm, ss ) ； 



♦include 

♦include 

main( ) 






第 1 章 リファレンス 



レベル 1 



書 


式 


# include く doslib. h> 






int GETTIME ( ) ; 


丨機 


能 


現在の 時刻を 凋べ ます。 


1 戻 


り 値 


現在の 時刻を 返します。 



形式は 次の 通りです。 



GETTIME 



hhhhhmmm mmmsssss 



ビット 0 〜 4 (sssss) : 秒 （ 0 〜 29, 実際の 値は 2 を 乗ずる ) 
ビット 5 〜 10 (mmmmmm) : 分 （ 0 〜 59) 

ビット 11 〜 15 (hhhhh) : 時 （ 0 〜 23) 



参照 関数 GETTIM2, SETTIM2, GETDATE ， SETDATE, SETTIME 



プログラム 例 



く stdio • h> 
<doslib. h> 



time ； /» 現在の 時刻 》/ 
hh; 

mm ; 



time = GETTIME ( ) ； 

hh = ((time > > A 1 ) & 0xlf ) ； 
mm = ((time > > 5 ) & 0x3f ) ； 
ss = ((time > > 0 ) & 0xlf ) * 2; 
printf < d 時 ％ d 分％ d 秒 ¥n” , hh , mm , ss ) ； 

) 



# include 
♦include 

main ( ) 
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GPALET 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



レべ ノレ 0 



nt GPALET ( PALET _ NO , COLOR CODE ) ; 
nt PALET NO ; /* パレット 番号 */ 
nt COLOR CODE ; /* カラー コード */ 



機 能」 グラフィックの パレットを 設定し ます 0 

PALETNO には パレット 番号 （0 〜 15) / (0 〜 255) / (0 〜 65535) を 指定し ま 
す。 

COLOR CODE には カラー コード （0 〜 65535) を 指定し ます。 

一 1 を 指定す ると パレット 潘 号の 読み出し のみ 行います。 



戻り 値 COLOR CODE に 一 1 を 指定した ときの み、 视 在の カラー コードを 返します。 



プ □グラム 例 



<8tdio#h> 

< iocslib. h> 

12 
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palet_no ； /* パレット 番号 */ 

color_code ; /* カラー コー ！^ */ 

: PALET ； 
de = COLOR ； 

G_CLR_ON ( ) ； 

printf ( ， • 変更 前： ％ d¥n”, GPALET( palet_no , -1 ) ) ； 
GPALET ( palet_no , color_code ) ； 

printf<” 変更 "^: %d¥n ft , GPALET< palet_no , - 1 ) ) ； 
G_CLR_ON ( ) ； 



tinclude 
# include 

♦define PALET 
♦define COLOR 

main ( ) 



int 



palet_no 
color co 
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害 式# include く iocslib . h > 



int HANJOB ( BUFEND ) ; 

unsigned char * BUFEND ; /* ヌル 文字の アドレス */ 

機 能 | 半濁点 処理を 行います。 

BUFEND には、 全角 文字列の 終端に ある ヌル 文字の アドレスを 指定し ます。 

妯 後の 全角 文字に 半濁点 処理を できない 時は、 文字列に （°) を 追加し ますの 
で、 ヌル 文字の 後に 3 バイト 分の 領域が 必要です。 

また、 （°) を 追加した 場合は （。） の 後に ヌル 文字を 付けます ので、 文字列の 
途中を 指定す ると （°) の 後の 文字列が 切れて しまいます。 

したがって、 文字列の 途中を 指定し ないで ください。 

次の 内容を 返します。 

0 : 妯 後の 全角 文字に 半濁点 処理を した 
2 : (°) を 追加した 

参照 間数 I DAKJOB 



プログラム 例 
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害 式 



# include <doslib. h> 



void HENDSPIC ( position ) ; 

int position ; /* ウインドウ 上の 表示 位 |£ * / 



position 以降の 内容を もとに 戻します 0 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 j 戻り 値はありません。 

参照 閣 数] HENDSPIO , HENDSPIP , HENDSPIR 
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第 1 章 リファレンス 



「HENDSPIO 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int HENDSPIO ( ) ; 



機 入力 ウインドウを オープン します。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウの 诂大 表示 文字 数を 返します。 



参照 関数 HENDSPIC, HENDSPIP， HENDSPIR 
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HENDSPIP 



レベル 1 




# include < doslib . h > 



int HENDSPIP ( position , msgptr ) ; 

int position ; /* ウインドウ 上の 表示 位 S 5 */ 

unsigned char * msgptr ;/ * メッセージ 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 | メッセージを、 入力 ウインドウに ノーマルで 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウでの 次の 表示 位; K を 返します。 



参照 関数 HENDSPIC , HENDSPIO , HENDSPIR 
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第 1 章 リファレンス 



HENDSPIR 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int HENDSPIR ( position , msgptr ) ; 

int position ;/ * ウィンドウ 上の 表示 位 iS */ 

unsigned char * msgptr ;/ * メッセ一 ジ 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 | メッセージを 入力 ウインドウに リバースで 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウでの 次の 表示 位: S を 返します。 



参照 関数 HENDSPIC , HENDSPIO , HENDSPIP 
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HENDSPMC 



レベル 




# include <doslib. h> 



void HENDSPMC ( ) ; 



機 モード 表示 ウインドウを クローズ します。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 值戻 り侦 はありません。 



参照 関数 HENDSPMO, HENDSPMP, HENDSPMR 
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第 1 章 リファレンス 



HENDSPMO 



レベル 




# include < doslib . h > 



int HENDSPMO ( ) ; 



機 __ 能」 モード 表示 ウインドウを オープン します。 

この ファンクション コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウでの 敁大 表示 文字 数を 返します。 



参照 関数 HENDSPMC , HENDSPMP , HENDSPMR 
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HENDSPMP 



レ ペル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int HENDSPMP ( position , msgptr ) ; 

int position ; /* ウインドウ 上の 表示 位 ; g * / 

unsigned char * msgptr ;/ * メッセージ 格納 領域への ポインタ * / 



機 能」 メッセージを、 モード 表示 ウィンドウに ノーマルで 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウインドウ 上の 次の 表示 位蒗を 返します。 



参照 関数 HENDSPMC , HENDSPMO , HENDSPMR 
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第 1 章 リファレンス 



HENDSPMR 

窖 式# include く doslib . h > 



int HENDSPMR ( position , msgptr ) ; 

int position ; /* ウィンドウ 上の 表示 位 iS */ 

unsigned char * msgptr ;/ * メッセージ 格納 領域への ポインタ * / 



機 能」 メッセージを、 モード 表示 ウインドウに リバースで 表示し ます。 

この ファンクション コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウ 上の 次の 表示 位置を 返します。 



参照 閲数 HENDSPMC , HENDSPMO , HENDSPMP 
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レベル 1 



HENDSPSC 



害 式 # include 〈 doslib. h> 



void HENDSPSC ( ) ; 



機能」 候補 ウインドウを クローズ します。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 丨 戻り 値はありません。 



参照 関数 HENDSPSO, HENDSPSP, HENDSPSR 
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第 1 章 リファレンス 



HENDSPSO 

害 式 | # include く doslib . h > 



int HENDSPSO ( ) ; 



機 能」 候補 ウィンドウを オープン します。 

この ファンクション コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウの 敁大 表示 文字 数を 返します。 



参照 間数 HENDSPSC , HENDSPSP , HENDSPSR 
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HENDSPSP 



レベル 




# include く doslib . h > 



int HENDSPSP ( position , msgptr ) ; 

int position ; / * ウインドウ 上の 表示 位 K * / 

unsigned char * msgptr ;/ * メッセージ 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 j メッセージを、 候補 ウインドウに ノーマルで 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウインドウ 上の 次の 表示 位® を 返します。 



参照 関数 HENDSPSC , HENDSPSO , HENDSPSR 
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第 1 章 リファレンス 



HENDSPSR 



レベル 



香 



式 



# include く doslib . h > 



int HENDSPSR ( position , msgptr ) ; 

int position ; /* ウインドウ 上の 表示 位蒗 * / 

unsigned char * msgptr ; / * メッセージ 格納 領域への ポインタ * / 



機 _ _ 能 | メッセージを、 候補 ウインドウに リバースで 表示し ます。 

この フアン クシ ヨン コールは、 漢字変換 フロント プロセッサの ための もので あ 
り、 ふつうの アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 



戻り 値 ウィンドウ 上の 次の 表示 位; K を 返します。 



参照 間数 HENDSPSC , HENDSPSO , HENDSPSP 
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HOME 



害 



式# include く iocslib . h > 



レべ ノレ O 



int HOME ( PAGE , X , Y ) ; 
int PAGE ; /* ページ 指定 */ 
int X ;/ * X 座標*/ 
int Y ; /* Y 座標*/ 



能 j グラフィック _曲 の 表示 位蒗を 設定し ます。 

設定す る ページは PAGE の ビット 0 〜 ビット 3 で 指定し ます （たとえば、 ペー 
ジ 0 を 指定 するとき は ビット 0 を ON にします）。 

ビット 0 〜 ビット 3 がすべ て 0 ならば、 現在の モードで 有効な ページが すべて 設 
定 されます。 

X には X 座標、 Y には Y 座標を 指定し ます。 

ただし 指定で きる のは いずれも 0 〜 1023 までです。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使 川 不可 
-2 : 引数が 指定 通りに なって いない 
ー3 : 現在の モードでは 設定 不可 
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第 1 章 リファレンス 



「HSVTORGB 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



nt HSVTORGB ( H , S , V ) ; 

ntH ; /* カラ一 */ 
nt S ; /* 白 レベル */ 

nt V ; / * 黑 レベル */ 



機 能 | HSV 方式から RGB 方式に 変換し ます。 

H で 指定で きる カラーは 次の 通りです。 

なお、 それぞれの 間は 32 段階に 分かれて いますので 色合いが 指定で きます。 



0 〜 31 
32 〜 63 
64 〜 95 
96 〜 127 
128 〜 159 
160 〜 191 
192 以上 



赤〜 货 色 
黄色〜 綠 
緑〜 シアン 
シアン〜 青 
青〜 マ ゼン ダ 
マ ゼン ダ〜 赤 
禁止 



S は 白 レベル （0 で 白、 OxlF で 原色）、 V は 黒 レベル （0 で 黒、 OxlF で 原色） 
を 示します。 

また RGB は パレットで 指定す る データ 形式になります （緑 •赤 •青は それぞれ 5 
ビット。 最下位 ビットは 0)。 



戻り 値 I RGB を 次の 形式で 返します。 

00000000 00000000 GGGGGRRR RRBBBBB 0 
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HSYNCST 



レべ ノレ 0 



害 



式 # include く iocslib . h > 



int HSYNCST ( ADDRESS ) ; 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 割り込み Si 理 アドレス * / 



機 _ 能 | H — SYNC による 割り込みを 制御し ます。 

ADDRESS には 割り込み 处理 アドレスを 指定し ます （0 ならば 割り込み 禁止）。 



戻り 值 削り 込みが 可能な ときは 0、 すでに 使用 中の 場合には 0 以外の 値を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



INDOSFLG 



レベル 




# include <doslib. h> 



int INDOSFLG ( ) ; 



機 座 J OS の ワーク INDOS_FLG の アドレスを 返します。 

スーパーバイザ 領域な ので ユーザー モードでは アクセスで きないので 注意して く 
ださい。 

また、 この アドレスが 指す ワーク エリアに 続いて、 0S に とって: 要な 悄 報が 格 
納 されて いるので、 読み出す のは 構いませんが、 絶対に 寄き 苽 さないで くださ 

い 0 

• ライブラリ 関数 INDOSFLG ( > の 指す 内容に ついて 



害 式 


内容 


unsigned short indosf 


os 実行中 レベル 


unsigned char doscmd 


OS 実行中 ファンクション# 号 


unsigned char fat_flg 


FAT 検索 モード 0 = 標準 

0 本 先頭から 


unsigned short retry count 


I/O リトライ カウント 標準で 3 回 


unsigned short retry_time 


I/O リトライ 恃ち 時間 標續 U00 
(1 秒） 


unsigned short verifyf 


ベリファイ モード 0 = 才フ 

0 幸才ン 


unsigned char breakf 


ブレーク モード 0 = 才フ、 1 = 才ン 


unsigned char ctrlpf 


CTRL+P モード 0 = 才フ 

0 幸 才ン 


unsigned char reserved 


システムで 使用 


unsigned char wkcurdrv 


カレン 卜 ドライブ A: = 0 



戻り 値 INDOS FLG が 格納され ている アドレスを 返します A 
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レベル 0 

I 害 # include く iocslib . h > 

int INIT_PRN ( LINE , WIDTH ) ; 
intLINE ; /* 印字 可能 行数 */ 
int WIDTH ; /* 印字 可能 桁 数 */ 

機 能 | プリンタ ポートを 初期化し ます。 

LINE には 1 ページの 行数 一 1 を 指定し ます （ OUTPRN 関数 用。 OxFF で ペー 
ジ 指定な し）。 

WIDTH に 1 行の 桁 数 一 1 を 指定し ます （ OUTPRN 関数 用。 OxFF で 行 指定な 
し >〇 

戻り 値 1 0 x000020 ならば プリンタへの 出力は 可能です。 

0x000000 のとき には 出力で きません。 
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第 1 章 リファレンス 




INKEY 




# include < doslib . h > 



レベル 



int INKEY ( ) ; 



檨 能 I キーが 押下され るまで 恃ち 、文字コードを 入力し ます。 

ブレーク チェックは 行いません。 



戻り 値 入力され た 文字コードを 返します。 



参照 関数 GETC， GETCHAR 
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♦include 



く iocslib.h 〉 



main( ) 




data ; 



/* 受信 データ*/ 



if ( (data = ISNS232C( ) ) ! =： 0) 
data = INP232C ( ) ； 









第 1 章 リファレンス 



INPOUT 




# include <doslib. h> 



レベル 



int INPOUT (code) ; 

int code ; /* フアン クシ ヨン コード */ 



機 _ 能」 コンソールの 菡 接 入出力を 行います 0 

code が OxFF ならば キー入力を 行います。 

このと き、 入力 待ちは 行いません。 

code が OxFE ならば キー センスを 行い、 入力した キー コードを 返します。 
これ 以外の 場合には、 code を 文字コード として 出力し ます。 

なお、 ブレーク チェックは 行いません 0 



戻 り」 直 j 0、 あるいは 入力した 文字コードを 返します。 

文字を 出力した 場合には 必ず 0 を 返します。 

入力 時に 戻り 値が 0 ならば、 入力がなかった ことを 示します。 



参照 関数 GETCHAR, PUTCHAR, GETC, INKEY 
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INTVCG 



レベル 



式 # include く doslib. h> 



int INTVCG (intno) ; 

intintno; /* 割り込み ベクタ 番号*/ 

intno で 指定す る 割り込み ベクタの 処理 アドレスを 調べます。 

なお、 割り込み ベクタ 0x0 〜 OxFF は 割り込み 処理、 割り込み ベクタ 0x100 
〜 OxlFF は IOCS コール、 割り込み ベクタ OxFFOO 〜 OxFFFF は OS の フアン 
クシ ヨン コールに 割り あてられて います。 



戻り 値 別り 込みべ クタの 処理 アドレスを 返します 



参照 関数 INTVCS 



プログラム 例 



#mclude 

♦include 

#def ine IOCS 
#def ine FUNC 



main( ) 



<3tdio . h> 
<dosl ib . h> 



0x0100 

0xff00 



int intno ; 

intno = IOCS ; 



/* ベクタ 番号 */ 
/拿 IOCS »/ 



printf ( f, 0x0100 ： 0x%x¥n" ， INTVCG( intno) ) ; 



intno = FUNC ； 



» フアン クシ 3 ン コール */ 



printf ( ff 0xff00: 0x%x¥n ,f f INTVCG( intno ) ) ； 










レベル 



式 # include く doslib. h> 



int INTVCS (intno, jobadr) ; 
int intno; /* ベクタの# 号 */ 

char * jobadr; /* 处 理ル 一 チンの エントリ アドレス */ 

能] intno で 指定す る 割り込みべ クタに、 jobadr で 示す 処理 ルーチンの 処理 アドレス 
を 設定し ます。 

intno に 指定で きる ベクタは 次の 通りです。 

0x00 〜 OxFF : 割り込み 処理. 

0xl00~0xlFF : IOCS コール 
OxFFOO-OxFFFF : OS の フアン クシ ヨン コール 



戻り 値 設定 変史前 のべ クタの 処理 アドレスを 返します 0 



参照 関数] INTVCG 



プ □グラム 例 



tmclude 

♦include 



<stdio.h> 

く doslib • h> 



#def ine INR 0x6c 

♦define INRADR 0xa000 



main ( ) 



int 

char 



intno ； 

* jobadr 



/ 本べ クタ 番号 拿 / 

/ 拿达理 ルーチン エントリ */ 



intno = INR ； 

jobadr = (char *) INRADR; 



INTVCS (intno, jobadr) ； /* ベクタ 設定 */ 

printf (”0x%x: 0x%x¥n ”， intno, INTVCG ( intno ) ) ； 








「IOCTRLDVCTL 



レベル 




include く doslib. h> 



int IOCTRLDVCTL ( drive , f 一 code , buffer 〉 ； 

int drive; /* ドライブ 番号*/ 

int f code; /* フアン クシ ヨン# 号*/ 

unsigned char * buffer; /* 悄報 格納 領域への ポインタ*/ 



機 能 ドライブ 番号 drive と フアン クシ ヨン 番号 fcode を 指定して、 デバイス ドライ 

バ による 特殊 コントロールを 行います。 

buffer には、 デバイス ドライバとの 悄 報の 受け渡しを 行うた めの 領域を 指定し 
ます。 

必要と なる 領域の 大きさは デバイス ドライバ により 異なります。 

処理 内容は デバイス ドライバ により 異なります。 



戻り 値 戻り 値は、 デバイス ドライバ により 異なります。 

炱の 数なら エラーを 表します。 

: 参照 M 数 ] IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, IOCTRLGT, IOCTRLIS, 

IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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第 1 章 リファレンス 



IOCTRLDVGT 

窖 式 # include く doslib. h> 



int IOCTRLDVGT (drive) ; 

int drive; /* 調べたい ドライブ # 号 */ 



機 能 指定され た ドライブが ローカル か リモート かを 調べます 0 



戻 り 値」 指定され た ドライブが ローカル ならば、 デバイス ドライバの デバイス 情報を 返し 

ます。 

リモート ならば、 戻り 侦の ビット 12 が 1 になります。 

負の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 IOCTRLDVCTL, IOCTRLFDCTL ， IOCTRLFDGT ， IOCTRLGT, IOCTRLIS ， 

IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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「IOCTRLFDCTL 



レベル 




include く doslib. h> 



int IOCTRLFDCTL (fineno, f code, buffer) ; 

int fileno ; /* ファイル ハンドル */ 

int f— code ; /* ファン クシ ヨン 番号*/ 

unsigned char * buffer ; /* 悄報 格納 領域への ポインタ*/ 



« フ アイ ルハン ドル fileno と フアン クシ ヨン コードし c〇 de を 指定して、 デバイス 

ドライバ による 特殊 コント ロ一 ルを 行います。 

buffer は、 デバイス ドライバとの 情報の 受け渡しを 行うた めの 領域を 指定し ま 
す 。 

必要と なる 領域の 大きさは デバイス ドライバ により 異なります。 

処理 内容は デバイス ドライバ により 異なります。 



戻 り 値 j 戻り 値は、 デバイス ドライバ により 異なります 0 

ft の 数なら エラーを 表します 



参 照 M 数 IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDGT, IOCTRLGT, IOCTRLIS, 

IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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第 1 章 リファレンス 



IOCTRLFDGT 

審 式# include く doslib. h> 



int IOCTRLFDGT (fileno) ; 

unsigned fileno ; /* 調べたい ファイルの ファイル ハンドル */ 



機 能 指定され た ファイルが ローカル か リモート かを 返します 0 



戻り— 値 | 指定され た ファイルが ロ一 カルなら ば、 デバイス ドライバの デバイス 情報を 返し 

ます。 

リモート ならば、 戻り 値の ビット 12 が 1 になります。 
ft の 数なら エラーを 表します。 

参照 関数 I IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL ， IOCTRLGT, IOCTRLIS ， 

IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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IOCTRLGT 



レ ペル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int IOCTRLGT ( fileno ) ; 

intfileno ; /* 調べたい ファイルの ファイル ハンドル*/ 



機 能」 fileno で 指定され た ファイル ハンドルの デバイス 悄 報を 調べます。 

本 関数は、 デバイス ドライバより 直接 入出力を 行う ときに 使用し ます。 



戻り 値 I デバイス 情報を 返します。 

デバイス 悄 報の 各 ビットが 1 であれば 次の 内容を 表します。 

ビット 0 標準入力 デバイス （ CON ) である ことを 表す 
ビット 1 標準出力 デバイス （ CON ) である ことを 表す 
ビット 2 NUL デバイス である ことを 表す 
ビット 3 CLOCK デバイス である ことを 表す 

ビット 5 RAW モードで ある ことを 表す （〇 ならば COOKED モード） 

ビット 6 特殊 IOCTRL が 可能で ある ことを 表す 

この ビット 力 f 1 でない と、 IOCTRLDVCTL ， IOCTRLFDCTL は 
使用で きない 

ビット 7 キヤ ラ クタ デバイス である ことを 表す （〇 ならば ブロック デバイス 
であり、 ビット 0 〜 4 は ドライブ 番号を 表す） 

ビッ卜 12 特殊 ブロック デバイスの 時、 デバイスが リモート である ことを 表 

す （0 ならば ローカル） 

ただし、 ビット 13 が 1 の 時の み:® 味を 持つ 
ビット 13 特殊 ブロック デバイス である ことを 表す （〇 ならば 通常の ブロック 

デバイス） 

ただし、 ビット 7 が 0 の 時の み 意味を 持つ 
ビット 14 IOCTRL が 可能で ある ことを 表す 

この ビット 力す 1 でない と、 IOCTRLRH ， IOCTRLWH , IOCTR - 
LRD , IOCTRLWD は 使用で きない 
その他の ビットは システムで 予約 

ビット 7 が 0 の 場合 （ブロック デバイスの 場合） 

ビット 0 〜 4 の 5 ビットは ドライブ 番号 （〇 〜 25, A : = 0) を 表します。 

fl の 数なら エラー 表します。 
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参照 関数 | IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT ， IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT ， IOCTR- 

LIS, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 




# include 
♦include 
tinclude 
# include 
tinclude 

main( ) 

{ 

int fno; /* ファイル ハンドル */ 

fno = open( f, A ： ¥¥AUTOEXEC.BAT ,f f O^RDWR ) ; 
print f( ,f 0x%x¥n ff t IOCTRLGT( fno ) ) ； 
close ( fno ) ； 

fno = open ("CON ”， O^RDWR ) ; 
printf ( "0x%x¥n ” ， IOCTRLGT( f no ) ) ； 
close ( fno ) ； 



<stdio . h> 

< fcntl • h> 

く stat • h> 

< io • h> 
<d 〇 8libth> 




窨 式 I # include く doslib. h> 



int IOCTRLIS (fileno) ; 

intfileno; /* 調べたい ファイルの ファイル ハンドル */ 



機 能 指定した ファイル ハンドルの 入力 ステータスを 調べます。 



戻り 値 次の いずれ かの ステ一 タスを 返します 《 



一 1 : 入力 可 
0 : 入力 不可 



参照 閣数 IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, 

IOCTRLGT, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLRTSET, 
IOCTRLST, IOCTRLWD, IOCTRLWH 



プログラム 例 



f include 
幂 include 
finclude 
f include 
♦include 

main ( ) 




<8tdio . h> 

< fcntl . h> 
<8tat .h> 
<io-h> 

く doslib. h> 



fno ; /* ファイル ハンドル*/ 

status; パ 入力 ステータス */ 



fno = open( ,f A ： ¥¥CONFIG.SYS ft f 0_RD0NLY ) ； 
status = IOCTRLIS (fno) ; 
printf < "0x%02x¥n ” ， status) ; 





# include く doslib. h> 



int IOCTRLOS (fileno) ; 

intfileno; /* 調べたい ファイルの ファイル ハンドル * 




指定した ファイル ハンドルの 出力 ステータスを 調べます 



戻り 値 次の いずれ かの ステ一 タスを 返します 



一 1 : 出力 可 
0 : 出力 不可 



参照 関数 



IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, 
IOCTRLGT, IOCTRLIS, IOCTRLRD, IOCTRLRH ， IOCTRLRTSET ， 
IOCTRLST, IOCTRLWD, IOCTRLWH 



プログラム 例 



♦include 

^include 

♦include 

#inciude 

♦include 

maim ) 



<8tdio . h> 

く fcntl • h> 
<stat #h> 

< io • h> 
<d 〇 8lib.h> 



fno ； 
status ; 



/» ファイル ハンドル*/ 
/* 出力 ステータス*/ 



fno = open ( M A ： ¥¥CONFIG • SYS ,f f 0_RD0NLY ) ； 
status = IOCTRLOS ( f no ) ； 
printf ( ,, 0x%02x¥n u , status ) ; 






int IOCTRLRD (drive, buffer, size) ; 
int drive; /* ドイ ラブ 番号 */ 

unsigned char * buffer ; /* 読み込み データ 格納 領域への ポインタ */ 
int size; /* 読み込み バイト 数 */ 

機 能 I drive で 指定す る ドライブの デバイス ドライバから、 S i ze で 指定す る バイト 数 

を、 buffer が 指す 領域へ 読み込みます。 

IOCTRLRD は、 デバイス ドライバより 莨 接 入力を 行う ときに 使用し ます。 

戻 り 値 1 正常終了の 場合、 読み込んだ バイト 数を 返します。 

ft の 数なら ば エラーを 表します。 



参照 関数 I IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT ， 

IOCTRLGT ， IOCTRLIS, IOCTRLOS ， IOCTRLRH ， IOCTRLRTSET ， 
IOCTRLST, IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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第 1 章 リファレンス 



IOCTRLRH 



レベル 



害 



式 



# include く doslib. h> 



int IOCTRLRH (fileno, buffer, size) ; 

intfileno; /* フアイルの フ ァイ ルハン ドル */ 

unsigned char * buffer ;/* 読み込み データ 格納 領域への ポインタ */ 
int size; /* 読み込み バイト 数 */ 



機 能 | fileno で 指定す る ファイル ハンドルの デバイス ドライバから、 size で 指定す るバ 

イト 数を、 buffer が 指す 領域へ 読み込みます。 

IOCTRLRH 関数は、 デバイス ドライバより 直接 入力を 行う ときに 使用し ます。 



戻 り 値」 正常終了の 場合、 読み込んだ バイト 数を 返します。 

負の 数なら エラー 表します。 



参照 関数 j IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT ， 

IOCTRLGT, IOCTRLIS, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRTSET, 
IOCTRLST, IOCTRLWD, IOCTRLWH 



プログラム 例 



tinclude 


く stdio • h> 






♦include 


く fcntl .h> 






♦include 


く stat • h> 






#include 


<io*h> 






tinclude 


<d 〇 8lib#h> 






♦define SIZE 


128 


/拿 


データ byte 数 */ 


main( ) 

i 








l 

char 


buf 【 SIZE 】 ； 


/拿 


データ 格納 領域 */ 


int 


fno ; 


/* 


ファイル ハンドル 


int 


n ； 


/ 拿 


» ん だ データ 数 */ 



fno = open( "A:¥¥CONFIG.SYS ” ， 0 RDONLY ) ； 



if ( (n = IOCTRLRH (fno, buf , SIZE) ) >= 0) 

printfdd byte « みました。 ¥n", n> ; 

else { 

if ( (IOCTRLFDGT(fno) & 0x4000) == 0) 

printf<” IOCTRLRH できな V 、 デノ 《イス ¥n M > •• 

else 

printf (" エラーです。 ¥n”>; 

} 

close ( fno ) ； 
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IOCTRLRTSET 



害 式 



機 能 



戻り 値 



参然 関数 



レベル 1 



# include <doslib. h> 



int IOCTRLRTSET (count, time) ; 
int count ; /* リトライ 回数 */ 
int time ; / * 時間 */ 

リトライ 数を 設定し ます。 

デフ オルトの 値は 3 回で、 時間は 100 (1 秒） です。 

この 関数は デバイス ドライバで サポート されます。 

負の 数なら エラーを 表します。 

IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, 
IOCTRLGT, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, IOCTRLST, 
IOCTRLWD, IOCTRLWH 
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第 1 章 リファレンス 



IOCTRLST 



レ ペル 




# include <doslib. h> 



int IOCTRLST (fileno, data) ; 

int fileno ; / * ファイルの フ ァイ ルハン ドル */ 

int data; /* 設定す る デバイス 情報 */ 



機 能 j fileno で 指定され た ファイル ハンドルに デバイス 悄 報を 設定し ます 0 

fileno は、 キャラクタ デバイス に対して オープン された ファイル ハンドルで なけ 
れば なりません。 

設定で きる のは、 ビット 5 の RAW モード 設定の みで、 次の 意味を もちます。 



0x20 : RAW モード 指定 
0x00 : COOKED モード 指定 



戻 り 値 j 変 史 後の デバイス 悄 報を 返します。 

負の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数」 IOCTRLDVCTL ， IOCTRLDVGT ， IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, 

IOCTRLGT, IOCTRLIS, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, 
IOCTRLRTSET, IOCTRLWD, IOCTRLWH 



プログラム 例 



finclude 
# include 
♦include 
♦include 
♦include 

#def ine RAW 
♦define COOKED 

main( ) 



<stdio#h> 

< fcntl • h> 

く stat • h> 

< io • h> 
<doslib#h> 

0x20 

0x00 



IOCTRLGT(fno ) ) ； 
IOCTRLGT(fno ) ) ； 



int fno ； / 本 ファイル ハンドル */ 

fno = open ("CON", O^RDONLY ) ； 

printf( #f old No- = %04x¥n ” ， IOCTRLGT ( f no ) ) ； 

IOCTRLST (fno, RAW); 
printf ( M new No • = %04x¥n M , 

IOCTRLST ( fno , COOKED ) ； 
printf ("new No • = %04x¥n ,# 9 

close( fno ) ； 
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int IOCTRLWD (drive, buffer, size) ; 
int drive ; / * ドライブ 番号 * / 

unsigned char * buffer; /* き 出し データ 格納 領域への ポインタ */ 

int size ;/ * 逬 き 出し バイト 数*/ 

機 能 I buffer が 指す 領域から、 size で 指定す る バイト 数の データを、 drive で 指定す る 

ドライブの デバイス ドライバに 宵き 出します。 

IOCTRLWD 関数は、 デバイス ドライバに 直接 出力を 行う ときに 使用し ます。 

戻 り 値 J 正常終了の 場合、 茜き 込んだ バイト 数を 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 

参照 関数 1 IOCTRLDVCTL ， IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL ， IOCTRLFDGT, 

IOCTRLGT, IOCTRLIS, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, 
IOCTRLRTSET, IOCTRLST, IOCTRLWH 



プログラム 例 



♦include 


く stdio • h> 




tmclude 


<doslib#h> 




♦define DRIVE 


0 


/» ドライブ 番号*/ 


♦define SIZE 


256 


/* データ byte 数 */ 


main ( ) 
/ 


char 


buf [SIZE ) ； 


/* データ 格納 領域*/ 


int 


n ； 


/* 害いた データ 数*/ 


if ((n 


= IOCTRLWD (DRIVE, 


buf, SIZE) ) >= 0) 




printf ( M %d byte 


害き ました • ¥n", n>; 


else ( 








if ( ( IOCTRLDVGT ( DRIVE ) & 0x4000) == 0) 




printf ( •• 

else 


IOCTRLWD できない デバイス ¥n" > ; 


} 

} 


printf < 


エラ一 です • ¥n"> ; 
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第 1 章 リファレンス 




fno = open( f, A ： ¥¥CONFIG,SYS lf f 0_RDWR ) ； 

if <(n = IOCTRLWH(fno, buf, SIZE) ) >= 0) 

printf < ”Xd byte 害き ました。 ¥n" , ; 

else { 

if ( (IOCTRLFDGT(fno) & 0x4000) == 0) 

printf ("IOCTRLWH できな V、 f ノ X イス ¥n”> ; 

else 

printf ( ， • エラ一です。 ¥n”>; 

} 

close ( fno ) ； 



♦define SIZE 



256 



データ byte 败 



tinclude 

♦include 

tinclude 

tinclude 

tinclude 



<stdio . h> 

< fcntl • h> 
<stat #h> 

く io.h> 

く doslib. h> 



# include く doslib. h> 
int IOCTRLWH (fileno, buffer, size) ; 

intfileno; /* ファイルの ファイル ハンドル */ 

unsigned char * buffer ;/ * 苔き 出し データ 格納 領域への ポインタ * / 
int size; /* 宵き 出し バイト 数*/ 

buffer が 指す 領域から、 size で 指定す る バイト 数を fileno で 指定す る ファイル 
ハンドルの デバイス ドライバに 普き 出します。 

IOCTRLWH 関数は、 デバイス ドライバに 治: 接 出力を 行う ときに 使用し ます。 

正常終了の 場合、 迸き 込んだ バイト 数を 返します。 
ft の 数なら エラ一 を 表します。 

参照 関数 ] IOCTRLDVCTL, IOCTRLDVGT, IOCTRLFDCTL, IOCTRLFDGT, 

IOCTRLGT, IOCTRLIS, IOCTRLOS, IOCTRLRD, IOCTRLRH, 
IOCTRLRTSET, IOCTRLST, IOCTRLWD 

プログラム 例 






「IOCTRLWH 



レベル 



»/ 

拿 /*/ 拿 

域 ド 数 

傾ンタ 
納ハ I 
格 ル デ 
タイた 

I ァ い 

デフ 書 

拿 拿 拿 

/ / / 
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レべ ノレ 0 



yPLERR 



害 式# include く iocslib . h > 



void IPLERR ( ) ; 



機 能 IPL プログラムで 、ディスク エラーな どの エラーが 発生した 場合に 使用し ます。 



戻り 値 リターンし ません。 
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式 # include く iocslib . h > 



int ISNS 232 C ( ) ; 



RS -232 C 受信 データを チェック します 



吴_リ 値」 0 x 10000 + 受信 データを 返します。 

戻り 侦が 0 のとき は、 受信 データがない ことを 示します。 



ブロ グラム 例 



♦include 

^include 

mam( ) 



<stdio . h> 

< iocsl ib • h> 



data ； /» 受 倌 データ */ 



data = ISNS232C ( ) ； 
if (data == 0) 

puts (” 受信 データが ありません。”）； 





ISSFT 



レべ ノレ 0 



式 # include く iocslib . h > 



int JISSFT ( CODE ) ; 

int CODE ; /* JIS 漢字 コード */ 

機 @ JIS 漢字 コードを シフト JIS コードに 変換し ます。 

戻 り 値 1 シフト JIS コードを 返します。 

ただし、 上位 16 ビットが OxFFFF なら エラーが 発生した ことを 示します。 

プログラム 例 



f include 
#include 



く stdio • h> 

、 iocslib, h> 



maini ) 



int 



ms ; 



/» JIS 漢字 コード */ 

/* シフト JIS コード 拿 / 



jis = 0x4f 53 



ms = JISSFT( jis ) ； 

printf ( M 0x%04x ( jis ) ： 0x%04x ( sf t ) ¥n 



t ms ) 




第 1 章 リファレンス 



rJOYGET 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include く iocslib. n 夕 



int JOYGET ( STICKNO ) ; 

int STICKNO /* ジョイスティック# 号 */ 



機 能 ジョイスティックの データを 読み込みます。 

ビットが 0 ならば ON である ことを 示します。 

STICKNO には ジョイスティック 番号を 指定し ます （〇 ならば ジョイス テイ ツク 
1、 1 ならば ジョイスティック 2 となります ）〇 



戻り 値 次の 値を 返します。 



1 


S 2 


S 1 


1 


R 


L 


D 


U 




B ボタン A ボタン 




右 


左 


下 


上 
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害 式# include く doslib . h > 



void KEEPPR ( prglen , code ) ; 

intprglen ; /* プロセスの 常駐 バイ 卜 数*/ 

int code ; / * 終了 コード * / 



機 能」 プロセスの 総 バイ 卜 数のう ち、 prglen で 指定され たバイト 数 （ PSP 部分を 除く） 

の 部分を 常駐 させた まま、 プロセスを 終了させます。 

祝 在 オープンされ ている ファイル ハンドルは、 すべて クローズ されます。 

子 プロセスが オープンした ファイル ハンドルに ついても 同じです。 

prglen は HEND -_ PSP -0 xF 0 で 求める ことができます。 

HEND と _ FSP は int の 外部 変数です。 



戻り 値 I 戾り 値はありません。 
参照 閲 数] EXIT , EXIT 2 

プ □グラム 例 



<doslib.h> 

_HEND; 

一 PSP; 

code; /* 終了 コード 拿 / 



♦include 

extern int 
extern int 

main ( ) 




code : 0 ; 

KEEPPR(_HEND - PSP - 0xf0 f code )； 




第 1 章 リファレンス 



KEYSNS 



害 



式# include く doslib . h > 



レベル 



int KEYSNS ( ) ; 



機 能 標準入力の 入力 状態を 凋べ ます。 

また、 このと き ブレーク チェック も 行います rc : P : N :)〇 



戻り 值 入力が あるときには 一 1、 ない ときは 0 を 返します。 
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KFLUSHGC 



レベル 



害 



式 



# include く doslib . h > 



int KFLUSHGC ( ) ; 



機 能 入力 バッファを フラッシュ してから 標事 入力から 1 文字 読み込みます。 

このと き ブレーク チェック も 行います （*C ノ P :N : ) 。 

KFLUSHGC 関数は 入力 バッファを フラッシュして GETC 関数と 同様な 処理を 
行います。 



戻り 値 読み込んだ 文字コードを 返します。 



参照 M 数 GETC ， KFLUSHGP ， KFLUSHIO , KFLUSHIN， KFLUSHGS 
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第 1 章 リファレンス 



KFLUSHQ^ 

窖 式# include く doslib . h > 



int KFLUSHGP ( ) ; 



機 _ 能 j 入力 バッファを フラッシュ してから 標準入力から 1 文字 読み込み、 読み込んだ 文 

字を 標準出力に エコーバック します。 

このと き ブレーク チェック も 行います rc : 1) ノ N : >〇 

KFLUSHGP 関数は 入力 バッファを フラッシュして GETCHAR 閲 数と 様な 
処理を 行います。 



戻り 値 読み込んだ 文字コードを 返します。 



参照 M 数 GETCHAR , KFLUSHIO , KFLUSHIN , KFLUSHGC ; KFLUSHGS 
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害 式# include く doslib . h > 



int KFLUSHGS ( i 叩 ptr ) ; 

struct INPPTR { /* 入力 文字列 格納 領域 */ 

unsigned char max ; /* 入力 時の： fci 大文字 数 */ 
unsigned char length ; /* 入力が 行われた 文字 数 */ 
unsigned char buffer [256] ; /* 入力 データ */ 

} * inpptr ; • 

I 機 有 入力 バッファを フラッシュ してから CR コードが 入力 データに 現れる まで、 文字 

列を 入力し ます。 

このと き ブレーク チェック も 行います （ A C ゾ P :^ N 0 〇 

入力が iii 大文字 数 inpmax を 超えた 場合は、 胬告 音を 出します が 終了は しませ 
ん 0 

length には 其 際に 入力され た 文字 数が、 buffer には 入力され た 文字列 データが 
格納され ます。 

KFLUSIIGS 関数は 入力 バッファを フラッシュして GETS 関数と 同様な 処理を 
行います。 

戻 り 値」 CR コードを 除く 入力 文字 数を 返します。 

参照 関数 | GETS , KFLUSHGP ， KFLUSHIO , KFLUSHIN， KFLUSHGC 
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第 1 章 リファレンス 




int KFLUSHIN ( ) ; 

機 能 j キー バッファを フラッシュ してから キーが 押下され るまで 待ち、 文字コードを 入 

力し ます。 

ブレーク チェックは 行いません。 

KFLUSHIN 関数は キー ノぐッ ファを フラッシュして、 INKEY 関数と 同様な 切: 理 
を 行います。 



戻り 値 j 入力され た 文字コードを 返します。 

参照 関数 1 INKEY , KFLUSHGP , KFLUSHIO , KFLUSHGC , KFLUSHGS 



265 






KFLUSHIO 



害 式 



機 能 



戻り 値 



参照 関数 



レベル 1 



# include <doslib. h> 



int KFLUSHIO (code) ; 

int code ; /* フアン クシ ヨン コード */ 

キー バッファを フラッシュし てから、 コンソールの 滴: 接 入出力を 行います。 
code が OxFF ならば キー入力を 行い、 入力がない 場合は 恃っ ことは しません。 
code が OxFE ならば キーの センスを 行い、 入力した 文字コードを 返します。 

これ 以外のと きは、 code を 文字コード として 出力し ます。 

なお、 ブレーク チェックは 行いません。 

KFLUSHIO 関 数は キー ノぐッ ファを フラッシュして INPOUT 関数と 同様な 处理 
を 行います。 

0、 あるいは 入力した 文字コードを 返します。 

文字を 出力した 場合には 必ず 0 を 返します。 

入力 時に 戻り 値が 0 ならば、 入力がなかった ことを 示します。 

INPOUT, KFLUSHGP, KFLUSHIN, KFLUSHGC, KFLUSHGS 
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第 1 章 リファレンス 




int KILL PR ( ) ; 

機 能] 自分自身の プロセスを 削除し ます 0 

常駐 終了して いた プロセスの 場合、 同じ psp _ id を 持つ スレッドを 全て 削除し、 
確保され ていた メモリを 開放し ます。 

KILL PR 関数を 実行す る 時は、 自分で オープンした ファイルは 全て クローズ 
し、 丧き 換えた ベクタな ども 元に 戻した 後に して 〈ださい。 

システムは、 スレッドの 削除と メモリの 開放し か 行いません。 

プロセス 内で いくつかの スレッドを 登録し 実行した 後で、 EXIT 関数 や EXIT 2 
関数で プロセスを 終了す る 場合は、 プロセス 内で オープンした スレッド のみを 
KILL PR 関数で 削除して から、 プロセスを 終了して ください。 

メインの スレッド である プロセスを KILL _ PR | 対数した 場合、 その後の 勅 作は 
保証され ません。 

戻 り 値 j ft の 数なら エラーを 表します。 

参照 閻 数] OPENFR , GETPR , SUSPENDPR , SENDPR , TIMEPR , CHANGE_PR 
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INSMO 



レベル 




式 # include <doslib. h> 



void K INSMOD (n) ; 

intn; /* INS キーの モード */ 

機 能 1 INS キーの モードを 切り替えます。 

n に OxFF を 指定した ときには ON 、 0x00 を 指定した ときには OFF となり 
す。 

戻 i 傕 1 炭り 値はありません。 

参照 関数 」 K KEYINP, KKEYSNS, K_SFTSNS, K KEYBIT 



プログラム 例 



f include 
fmclude 



< stdio • h> 
<doslib. h> 



#def ine INS_ON 
#def ine INS OFF 



0xff 

0x00 



main ( ) 



K_INSMOD<INS_ON> ; 
puts (” 挿入モードです 



/* 撺入 モード */ 



puts ( ff Hi t any key M ) ； 
while (K KEYSNS( ) == 0) 



K_INSMOD(INS_OFF) ； /* 非 挿入モード */ 

piits(” 非 挿入モードです。”）； 






第 1 章 リファレンス 




KEYBIT 



レベル 




# include く doslib. h> 



int K KEYBIT (n) ; 

intn; /* キー コード グループ */ 

機 能 1 次に 示す キー コード グループを 指定して、 キ一の 押下 状態を 凋べ ます。 





0 


1 


2 


3 


4 


5 


6 


7 


0 


未定義 


ESC 


1 ! 


2 ，， 


3# 


4$ 


5% 


6 & 


1 


7 ， 


8 ( 


9 ) 


0 


~ 


A 


¥| 


BS 


2 


TAB 


Q 


W 


E 


R 


T 


Y 


U 


3 


I 


0 


P 


@ 


[ 


CR 


A 


S 


4 


D 


F 


G 


n 


J 


K 


L 


• 


5 


• 

• 


] 


Z 


X 


C 


V 


B 


N 


6 


M 


, < 


.> 


/ ? 




SP 


HOME 


DEL 


7 


Roll up 


Roll down 


UNDO 


4 — 


t 


— > 


i 


CLR 


8 


/ 


木 


— 


7 


8 


9 


+ 


4 


9 


5 


6 




1 


2 


3 


ENTER 


0 


A 


9 


• 


記号 


登録 


HELP 


XF 1 


XF 2 


XF 3 


B 


XF 4 


XF 5 


かな 


口一マ 字 


コード 


CAPS 


INS 


ひらがな 


C 


全角 


BREAK 


COPY 


F - 1 


F -2 


F -3 


F • 4 


F - 5 


D 


F • 6 


F -7 


F -8 


F • 9 


F .10 


未定義 


未定義 


未定義 


E 


SHIFT 


CTRL 


0 PT .1 


0 PT .2 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


F 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 


未定義 



この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻 り 値 上記の 表に 示 すれ ビットが 0 か 1 かにより、 各 キー コード グループの キーの 押下 

状態を 返します。 

ビットが 1 になって いれば、 キーが 押されて いる 状態です。 



参照 間数 K KEYINP, K KEYSNS, K SFTSNS， K INSMOD 
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I 



#include 

♦include 

main( ) 




く stdio • h> 

く doslib,h> 



keygrp ； / 本 グ J 

keystas ; /* グ J 



keygrp = 0x0b ； 

keystas = K_KEYBIT(keygrp ) ； 

printf { ” ％ 8b¥n” , keystas ) ； 





第 1 章 リファレンス 




KEYINP 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int K KEYINP ( ) ; 



機 能 | キーボードからの 入力を 行います。 

この ファンクション コールは、 CON デ、 バ 、イスに より サポート されます。 



戻り 値 入力した 文字コードを 返します。 



参照 関数 K KEYSNS, K SFTSNS， K KEYBIT, K INSMOD 
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KEYSNS 



レベル 




# include く doslib. h> 



int K KEYSNS ( ) ; 



« キーボードからの 入力を 先 読みし ます。 

ただし、 *¥0’ のとき は 入力が 行われなかった ことを 示します。 

この フアン クシ ヨン コールは、 CON デバイス により サポート されます 0 



戻り 値 先 読みした 文字コードを 返します。 



参照 関数 K KEYINP, K SFTSNS, K KEYBIT, K INSMOD 
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「 K-SFTSN 




# include < doslib . h > 



int K SFTSNS ( ) ; 




シフトキーの 押 ド 状態を 調べます。 

なお、 この ファンクション コールは、 CON デバイス により サボ一 卜されます 




シフトキーの 押下 状態を 返します。 

ただし、 LED の 付いている キーは、 LED の 点灯 状態を 返します 
ビット 10 〜 ビット 0 の 内容は 次の 通りです。 



全角 ひ；:) ノバ INS CAPS コード 



(いずれも ビットが 1 のとき、 押下 状態で ある ことを 示します）。 



参照 関数 K KEYINI ), K KEYSNS， K KEYBIT , K INSMOD 



opt2 


optl 


Ctrl 


shift 



ブロ グラム 例 



#inc 丄 ude 
#mclude 

mam( ) 



<stdio • h> 
<dosl ib • h> 



int shtstas ； 

shtstas = K_SFTSNS 
printf <” シフトキー 



/* シフトキー 状 想 



1 lb¥n” , shtstas ) ； 

















LEDMOD 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include <iocslib. h> 



void LEDMOD (KEYCODE, ONOFF) ; 
int KEYCODE; /* キー 悉号 */ 
int ONOFF ; / * ON/OFF モード * / 



機 能 I LED キーの モードを 設定し ます。 

ON/OFF には 1 (ON) 、 または 0 (OFF) を 指定し ます。 
KEYCODE には 0 〜 6 を 指定し ます。 

その 内容は 次の 通りです。 



6 


5 


4 


3 


2 


1 


0 


全角 


ひらがな 


INS 


CAPS 


コード 入力 


ローマ字 


かな 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 






レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



int LINE (lineptr) ; 
srtuct LINEPTR { 
short xl ; /* 始 点の X 座標 */ 
short yl ; / * 始 点の Y 座標 */ 
short x2 ; / * 終点の X 座標 * / 
short y2 ; / * 終点の Y 座標 */ 
unsigned short color ; /* ノゝ 0 レツ 卜 コード */ 

unsigned short linestyle; /* ライン スタイル */ 
} * lineptr ; 



機 


能 




戻 


り 値 



グラフィック 幽而に ラインを 引きます。 
終 f コ 一 ドを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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レベル 1 

害 式 I # include く doslib. h> 



int LOAD (file, comline, envptr) ; 

unsigned char * file; /* プログラム ファイル 名への ポインタ */ 
stuct COMLINE { 

unsigned char len ; /* コマンド ラインの 長さ */ 
unsigned char buffer [255] ; /* コマンド ライン 文字列 */ 

} *comline ; 

unsigned char * envptr ; / * 境 文字列への ポインタ * / 

機 能」 comline で 指定す る コマンド ラインと、 envp tr で 指定す る 環境に もとづいて、 

file で 指定す る プログラムを ロードし ます。 

envptr に 0 を 指定す ると、 呼び出し 側の プログラムと 同じ 環境になります。 
file の妯 上位 8 ビットの 意味は 次の 通りです。 

0 : 拡張 子 （ .R/.Z/.X ) にした がい ロ一ドす る 
1 : R タイプの ファイル として ロードす る 

2 : Z タイプの ファイル として ロードす る 

3 : X タイプの ファイル として ロードす る 



戻 り 値 ロードした プログラムの 実行 アドレスを 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 間数 LOADEXEC, PATHCHK, LOADONLY, EXECONLY 



LOAD 
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第 1 章 リファレンス 



LOADEXEC 

窖 式# include 〈 doslib . h > 



int LOADEXEC ( file , comline , envptr ) ; 

unsigned char * file ; /* プログラム ファイル 名への ポインタ */ 

struct COM LINE { 

unsigned char len ; /* コマンド ラインの さ */ 

unsigned char buffer [255] ; /* コマンド ライン 文字列 */ 

} * comline ; 

unsigned char * envptr ; / * SU 境 文字列への ポインタ * / 

機 能 comline で 指定す る コマンド ラインと、 envptr で 指定す る 53 境に もとづいて、 

file で 指定す る プログラムを ロード、 実行し ます。 

envptr に 0 を 指定す ると、 呼び出し 側の プログラムと 同じ 環境になります 0 
file の妯 上位 8 ビットの 意味は 次の 通りです。 

0 : 拡張 子 （. R /. Z /. X ) にした がい ロ一 ドす る 
1 : R タイプの ファイル として ロードす る 

2 : Z タイプの ファイル として ロードす る 

3 : X タイプの ファイル として ロードす る 



戻 り 値」 ロード、 実行が できなかった 場合には エラー コード （ ft の 数） を、 正常終了した 

場合には プロセス 終了 コード （正の 数） を 返します。 



参照 関数 LOAD , PATHCHK , LOADONLY , EXECONLY 
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LOADONLY 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int LOADONLY (file, loadadr, limitadr) ; 

unsigned char * file; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 
unsigned char * loadadr ; / * ロード アドレス * / 
unsigned char * limitadr ;/ * リミット アドレス * / 



機 能 loadadr , limitadr に それぞれ ロード アドレス 、リミット アドレスを 指定して、 

file の プログラムを ロードし ます。 

file の 敁 上位 8 ビットの 怠 味は 次の 通りです。 

0 : 拡張 子 （. R /. Z /. X 〉 にした がい ロードす る 
1 : R タイプの ファイル として ロードす る 

2 : Z タイプの ファイル として ロードす る 

3 : X タイプの ファイル として ロードす る 



戻り 値 プログラムの サイズを 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 

| # 照 関数 | LOADEXEC , LOAD , PATHCHK， EXECONLY 
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第 1 章 リファレンス 





# include < doslib . h > 
int LOCK ( fileno , offset , len ) ; 

int fileno ; / * ファイル ハンドル*/ 

int offset ;/ * ロックす る 部分への オフセット*/ 
int len ; / * ロックす る 部分の 提 さ*/ 

ファイルの ロックを 行い、 他の プロセスからの ファイル ァクセスを 禁止し ます 0 
fileno は、 ロックしたい ファイルの ファイル ハンドルを 指定し ます 0 
offset には、 ファイル 中の ロックしたい 部分の、 ファイルの 先頭からの 才フ セッ 
卜を 指定し ます。 

len には、 ファイル 中の ロックしたい 部分の バイト 数を 指定し ます。 

この LOCK 関数と UNLOCK 関数に より、 ファイル ァクセスの 排他 制御を 行 
い、 自分 以外の プロセスが 勝手に ファイルを: 丨 ？ き 変える のを 防ぐ ことができ ま 
す 。 

戻 り 値]； ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 」 UNLOCK 
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#include 

♦include 



く stdio • h> 

< iocsl ib . h> 



main ( ) 





n = LOF232C( ) ; 

printf ( M data in buffer 



/* データ 数*/ 

= %dbytes¥n M , n ) ； 




第 1 章 リファレンス 



MAKEASSIGN 

窖 式# include く doslib . h > 



int MAKEASSIGN ( buffi ， buff 2， mode ) ; 
unsigned char * buff 1 ;/ * ドライブ 名 * / 

unsigned char * buff 2 ; / * ディレクトリ 名 * / 

int mode ; / * 割り当て モード*/ 



機 _ 仮想 ドライブ、 仮想 ディレクトリの 割り当てを 行います。 

mode の 値に より、 以下のような 割り当てを 行います。 

• mode が 0 x 50 のとき （仮想 ドライブの 割り当て〉 
buffi の ドライブを アクセス すると、 buff 2 の ディレクトリを アクセス しま 
す 0 



• mode が 0 x 60 のとき （仮想 ディレクトリの 割り当て） 
buff 2 の ディレクトリを アクセス すると、 buffi の ドライブを アクセス しま 
す。 



戻り 值 負の 数なら エラーを 表します。 



参照 間数 GETASSIGN , RASSIGN 
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害 式 



# include < doslib . h > 



int MAKETMP ( file , atr ) ; 

unsigned char * file ; /* パス 名 格納 領 城への ポインタ*/ 
int atr ; / * ファイル 诚 性*/ 

櫬 能」 指定した パスに テンポラリ ファイルを 作成し ます。 

file には、 テンポラリ ファイルを 作成す る ディレクトリを 示す パス 名を 設定し、 
絞け て 次に 示す ような ファイル 名を 設定し ます。 



file????.txt 



???? の 部分は、 0000 〜 9999 までの 数字に 変換され ます。 

???? の 代わりに 数字を 設定す ると、 その 数から 検索され、 ファイル 名が 決定し ま 
す。 

atr には、 作成す る テンポラリ ファイルの 诚 性を 指定し ます。 

ファイル 诚 性の 指定 方法は CREATE 関数と 同じな ので、 そちらを 参照して くだ 
さい 0 

戻り 値 作成した テンポラリ ファイルの ファイル ハンドルを 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 

參照 関数 丨 CREATE 
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ブ □グラム 例 



♦include 
tinclude 
tinclude 
# include 

static char 
static char 




<stdio • h> 
<stdlib.h> 
〈 string • h> 
<dosl ib . h> 

t template 
tmp[ 256 ] ； 



f, stm0000 



main ( ) 



int 



fdl 

fd2 



strcpy<tmp, template ) ； 
if ( (fdl = MAKETMP(tmp, 
f print f ( stderr t 
b trcpy ( tmp , template ) ； 
if ( (fd2 = MAKETMP(tmp, 
f printf ( stderr , 

WRITE (fdl , ,f hello fi , 6 ) ； 
WRITE (fd2, "hello" , 6> ; 

CLOSE ( fd2) ； 

CLOSE (fdl ) ； 



0x20)) < 0) 

’ .can’t open temp f ile¥n ,f ) ； 

0x20)) < 0) 

’ f can,t open temp f ile¥n fl ) ； 



sy8tem( M dir M ) ； 
exi t ( 0 ) ； 





レベル 1 



害 式 # include < doslib . h > 



int MALLOC ( size ) ; 

int size ; /* 確保す る 領域の サイズ */ 



機 _ 能 j size で 指定され たバイト 数の メモリ 領域を 確保し、 その アドレスを 返します。 

size に 0 x 1000000 以上の 値を 指定した ときは、 OxFFFFFF として 処理し ます。 



戻 り 値 j メモリが 確保で きたと きは 確保した 領域を 指す アドレスを 返します 0 

確保で きなかった ときには 0 x 81000000 + 敁大 バイト 数を 返します。 
0 x 8200000? は、 まった 〈確保で きない ことを 示します。 



MALLOC 
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第 1 章 リファレンス 



MALL0C2 



レベル 



害 



式 



# include <doslib. h> 



int MALL0C2 (md, size) ; 

intmd; /* メモリ 割り当ての モード*/ 

int size; /* 確保したい 領域の サイズ*/ 



機 能 | size で 指定され たバイト 数の メモリ 領域を 確保し、 その ポインタを 返します。 

md には、 以下に 示す メモリの 割り当て 方法を 指定し ます。 

0: 下位から 探し、 割り当てる。 

1 : 指定され た サイズを 滿 たす メモリ ブロック のうち 扱 小 ブロックを 割り 当 
てる。 

2: 上位の 方から 探し、 別り 当てる。 

size に 0x1000000 以上の 侦を 指定した 時は、 OxFFFFFF として 処理し ます。 



戻り 値 メモリが 確保で きた 時は、 その 領域を 指す ポインタを 返します。 

確保で きなかった 時は、 0x81000000 + 敁大 バイト 数を 返します。 
0x8200000? はまった く 確保で きない ことを 表します。 



参照 関数 MALLOC, MFREE 
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# include く doslib . h > 



int MFREE ( memptr ) ; 

int memptr ; / * メモリ ブロックを 指す アドレス * / 

機 能 1 memptr で 指定した メモリ ブロックを 解放し ます。 

memptr は M ALLOC が 返した 値です。 

したがって、 誤った memptr を 指定す ると エラーになります。 
memptr に 0 を 指定す ると、 確保した メモリ 領域を すべて 解放し ます。 
また、 子 プロセスが 確保した 領域に ついても 同様です。 

戻り 値 I 正の 数 （0 も） で 正常終了、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 
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第 1 章 リファレンス 



MKDIR 




# include < doslib . h > 



レベル 



int MKDIR ( file ) ; 

unsigned char * file ; / * ディレクトリ 名 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 ディレクトリを 作成し ます 0 



戻り 值 j 正の 数 （0 も） で 正常終了、 負の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は、 〇 以外の 正の 数の 
場合が あります。 



参照 M 数 RMDIR , CHDIR 
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MOVE 




# include < doslib . h > 



レベル 



int MOVE ( old , new ) ; 

unsigned char *old ;/* 旧 ファイル 名への ポインタ */ 
unsigned char * new ; /* 新 ファイル 名への ポインタ */ 

機 old で 指定した ファイルの 名前を、 new で 示す 名前に 変史 します。 

old と new の アクセス パスが 異なる 場合は、 ディレクトリ 間の 移動 も 行います。 
ただし、 ドライブが 異なる 場合には、 移勳 はでき ません。 

変史の 対象が ディレクトリの 場合、 名前は 変史 はでき ますが、 移勋 はでき ませ 
ん 0 

オープンされ ている ファイル に対して 実行した 場合は エラーになります。 



戻 り 値丨 正の 数 （〇 も） で 正常終了、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返る が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は、 〇 以外の 正の 数の 場合 
が ある。 



参照 関数 RENAME 
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♦include 

#include 

♦include 

#include 



< fcntl • h> 
<stat . h> 

< io • h> 

く doslib. h> 



main( ) 




char 

char 



exist < char * ) ; 

♦ old ； 

♦ new; 



old = ， .A:¥¥CONFIG,SYS” ； 
new = f, A ： ¥¥CONFIG-BAK f, ； 



if ( !exist(old) ) 






MOVE (new, old ) ； 


/拿 


変更 （ 2 回目） 


else 






MOVE ( old t new) ; 


/拿 


変更 （ 1 回目 } 



static int 



exist ( char ile ) 



fd ； 



if ((fd = open (file ， O^RDONLY) ) 
return ( 0 ) ； 

else { 



< 0 ) 



close ( fd ) ; 
return ( 1 ) ; 





レベル 0 

II U # include く iocslib. h> 

int MS—CURGT ( ) ; 

機 能 j マウス カーソルの 座標を 調べます 0 

戻り 値 ] マウス カーソルの 座標を 返します 0 

(上位 16 ビットに X 座標を、 下位 16 ビットに Y 座標を 設定して 返します。） 

XXXXXXXX XXXXXXXX YYYYYYYY YYYYYYYY 

X 座標 Y 座標 



MS-CURGT 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



void MS CUROF ( ) ; 



機 能 マウス カーソルを 消します 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 



MS-CUROF 
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レベル 0 



MS-CURON 



式 # include く iocslib. h> 



void MS CURON ( ) ; 



機 能 マウス カーソルの 表示を 行います 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



MS-CURST 



レべ ノレ 0 




# include < iocslib . h > 



int MS CURST ( X , Y ) ; 
intX ; /* X 座標 */ 
int Y ; /* Y 座標 */ 



機 


能 




戻 


り 値 



マウス カーソルの 座標を 指定し ます。 

処理が 正常に 終了したら 0、 エラーが 発生した 場合には 一1 を 返します。 
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レべ ノレ 0 



害 式 # include 〈 iocslib. h> 



int MS GETDT ( ) ; 



機 能 マウスの 移動 : W: 、 および ボタンの ON/OFF を 調べます。 



戻り 値 マウスの 移動 W: 、 および ボタンの ON/OFF の 状態を 返します。 



MS-GETDT 



XXXXXXXX YYYYYYYY LLLLLLLL RRRRRRRR 



ビット 3 卜 24 XXXXXXXX 
ビット 23 〜 16 YYYYYYYY 
ビット 15 〜 8 LLLLLLLL 
ビット 7 〜 0 KRRRRRRR 



X 方向 移動 量 
Y 方向 移 $カ设 

左 ボタンの 状態 （OxFF = on, 0x00 = off) 
右 ボタンの 状態 （OxFF = on, 0x00 = off) 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



void MS INIT ( ) ; 



機 能 マウスの 初期化を 行います 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 



MS.INIT 
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式 # include 〈 iocslib . h > 



int MS LIMIT ( XS , YS , XE , YE ) ; 
int XS ; /* 先頭 X 座標*/ 
int YS ; /* 先頭 Y 座標*/ 
intXE ; /* 敁 終 X 座標*/ 
int YE ; /* 最終 Y 座標*/ 

機 能 j マウス カーソルの 移！! 力 範朗を 指定し ます 0 

戻」） 値 | 処理が 正常に 終 r したら 〇、 エラーが 発 牛. した 場合には 一 1 を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



害 式# include 〈 iocslib . h > 



int MS—OFFTM ( MODE , MAXTIME ) ; 
int MODE ; /* マウス ボタンの 指定 */ 
int MAXTIME ; /* 恃ち 時間の 妯大値 */ 



機 能 | マウス ボタンを 離す までの 時間を 調べます。 

MODE には マウス ボタンを 指定し ます。 

0 のとき は 左 ボタン、 一 1 のとき は 右 ボタンと なります。 
MAXTIME には、 待ち時間の 敁大 値を 指定し ます。 

0 を 指定す ると、 いつまでも 恃ち 続けます。 



戻り 値 | 恃ち時 問を 返します。 （1 〜 65534)。 

ドラッグが 行われた ときには 0、 侍ち 時間の 最大 侦を 超えた ときには 65535 を 返 
します。 



MS-OFFTM 
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「 MS — ONTM 



レべ ノレ 0 



害 



式 # include く iocslib . h > 



int MS ONTM ( MODE , MAXTIME ) ; 
int MODE ; /* マウス ボタンの 指定 */ 
int MAXTIME ; /* 待ち 時 問の 极大値 */ 



機 _ 能 | マウス ボタンを 押す までの 時間を 調べます。 

MODE には マウス ボタンを 指定し ます。 

0 のとき は 左 ボタン、 一 1 のとき は 右 ボタンと なります。 
MAXTIME には、 侍ち 時間の 敁大 値を 指定し ます。 

0 を 指定す ると、 いつまでも 待ち 続けます。 



戻 り 値」 侍ち 時間を 返します （1 〜 65534)。 

ドラッグが 行われた ときには 0、 侍ち 時間の 敁大 値を 超えた ときには 65535 を 返 

します。 
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第 1 章 リファレンス 



レベル 0 



害 式# include く iocslib. h> 



void MS PATST (CURSORNO, ADDRESS) ; 
int CURSORNO ; /* 力一 ソル# 号 */ 

struct PATST * ADDRESS ; /* パターン データ 格納 アドレス */ 
struct PATST { 
short OFFSET X ; 
short OFFSET Y ; 
short shadow [lb 」 ； 
short pattern [16] ; 



機 能 I マウス カーソルの パターンを 登録し ます。 

CURSOLNO には、 マウス カーソルの 番号を 指定し ます 0 
ADDRESS には、 ノ 、。ターン データ 格納 領域の アドレスを 指定し ます 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 



MS — PATST 
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♦include 



く iocsl ib • h> 



♦define CURSOLNO 1 

♦define TYPE 8 

♦define FONTS I ZB 32 

♦define CODE 0x8199 

main( ) 

{ 

struct FNTBUF *bufp ； 

struct PATST pat ； 

char *p ； 

int i ； 



/* カーソル 番号 



/» パターン デ 一 



i = sizeof ( struct FNTBUF) + FONTSIZB ； 
bufp = ( struct FNTBUF *}malloc(i>; 

/拿 shit! 拿 / 



FNTGBT(TYPE f CODE, bufp ) ； 
pat.OFFSBTX = 0 ； 
pat.OFFSETY = 0 ； 
p = bufp->buf f er ； 
for (i = 0 ； i < 16 ； i++) { 

pat . 8hadow[ i ] = 0; 

pat • pattern! i ] = 《 *p++ & 0xf f ) < < 8; 
pat •pattern [ i ] += ( *p++ & 0xff> くく 0 ； 



*/ 



MS^PATST ( CURSOLNO , &pat ) ； 

MS_SEL( CURSOLNO ) ； 
free ( (char * >bufp> ; 





第 1 章 リファレンス 



MS.SEL 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include <iocslib. h> 



void MS SEL (CURSORNO) ; 

int CURSORNO ; /* カーソル 番号 */ 



機 能 マウス カーソルを 選択し ます。 

CURSORNO には マウス カー ソノ レの 番号を 指定し ます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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レべ ノレ 0 



窨 式# include く iocslib. h> 



void MS SEL2 (TBLADDRESS) ; 

unsigned char * TBL ADDRESS ;/ * カーソル 番号 テーブル アドレス 
*/ 



機 能 マウス カーソルを いくつか 指定して、 アニメーションを 作成し ます。 

TBLADDRESS には、 カー ソノ レ 番号 テープ ノレの アドレスを 指定し ます 0 
カーソル 番号の 終わりは、 short の 一 1 です。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



MS-SEL2 
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♦include 



< iocslib. h> 



♦define TYPE 8 

♦define FONTS I ZE 32 

♦define CODE1 0x2 17b 

♦define CODE 2 0x2 17c 

main( ) 

{ 

struct PATST pat 1 ； 

struct PATST pat2 ； 

struct FNTBUF *buf 1 ； 

struct FNTBUF *buf 2 ; 

short curno[ 10 ] ； 
unsigned char *pl ; 

unsigned char *p2 ; 

int i ； 



/* パターン データ 格納 アドレス*/ 
/* パターン データ 格納 アドレス*/ 
✓ * フォント データ 格納 アドレス*/ 
/* フォント データ 格納 アドレス*/ 
/* カーソル 番号 テーブル*/ 



i = sizeof (struct FNTBUF) + FONTS I ZE ； 
buf 1 = (struct FNTBUF *)malloc ⑴； 
buf2 = (struct FNTBUF *>malloc ⑴； 

/* shit ! 拿 / 



/» フォント データの 娩み 込み*/ 
FNTGET 《 TYPE, C0DE1, buf 1 ) ： 
FNTGET(TYPE, C0DE2, buf 2 ) ； 



/* パターン データの 設定*/ 

pi = buf l->buf f er ； 

p2 = buf 2->buf fer ； 

for (i = 0 ； i < 16 ； i++) { 

pat 1 . shadow[ i ] = pat2 • shadow( i ] = 0 ； 
pat 1 • pattern! i ] = (*pl + + & 0xf f ) < く 8 ; 

pat 1 • pattern! i 】 += (*pl + + & 0xf f ) < < 0 ； 
pat2 • pattern! i ] = (*p2 + + 4c 0xf f ) くく 8; 

pat2 • pattern【 i 】 (*p2 + + & 0xf f ) < < 0 ； 

} 

MS— PATST(1, &patl) ； /* マウス 力一 ソ； レの 定 ft </ 

MS_PATST(2, &pat2 ) ； 

curno[0] = 1 ； /* カーソル 番号 テーブルの 設定 本/ 

curno[ 1 ] = 2 ； 
curno[ 2 】 = - 1 ; 



MS SEL2 ( curno ) ； 



/* アニメーション 指定*/ 



f ree ( buf 1 ) ； 
f ree ( buf 2 ) ； 




レべ ノレ 0 



式 # include 〈 iocslib . h > 



int MS STAT ( ) ; 



機 能 マウス カーソルの 表示 モードを 凋べ ます。 



戻り 値 マウス カーソルの 表示 モードを 返します。 



0 : 消 去 
65535 : 表示 



MS-STAT 
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# include <doslib. h> 



int NAMECK (file, buffer) ; 

unsigned char * file; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 
struct NAMECKBUF * buffer ; /* 解析 結果 格納 領域への ポインタ */ 

機 能 | ファイル 名の 解析を 行い、 その 結果を buffer に 格納し ます。 

buffer の 形式は 次の 通 りです。 



struct NAMECKBUF { 
unsigned char drive [2] ; /* ドライブ */ 

unsigned char path [65] ; / * パス 名， ルー 卜 = *¥’， サブ = ’¥test¥’ 

*/ 

unsigned char name [19] ; /* ファイル 名 */ 
unsigned char ext [5] ; / * 扯 張子 */ 



戻 1 値 ft の 数なら エラーを 表します。 

OxFF ならば ファイル 指定な し、 0x00 なら ワイルド 指定な し、 これ 以外の 正の 
数のと きには ワイルド 指定 ありと なります 。 
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# include く doslib. h> 



int NAMESTS (file, buffer) ; 

unsignet char * file ;/ * ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 
struct NAMESTBUF * buffer; /* 解析 悄 報 格納 領域への ポインタ */ 

機能 j file が 示す ファイル 名の 解析を 行い、 解析 結果を buffer へ 格納し ます。 

buffer の 形式は 次の 通りです。 



struct NAMESTBUF { 

unsigned char fig; /* 0 = ワイルド なし , OxFF = ファイル 指定な し */ 

unsigned char drive; /* ドライブ 番号 （A = 0, B = 1, •••) */ 

unsigned char path [65] ; / * パス 名 （ルート = •¥’， サブ = 

, ¥test¥ , ) * / 

unsigned char namel [8] ; /* ファイル 名 （先頭 8 文字） */ 
unsigned char ext [3] ; / * 披 張子 * / 

unsigned char name2 [10] ; /* ファイル 名 （9 文字 目 以降） */ 

} ； 

戻り 値 j 正の 数 （ 0 も） で 正常終了、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 
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♦include 

♦include 

♦include 



<stdio • h> 
〈 string • h> 
く doslib. h> 



♦define NAMELEN 8 

main( ) 

{ 

struct NAMESTBUF inf ； /* 解析 情報 */ 

char name [ NAMELEN + 1 】； 

char ext[EXTLEN + 1]; 

if ( NAMBSTS ( 11 A ： ¥¥CONFI G • SYS 11 f &inf ) == 0) { 
printf ( lf flg ： %d¥n", inf •fig ) ； 
printf ( "drive : %d¥n ” ， inf .drive ) ; 
printf ( M path ： %s¥n ” ， inf .path ) ； 

strncpy < name , inf •name 1 , NAMELEN ) ； 
name [NAMELEN] = 'VO 1 ； 
strncpy ( ext , inf • ext , EXTLEN ) ； 
ext[EXTLEN] = 'YO 1 ； 

printf ( ”namel : %s¥n f# f name ) ； 
printf < ’’ext ： %s¥n ,f , ext ) ； 
printf 《 "name 2 : Xs¥n” , inf • name2 ) ; 






NEWFILE 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int NEWFILE ( file , atr ) ; 

unsigned char * file ; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ*/ 
int atr ; /* ファイル 诚 性*/ 



機 能 | ファイルを 新規に 作成し ます。 

CREATE 関数と 遠う のは、 指定した フ アイノ レが すでに 存在して いた 場合に エラ 
一を 返す こと だけです。 

art には、 作成す る ファイルの 诚 性を 指定し ます。 

ファイル 诚 性の 指定 方法は CREATE 関数と 同じな ので、 そちらを 参照して 〈だ 

さい。 



戻り 値] 作成した ファイルの ファイル ハンドルを 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 

特に、 指定した ファイルが すでに 存在して いた 場合には、 エラー （一 80 ) を 返し 
ます。 



参照 関数 CREATE 
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NFILE 



害 式 # include く doslib. h> 




int N FILES (buffer) ; 

struct FILBUF * buffer; /* ファイル 悄報 格納 領域への ポインタ 
struct FILBUF { 

unsigned char 0S[21] ; / * Human68k 内部で 使 川し ます */ 

unsigned char atr ; / * ファイル 诚性 * / 

unsigned short time ;/ * ファイルの 時刻 */ 

unsigned short date ;/ * ファイルの FI 付 * / 

unsigned int filelen ;/* ファイルの 長さ */ 

unsigned char name [23] ;/* ファイル 名 */ 




FILES で 得た buffer を 指定して、 次の フ アイノ レを サーチし ます。 



戻 り 値 ] 正の 数 （ 0 も） で 正常 終 r 、 負の 数 （一 1 以外 も） で エラ一 を 表します 



参照 間数 | FILES 



ブロ グラム 例 



#include 

♦include 

main ( ) 



く stdio • h> 
<dosl ib • h> 



struct FILBUF 
int atr ； 

atr = 0x20 ； 



inf ； 



/* ファイル 情報 */ 
/* ファイル 厲 性 */ 

/» 通常 ファイル */ 



if (FILES(&inf, atr) >= 0) { /* 1 つめが あれば */ 

printf < ” ％ s¥n” ， inf • name ) ； ft それを 表示 */ 

while (NFILESUinH >：： 2 つめ 以降が ある 間 */ 

printf < ” ％ s¥n M ， inf • name ) ； /* 表示す る */ 
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式 # include く iocslib. h> 



int ONTIME ( ) ; 



機 能 屯 源 投入、 または リセット してから 视 在までの 時 問を 返します 



戻り 値 0 秒〜 23 時 59 分 59 秒 99 までの 値 （0 〜 863999 9) を 返します。 



この 侦は 1 H を 超える と リセット されます。 



プログラム 例 



/» 時間 （ 2 進数 > »/ 



/* BIOS 動作 時間の 通知 */ 

h = bin / 3600 / 100 ； 
m = (bin - (h * 3600 * 100) ) / 6000 ； 
s = (bin • (h < 3600 本 - (m < 6000) ) / 100 ； 
ss = bin % 100 ； 



♦include 
# include 

main ( ) 




bin = 



<stdio • h> 

< iocslib* h> 



bin ； 




ONTIME ( ) ； 



printf ( "ontime = %d ： %d : %d • %d¥n ,f , h, m, s, ss ) ； 





第 1 章 リファレンス 



レベル 1 



害 式 | # include 〈doslib. h> 



int OPEN (file, mode) ; 

unsigned char * file ; /* ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 

int mode ; / * アクセス モード*/ 



機 ___ 能 j file で 指定した ファイルを オープン します。 

mode には、 次の アクセス モードを 指定し ます。 

0x000 : 読み込み 
0 x 001 : 寄き 込み 
0x002 ••読み込み/ 齊き 込み 
0x100 : 読み込み 

(辞卉 用の 特殊 ハンドルを 返す。 ユーザーは 使用禁止) 
0x 101 : 齊き 込み 

(辞齊 用の 特殊 ハンドルを 返す。 ユーザーは 使用禁止) 
0x102 : 読み込み/ 書き込み 

(辞咨 用の 特殊 ハンドルを 返す。 ユーザーは 使用禁止) 



戻 り 値」 ファイル ハンドルを 返します 0 

負の 数なら エラーを 表します。 



OPEN 
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レベル 1 



式 # include く doslib . h > 



int OPEN PR (name, counter, usp, ssp, sr, pc, buff, sleep time) ; 
unsigned char * name ;/ * スレッドの 名前への ポインタ*/ 
int counter; /* タスクの 実行 問阽の 制御 パラメータ*/ 
int usp; /* タスク 起勋 時の usp の 初期値*/ 
int ssp ; / * タスク 起動時の ssp の 初期値*/ 
int sr ; / * タスク 起# 力 時の sr の 初期値*/ 
int pc; /* タスク 起觔 時の 実行 開始 ァドレス*/ 
struct PRCCTRL { /* タスク |i! 丨 通信の ための 領域*/ 

long length; /* データ バッファの バイト 数*/ 
unsigned char * buf ptr ; /* データ バッファへの ポインタ*/ 
unsigned short command ; / * コマン ドノく、 ツフア * / 

unsigned short your id ;/ * 相手の ID の バッファ 

(一 1 で 通信 許可） */ 

} * buff ; 

long sleep time ;/ * 侍ち 時間*/ 



機 能」 バックグラウンド タスクを 登録し ます。 

登録した スレッドは SLEEP 状態になります。 

name には、 スレッドの 名前を 表す 15 文字 以内の 文字列への ポインタを 指定し 
ます。 

もし、 すでに 同じ 名前の スレッドが 起動して いたら エラーと なります。 
counter には、 タスクを 1囡 実行す るた めに、 タスク 切り 锊 えの ための タイマー 
割り込みの 発生を 何间 カウン 卜する か、 その 回数を 指定し ます。 
counter の 値は 2 〜 255 です。 

0 または 1 が 指定され た垛 合は 2 として 扱います。 

usp ， ssp ， sr ， pc は、 それぞれ タスクを 実行 するとき の レジスタの 初期値です。 
システム 用の スタックは 6 キロバイト 必要です。 

また、 sr は 0 ま/こは 0 x 2000 を 指 足し、 ユ 一 ザ 一 モード かス 一 パ 一 バイ ザ 一 モ 一 
ド かどちら かを 選択し ます。 

その他の レジスタの 初期値は 全て 〇 です。 

buff には、 タスク 問 通信 用の バッファへの ポインタを 指定し ます。 
sleep _ time には、 起動す るまでの 待ち時間を ミリ 秒 単位で 指定し ます。 

0 を 指定す ると、 永久に SLEEP します。 



OPEN.PR 
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OPEN _ PR 関数に より、 バックグラウンド タスクを 登録した 場合には 、 KEEP 
PR 関数で 常駐 終了し ます。 

スレッドを メモリ 上から 消 太 •したい 場合は KILL PR 関数を 使用し ます。 



スレッドが 登録で きたならば、 スレッドの ID を 返します。 
ft の 数なら エラーを 表します。 

同じ 名前の スレッドが すでに 起勋 していた 場合は 一 27 を、 これ 以上 スレッドを 
起勋 できない 場合は一 29 を 返します。 



参照 閲 数 」 KILL I ) R， GET I ) R， SUSPEND PR， SEND PR , TIME PR， CHANGE PR 
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OPMINTST 



レべ ノレ 0 



害 式# include く iocslib . h > 



int OPMINTST ( ADDRESS ) ; 

unsigned char * ADDRESS ; / * 割り込み 処理 アドレス*/ 



機 能 | FM 音源 1 C による 割り込みを 設定し ます （ MFP のみ 制御し ます）。 

ADDRESS には 割り込み 处理 アドレスを 指定し ます 0 
0 を 指定す ると 割り込み 禁止に します。 

なお、 FM 音源 デバイス ドライバを 組み込んで いる 場合は、 割り込みを 変更して 
はいけ ません。 



戻り 値 j 割り込みが 設定され たと きは 0、 すでに 使用 中の 場合には 〇 以外の 値を 返し ま 

す 0 
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レべ ノレ 0 



# include < iocslib . h > 



void OPMSET ( ADDRESS , DATA ) ; 
int ADDRESS ; / * 出力 アドレス * / 
int DATA ; /* 普き 込む データ */ 



機 __ 能」 FM 音源 （ YM2151) に データを 書き込みます。 

密き 込みは FM 音源 内部の ビジー フラグの 状態に 従って 行われます。 

なお、 FM 音源 デバイス ドライバが 曲を 演奏して いる 時は、 データを 迸き 込んで 
はいけ ません。 



戻り 値 丨 戻り 侦は ありません。 



OPMSET 
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レべ 几/ 0 



害 式 # include 〈 iocslib. h> 



int OPMSNS ( ) ; 



機 能 FM 咅源 （ YM2151) の ステータスを 読み込みます 0 



戻り 値 FM 音源 （ YM2151) の ステータスを 返します 0 



OPMSNS 



7 6 5 4 3 2 1 0 




timer b overflow 

timer a overflow 

write busy flag 
0 : 普き 込み 可 
1 : $ 力作 中 
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OS-CUROF 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



void OS CUROF ( > ; 




カーソルを 沿 します （ esc[>5h を 出力した のと 向 じ ） 0 
W り侦 はありません。 
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void OS_CURON ( ) ; 

機 能 I カーソルを 表示し ます （ esc[>51 を 出力した のと 同じ >〇 
戻 り 値] 戻り 値はありません。 
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# include く iocslib . h > 



int OSNS 232 C ( ) ; 



機 能 RS -232 C 送信が 可能 か 否か チェック します。 



戻り 値 | 戻り 値が 0 のとき は 送信で きません。 

戾り 値が 0 以外のと きは 送信で きる （バッファは 空で、 
示します。 



ブロ グラム 例 



く stdio • h> 

< atdl ib • h> 

< iocsiib.h) 



♦include 
♦include 
# include 



main( ) 

{ 

void sub(char *}; 

if (OSNS232C( )==0){ 

printf("RS-232C 送信が できません ¥n”> ; 
exi t ( 1 ) ; 

} 

sub( ff hello¥r¥n M ) ； 

} 

static void sub( char *str) 

{ 

while (*str> { 

while (OSNS232C( ) == 0) 

# 

OUT232C 《 istr++> ; 



XON でもない) 




OUT232 



レべ ノレ 0 



式 # include 〈 iocslib. h> 



void OUT232C (DATA) ; 
int DATA ; / * 送信 デ一 タ 



RS-232C への 送信を 行います 



戻り 値 戻り 侦は ありません 



プログラム 例 



tinclude 

tmclude 

^include 



< s tdio • h> 
<stdlib.h> 

< iocsl ib . h> 



maim ) 



void sub(char 

if (OSNS232C( ) == 0) { 

printfrRS-232C 送 悟が できません 
exi t ( 1 ) ； 

} 

sub( M hello¥r¥n M ) ; 



static void sub( char *str ) 

( 

while ( *str ) { 

while (OSNS232C( ) == 0) 

OUT232C(*str++) ; 
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「OUTLPT 



レべ ノレ 0 



式 # include < iocslib . h > 



void OUTLPT ( DATA ) ; 

int DATA ; /* 出力 データ */ 




プリンタへの 出力を 行います （漢字 処理 等を しないで 阆 接 出力す る）。 



笑り 値 戻り 値はありません。 



プログラム 例 



♦include 
#include 
# include 

♦define MAXLINE 
♦define MAXWIDTH 



< stdio • h> 

< stdl ib . h> 

< iocslib. h> 

66 

132 



/» 印字 可能 行数*/ 

/* 印字 可能 文字 数*/ 



main( ) 



void sub(char * } ; 

if (INIT PRN( MAXLINE - 1, MAXWIDTH - 1) == 〇 ) 
^rintf 《 •• ブリン タ への 出力は できません ¥n 
exi t ( 1 ) ； 

} 

sub( "hello¥r¥n” > ; 



static void 



sub( char *str ) 



while ( *str ) { 

while (SNSPRN( ) 
# 

OUTLPT( *str ++) ； 



== 0 ) 





# include く iocslib . h > 



void OUTPRN ( DATA ) ; 

int DAT A ; / * 出力 データ * / 



« ^ プリンタへの 出力を 行います （シフ 卜 JIS で 漢字 処理 あり）。 

戻り 値 1 戻り 値はありません。 




# include <s tdio • h> 

# include <stdlib.h> 

# include < iocslib* h> 



♦define MAXLINE 66 /* 印字 可能 行数*/ 

#define MAXWIDTH 132 /拿 印^ 1 可 fig 文字 数 拿 / 



main( ) 

{ 

void sub(char * ) ; 

if < INIT—PRN( MAXLINE - 1, MAXWIDTH - 1) == 0) { 

printf ("ブリン タ への 出力は できません 
exi t ( 1 ) ; 

) 

sub 《••こんにちは ¥r¥n”> ; 



static void sub(char *str> 

( 

while (*str> { 

while (SNSPRN( ) ニ： 



OUTPRN( »str++) ; 



0 ) 
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int PAINT (paintptr) ; 
struct PAINTPTR *paintptr; 



strct PAINTPTR { 
short x ; / * X 座標 * / 
short y ; / * Y 座標 * / 

unsigned short color ; /* ノヽ 0 レツ トコ 一 ド */ 

unsigned char * bufstart ; / * 作業領域 先頭 アドレス */ 

unsigned char * buf end ;/ * 作業領域 終 f アドレス * / 



機 


能 




戻 


り 値 



グラフィック _ 面の ペイントを 実行し ます 0 
終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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PATHCHK 



レベル 



式 1 # include 〈 doslib. h> 



int PATHCHK (file, comline, envptr) ; 

unsigned char * file ;/ * ファイル 名 格納 領域への ポインタ */ 

struct COMLINE *comline; /* コマンド ライン 名 格納 領域への ポインタ*/ 

unsined char *envptr ; /* 5； 境 文字列への ポインタ */ 



struct COMLINE { 

unsigned char len ; /* コマンド ラインの 長さ*/ 
unsigned char buffer [255] ; /* コマンド ライン 文字列*/ 



機 能 envptr の 琛 境から path を サーチし、 file の コマンド 行を ファイル 名 （ドライブ 

名， パス 名つ き） と コマンド ラインに 分けて、 それぞれ fHe と comline が 示す 
領域に 格納し ます。 

file は 90 バイト 以上、 comline は 256 バイト 以上 必要です。 emvptr に 0 を 指定 

すると、 呼び出し 側 プログラムの 環境を サーチし ます。 

この ファン クシ ヨン コールを 実行 後、 comline と file を 指定して、 LOADEX - 
EC 、 または LOAD を 実行した 場合、 すでに 通った パスで あれば、 どの パスに お 
いても 簡 中. に 実行す る ことができます。 

envptr は グローバル 変数 env i ron が 指す c 独自の 環境とは ちがいます。 〇 s の 

S 3 境の 構造を した ポインタで なければ なりません。 〇 以外を 指定す る 場合は 注意 
してく ださい。 




参照 関数 



ft の 数なら エラーを 表します。 

LOADEXEC , LOAD , LOADONLY , EXECONLY 
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プログラム 例 



ンス 




#include 

♦include 

mam ( ) 



く stdio • h> 

く doslib. h> 



struct COMLINE comline 
char ile[ 90] ; 

char *envptr = NULL ； 



/* コマンド ライン*/ 
/* ファイル 名 
/» 環境 文字列 3 



file = ff A ： Y¥BIN¥¥ED^X A ： ¥¥CONFIG . SYS ,f ； 

if <PATHCHK(file, &comline, envptr) < 0) 

printfr コマンドが みつかりません 〇 ¥n 

printf (”file = Xs¥n M f file ) ； 

print f ( M len = Xd¥n ”， comline • len ) ； 

printf (•• com line = %s¥n ,f , comline • buffer > ; 





レベル 0 



POINT 



害 式 # include く iocslib. h> 



int POINT (pointptr) ; 
struct POINTPTR *pointptr; 



struct POINTPTR { 
short x ; / * X 座標 * / 
short y ; / * Y 座標 * / 
unsigned short color ; / * ノ 、 0 レット コード*/ 



機 


能 




戻 


り 値 



グラフィック ( 由 1 面の 指定 座標の ドットの パレット コードを 調べます。 
終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 



正常終了した 場合には、 パレット コードが color に 格納され ます。 
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void PRINT ( msgptr ) ; 

unsigned char * msgptr ;/* 表示す る 文字列への ポインタ */ 



機 _ 能 | ヌル 文字で 終了す る 文字列を 表示し ます 0 

このと き ブレーク チェック も 行います rcrs ^ p ， N )〇 



戻り 値 戻り 侦は ありません。 



参照 関数 GETS 
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int PRNINTST ( ADDRESS ) ; 

unsigned char * ADDRESS ;/ * 割り込み 処理 アドレス * / 



機 能 プリンタの 割り込みを 設定し ます。 

ADDRESS には、 割り込み 処理 アドレスを 指定し ます。 

0 を 指定す ると 割り込み 禁止に します。 

戻 1 値 j 割り込みが 設定され たと きは 0、 すでに 使用 中の 場合には 〇 以外の 値を 返し ま 

す。 
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PRNOUT 



害 



式 



# include く doslib. h> 



レベル 



void PRNOUT (code) ; 

int code ; / * 出力す る 文字 * / 



機 _ 能 | プリンタへ 1 文字 出力し ます。 

また、 このと き ブレーク チェック も 行います r 〇。 



戻り 値！ 戻り 値はありません。 



参照 関数 PRNSNS, fputc 
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PRNSNS 



害 



式 



# include く doslib. h> 



レベル 1 



int PRNSNS ( ) ; 



機 能 プリンタへの 出力の 可 •不可を 調べます 《 



戻り 値 出力 不可のと きには 0、 出力 可能なら ば 0 以外を 返します。 
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PSET 




# include <iocslib. h> 



レぺ ノレ 0 



int PSET (psetptr) ; 
struct PSETPTR *psetptr; 



struct PSETPTR { 
short x ; / * X 座標 * / 
short y; /* Y 座槱 * / 

unsigned short color ; / * ノヽ 0 レット コード * / 



機 


能 




戻 


り 値 



グラフィック 画面の 指定 座標に、 指定した パレット コードで 点を 描きます。 
終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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PSPSET 




# include <doslib. h> 



レベル 



void PSPSET (pspadr) ; 

struct PDBADR * pspadr ;/ * プロセス 箭理 情報 格納 領域への ポインタ */ 



m pspadr で 示す アドレスに、 プロセス 管理情報を 書き込みます。 

プロセス 膂理悄 報の 内容は 次の 通りです。 

struct PDBADR { 

unsigned int env ;/* SU 境 アドレス */ 

unsigned int exit ;/* 終 f アドレス */ 

unsigned int ctrlc ;/* CTRL— C アドレス */ 

unsigned int errexit ; / * エラー 中止 アドレス * / 

unsigned int comline ; /* コマンド ライン アドレス */ 

unsigned char handle [12] •• /* ファイル ハンドラ 使用 状況 */ 

unsigned int bss; / * bss 先頭 アドレス * / 

unsigned int heep ;/* heep 先頭 アドレス （ = bss> */ 

unsigned int stack ;/* 初期 stack アドレス （= heep END) */ 

unsigned int usp ;/* 親 プロセスの USP レジスタ 値 */ 

unsigned int ssp; /* 親 プロセスの SSP レジスタ 値 * / 

unsigned short sr ; / * 親 プロセスの SR レジスタ 値 * / 

unsigned short abort_sr ;/ * アボート 時の SR レジスタ 値 */ 

unsigned int abortssp ; / * アボート 時の SSP レジスタ 値 * / 

unsigned int traplO ; / * POWER OFF or RESET * / 

unsigned int trapll; /* STOP キー （ HDOFF 处理） 他 */ 

unsigned int trapl2 ; /* COPY キー （HCOPY 処理） 他 */ 

unsigned int trapl3 ; /* CTRL + C キーでの ブレーク フラグ セット */ 

unsigned int trapl4 ; /* エラ一 表示 • 処理 選択 （中止 • 冉 実行 • 無視 ）*/ 

unsigned int osflg ;/* 起動 プロセス フラグ （ 0= 子 プロセスから、一 

1 = OS から ） */ 

unsigned char reserve [28] ; /* システム リザーブ */ 
unsigned char exe_path [68] ; /* ドライブ 名 ぉよび パス 名 */ 
unsigned char exe name [24」 ； /* コマンド ファイル 名 */ 

} ； 

pspadr は メモリ 管理 関数 MALLOC からの 戻り 値で なければ なりません。 



戻り 値 戻り 値はありません。 



332 






include 

include 



<stdlib. h> 
<doslib.h> 




struct PDBADR *psp ； /* づ 

psp = (struct PDBADR 拿 >MALLOC( 
PSPSKT(psp ) ； 





レベル 1 

# include く doslib. h> 

void PUTCHAR (code) ; 
intcode; /* 表示す る 文字 */ 

機 __ 能 | 指定され た 文字コードを 表示し ます。 

また、 このと き ブレーク チェック も 行います rcrs^p^N )。 

戻 り 値」 戻り 値はありません。 

参照 関数 1 GETCHAR, INPOUT, PUTC 



PUTCHAR 
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レぺ ノレ 0 



害 式 # include 〈 iocslib. h> 



int FUTGRM (putptr) ; 
struct PUTPTR * putptr; 

struct PUTPTR { 
short xl ; /* 始 点の X 座標 */ 
short yl ; / * 始 点の Y 座標 */ 
short x2; /* 終点の X 座標 */ 
short y2 ; / * 終点の Y 座標 * / 

unsigned char * BUF START ; / * ノ く、 ッファ 先頭 アドレス * / 

unsigned char * BUF END ;/* バッファ 終 1" アドレス */ 



機 能 | グラフィック _ 面の 喪き 出しを 行います。 

ノむン ファには、 データが パック された 型で 格納され ています。 



戻り 值 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 



PUTGRM 
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RASSIGN 



レベル 



害 



式 



# include < doslib . h > 



int RASSIGN ( buffi ) ; 

unsigned char *buffl ;/* 仮想 ドライブ 名、 仮想 ディレクトリ 名への ポイ 

ンタ */ 



« 能 | buffi で 指定され た 仮想 ドライブ 名、 仮想 ディレクトリ 名を キャンセル します。 

buffi は、 MAKEASSIGN 関数での 1 # 目の パラメータと 同じ 内容の パラメ 一 
タを 指定して 〈ださい。 



戻り 値 | ft の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 GET ASSIGN , MAKEASSIGN 
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「 REA D — 

窨 式# include く doslib. h> 

int READ (fileno, buffer, size) ; 

intfileno; /* 該当 ファイルの ファイル ハンドル */ 

unsigned char * buffer ; /* 読み込み データ 格納 領域への ポインタ */ 

int size; /* 読み込み バイト 数 */ 

機 能 fileno で 指定す る ファイル ハンドルから、 size で 指定す る バイト 数を、 buffer が 

指す 領域へ 読み込みます。 

戻り 値 j 読み込んだ バイト 数を 返します。 

これが ft の 数なら ば エラー コードを 示します。 

参照 関数 J WRITE 



レベル 1 
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RENAME 



レベル 



害 式# include く doslib . h > 



int RENAME ( old , new ) ; 

unsigned char * old ; /* 旧 ファイル 名への ポインタ */ 
unsigned char * new ;/ * 新 ファイル 名への ポインタ */ 

機能 1 old で 指定した ファイルの 名前を、 new で 示す 名前に 変更し ます。 

オープンされ ている ファイル に対して 実行した 場合は エラーになります。 

戻り 値 I 正の 数 （0 も） で 正常終了、 ft の 数 （ー1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時は、 0 以外の 正の 数の 
場合が あります。 



参照 関数 MOVE 



プログラム 例 



#mclude 


< fcntl • h> 






♦include 


<stat • h> 






#mclude 


く io • h> 






♦include 


く doslib. h> 






main( ) 


int 


exist ( char * > ; 








char 


told = ff A ： ¥¥CONFIG.SYS f# 


# 

9 






char 


*new = ff A ： ¥¥CONFIG.BAK ,f 


• 






if ( !exist(old) ) 










RENAME ( new f old ) ； 


パ 変更 （ 2 回め） 


拿 / 




else 






} 




RENAME (old, new) ; 


/* 変更 <1 回め） 


»/ 


static 

( 


int 


exist ( char 拿 file ) 






i 


int 


fd ； 








if ((fd 


= open (file, 0_RD0NLY) ) 
return ( 0 ) ; 


< 0) 






else { 


close ( fd ) ； 






} 


j 


return ( 1 ) ; 
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RMACNV 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



int RMACNV ( CODE , W POINTER , A POINTER ) ; 
int CODE ; /* 文字コード*/ 

unsigned char * W_POINTER ;/* ワーク ポインタ */ 
unsigned char * A POINTER ;/* 答えの バッファへの ポインタ */ 



機 _ 能 I ローマ字 変換を 行います。 

CODE には 文字コードを 指定し ます。 

W _ POINTER には ワーク ポインタ、 A _ POINTER には 答えの バッファを 指す 
ポインタを 指定し ます。 



戻り 値 



変換 ステータスを 返します。 




変換の 途中 



-1 
h 記 以外 



変換 不可能 

変換 文字 数を 示します 。 （W POINTER に 変換 途中の 文字が 
残って いる 可能性 もあります）。 



プログラム 例 



く stdio.h 〉 

く iocslib. h> 



work [ 10 】 ； 
ansri 10 ] ； 

code ； /* 文字コード 拿 / 

work[ 0] = ansr 【 0] = ’¥0 ’； 
code = 9 A 9 \ 

RMACNV ( code , work , ansr ) ； 

printf ( M %c %c¥n #f , code, ansr[ 0 ] ) ； 



f include 
f include 

main( ) 



char 

char 
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RMDIR 



レベル 1 



害 式# include く doslib . h > 



int RMDIR ( file ) ; 

unsigned char * file ; /* ディレクトリ 名 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 ディレクトリを 削除し ます 0 

ただし、 カレント ディレクトリ や、 空で ない ディレクトリは 削除で きません 〇 



戻 り 値」 正の 数 （0 も） で 正常 終 f 、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 

通常は 0 が 返ります が、 特殊 デバイス ドライバが 対象の 時 0 以外の 正の 数の 場合 
があります。 



参照 間数 MKDIR , CHDIR 
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# include く iocslib. h> 
int ROMVER ( ) ； 

機能 | ROM の バージョンと 作成 年月日を 調べます。 

戻り 値 | ROM の バージョンと 作成 年月 H を、 下に 示す フォーマットで 返します 

VVVVVVVV YYYYYYYY MMMMMMMM DDDDDDDD 

VVVVVVVV : バージョン （ 0x10) 

YYYYYYYY : 年 （ 0x87) 

MMMMMMMM : 月 （ 0x05) 

DDDDDDDD : H (0x07) 

プログラム 例 ！ 

♦ include く stdio • h> 

f include < iocslib, h> 

main ( ) 

int verymd; /* ノくー ジョン •年月日 

verymd = ROMVER ( ) ； 

printf ( •• ver • = %x¥n", ( verymd >> 24 ) & 0xf f ) ; 

printf ( "year = %x¥n", (verymd > > 16) & 0xf f ) ； 

printf ( ..month • %x¥n M , ( verymd > > 8 ) & 0xf f ) ； 

printf ( M day = %x¥n lf 9 ( verymd > > 0 ) & 0xf f ) ; 







# include く iocslib . h > 



void SCROLL ( MODE , XDOT ， YDOT ) ; 
int MODE ; / * モード * / 
int XDOT ; /* X ドット 座標 */ 
int YDOT ; / * Y ドット 座標 */ 

機 _ テキスト/ グラフィックの 表示 座標の 設定を 行います。 

MODE には 次の 値を 設定し ます。 



0 : グラフィック スクリーン 0 設定 
1 : グラフィックス クリーン 1 設定 

2 : グラフィック スクリーン 2 設定 

3 : グラフィックス クリーン 3 設定 
8 : テキス 卜 設定 

戻り 値丨 戻り 値はありません。 
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レベル 1 



窨 式 # include < doslib . h > 



mt SEnK ( fileno , offset , mode ) ; 

intfileno ; /* 該当 ファイルの ファイル ハンドル*/ 
int offset ; /* ファイル ポインタの 移動 バイト 数 */ 

int mode ; / * モード * / 



概 能 fileno の ファイル ハンドルで 指定され る ランダム ファイルを、 各 mode に 従い、 

offset 分 だけ ファイル ポインタを 移勋 します。 

モードには 次の 内容を 指定し ます。 

0 : ファイルの 先頭 

1 : ファイルの 現在 位 S 
2 : ファイルの 終り 



戻 り 値」 現在の ファイル ポインタの 先頭からの オフセットを 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 



SEEK 
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^SEND.PR 



レベル 



害 



式# include <doslib. h> 



int SEND PR (my id, your id, command, buff, length) ; 
int my id; /* 自分の スレッドの ID */ 
int your id; /* 通信したい 相手 スレッドの ID * / 
int command ; / * 通信 コマンド*/ 

unsigned char * buff ; /* データ バッファへの ポインタ*/ 
long length; /* データ バッファの バイト 数*/ 



機 能^ 指定した ID の スレッドに コマンド や データを 送り、 SLEEP していたら 起こし 

ます。 

my id は ft 分の スレッドの ID です。 

your id は 通信したい 相手の スレッドの ID です。 

command は 通信の 内容を 表す ワードの 値で、 システムで 定められ ている コマン 
ド 以外は それぞれの スレッド 問で 定義し ます。 

システムで 予約して ある コマンドは OxFF?? であり、 以下に 示す 値が 定義され て 
います。 

0xFFF9 : スレッドを 消去す るよう 要求す る 

OxFFFB: 強制 SLEEP 状態から 起こす のみ （タスク 問 通信 バッファは 変化 

しない） 

OxFFFC : SLEEP する よう 要求す る 

起こされた ときこの コマンドが 送られて いたならば、 すぐに タス 
ク問 通信 バッファの yourid を一 1 にして SLEEP すべきで ある 
通常、 SLEEP しないで タスク 間 通信 バッファを 監視して いる 場 
合に 有効 

OxFFFF: 処理が 終わった かどう か 凋べ るた めの コマンド 

一 28 が 返れば、 まだ 処理 中で ある ことを 示す 

タスク 間 通信 バッファの 構造体を 以下に 示します。 



struct PRCCTRL { 
long length ; 

unsigned char *buf ptr; 
unsigned short command ; 
unsigned short your id ; 
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引数の yourid で 指定した スレッドの、 タスク 間 通信 バッファの y〇ur id がー 1 
に 設定され ていれば、 恶き 込み 可能です。 

my_id と コマンドを それぞれ 通信 バッファの y〇ur_id， command に 設定し、 
buff からの データを length だけ， 通信 バッファの buf ptr で 示される データ バ 
ッ ファに 齊き 込みます。 

そして length を 通信 バッファの length に 設定し ます。 

指定した スレッドが SLEEP していたら 起こします。 

特に、 OxFFFB の コマンドは 特殊 処理され、 指定した スレッドを 起こす だけで、 
タスク 問 通信 バッファの yourid がー 1 でなくても よく、 その他の バッファ も 変 
化しません。 

引数の length が、 タスク 問 通信 バッファの length より 大きい ときは エラ一とな 
ります。 

また、 咨き 込み 不可の 場合 も エラーと なります。 



戻り 値 ft の 数なら エラーを 表します。 

正常終了の 場合は 0 を 返します。 

エラ一コードが OxFFFFOO ?? の 場合は、 指定した id が 不正で あり、？? は id の敁 
大侦を 示します。 

エラー コードが 0 x 80?????? の 場合は、 指定した i en gth が 不正で あり、？????? は 
length の 般大侦 を 示します。 

齊き 込み エラーの 場合は、 一 28 を 返します。 



参照 M 数 OPEN PR, KILL PR, GET PR, SUSPEND PR, SLEEP PR, TIME_PR, 

CHANGE PR 
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ンス 




XON 処理の 有無 
0 : 処理し ない 
1 : 処理す る 



ボーレート 指定 



000 

001 

010 

011 

100 

101 

110 

111 



75 ボー 
150 ボー 
300 ボー 
600 ボー 
1200 ボー 
2400 ボー 
4800 ボー 
9600 ボー 




MODE に 一 1 を 指定した ときの み、 前の モードを 返します 




♦include 

#def ine ! 
#def ine ] 
♦define 1 
#def ine : 
#def ine 1 

roain( ) 



く iocsl ib • h> 



STOP1 

PEVEN 

BITS8 

X0N_E 

B9600 



0x4000 

0x3000 

0X0C00 

0x0200 

0x0007 



/* ストップビット = lbit * 
/» バリ ティ： 供 数*/ 

/» ビット S = 8 ビット */ 

/拿 xon/of f S :ぁ Y) x ， 

/* bps = 9600bps */ 



mode ; 



/ ♦投定 モード 



mode = STOP1 | PEVEN 
SET232C 《 mode> ; 



BITS8 | XON E | B9600 






SETBLOCK 

窨 式# include く doslib . h > 



int SETBLOCK ( memptr , newlen ) ； 

int memptr ; / * メモリ ブロックを 指す ポインタ * / 

int newlen ;/ * 変更 後の メモリ サイズ * / 



機 _ 能」 memptr で 指定され た メモリ ブロックの サイズを、 newlen に変史 します （サイ 

ズ は、 大きく する こと も 小さく する こと もで きます）。 
memptr は MALLOC が 返した 値です。 

したがって、 誤った mempter を 指定す ると エラーと なります。 

newlen に 0 x 10 0000 0 以上の 値を 指定した ときは、 OxFFFFFF として 処理し ま 

す。 



戻 り 値 終了 コードを 返します。 

変 史 できなかった ときには 0 x 81000000 + 妯大 バイト 数を 返します。 
0 x 8200000? は、 まったく 変史 できない ことを 示します。 
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第 1 章 リファレンス 



^SETDATE 



レベル 




# include <doslib. h> 



int SETDATE (date) ; 
int date ; / * 設定す る H 付 




tH、)* を 設定し ます。 
date の 形式は 次の 通 りです 



yyyyyyym mmmddddd 



ビット 0 〜 4 (ddddd> 
ビット 5 〜 8 (mmmm) 
ビット 9 〜 15 (yyyyyyy) 



11 ( 卜 31) 

（卜 12) 

年 （0 〜 99、 1980 年からの 相対 年数) 



戻り 値 



正の 数 （0 も） で 正常終了、 ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー 



参照 関数 



GETTIM2, SETTIM2, GETDATE， GETTIME, SETTIME 



プログラム 例 



f include 
maxn( ) 



<doslib*h> 



int date ； 

int yy = 7 ; 

int mm = 10 ; 

int dd = 5 ; 

date = ( yy < < 9 ) 



/拿 

/* 

/本 

/* 



日付 
年* 
月* 
日 * 



mm < < 5 ) | ( dd < < 0 ) 



SETDATE (date ) ； 










窨 式# include く doslib . h > 



int SETENV ( name , env , buffer ) ; 

unsigned char * name ;/* 53 境 変数への ポインタ */ 

unsigned char * env ; /* 境 文字列への ポインタ */ 
unsigned char * buffer ; /* S 3 境 変数 格納 領域への ポインタ */ 



機 能 | evn で 指定され た 5 J 境に 変数を 設定し ます。 

env に 0 を 指定す ると、 親 プロセスの 環境に 変数を 設定し ます。 
buffer に 0 を 指定す ると、 name の 境 変数を 消去し ます 0 
なお、 15 境 変数には 255 バイ 卜まで しか 設定で きません。 



戻 り 値 | 負 の 数なら エラーを 表します。 
# 照 関数 1 GETENV 
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第 1 章 リファレンス 



SETPDB 




# include <doslib. h> 



レ ペル 



int SETPDB (pdbadr ) ； 

struct PDBADR * pdbadr ; /* プロセスの アドレス*/ 



機 pdbadr で 示す プロセスに 制御を わたします。 

pdbadr は、 プ 〇 グラムの 先頭 アドレス一 OxFO です。 

なお、 pdbadr は GETPDB が 返した ポインタで なければ なりません。 



戻り 値 前の pdbadr の 値を 返します。 



参照 W 数 GETPDB 
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# include <doslib. h> 



int SETTIM2 (time) ; 
inttime; /* 設定す る 時刻 */ 

機能 j 時刻を time の 値に 設定し ます。 

time の 形式は 次の 通りです。 



00000000 OOOhhhhh OOmmmmmm : OOssssss 
ビット 0 〜 5 (ssssss) : 秒 （ 0 〜 59) 

ビット 8 〜 13 (mmmmmm) : 分 （ 0 〜 59) 

ビット 16 〜 20 (hhhhh) : 時 （ 0 〜 23> 

戻り 値 j 正の 数 （ 0 も） で 正常終了、 fl の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 



参照 関数 j GETTIM2, GETDATE, SETDATE, GETTIME, SETTIME 
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第 1 章 リファレンス 



time = ( hh < < 11) I (mm くく 5 ) | ( ss くく 0 ) ； 

SETTIME (time ) ； 



SETTIME 



レベル 



* 



式 # include く doslib. h> 



int SETTIME (time) ; 
inttime; /* 設定す る 時刻 */ 



機 



能 



時刻を 設定し ます。 
time の 形式は 次の 通りです 



hhhhhmmm mmmsssss 
ビット 0 〜 4 



(sssss) 



ビット 5 〜 10 (mmmmmm) 
ビット 11 〜 15 (hhhhh) 



秒 （ 0 〜 29 、 实 際の 値は 2 を乘 ずる ) 
分 （ 0 〜 59) 

時 （ 0 〜 23) 



戻り 値 正の 数 （ 0 も） で 正常終了、 ft の 数 （ー 1 以外 も） で エラー 



参照 関数 GETTIM2, SETTIM2, GETDATE, SETDATE， GETTIME 



ブロ グラム 例 



#inc 丄 ude 
mam ( ) 



<dosl ib • h> 



/ 

拿 

/ / / 

y 拿 拿 拿 

亥 

時時 分秒 



拿 本 拿 拿 

/ / / / 



• • 
2 



0 f 0 f 
0 5 0 
12 2 

• t 

e ii ii ii 
m 

•1 h m s 
t hes 



t t t t 
n n n n 





害 式# include く iocslib . h > 



int SFTJIS ( CODE ) ; 

int CODE ; /* シフト JIS コード */ 



機 能 シフト JIS コードを JIS コードに 変換し ます。 



戻り 値 | JIS 漢字 コードを 返します。 

ただし、 上位 16 ビットが OxFFFF なら エラ一 が 発生した ことを 示します。 



ブ □グラム 例 



く stdio • h> 

< iocsl ib • h> 



ms; /* シフ 卜 JIS コード */ 

jis; /* JIS 漢字 コード */ 



#include 

tinclude 

main ( ) 




ms = 0x9872 ； 
jis = SFTJIS(ms ) ； 

printf ( f, 0x%04x(sft) ： 0x%04x( jis )¥n ,f f ms f jis); 




第 1 章 リファレンス 



SKEY-MOD 



レベル 0 




# include < iocslib . h > 



int SKEY MOD ( MODE , X , Y ) ; 
int MODE ; /* モード */ 
int X ; /* X 座標 */ 
int Y ; /* Y 座標*/ 



機 能 ソフト キーボードの 制御を 行います。 

MODE には 次の 内容を 指定し ます。 



0 : ソフト キーボードの 消去 
1 : ソフト キーボード 表示 （表示 状態では 無効） 

2 : ソフト キーボード 表示 状態の チェック 
一 1 : ソフト キーボード 自動制御 （右 ボタンで 表示/消去） 

X には X 座標 、 Y には Y 座標を 指定し ます。 

なお、 MODE が 1 以外では、 X 、 Y は 無意味と なります。 



戻り 値 ソフト キーボードの 状態を 返します。 



0 : 消去 状態 
1 : 表示 状態 
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usage < > ; 

} 

else 

usage ( ) ; 

exi t ( 0 ) ; 



mode = SKEY_MOD(mode, XPOS , YPO 
else if ( argc == 2 ) { 

if ( strcmp( argv[ 1 】 ， ”on”> == 0) 
SKEY— MOD(SKEYON, XPOS, 
else if ( strcmp(argv[ 1 】 ， "off ”） 
SKEY_MOD ( SKEYOFF f XPOS f 

else 



if (argc == 1 ) 




static void usage ( ) 

{ 

f print f ( s tderr , "Usage: skey mod [ {on I o 



main( mt argc, char *argv ⑴ 

{ 

void usage ( void ) ; 

int mode ； 



#def ine SKEYOFF 
#define SKEYON 
#def ine SKEYCHK 
#define XPOS 
#def ine YPOS 



nc 

#include 



く iocslib.h 〉 



去 示® 

消 表 状 

•卜 ドド 

111 

ボボ T 7 

III 

キ キキ */ */ 
卜 卜卜標 欞 

/ / / / / 



0 12 



2 0 
11 




第 1 章 リファレンス 





KEYSET 



レべ^/ 0 



式 # include く iocslib. h> 



void SKEYSET (KEYCODE) ; 

int KEYCODE ; /* キー コード */ 

KEYCODE で 指定され た キーを 押された ことにします。 

KEYCODE には、 BITSNSI 肖 数で 指定す る キー コード グノ レープを 8 倍した もの 
に、 その グループの キーの ビット 位 1 K の# 号を 加えた ものを 指定し ます。 

例えば、 ’ A ’ ならば グループは 3、 ビット 位蒗は 6 なので、 3 x 8 + 6 = OxlE を 指 
定 します。 



笑り 値 炭り 侦は ありません。 





SLEEP- PR 



レベル 1 

軎 式 | # include く doslib. h> 

long SLEEP PR (time) ; 

long time ;/ * 侍ち 時 間 （中位は ミリ 秒〉 * / 



機 能 I SLEEP 状態に 入ります。 

time には、 侍ち 時間を 指定し ます。 

0 を 指定した 場合は 永久に SLEEP します。 

SLEEP 状態に 入った スレッドは、 SEND PR 関数を 用いて 強制的に 起こす こと 
がで きます。 

SEND PR 閲 数の コマンドが OxFFFB の 場合、 タスク 間 通信 バッファは 変化し 
ません。 

それ 以外の コマンドの 場合は バッファに 次のように 設定され ます。 

struct PRCCTRL { 

long length ;/ * データ バッファに 普き 込まれた バイ 卜 数*/ 
unsigned char * bufptr ;/ * データ バッファの 先頭 アドレス （変化し な 

い） */ 

unsigned short command ; / * コマンド 番号*/ 
unsigned short your id ;/ * 起こして くれた スレッドの ID * / 

} * buff ; 

SLEEP する 前に、 デ 一 タノぐ ッファ の 内容を％ 理 してから データ ノ < ッ ファの アド 
レスと バイト 数を 設定し、 buff —〉 your id に 一 1 を 設定して ください。 

そうする ことで、 他の ァドレスからの 通信を 許可す る ことになります。 

SLEEP していない 時で も、 SEND_PR| 対数に より データが 送られる 場合が あり 
ます。 "" 

その 場合 SLEEP するとす ぐ 起こされ、 設定した 待ち時間を 戻り 値と して 返し ま 
す。 



m m \ 侍ち 時間が 経過して 自分で 起きた 場合は、 一 1 を 返します。 

タスク 問通 信 バッファの 内容は 変化し ません。 

恃ち時 問が 経過した が 、 SUSPEND PR 関数で 止められて ぃ たため SEND PR 
関数で 起こされた 場合は、 一 2 を 返します。 

タスク 問 通信 バッファは、 SEND PR 関数に より 変化し ます。 

戻り 値が 一 1 でも 一 2 でもない 場合、 残り 時間を ミリ 秒 単位で 返します。 
バッファの 内容は、 SEND _ PR 関数に より 変化し ます。 

[ j ? 照閣数 | OPEN PR， KILL PR， GET PR , SUSPEND PR , TIME PR , CHANGE PR 
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第 1 章 リファレンス 






MALLOC 



レベル 



害 



式 # include < doslib . h > 



int S MALLOC ( md , size ) ; 

int md ; /* メモリ 剂り 当ての モード*/ 
int size ; / * 確保したい 領域の サイズ*/ 



機 ^ size で 指定され たバイト 数の メモリ 領域を、 メインの メモリ 管理から 確保し、 そ 

の ポインタを 返します。 

md には、 以下に 示す メモリの 割り当て 方法を 指定し ます。 



0: 下位の 方から 探し、 割り当てる 

1 : 指定され た サイズを 満たす メモリ ブロック のうち 讪小 の ブロックを 割り 当 
てる 

2: 上位の 方から 探し、 割り当てる 

size に 0 x 1000000 以上の 値を 指定した 時は、 OxFFFFFF として 処理し ます。 

S MALLOC は、 通常の アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません 0 
S MALLOC を 使用す る プログラムは、 OS から 起動され て、 終了す る ことが で 
きない プログラムで なければ なりません。 



戻 り 値」 メモリが 確保で きた 時は、 確保で きた 領域を 指す ポインタを 返します。 

確保で きなかった 時は、 0 x 81000000 + ii 大 バイト 数を 返します。 
0 x 8200000? は 全く 確保で きない ことを 表します。 



参照 閣数 MALLOC , MFREE , S MFREE , S PROCESS 
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レベル 1 



害 式 # include く doslib. h> 



int S MFREE (memptr) ; 

intmemptr; /* メモリ ブロックを 指す ポインタ*/ 



機 能 メインの メモリ 符理の ポインタを memptr で 指定して、 メモリ ブロックを 開放 

します。 

memptr は SMALLOC 関数が 返した 値で なければ ならない ので、 誤った 
memptr を 指定す ると エラーになります。 

memptr が S PROCESS 関数で 指定して いる アドレスで、 かつ その スレッド ID 
が カレント ID ならば、 自分自身を 削除し ます （KILL PR 関数)。 

その 時、 内部の メモリ 苻理で 常駐 終了して いる プロセスな どは、 メインの メモリ 
讶 理に违 結され ます。 

この場合、 KILL PR と M じ觔 作になります ので、 注意して ください。 

また、 SMFREE を 行う 場合は、 指定した memptr の メモリ ブロック 中で 動作 
している プログラムが 存在して いない 状態で 行うよう にして ください。 



戻り 値 正の 数 （0 も） で 正常 終た ft の 数 （一 1 以外 も） で エラー。 



参照 関数 MALLOC, MFREE, S MALLOC， S PROCESS 
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# include <iocslib. h> 



/» 印字 可能 行数*/ 

/» 印字 可能 文字 数*/ 



♦define MAXLINE 
tdefine MAXWIDTH 



int SNSPRN ( ) ; 



機 能 プリンタ 出力が 可能 か 否かを チェック します 



戻 り 値 I 0 以外なら ば プリンタへの 出力は 可能です。 

0 のとき には 出力で きません。 



ブロ グラム 例 



# include <stdio . h> 

# include <stdlib.h> 

# include <iocslib^h> 



main( ) 

{ 

void 8ub( char *>; 

if ( INIT_PRN( MAXLINE - 1， MAXWIDTH - 1 ) == 0) { 

printf (” ブリン タ への 出力は できません ¥n”) 
exit ( 1 ) ; 

} 

sub 《 " こんにちは ¥r¥n"> ; 

) 

static void sub( char *str) 

{ 

while け str> { 

while ( SNSPRN ( ) == 0) 

OUTPRN(*str ++) ； 



2 
6 3 
6 1 





SPALET 



レべ ノレ 0 



害 式# include く iocslib . h > 



int SPALET- (CODE, BLOCK, COLORCODE) ; 
int CODE ; / * 垂 治: 帰 線 期 問との 同期 * / 
int BLOCK; /* パレット ブロック */ 
int COLORCODE ; / * カラ一 コード */ 



機 __ スプラ イト パレットの 設定と 読み出しを 行います。 

CODE には、 垂度帰 線 期間と 同期して パレットを 変える か、 同期を 取らずに 変 
える かを 指定し ます。 

なお、 垂 商 帰 線 期 問を 検出せ ずに パレット コードを 変える と、 _面 に ちらつきが 
生じます。 

0x00 〜 OxOF 垂丨直 帰 線 期 問を 検出 後に 設定 
0x80 〜 0x8F 検出な し 

BLOCK には ノ、 0 レット ブロックを 指定し ます （1 〜 15)。 

COLORCODE には カラー コードを 指定し ます （0 〜 65535)。 

一 1 を 指定した 場合には、 カラー コードは 変更せ ずに カラー コードの 読み出しの 
み 行います。 



戻 り 値」 設定 前の カラー コード、 または エラー コード （一 2 = パラメ一タエ ラー、 パレ 

ット ブロック 0 を アクセスした） を 返します。 
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レベル 0 



害 式 # include く iocslib. h> 



int SP CGCLR (CODE) ; 

int CODE; /* パターン コード*/ 



機 能」 PCG を クリアし ます。 

CODE には パターン コードを 指定し ます。 （〇 〜 255、 16 X 16 ドット パターン）。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : 幽面 モード エラー （画面 サイズが 768 x 512 のとき など) 



SP-CGCLR 
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レベル 0 



窨 式# include く iocslib . h > 



int SP DEFCG ( CODE , SIZE , ADDRESS ) ; 

int CODE ; /* パターン コード */ 

int SIZE ; /* パターン サイズ */ 

unsigned char * ADDRESS ; / * パターン データ バッファの アドレス * / 



機 能 | PCG の 設定を 行います。 

CODE には パターン コードを 指定し ます （0 〜 255)。 

SIZE には パターン サイズを 指定し ます。 

0 : 8 X 8 ドット パターン 
1 •• 16 X 16 ドット パターン 

ADDRESS には ノ、 。ターン デ 一 タノく、 ッ ファの アドレスを 指定し ます 0 
このと き パターン データ バッファの SIZE は、 は 次のようになります。 

0 : 32 バイト 

1 : 128 バイト 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



^SP_DEFCG 



0 : 正常終了 

一 1 : _面 モード エラー （画面 サイズが 768 X 512 のとき など) 
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^SP-GTPCG 



レべ ノレ 0 



害 



式 



# include <iocslib. h> 



int SP GTPCG (CODE, SIZE, ADDRESS) ; 
int CODE ; /* パターン コード */ 
int SIZE; /* パターン サイズ */ 

unsigned char * ADDRESS ; /* パターン データ バッファの アドレス */ 



機 能 | PCG の 読み出しを 行います。 

CODE には パターン コードを 指定し ます （0 〜 255)。 

SIZE には パターン サイズを 指定し ます。 

0 : 8X8 ドット パターン 
1 : 16 x 16 ドット パターン 

ADDRESS には、 パターン データ バッファの アドレスを 指定し ます 0 
このと き パターン データ バッファの SIZE は、 次のようになります。 



0 : 32 バイト 

1 : 128 バイト 



戻り 値 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : _而 モード エラー （_而 サイズが 768X512 のとき など） 
正常終了の 場合、 パターン データ バッファに データが 格納され ます。 
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式 # include く iocslib. h> 



int SP INIT ( ) ; 

機 能 | スプラ イト 面の 初期化を 行います 0 

戻 り 値 1 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : 幽面 モード エラ一 （画面 サイズが 768 X 512 のとき など) 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



窨 式 # include く iocslib. h> 



void SP OFF ( ) ; 



檄 能 スプラ イト 面の 表示を 消します 0 



戻り 値 戻り 値はありません。 



SP-OFF 
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レべ ノレ 0 



害 式# include く iocslib . h > 



int SP ON ( ) ; 



機 能 スプラ イト 面の 表示を 行います 0 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : 幽而 モード エラー （ I 由〕 面 サイズが 768 X 512 のとき など) 



SP-ON 
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第 1 章 リファレンス 



SP-REGGT 



レべ^/ 0 




式 # include < iocslib . h > 



int SP REGGT (SPR NO , X , Y , CODE , PRW ) ; 

int SPR NO ; /* スプラ イト プレーン 番号 */ 

int * X ; / * X 座標 * / 

int * Y ; /* Y 座標 */ 

int * CODE ; /* パターン コード */ 

int * PRW ; /* プライオリティ */ 



機 能」 スプラ イト レジスタの 読み出しを 行います 0 

SPRNO には スプラ イト プレーン 稂 号を 指定し ます （0 〜 127)。 

X には X 座標、 Y には Y 座標を 返す ポインタを 指定し ます （0 〜 1023)。 
PRW には プライオリティを 返す ポインタを 指定し ます （0 〜 3>。 

CODE には 次の 内容を 返す ポインタを 指定し ます。 

ビット 16 〜 32 : に 0 

ビット 15 ン垂 的: 反転 （0 = 標咿、 1= 反転） 

ビット 14 : 水平 反 fe (0 = 標準、 1= 反転） 

ビット 12 〜 13 : 常に 0 

ビット 8 〜 11 : パレット ブロック？ & 号 （0 〜 15) 

ビット 0 〜 7 : パターン コード （0 〜 255) 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : _ tf!i モード エラ一 （_面 サイズが 768 X 512 のとき など） 

正常終了の 場合、 X 座標、 Y 座標、 パターン コード、 プライオリティ がそれ ぞ 
れに 格納され ます。 
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レべ ノレ 0 



書 式# include く iocslib . h > 



int SP REGST (SPRITENO, MODE ， X ， Y, CODE, PRW) ; 

int SPRITENO ; /* スプラ イト プレーン# 号 */ 

int MODE ; /* 垂度帰 線 期 問の 検出 モード */ 

int X ;/ * X 座標*/ 

int Y ; /* Y 座標*/ 

int CODE ; /* パターン コード */ 

int PRW ; /* プライオリティ */ 



機 能 スプラ イト レジスタの 設定を 行います。 

SPRITENO には、 スプラ イト プレーン# 号を 指定し ます （〇 〜 127)。 

MODE には、 垂敢 帰 線 期 問 の 検出の 有無を 指定し ます （敁 上位 ビットが 〇 なら 
ば 検出 後に 設定、 1 ならば 検出な し）。 

X には X 座標、 Y には Y 座標を それぞれ 0 〜 1023 の範四 内で 指定し ます。 

一 1 が 指定され た 場合には、 設定を 変史 せずに 视在 値を 使用し ます。 

CODE には、 パターン コードを 指定し ます。 

一 1 が 指定され た 場合には、 設定を 変更せ ずに 現在 値を 使用し ます。 

詳しくは、 SPREGGT 関数を 参照して ください。 

PRW には、 プライオリティを 指定し ます （〇 〜 3)。 

一 1 が 指定され た 場合には、 設定を 変史 せずに 视在侦 を 使用し ます。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : _而 モード エラー （_ 面 サイズが 768 X 512 のとき など) 



SP-REGST 
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第 1 章 リファレンス 




害 式# include く doslib . h > 



int S PROCESS ( id , start , size , i len ) ; 

int id ; / * スレッド ID * / 

int start ;/ * サブの メモリ 答理の 先頭 アドレス*/ 
int size ; /* サブの メモリ 管理の バイト 数*/ 

int i len ; / * 先頭 ブロックの バイト 数*/ 

機 能 j サブの メモリ 管理 領域を 設定し ます。 

id には スレッド ID を 指定し ます 0 

start には サブの メモリ 讶理の 先頭 アドレス、 size には その 領域の バイ 卜 数を 指 
定 します。 

指定され た ID の スレッドでの メモリ 管理は、 以後 この 範關 内と なります 0 
i len には、 新しぃ メモリ 讶理の 先頭の メモリ ブロック （必ず 確保され る） のバ 
イト 数を 指定し ます。 

また、 start からの 极 初の 16 バイトは、 メモリ 管理 領域と して 使用され るので 破 
壊されます。 

なお 、 id = 0 ( メイン スレッド） は 、 S PROCESS 関数で 変史 する ことは でき 
ません。 

start には 、 S MALLOC で 返された メモリ ブロックの アドレスを 指定し ます。 

S PROCESS は、 通常の アプリケーションプログラムで 使用して はいけ ません。 
S PROCESS を 使用す る プログラムは、 OS から 起勋 されて、 終了す る ことが で 
きない プログラムで なければ なりません。 



戻り 値 | 正常終了なら ilen で 指定した バイト 数の メモリ ブロックの 先頭を 指す ポインタ 

を 返します。 

戻り 値が OxFFFFOO ?? なら ID エラーです。 

戻り 値が 一 14 なら、 size が i len + 16 より 小さい ことを 示します。 



参照 関数 MALLOC , MFREE， S MALLOC , S MFREE 
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レベル 



式 # include く doslib . h > 



int SUPER ( stack ) ; 

int stack ;/ * 切り替え モード*/ 

機能 スーパーバイザ モード/ユーザー モードの 切り替えを 行います。 

stack が 0 のとき は、 USP の 値を SSI ) に セットして、 スーパ一 バイ ザ モー ド 
切り替えます。 

stack が 0 以外のと きは、 stack を SSP に セットして 、ユーザー モードに 切り 
えます。 

戻り 値； stack が 0 のとき は 前の SSP の侦を 返します。 

n の 数なら エラーを 表します。 



プログラム 例 



f include 



く doslib 



maim ) 



/* ユーザ モード 
SUPER(0) ; 





第 1 章 リファレンス 



^SUPER-JSR 



レベル 




# include く doslib . h > 



void SUPbR JbR ( func , inregs , outregs ) ; 

void (* func ) (>;/* プログラム 先頭 アドレス*/ 

struct DREGS { 
int dO ; 
int dl ; 
int d 2 ; 
int d 3 ; 
int d 4 ; 
int d 5 ; 
int d 6 ; 
int d 7 ; 
int aO ; 
int al ; 
int a 2 ; 
int a 3 ; 
int a 4 ; 
int a 5 ; 
int a 6 ; 

} * inregs ;/* プログラムに 渡す レジスタの 値*/ 

struct DREGS * outregs ; /* プログラムが 返す レジスタの 値*/ 



檨 能 j スーパーバイザ 領域の プログラムを サブルーチン コールし ます 0 

func は、 呼び出したい プログラムの エントリ アドレスです。 

inregs には、 呼び出し プログラムに 渡す 各 レジスタの 初期値の 格納 領域を 指す 

ポインタを 指定し ます。 

outregs には、 呼び出した プログラムから 制御が 戻る ときの レジスタの 状態を 格 
納 する、 ノむッ ファの 先頭の ポインタを 指定し ます。 

なお、 sr は 変化し ません。 

usp / ssp は どのような 侦が渡 される か 不定な ので、 スタックを 使って 引数を 渡す 
ことは できません。 

なお、 サブルーチン コールの 結果、 暴走 や バス エラーが 発生しても 処理して いま 
せん。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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^SUSPEND.PR 



レベル 




# include <doslib. h> 



int SUSPEND PR (id) ; 

int id ; / * スレッドの ID * / 



機 能 j 指定した ID の スレッドを 強制的に SLEEP 状態に します。 

SLEEP 状態に なった スレッドは SEND PR で 起こされ るまで SLEEP します 0 



戻り 値 | 正常終了なら 0 を 返します。 

ft の 数なら エラーを 表します。 

ID がおかし い 場合は OxFFFFOO ?? を 返します。？? が ID の Ai 大 値です。 
A 分 自身を 指定した 場合は 一 1 を 返します。 



参， 関数 I OPEN — PR , KILL _ PR ， GESPR， SLEEP PR， SEND PR , TIME PR , 

CHANGE PR 
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第 1 章 リファレンス 



SYMBOL 



レベル 0 




# include < iocslib . h > 



int SYMBOL ( symbolptr ) ; 
struct SYMBOLPTR { 
short xl ; / * X 座標 */ 
short yl ; / * Y 座標 */ 

unsigned char * string address ; /* 文字列 アドレス */ 
unsigned char magx ;/ * 横 倍率*/ 
unsigned char mag y ; / * 縦 倍率 * / 
unsigned short color ; /* ノ 、。レット コード */ 
unsigned char fonttype ; /* 文字 フォントの タイプ */ 
unsigned char angle ; / * 角度 コード * / 

} * symbolptr ; 

機 能] グラフィック _而 の シンボルを 実行し ます。 

XI 、 Y 1 には、 グラフィック 座標を 指定し ます。 

座標は、 通常は 表示す る 文字列の 左上 隅の 座標を 指定し ますが、 Nfe 角度が 90 
度、 180 度、 270 度のと きは それぞれ、 左下、 右下、 右上 隅の 座標を 指定し なけ 
れば なりません。 

mag x 、 mag _ y には、 文字の 拉 大 倍率を 指定し ます。 

mag x は 横の 倍率 、 mag y は 縦の 倍率です が、 これは 文字の 縦横に 対しての 指 

定 で、 №1 而の 縦横に 対してで はない ことに 注意して ください。 

color には、 文字の 色を 指定し ます。 

font type には 次の 文字 フォントの タイプを 指定し ます。 

0 : 12 x 12 ドット フォント 

1 : 16 X 16 ドット フ才ン 卜 

2 : 24 X 24 ドット フォン 卜 

angle には 次の 角度 コードを 指定し ます。 

0 : 通常 
1 : 90 度 回 fe 

2 ： 180 度 回 te 

3 : 270 度 回 te 

戻 り 値 j 終了 コードを 返します。 

0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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1 レベル 0 




# include く iocslib. h> 



void TCOLOR (TEXTCOLOR) ; 

int TEXTCOLOR ; /* テキストの カラー */ 



機 有爸 | テキストの カラーを 指定し ます。 

TEXTGET ， TEXTPUT, CLIPPUT などの 関数が 使用す る テキスト 闽 面を 決 
めます。 

TEXTCOLOR には 0 〜 15 まで 指定で きます が、 原則として 1、 2、 4、 8 のみ 指 

定 してく ださい。 

1 : OxEOOOOO 〜 OxElFFFF の 面を 使用 
2 : OxE 20000 〜 0xE3FFFF の 面を 使用 
4 : OxE 40000 〜 0xE5FFFF の 面を 使用 
8 : OxE 60000 〜 0xE7FFFF の 面を 使用 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



TEXTGET 



レベル 0 




式# include 〈 iocslib . h > 



void TEXT(；ET ( XDOT , YDOT , BUF ) ; 
int XDOT ; / * X ドット 座標 * / 
int YDOT ; /* Y ドット 座標 */ 

struct FNTBUF * BUF ; /* データ バッファ アドレス */ 
struct FNTBUF { 

short xl ; /* X 方 丨 丨丨】 の ドット 数 */ 
short yl ; /* Y 力 丨の ドット 数 */ 
unsigned char buffer [72] ; /* データ バッファ */ 

> ； 

機 能 I XDOT および YDOT で 指定され た ドット 座標から、 BUF で 指定され た ァド レ 

ス へパタ 一 ンを 説み 込みます 0 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないように 注总 してく ださい。 

BUF には、 パターンの X 力 •如の ドット 数、 Y 方 如の ドット 数を それぞれ short 
で 指定して この 閲 数を 呼びます。 

buffer は 読み込んだ パターンが 入る だけの 充分な 大きさが 必要です。 

構造体 FNTBUF の データ サイズを 越える 場合には、 メモリ 確保 丨丨丨 の 関数 mal - 
loc などで 確保した 領域を 使用して ください。 

戻 り 値 W り侦 はありません。 
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TEXTPUT 



レベル o 



害 式# include く iocslib . h > 



void TEXTPUT ( XDOT , YDOT , BUF ) ; 
intXDOT ; /* X ドット 座標 */ 
int YDOT ; /* Y ドット 座標 */ 

struct FNTBUF * BUF ; /* データ バッファ アドレス */ 

struct FNTBUF { 

short xl ; / * X 方 丨丨 丨】 の ドット 数 */ 
short yl ; / * Y 方向の ドット 数 * / 
unsigned char buffer [72] ; /* データ バッファ */ 



機 能 BUF で 指定され た アドレスから、 XDOT および YDOT で 指定され た ドット 座 

標へ 、パターンを 齊き 出します。 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないよう 注意して 〈ださい。 

BUF には、 ハ。 ターンの X 方向の ドット 数、 Y 方昀の ドット 数、 および パターン 
データを 格納して ください。 

buffer には、 指定した X 、 Y 方向の ドット 数に 必要な だけの データを 格納して 
おいてく ださい。 

構造体 FNTBUF の データ サイズを 越える 場合には、 メモリ 確保 ⑴の 関数 mal - 
loc などで 確保した 領域を 使用して ください。 



戻り 値 戾り侦 はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



レべ ノレ 0 



害 式# include く iocslib . h > 



int TGUSEMD (TEXT GR , MODE ) ; 
int TEXT GR ; /* _而 の 種類 */ 
int MODE ; / * 画面の モード */ 



檄 能」 TEXT_GR で 指定した _ 面の モードの 設定、 または 読みと りを 行います。 

TEXTGR、 MODE に 指定で きる 内容は 次の 通りです。 

• TEXT GR 

0 : グラフィック （ OxCOOOOO 〜 OxDFFFFF ) 

1 ： テキスト （ OxE 40000 〜 0xE7FFFF) 



TGUSEMD 



• MODE 

0 : 誰も 使用して いない 
1 : システムで 使用して いる 

(ソフト キー/屯 卓/ RAM ディスク） 

2: アプリケーションで 使用して いる 
3: アプリケーションで 使用して、 壊れた ままで ある 
一 1 : _ 面の モードを 読みと る 

ただし TEXTGR に 1 を 指定した 場合、 MODE に 0 または 3 を 指定す ると 
MODE に 1 を 指定した ことになります。 



戻り 値 丨 Wi 面の モードを 返します。 
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♦include 

♦include 



<8tdio • h> 

< iocsl ib • h> 



main( ) 

{ 

int r ; 

if ( (r = TGUSEMD(M_TEXT, S— READ” == S^NOT) 
puts (" 使用され ていません。"）； 
else if ( r == S_SYS ) 

puts (” システムで 使用 中。”）； 

else 

puts {" アブリ ケー シ ヨンで 使用 中。”）； 



#def ine M_GRPH 
♦define M_TEXT 
♦define S_NOT 
#define S_SYS 
#def ine S_APP 
♦define S_APPD 
♦define S READ 



モドい用 3 /み 
ク I て 使シ* H 
ツモし が 一 ま ド 
ィト 用 ムケま 一 
フス 使 テリた モ 
ラキ も スブれ 面 
グテ維 シア 壞画 

/////// 



2 3 4 ( 





# include く iocslib . h > 

int TIMEASC ( BINTIME , BUF ) ; 
int BINTIME ; /* 時刻 （2 進数） */ 
unsigned char * BUF ; /* 文字列 格納 領域への ポインタ */ 

2 進 データを、 時刻を 表す 文字列に 変換し、 格納し ます。 

BINT1ME の 形式と 指定 内咨は 次の 通りです。 

00000000 hhhhhhhh mmmmmmmm ssssssss 

hhhhhhhh : 時 （00 〜 23) 
mmmmmmmm : 分 （00 〜 59) 
ssssssss : 秒 （00 〜 59) 

BUF には、 時刻を 表す 文字列の 格納 領域の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

この 領域は、 iii 低 9 バイト 以上 確保して くださ'、。 

BUF には スーパーバイザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 誤った アドレスを 
指定し ないよう 注意して ください。 

BUF には、 次の ような 形式で 格納され ます。 

”12:05:30” 

戻 り 値； エラーが 発生した ときは 一 1 を 返します。 

プログラム 例 

# include <stdio . h> 

♦include < iocslib.h> 

main ( ) 

char str[9】； /» 文字列 格納 領域 */ 

int bin; /» 時刻 （2 進数 > */ 

bin = TIMEBIN(TIMEGET ( ) ) ； 

TIMEASC(bin, str ) ； 

printf ( M %s¥n M , str ) ； 
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レべ ノレ 0 



TIMEBCD 



害 式 # include く iocslib. h> 



int TIMEBCD (BINTIME) ; 

int BINTIME; /* 時刻 （ 2 進数 ） */ 



1 機 能」 2 進数の 時刻を、 時計に 設定で きる 形式に 変換し ます。 

BINTIME の 形式と 指定 内容は 次の 通りです。 



00000000 hhhhhhhh mmmmmmmm ssssssss 



hhhhhhhh : 時 （00 〜 23) 
mmmmmmmm : 分 （ 00 〜 59) 
ssssssss ： 秒 （00 〜 59) 

上記の 時 • 分 • 秒は すべて 2 進数です。 



戻り 値 次の 内容を 返します。 



0000TTTT HHHHHHHH MMMMMMMM SSSSSSSS 



TTTT 

HHHHHHHH 

MMMMMMMM 

SSSSSSSS 



1 (24 時間 計で ある ことを 示します ) 
時 （ 00 〜 23) 

分 （ 00 〜 59) 

秒 （ 00 〜 59) 



上記の 時， 分， 秒は すべて BCD2 桁です。 
エラーが 発生した ときは一 1 を 返します。 
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♦include 



< iocsl ib . h> 



#def ine HOU 10 
♦define MIN 28 
#def ine SEC 40 



main( ) 

{ 

int bin; /* 時刻 <2 進数 > */ 

int bed ； /* 時 SI (BCD) </ 

bin = (HOU << 16) I (MIN << 8) | (SEC << 0 ) ； 

bed = TIMEBCD(bin ) ； 

TIMESET(bcd) ； /* 時刻を 時計に 設定 */ 





TIMEBIN 



害 



式 



# include <iocslib. h> 



レべ ノレ 0 



int TIMEBIN (BCDTIME) ; 

int BCDTIME; /* 時刻 （BCD) */ 



機 能」 時刻を BCD から 2 進数に 変換し ます。 

BCDTIME の 形式と 指定 内容は 次の 通りです。 



00000000 HHHHHHHH MMMMMMMM SSSSSSSS 



HHHHHHHH 


時 


(00 〜 23> 


MMMMMMMM 


分 


(00 〜 59> 


SSSSSSSS 


秒 


(00 〜 59) 



上記の 時 •分 •秒は すべて BCD2 桁です。 



戻り 値 次の 内你を 返します。 



00000000 hhhhhhhh mmmmmmmm ssssssss 



hhhhhhhh : 時 （00 〜 23) 
mmmmmmmm : 分 （00 〜 59) 
ssssssss : 杪 （ 00 〜 59) 



上記の 時， 分， 秒は すべて 2 進数です。 



ブ □グラム 例 



く stdio • h> 

< locslib. h> 



bedtime ； /* 時刻 {BCD> */ 

bintime; /* 時刻 （2 進数 ）*/ 

bedtime = TIMEGET( ) ； 

bintime = TIMEBIN ( bedtime ) ； 
printf("Xd 時"， （bintime >> 16> & 0xff>; 
printfC’Xd 分 （bintime >> 8> & 0xff>; 
printf ( ”％d _ •• ， (bintime > > 0 ) & 0xf f ) ; 
printf ("¥n"> ; 



♦include 

♦include 

main ( ) 
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第 1 章 リファレンス 



TIMECNV 



レべ ノレ 0 




# include < iocslib . h > 



int TIMECNV ( ADDRESS ) ; 

unsigned char * ADDRESS ; /* 時刻を 示す 文字列への ポインタ */ 

機 能] 時刻を 表す 文字列を 2 進 データに 変換し ます。 

ADDRESS には、 時刻を 表す 文字列の 先頭 アドレスを 指定し ます。 

ADDRESS には スー ノ 、。一 バイ ザ 領域の アドレス も 指定で きます が、 热った アド 
レスを 指定し ないよう 注葸 してく ださい。 

また、 時刻を 表す 文字列は 次のように 指定し ます。 



”12:05:30” 

KW り 記 v は： （コロン） 以外で も かまいません。 



戻 り 値」 2 進数に 変換した 時刻を 返します。 

時刻の 形式は 次の 通りです。 



00000000 hhhhnhhh mmmmmmmm ssssssss 



hhhhhhhh : 時 （()〇 〜 23) 
mmmmmmmm : 分 （00 〜 59> 
ssssssss : 秒 （00 〜 59 > 



エラーが 発 中した ときは 一 1 を 返します。 



プログラム 例 




# include 




< ioeslib. h> 


mairu ) 
1 






\ 


int 


bed ； /x 時刻 <BCD> 本 / 




char 


*str ; 




str = 


"10: 08: 40 ”； 




bed = 


TIMEBCD 《 TIMECNV(str> > ; 




TIMESET(bcd ) ； 


) 
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# include <iocslib. h> 



int TIMEGET ( ) ; 

機 m] 時計から 時刻を 読み込みます。 

戻り 値 j 次の 内容を 返します。 

00000000 HHHHHHHH MMMMMMMM SSSSSSSS 

HHHHHHHH : 時 （ 00 〜 23) 

MMMMMMMM : 分 （00 〜 59) 

SSSSSSSS : 秒 （00 〜 59> 

上記の 時， 分， 秒は すべて BCD2 桁です。 

プログラム 例 



# include く stdio • h> 

# include < iocslib^h> 

main ( ) 

{ 

int bed; /» 時刻 （2 遒数 > */ 

int bin; /* 時刻 <BCD> */ 



bed = TIMEGET ( ) ； 
bin = TIMEBIN(bcd) ; 

printf<”Xd 時 (bin >> 16) k 0xff ) ； 
printfdd 分 "， （bin >> & 0xff>; 

printf ( lf %d» tf , (bin >> 0) k 0xff); 
printf (”¥n”> ; 





第 1 章 リファレンス 



TIME-PR 



レベル 



害 



式 



include < doslib . h > 



long TIME PR ( ) ; 



機 _ 能 j 現在の タイマーの カウンタ 値 （ミリ 秒 単位） を 返します。 

バックグラウンドで 複数の スレッドが 並行して $ 力作して いる 場合、 プログラムで 
一定の 時間を 計る ためには、 どの スレッドが 勋 作して いても、 一定して 変化す る 
カウンタが 必要になります。 

long での 扱大 値を 越える と 0 に 戻る ので、 そのまま 前回に 返された タイマ一 の 
カウンタ 値との 引き算で 経過 時間が 分かります。 



戻 り 値 現在の タイマーの カウンタ 侦を 返します。 



参照 関数 J OPEN _ PR , KILL PR , GET PR , SUSPEND _ PR , SLEEP 一 PR , SENDPR , 

CHANGE PR 
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レべ ノレ 0 



TIMERDST 

窨 式 1 # include 〈 iocslib. h> 



int TIMERDST (ADDRESS, MODE, COUNTER) ; 
unsigned char * ADDRESS ;/ * 削り 込み 处:理 アドレス * / 
int MODE; /* モード */ 
int COUNTER ; /* カウンタ */ 



機 能 J MFP の TIMER - D による 割り込みの 設定を 行います。 

ADDRESS には 別り 込み 处理 アドレスを 指定し ます （0 ならば 割り込み 禁止）。 
MODE には 次の 内容を 指定し ます。 



1 : I//sec 舉位 

2 : 2.5；/sec 中. 位 

3 : 4//sec 単位 

4 ： 12.5//sec 中- 位 

5 : 16# sec 中 •位 

6 : 25；/ sec 中位 

7 : 50# sec 中位 



COUNTER には 0 から 255 までの 値を 指定し ます。 

MODE の侦に COUNTER の 侦を乘 じた 侦の中 •位で、 割り込みが 行われます 0 
なお、 Human68k ver. 2.0 の 動作 中は、 割り込みを 変更で きません 0 



戻 り 値 割り込みが 可能な ときは 0、 すでに 使用 中の 場合には 0 以外の 値を 返します。 
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第 1 章 リファレンス 



「TIMESET 



レベル 0 



聲 式 # include 〈 locslib. h> 



void TIMESET (BCDTIME) ; 

int BCDTIME; /* 時 亥 ij (BCD) */ 



能 時計に 時刻を 設定し ます。 

BCDTIME の 形式と 指定 内容は 次の 通りです 



0000TTTT HHHHHHHH MMMMMMMM SSSSSSSS 



TTTT 

HHHHHHHH 



1 : 24 時間 計 
時 （ 00 〜 23> 



MMMMMMMM : 分 （00 〜 59) 
SSSSSSSS : 杪 （00 〜 59) 



上 . 記の 時 • 分 • 秒は すべて BCD2 桁です 



房り 値 戻り 姐は あり せん 



ブロ グラム 例 



♦include 

♦define HOU 
tdefine MIN 
♦define SBC 
♦define CLOCK24 
♦define CLOCK 12 

main( ) 

{ 

int 

int 



iocsl ib • h> 



10 

8 

40 

0x1000000 

0x0000000 



bin 

bed 



/» 時刻 <2 進数） 
/* 時刻 （ BCD) */ 



bin = CLOCK24 I (HOU << 16) I ( 
bed = TIMEBCD(bin ) ； 

TIMESET (bed) ； /» 時刻を 時計に 





TPALET 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



nt TPALET (PALETNO, COLORCODE) ; 
nt PALETNO; /* パレット 番号 */ 
nt COLORCODE ; /* カラー コード */ 



機 能 | テキストの パレットを 設定し ます 0 

PALETNO は テキスト パレットの 番号です。 〇 〜 15 を 指定し ます。 

テキスト パ レッ 卜の 〇 〜 3 は、 テキストに 表示す る 文字の 色 指定に 使われます。 
テキスト パレットが 4 〜 7、 8 〜 15 の 場合には それぞれ 4 〜 7、 8 〜 15 に 同一の カラ 
一 コードが 設定され ます。 

4 〜 7、 8 〜 15 は、 ソフト キーボード/屯 卓で 使用され ます。 

0 〜 3 : テキスト カラー 0 〜 3 
4 〜 7 : ソフト キーボード/屯 卓 カラー 

(4 〜 7 に 同じ カラー コードを セット） 

8 〜 15 : ソフト キーボード /窀 卓 カラー 

(8 〜 15 に 同じ カラー コードを セット） 



COLORCODE には 0 〜 65535 を 指定し ます。 

なお、 COLORCODE に 一 1 を 設定す ると パレットの 読み出し のみ 行い、 一 2 な 
らば パレットを システムの 既定値に します。 



戻り 値 COLORCODE がー 1 のとき には、 現在の カラー コードを 返します。 
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第 1 章 リファレンス 




int TPALET 2 ( PALETNO , COLORCODE ) ; 
int PALETNO ; /* パレット# 号 */ 
int COLORCODE ; /* カラー コード */ 

機 能 1 テキス 卜の パレットを 設定し ます。 

PALETNO には、 0 〜 15 を 指定し ます。 

COLORCODE には、 0 〜 65535 を 指定し ます。 

なお、 COLORCODE に 一 1 を 設定す ると ノ、 。レットの 読み出し のみ 行い、 一 2 な 
らば パレットを システムの 既定値に 戻します。 



戻 り 値 | COLORCODE がー 1 のとき は、 現在の カラー コードを 返します。 




391 







1 


「1 


R 


[AI 


P1 




1 




1 1 


w レベル 0 



書 式# include く iocslib . h > 



int TRAP15 (inregs, outregs) ; 

struct REGS { /* レジスタを K 接 アクセス する ための 構造体*/ 

int dO ; 
int dl ; 
int d2; 
int d3 ; 
int d4 ; 
int d5 ; 
int d6 ; 
int d7 ; 
int al ; 
int a2 ; 
int a3 ; 
int a4 ; 
int a5 ; 
int a6 ; 

} * inregs ; / * 呼び出し プログラムに 渡す レジスタの 値を 格納した 構造体 

への ポインタ*/ 

struct REGS * outregs; /* 呼び出し プログラムから 返される レジスタの 値 

が 格納され る 構造体への ポインタ*/ 



機 能 inregs で 指定した 構造体 中の データを 各 レジスタに 齊き 込んだ 後、 直接 trap # 

15 命令を 実行し ます。 

そして、 実行 後の レジスタの 値を outregs で 指定され た 構造体へ 格納し ます。 
引数で ある レジスタの 初期値は 自分で 確保した 構造体に 格納し、 さらに 
TRAP 15 には その 構造体の ポインタを 渡します。 

trap # 15 命令は 通常 IOCS コールを 実行す るので、 inregs - > d 0 に IOCS コー 
ル 番号を 卉き 込み、 他の メンバに 必要な 値を？! ••き 込んだ 後で、 TRAP 15 関数を 
実行す る ことで 商 接 IOCS コールを 行う ことができます。 

inregs に 格納した 値が おかしい と 姓 走す る 可能性が あるので 十分 注意して 使用 
してく ださい。 



戻り 値 trap #15 命令に より 呼び出された IOCS コールが 返す dO . l の 値を 返します。 
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# include 
♦include 



main( ) 



<stdio • h> 
<iocslib.h> 



struct 

struct 




REGS 

REGS 

r ； 



inregs ; 
outregs ; 



inregs *d0 = 0x01 ; 
r = TRAP 1 5 ( & inregs f &outregs} 
if (r == 0) 

printf r キ _ が 押され 1 



else { 



printf {••スキャン コ一 
printf< ••内部 コード 






TVCTRL 




式 # include 〈 iocslib. h> 



レべ ノレ 0 



void TVCTRL (CODE) ; 

int CODE ; /* TV コント ロ一ル コード */ 



機 能」 CODE に TV コン 卜 ロール コード （6 ビット） を 指定し、 TV の 操作を 行います。 

TV コントロール コードは 次の 通りです。 

0 x 01 : ボリュームを 上げる 

0 x 02 ： ボリュームを 下げる 

0 x 03 : ボリュームを 標準に する 

0 x 04 : チヤン ネル コール 

0 x 05 : テレビ _ 面 （初期化 •リセット） 

0 x 06 : 音声 ミュート 

0 x 07 :窀源 ON 

0 x 08 ： テレビ/コンピュータ 

0 x 09 ： テレビ/外部、 コンピュータ ノーマル / オーバー 

0 x 0 A : コン 卜 ラスト 標準 

0 x 0 B ： チヤン ネル アップ 

0 x 0 C : チヤン ネルダ ウン 

0 x 0 D :窀源 OFF 

0 x 0 E : 屯 源 ON/OFF 

0 x 0 F ： スーパー 1 
0 x 10 : チヤン ネル 1 

0 x 11 : チヤン ネル 2 

0 x 12 : チヤン ネル 3 

0 x 13 : チヤン ネル 4 

0 x 14 : チヤン ネル 5 

0 x 15 : チヤン ネル 6 

0 x 16 : チヤン ネル 7 

0 x 17 : チヤン ネル 8 

0 x 18 : チヤン ネル 9 

0 x 19 : チヤン ネル 10 

OxlA : チヤン ネル 11 
OxlB : チヤン ネル 12 
Ox 1 C : テレビ 画面 （0 x 05) 

OxlD ： コンピュータ 画面 （0 x 05 + 0 x 08) 
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TXBOX 



レべ ノレ O 



窨 式 # include く iocslib. h> 



void TXBOX (tboxptr) ; 
strut TBOXPTR *tboxptr; 
struct TBOXPTR { 

unsigned short vram page ; /* テキス 卜の ぺ一シ */ 

short x ; / * 始点 X 座標 * / 

short y ; / * 始点 Y 座標 * / 

short xl; /* 锒終 点までの X の 長さ */ 

short yl; /* Ai 終点までの Y の 長さ */ 

unsigned short line style ; /* ライン スタイル */ 



機 


能 




戻 


り 值 



テキスト _ 面に 四角形を 描きます 0 
戻り 侦は ありません。 
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第 1 章 リファレンス 



TXFILL 




# include <iocslib. h> 



レべ 几/ 0 



void TXFILL (txfillptr) ; 
struct TXFILLPTR *txfillptr; 
struct TXFILLPTR { 

unsigned short vrampage ; /木 テキス 卜の ページ */ 

short x ; / * 始点 X 座標 * / 

short y ; / * 始点 Y 座標 * / 

short xl; /* 妯終 点までの X の 長さ * / 

short yl; /* Ai 終点までの Y の 長さ */ 

unsigned short fill patn ; /* ぬりつぶしの パターン */ 



機 


能 




戻 


り 値 



テキスト _ 而 にぬりつ ぶした 四灼 形を 描きます 0 
戻り 侦は ありません。 
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TXRASCPY 



レベル 0 



害 



式 



# include < iocslib . h > 



void TXRASCPY ( SOR — DEST ， COPY , MODE ) ; 
int SOR _ DEST ; 

int COPY ; /* コピーす る 個数 */ 
int MODE ; /* コピーす る圃面 */ 



機 __ テキスト _ 面の ラスタ コピーを 行います。 

SORDEST には、 ソース X 256+ デスティネーションを 指定し ます。 
各 8 ビットは 4 ラスタ 単位の 値と なります。 

COPY には コピーす る 個数を 指定し ます （4 ラスタを 1 個と します）。 
MODE には コピーす る 画面と 方 如を 指定し ます。 

幽 面は 同時に 4 面まで 可能です。 



ビット 


0 ： 


テキスト 0 


ビット 


1 ： 


テキスト 1 


ビッ卜 


2 ： 


テキス 卜 2 


ビッ卜 


3 ： 


テキスト 3 


ビット 15 : 


〇= インク リメ ン 






1 = デクリメント 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



TXREV 




# include く locslib. h> 



レぺ ノレ 0 



void TXREV (trevptr) ; 
struct TREVPTR *trevptr; 
struct TREVPTR { 

unsigned short vrampage ; /* テキストの ページ */ 

short x ; / * 始 点の X 座標 * / 

short y ; / * 始 点の Y 座標 * / 

short xl; /* 妯終 点までの X の 長さ */ 

short vl; /* 敁 終点までの Y の 長さ */ 



機 


能 




戻 


り 値 



テキスト _ 面の リバースを 行います 0 
戾り 値はありません。 
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TXXLINE 



レべ ノレ o 



害 



式 # include く iocslib. h> 



void TXXLINE (TXXPTR) ; 
struct XLINEPTR *TXXPTR; 
struct XLINEPTR { 

unsigned short vram page ; /* テキストの ページ */ 

short x ; / * 始点 X 座標 * / 

short y ; / * 始点 Y 座標 * / 

short xl; /* 終点までの X の提さ */ 

unsigned short line style ; /* ライン スタ イノ レ */ 



機 能 テキスト _面 に 水平 方向の ラインを 描きます。 



戻り 値 戻り 値はありません。 
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第 1 章 リファレンス 



TXYLINE 



レべ ノレ 0 




# include <iocslib. h> 



void TXYLNE (TXYPTR) ; 
struct YLINERTR *TXYPTR; 
struct YLINERTR { 

unsigned short vram_page ; /* テキストの ページ */ 

short x ; / * 始点 X 座標 * / 

short y ; / * 始点 Y 座標 * / 

short yl; /* 終点までの Y の 長さ */ 

unsigned short line style ; /* ライン スタイル */ 



機 


能 




戻 


り 値 



テキスト _ 而 に乘阆 方 丨丨，】 の ラインを 描きます。 
戻り 値はありません。 
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害 式# include く doslib. h> 



int UNLOCK (fileno, offset, len) ; 

int fileno ; /* フ アイ ルハン ドル */ 

int offset; /* ロック 解除す る 部分への オフセット*/ 

int len; /* ロック 解除す る 部分の 長さ*/ 

機 能 フ ァイ ルの ロック 解除を 行い、 他の プロセスからの ファイル アクセスを 許可し ま 

す 。 

fileno は、 ロック 解除したい ファイルの ファイル ハンドルを 指定し ます。 
offset には、 ファイル 中の ロック 解除したい 部分の、 ファイルの 先頭からの オフ 
セットを 指定し ます。 

len には、 ファイル 中の ロック 解除したい 部分の バイト 数を 指定し ます。 

この UNLOCK 関数と LOCK 関数に より、 ファイル アクセスの 排他 制御を 行 
い、 自分 以外の プロセスが 勝手に ファイルを 普き 変える のを 防ぐ ことができ ま 
す 0 



戻り 値] 負の 数なら エラーを 表します。 
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第 1 章 リファレンス 




int VDISPST ( ADDRESS , MODE , COUNTER ) ; 
unsigned char * ADDRESS ;/ * 別り 込み 处 理 アドレス * / 
int MODE ;/ * モード * / 
int COUNTER ; /* カウンタ */ 



機 能 V - DISP による 割り込みを、 指定 カウント ごとに 行います。 

ADDRESS には 割り込み 処理 アドレスを 指定し ます （〇 ならば 割り込み 禁止）。 
MODE には 次の 内容を 指定し ます。 

0 : 垂®: 帰 線 期 問を カウント 
1 : 垂商 表示 期 問を カウント 

COUNTER には 0 から 255 までの 値を 指定し ます。 

戻り AT ] 別り 込み 可能な ときは 0、 すでに 使用 中の 場合には 〇 以外の 値を 返します。 
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#def ine ON 
♦define OFF 



式 # include く doslib . h > 



void VERIFY ( flag ) ; 

int flag ; /* ベリ ファイフ ラグの 設定 モード*/ 

機 能] ベリファイ フラグの 設定を 行います。 

flag に 設定で きる 内容は 次の 通りです。 

0 : ベリファイ しない 
1 : ベリファイ する 



戻り 値 厌り侦 はありません。 



プ □グラム 例 



♦include <stdio.h> 

#include <doslib.h> 



mairu mt argc , char *argv[】> 

( 

if ( argc == 1 ) { 

printf { ’’verify は％ s です 0 ¥n", 

1 (VERIFYGO ? tf 〇 n ff ： t# off ff )); 

else if { strcmp(argv[ 1 】 ， ” 〇 n"} == 0 ) { 

VERIFY(ON) ; 

) Printf< "verify を on にしました 。 ; 

else if (strcmp(argv[ 1 】 • "off") == 0) { 
VERIFY(OFF} ; 

P rintf レ ’verify を off にしました。 ¥ n •り； 



10 



else 



print f ( "Usage: verify 【 on | of f 】 ¥n” > ; 





# include く doslib. h> 



int VERIFYG ( ) ; 



機 能 ベリファイ フラグの 設定 状況を 調 z 



戻り 値 設定 状況を 示す 次の 値を 返します。 



0 : ベリファイは 行わない 
1 : ベリファイを 行う 




# include <stdio • h> 

# include く dosl ib • h> 

#def ine ON 1 

♦define OFF 0 



main( int argc, char *argv【]> 

{ 

if (argc == 1) { 

printf ( 11 verify は Xs です 〇 ¥n ”， 
(VERIFYG( ) ? ”on” ： "off ””； 

) 

else if ( strcmp( argv[ 1 ] , ,, on M ) == 0 ) { 

VERIFY (ON ) ； 

printf ("verify を on にしました。 ¥n"); 

} 

else if <strcmp(argv[l 】， "off ”） == 0) { 

VERIFY (OFF ) ； 

printf 「verify を off にしました 〇 ¥n”>; 

) 

else 

printf ( ''Usage ： verify [onloff ]¥n M ) ； 





VERNUM 



レベル 




ニ include 〈 doslib . h > 



int VERNUM ( ) ; 



Human 68 k の バージョン# ゆ を 調べます。 




ぐ 一 ジョン 裕^を 返します。 




グラム 例 



ぐ 一 ジョン 形 V 〗 •の 形式は 次の 通りです 



I •.位 16 ビット = ‘68’ 

ド 位 16 ビット = 辂数部 X 256 + 小数 部 



#include 


く dosl ib • 


mam ( ) 
( 


int 


ver ; 




ver : 


： VERNUM ()； 




printf ( "%c%c ， 




printf ( "version 










第 1 章 リファレンス 




int VPAGE ( MODE ) ; 

int MODE ; / * 表示 ページの ON / OFF 指定 */ 



機 能 | グラフィック 画面の 表示 ページを 設定し ます。 

MODE は 表示 ページの ON/OFF を 指定し ます。 

ビット 0 : 0 = 0 ページは 表示し ない 

1 = 〇 ページを 表示す る 
ビット 1 : 0 = 1 ページは 表示し ない 

1 = 1 ページを 表示す る 
ビット 2 : 0 = 2 ページは 表示し ない 

1 = 2 ぺ _ ジを 表示す る 
ビット 3 : 0 = 3 ページは 表示し ない 

1 = 3 ページを 表示す る 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 

-2 : ページ 引数が 指定 どおりに なって いない 

一 3 : 指定され た ページは 現在の モードでは 設定 不可 
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WAIT 



レベル 




# include く doslib. h> 



int WAIT ( ) ; 





自分が 直前に 実行した 子 プロセスの 終了 コードを 返します 




終了 コードを 返します 




f include 
f include 

mam ( ) 



<stdio.h> 

<doslib.h> 



int end— stas ; 
endstas = WAIT( ) ; 
exi t ( end stas ) ; 









第 1 章 リファレンス 



WINDOW 



レべ ノレ 0 



害 



式 # include < iocslib . h > 



nt WINDOW ( SX , SY , EX , EY ) ; 
ntSX ; /* ウィンドウ 左上の X 座標 */ 
ntSY ; /* ウィンドウ 左上の Y 座標 */ 
ntEX ; /* ウィンドウ 右下の X 座標 */ 
ntEY ; /* ウィンドウ 右下の Y 座榡 */ 



機 能 j グラフィック _ 面の ウインドウを 設定し ます。 

座標を 指定 するとき は、 SXSEX 、 SYSEY となって いなければ なりません。 
また、 指定で きる のは いずれも 〇 〜 1023 までです。 



戻り 値 I 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
— 2 : 引数が 指定 通りに なって いない 



409 




レべ ノレ 0 



WIPE 



害 式# include く iocslib . h > 



int WIPE ( ) ; 



機 能 グラフィック 幽而を クリアし ます。 



戻り 値 終了 コードを 返します。 



0 : 正常終了 

一 1 : グラフィックは 使用 不可 
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第 1 章 リファレンス 



W 


D 


11 


r 




¥¥ 


n 


■—レベル 1 






式# include く doslib . h > 



int WRITE ( fileno , buffer , size ) ; 

int fileno ; /* 該当 ファイルの ファイル ハンドル */ 

unsigned char * buffer ;/* 寄き 出し データ 格納 領域への ポインタ */ 

int size ; / * 齊き 出し バイト 数*/ 



機 能 buffer が 指す 領域から データを、 fileno で 指定す る ファイル ハンドルへ、 size で 

指定す る バイト 数 分、 普き 出します。 



戻り 値 寄き 出した バイト 数を 返します。 もし、 指定した size より 小さい 値 や、 0 が 返さ 

れた 場合は ディスク フルが 発生した 事を 表します 0 

したがって 、ディスク フルでは ft の 数では なく、 正の 数 （0 も） が 返される こと 
に 注意して 下さい。 

負の 数なら エラーを 表します。 



参照 関数 READ 
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C compiler PRO -68 K では 標準 ライブラリ、 IOCS コール ライブラリ 、 DOS 

コール ライブラリ 等を 提供して いますが、 これとは 別に ユーザー 自身が オリ 
ジナルに ライブラリを 作成す る ことができます。 

本 編では、 ユーザ一ライブラリの 作り かたを 各 ステップ ごとに 述べる とと も 
に、 作成に あたっての 注意事項に ついても 述べて いきます。 




付録 ユーザー ライブラリの 作り かた 



IP ~ ソー スファイルの 作成 

ライブラリ も メイン プログラムと 同様に、 エディタで ソー スフ アイ ルを 作成 
します。 

エディタの 起動 方法、 および 操作 手順 等に ついては、 「 Human 68 k ユーザー 
ズ マニュアル」 を 参照して ください。 
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ソー スフ アイ ルの 作成が 終わったら、 コンパイルを 行います。 コンパイル 
は 、 CC コマンドを 起 勋 する ことにより 行います。 

このと き 注意し なければ ならない ことは、 CC コマンドを 起勋 すると 自勋的 
に リンクまで 行って しまう ので、 リンク 作業を 仰 止しなければ ならない とい 
うこと です。 

というのは、 ライブラリの リンクは メイン プログラム とともに 行う 必要が あ 
るので、 ライブラリの コンパイル 段附で リンクを 行う わけには いかない から 
です。 

そのような わけで、 ライブラリは オブジェクト コード だけ 作成して おけば 济 
みます （ X ( :標咿 の ライブラリ も オブジェクト ファイル として 提供され てい 
ます）。 

リンク 処邱 •の 抑止は、 Fc スイッチ により 行います。 ライブラリの コンパイ 
ルを 行ラ垛 合の、 CC コマンドの コマンド ラインの H 体 例を 以 ドに ボ します。 

CC /Fc jstrlen.cO] 

なお、 CC コマンド、 および CC コマンドの スイッチの 詳細に ついては、 
「 C ユーザーズ マニュアル」 の 「第 2 赍 コンパイル j を 参照して 〈ださい。 
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付録 ユーザー ライブラリの 作り かた 



ライブラリ ファイル 

C 咿 ライブラリの 分鉍 ファイルは Clib . 1 です 0 

ューザーが 自分で ライブラリを 作成した 垛 合、 clib . 1 に 登録す る こと もで き 
ますし、 また ューザー 自分の ファイルに 登録す る こと もで きます。 

また、 ライブラリは オブジェクト ファイル （拡张 +〇) の 形式で よいので す 
が、 ファイルの 符理 上、 ライブラリ ファイル （拡張 户 1 > に 分 •鉍 して おけば 
M かと 他 利です。 

ライブラリ ファイルへの 众鉍 ノバ 去に ついては、 「アセンブラ マニュアル」 の 「第 
8 & ライブラリアン j を 参照して ください。 
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新規に 作成した ライブラリを メイン プログラムから 呼び出す 場合、 ライブ ラ 
リの 外部 宣言、 および 該当 ライブラリで 使用す る （既存の インクルード ファ 
イ ルでは 未定義の） 記号 定数 や 構造体な どが ある 場合には、 これらの 定義が 
必要と なります。 

上記の 外部 宣言 および 定義を 行う 方法には、 以下の 2 種類が あります。 

① 新規に インクルード フ ァイ ル （ユーザー インク ル一ド ファイル） を 作成 

し、 ここで 外部 宣言と 定義を 行う。 

② メイン プログラム 中で 外部 宣言と 定義を 行う。 

新規に 作成した ライブラリが 汎用 性に 富んで おり、 多数の プログラムで 使用 
される 町 能 性が ある 場合 や、 その ライブラリが 使用す る 構造体 や 記号 定数が 
数多い 場合な どでは、 ①の 方法が 有効で しょうし、 そうでな い垛 合には、 ② 
で 済む こと もあります。 

これにつ いては、 ライブラリの 作成者が 適宜、 選択して ください。 




付録 ユーザー ライブラリの 作り かた 




ライブラリは、 メイン プログラムの リンク 時に はじめて 結 作され ます。 

リンク 時には、 リンカの コマンド ライン 上に ライブラリ ファイルの 名前を 指 

定 します。 

以下に コンパイラ、 および リンカの コマンド ラインの 具体例を ボ します。 

cc jstrsample . c jstrlen . o 0) 
lk jstrsample . o jstrlen . o clib . 1 @) 

上記の 例では、 ライブラリ ファイル 名は、 clib •丨 となって いますが、 ユーザ 
一が ライブラリ ファイルを 作成した 堝 合には、 代わりに その ファイル 名を 指 
定 してく ださい。 
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50 音顺 および アルファベット 順の 索引は、 すべて r C ライブラリ マニュアル VO し 1」 に対拓 しています 0 

英文 字 

エコ 一 ノ 《ツク 




アー カイ 



6 



エディタ 



アーカイブ ファイル 6 

アクセス 25 

アーク コサ イン 51 

アーク サイン 51 

アーク タン ジェン ト 51 

アクティブ ページ 67 

アセンブラ 3 

アドレス 15 

アニメーション 77 

アペンド 45 

ァボート 処理 81 

アラーム 76 

アレ チェ 一 ン 7 b 




イジ ェクト 



75 



異常終了 

イメージ 制御 

色 コード 

色 モード 

インク ル 一 ド 

インクルード フ アイ ル 

引数 

引数® 

引数 配列 

引数 リスト 



53 

17 

68 

67 

19 

… 4、 9、 12、 15、 19 

3 

9 

53、 55 

53、 55 




英 大文字 33 

英小文字 33 

英数字 33 



エラー 

エラー イン シケ ータ 

エラ 一 コ 一 卜 

エラー 悄報 

エラー 処理 

エフ 一 メッセ 一 ン 

隱 

円周率 

エンド 才ブフ アイ ル 

エンド 才ブ ファイル インジケータ 




大文字 

才ブ ジヱク トコ 一 ド 

オブジェクト ファイル •… 
オペレーティングシステム 

親 プロセス 

音色 データ 

音色 番号 




外字 エリア 

解像度 

仮 引数 

齊き 込み モード …… 

拡張 子 

拡張 バッファ 操作 関数 

楽辨 データ 

仮数部 

仮想 割り あて 

阃像 データ 



…" 33 
…… 50 
…… 10 
…… 46 
•5、 46 
•5、 17 
…… 16 
•5、 81 
…… 15 
…… 67 
…… 67 
40、 47 
5 



34 

"6 

••6 

53 

55 

70 

70 



… 73 
… 67 
.…- 3 
… 45 
6、 9 
… 29 
… 70 
… 51 
… 90 
… 68 
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50 音 順 




力-ソル 66 

カテゴリー 92 

^ 13 

カナ 句読点 61 

カナ 文字 61 

可変 引数 13、 18、 92 

画面 サィズの 設定 19 

画面 処理 19 

カラー W 性 73 

カレン 卜 ドライブ 1〇 

カレント ディレクトリ 1〇 

漢字 22 

漢字 処理 関数 61 

瞧 3 

関数 宣言 17 

関数 定義 3 

環境 時間 変数 59 

環境 テーブル 55 

環境 変数 10、 92 

環境 文字列 15 



B 

3r- • • • 

記号 定数 
疑似 乱数 
キー入力 
虚数 部 



…… 66 
••4、 44 
65、 92 
…… 19 
…… 16 



B 

クイック ソート 

空白 文字 33 

句読点 33 

グラフィック 國面 68 

グラフィック 制御 17、 21 

クリッピング 68 



グリニッジ 標準時 15 、 59 

グローバル 変数 5、 15、 59 

B 

構成 文字 58 

構造体 4、 9 

コサ イン 51 

固定長 データ 項目 41 

子 プロセス 53、 55 

コマンド 91 

小文字 34 

コモン 領域 89 

コンソール 50 

コンソール 直接 出力 84、 85、 86 

コンソール 直接 入力 86 

コンソール 入出力 20 

コンソール 入出力 | 対数 50 

コント ラス 卜 67 



□ 

始 小 値 22 

敁大値 22 

再定義 可能 キー 84 

サイン 52 

作業用 ファイル 42 

サーチ 56 

サブ スレッド 90 

算術 ライブラリ 用 関数 18 



時間 関数 59 

時 問 情報 59 

色調 補正 68 

識別子 3、 33 

シーク 13 








50 音 順 



シグ ナノ レ 54 

シグナル 剂り 込み 53 

時刻 65、 67 

時刻 地域 名 15 

指数関数 51 

指数部 51 

シス テムコ一 ル Id 

システム 時間 59 

システム バッファ 44 

自然対数 52 

実行 速度 3 

実数 部 16 

指定 座標 68 

指定 文字 62 

指定 文字 セット 57、 58 

シフ トキ一 72 

主 スレッド 90 

10 進数 33 

16 進数 33、 64 

終了 コード 54 

受信 データ 74 

ジョイスティック 18、 71 

初期化 65 

シンボル 22、 23、 24 

B 

数学 ラィブラリ 22 

数値 35 

数値 演窃 5 

数値 演算 関数 51 

数値 表現形式 35 

ス クロー ノレ 66 

スタック 51 境 92 

ステータス 情報 23 

ストリーム 5、 14、 40、 43 

ストリーム 入出力 関数 13、 40 



ストリーム バッファ 42、 44 

ストリーム ポインタ 43 

ス トリ 一 ムル 一 チン 25 

ス 一 ノぐ 一 インポ 一 ズ 68 

スーパーバイザ モード 78 

スプラ イト 18、 70 

スプラ イト 制御 23 

スプラ イト プレ 一 ン 70 

スプラ イト プレーン データ 71 

スプラ イト レジスタ 80 

スペース 66 

スレッド 91 

スレッド 悄 報 90 

B 

制御 文字 33 

整数 35 

辂数型 22 

整数 値 51 

整数 部 52 

絶対値 51、 92 

全角 英 大文字 62 

全角 英小文字 62 

全角 英文 字 62 

全角 カタ カナ 文字 62 

全角 空白 文字 62、 63 

全角 句読点 文字 63 

全角 数字 62 

全角 ひらがな 文字 63 

全角 文字 58、 61、 62、 63 

先行 入力 83 

先頭 文字 33 

B 

诚性 38 
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50 音 順 



ソー スフ アイ ル 4、 6 

V - V 56 

ソート 機能 25 

ソフト キーボード 77 



タイマー 91 

タブ スキップ 67 

タン ジェン ト 52 



地方時 15、 60 

地方時 調整 59 

チヤン ネル 69 

商 角 三角形 51 



テンポラリ ファイル 



卜 



r — v y 

mt 

ドット 座標 

ドライブ パラメータ ブロック 

ドライブ 名 

トラック 

トラック データ 

トラック ノくッ ファ 




夏時間 
夏時間 名 



14 



58 

76 

73 

87 

14 

69 

69 

69 



15 

15 



低 水 •や: 入出力 17 

低水準 入出力 関数 47 

低水準 入出力 操作 21 

ディスク 64 

デフ オルト 値 15 

ディレクトリ 37 

ディレクトリ 制御 関数 37 

ディレクトリ 操作 17 

テキス 卜丨由 •丨而 66 

テキス トモ 一 ド 46 

データ 変換 25 

データ 変換 関数 35 

デバイス ドラ イノぐ 82 

デバィス ドラィバの 消: 接 入出力 88 

テレビ 丨 由‘ 1 面 69 

電卓 78 

テンポ 70 



2 進数 64 

H 本 15 

日本語 対応版 文字 分類 関数 22 

H 本 語 ライブラリ 61 

H 本 語 ライブラリ 用 関数 18 

入出力 リダイレクション 44 

入出力 ルーチン 40、 47 



ヌル ポインタ 13、 24 

ヌル 文字 57 

D 

ノぐイ 卜 SC 12 

バイナリ サーチ 56 
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50 音 順 



バイナリ モード 

ノゝ イノぐ； Ky 、ン ク イン 

ハイ パボ リック サイン 

ハイ パボ リック タン ジヱ ント 


パス 名 

パターン データ 

8 進数 

バックグラウンド 

バックグラウンド テキスト 

ノぐ ッフア 

バッファ サイズ 

バッファ 搡作 関数 

バッファリング 

ハードウェァ 

ノぐ レツト 

ノ、 0 レット 色 

ノぐ レツ トコ 一 ト 

半角 文字 

半透明 制御 



ヒ 



[1 付 

ヒープ 領域 …… 
衣 示 可能 文字… 

表示 _面 

標準 エラー 出力 • 

標準型 

標準出力 

標準入力 

標準 プリンタ 出力 
標準 補助 入出力 



: B 

52 ファイル : 13、 16、 65 

52 ファイル 記述子 47 

31 ファイル 悄報 38 

… .14、 38 ファイル 処理 19 

70 ファイル 橾作 関数 38 

… .33、 64 ファイル デバイス 45 

71 ファイル ハンドル 38、 47 

71 ファイル ポインタ 41、 45、 46、 48 

13 ファイル 名 10、 14 

24 ファン クシ ヨン キー 67 

29、 57 ファン クシ ヨン コール 17、 20 

40 フォ 一 マット 42 

21 副作用 34 

73 複素数 16、 51 

67 符号 35 

68 物理 フォーマット 75 

61 浮觔 小数点 演览用 定数 17 

69 浮 $ 力 小数点 データ 21 

浮動小数点 値 35、 51 

ブート 悄報 78 

フラグ 20、 81 

65 フラグ 定義 23 

32 フラッシュ 40、 45 

33 フリー エリァ 66 

67 プリプロセッサ 3 

5、 44、 48 プリンタ 67 

16 プリンタ ポート 75 

"… 42、 44 ブレーク 値 31 

"… 41、 44 プロセス 53 

44 プロセス制御 関数 18、 23、 53 

44 分数 部 52 



標準 ライブラリ 25 



へ 



平方根 52 
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50 音 順 



ベクタ 78 

ベリファイ フラグ 87 

変換 処理 64 

変換 モード 15、 41 

$3 & 9 



ポインタ 12 

ボックス 67 



B 

マゥス 18、 22 

マウス カーソル 69 

マウス ボタン 69 



マクロ 3、 13、 22 

マクロ 定義 3 



□ 

メモリ サイズ 3 

メモリ 操作 関数 25 

メモリ ブロック 29 

メモリ 領域 31 

メモリ 割り あて 関数 31 



B 

文字 型 …… 
文字コード 
文字 デバイス 
文字 チヱ ック 
文字の 分類 
文字 変換… 
文字 変換 関数 
文字列 …… 



22 

…… 64、 82 

39 

17 

33 

17 

22 

13、 35、 57 



文字列 処理 19 

文字列 操作 関数 57 

文字 分類 関数 61 

モジュール 带号 89 

モード 13 

戻り 値 5 

B 

ューザー モード 84 

ューザ一 領域 45 



m 

曜日 66 

読み込み モ 一 卜、 45 



ライブラリアン 6 

ライブラリ ファイル 6 

ライブラリ ルーチン 3 

ラスタ コピー 81 



D 

リダイレクション 48 

リミット チェック 18 

リワインド 46 

リンク アレイ チェーン 78 



B 

レジスタ 7 (K 72 
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50 音 順 




論理 エラー 19、 92 

ロング ワード データ 30 




ワーキング ディレクトリ 37 

ワード データ 列 30 

割り込み ラスタ 77 
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アルファベット 順 




□ 

ADPCM 17、 19、 76、 77 

ADPCM 制御 72 

ANK コード 79 

ANSI 说格 20 

AR 6 

ASCII コード 33、 58 

ASCII 文字 33 

assert, h 17、 19、 92 

assert マクロ 19 

audio, h 17、 19、 64 

AUX 82、 83 



•6 
13 

clock 閲数 12、 13 

CLOCKS— PAR SEC 13 

clock t 12 

complex 構造体 16 

conio. h 17、 20、 50 

CRT 73 

CRTC 77 

ctype. h 17、 20、 21、 33 

□ 



50 音 順 および アルフ ァ ベット 順の 索引は、 すべて 「じ ライブラリ マニュアル VOL 」」 に 対応して い ます。 

CLIB. 1 

CLK TCK 



□ 

BASIC ライブラリ 64 

basic, h 17 、 19、 64 

basicO. h 17 、 19、 64 

BASTOC 64 

BCD ^ 76 

BG コントロール レジスタ 80 

BG スクロール レジスタ 80 

BG テキスト 80 

BOOLEAN 13 

BUFSIZ 13、 24 

BUF SIZ 44 

BYTE 12 

B 

C 言語の 識別 f 33 

C ランタイム ライブラリ 5 

char® 12 

class, h 12 、 17、 19 

cleareerr 明 数 5 



DEFAULT 12 

# define 3 

# defineMACRO 43 

direct, h 17 、 20、 37 

DMA 送 78 

DMA 送 制御 72 

DOS コ一ル 82 

doslib. h 17 、 20、 82 

double 56 

div 関数 12 

div t 12 

B 

EOF 13、 24 

e 〇 f 48 

EOS 13 

error, h 17、 20 

exception 满造体 16 

exit 関数 13 

EXIT FAILURE 13 

EXIT SUCCESS 13 
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H 

fcntl. h 

fctype. h 

feof 

f error 関数 

fgetpos 関数 

FILE 

FILE 構造体 

FILENAMEMAX 

float m 

float, h 

FM 音源 

FM 音源 制御 …… 
FOPEN 一 MAX …… 

fpos— t 

fseek I 对数 

fstat 関数 

ftell 

ftime 関数 



17、 20 

… 17、 21、 33 

46 

5 

12 

13 

25、 43 

14 

56 

17、 21 

18、 22、 69、 77 

72 

14 

12 

13、 46 

16、 18 

46 

16、 18 



B 

graph, h 17、 21、 64 



□ 

H-SYNC 77 




# ifdef 9 

# ifndef 9 

image, h 17、 21、 64 

# include 10 

# include く ctype. h> 34 

# include く fctype. h> 34 



# include プロ プロセッサ 命令 4 

INT 12 

int 型 12、 92 

IOCS コール 72 

IOCS ルーチン 72 

iocslib. h 17、 21、 72 



io. h 17、 21、 38、 47 



I PL 



81 



D 


iq 〇 9 a] 


jlcype. n 




Jib 俠子コ 卜 

JIS 第一 水準 

T T C 你 一 ， k 


62 


Jib — 7|Cfp 

jmpbuf 

istring. h 


13 

18、 22、 62 



Q 

ldiv 関数 … 

ldiv t 

LED キー… 

LIB 

limits, h 

LONG …… 

long 

long 型 

longjmp 丨对数 

lseek 

L tmpnam 



12 

12 

73 

6 

18、 22 

13 

52 

13、 35、 56、 92 

13 

48 

14 



■ 

matherr 関数 5 

math, h 16、 18、 22、 51 

MFP 77 
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MIDI 70 

MIDI 対応 FM 音源 18、 23 

MMl 70 

mouse, h 18、 22、 64 

music, h 18、 22、 64 

music2. h 18、 23、 64 



m 

一 NFILE 14、 25 

NULL 13、 24 



□ 

〇S 81、 90 



B 

CO r A rr 


PCM 

PCCr 


04、 OO 

64 


fypfrnr IW ••••• 




l/CI I UI IJKJ 4C\ 

nrintfKM 粉 




yji iiiLi \ jq <c\ 

process, h 

ptrdiff 


18、 23、 53 



B 

rbrk 関数 32 

rewind 46 

rnd 65 

ROM 72、 78 

RS-232C 44、 48、 74、 82、 83 



RS-232C 回線の 入出力 制御 82 



B 

sbrk 関数 32 

SEEK CUR 13 

SEEKEND 13 

SEEK SET 13 

setbuf 関数 24、 44 

setjmp 関数 13、 18 

setjmp. h 13、 18、 23、 92 

short 型 12、 35、 42、 56、 92 

signal 関数 18 

signal. h 18、 23 

sizeof 12 

size t 12 

sprite, h 18、 23、 64 

stat 構造体 16 



stat. h 

stdarg. h 

stdaux 

__STDC 識別子 

stddef. h 

stderr 

stdin 

stdio. h 

stdlib. h 



16、 18、 23、 38 

13、 18、 24、 92 

44、 48 

9 

…… 12、 13、 18、 24、 92 

5、 44、 48 

44、 48 

13、 14、 18、 24、 40、 92 



13、 15、 18、 25、 31、 35、 51、 53、 56、 92 

stdout 44、 48 



stdprn 

stick, h 

string, h 

sys errlist 配列 



44、 48 

…… 18、 25、 64 
18、 25、 57、 92 
15 



□ 

tell 48 

time 関数 12、 18 

timeb 構造体 16、 59 
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timeb. h 16 、 18 、 26、 59 

time, h 15 、 16 、 18 、 26、 59 

timet 12 

time J S 59、 60 

TIMER-D 77 

tm 構造体 16 、 59、 60 

tmpfilel 对数 14 

TMP MAX 14 

tmpnamel 对数 14 

toupper ノレ 一 チン 3 

TV コント ロ — ルコ 一 卜 73 

TV の 表示 制御 72 



UBYTE 12 

UINT 12 

ULONG 13 



# undef 1 〇 

# undef MACRO 43 

# undef tolower 34 

unsigned char 5! 丄 2 

unsigned int 型 12 

unsigned long 型 13、 35 

unsigned short 型 12 

utime 関数 16、 18 

utimebuf 構造体 16 



utime. h 16 、 18 、 26、 59 



UWORD 



12 



void 型 12 

■ 

WORD 12 

I , 

Y 座標 66 

YM2151 77 



□ 

va arg マクロ 関数 13 

valist 13 

va start マクロ 関数 13 

V-DISP 77 

VOID 12 
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アルフ アベ ッ卜順 



索引 



※ 小文字 M 数は 「 C ライブラリ マニュアル VOL.lj 、 大文字 閣 数は 「 C ライブラリ マニュアル V0L.2j の ページ 数を 表記して あ 
ります。 

□ 

abort 95 



ABORTJOB 

ABORTRST 



abs 96 

access 97 

a cont 99 

acos 100 



ADFCMAIN 

ADPCMAOT 

ADPCMINP 



ADPCMLIN 11 

ADPCMLOT 13 

ADPCMMOD 15 

ADPCMOUT 16 

ADPCMSNS 18 

a_end 101 

AKCONV 19 

ALARMGET 20 

ALARMMOD 21 

ALARMSET 22 

ALLCLOSE 24 

allmem 153 

apage 102 

APAGE 25 

a 一 play 103 

aj*ec 106 

l 〇 5 

asctime 108 

asin l 〇9 

assert 110 

a_stat Ill 

a_stop 113 

atari 114 



atan2 114 

atexit 115 

atof 116 

atoi 116 

atol 116 

atow 116 



ID 



B BADFMT 26 

b— binS 118 

BBPEEK 27 

BBPOKE 28 

b_chrS 119 

B CLR AL 29 

B CLR ED 30 

B CLR— ST 31 

B COLOR 32 

B CONSOL 33 

b— csw 120 

B CUROFF 34 

B CURON 35 

b dateS 121 

b 一 dayS 122 

B 一 DEL 36 

B DOWN 37 

B DOWN S 38 

B DRVCHK 39 

B DRVSNS 40 

B DSKINI 4i 

beep 123 

B EJECT 42 

B ERA AL 43 

B ERA ED 44 

B EKA ST 45 
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b— exit 124 

b fclose 125 

b fcloseall 126 

b feof 127 

b fgetc 128 

b flprint 129 

b fopen 130 

BFORMAT 46 

b fprint 131 

bfputc 132 

b fread 133 

b_f reads 134 

b free 135 

bfseek 136 

b fwrite 137 

b fwrites 138 

BGCTRLGT 47 

BGCTRLST 48 

bg_fill 139 

bg get 140 

bg put 141 

BGSCRLGT 49 

BGSCRLST 50 

bg sc roll 142 

bg set 143 

bg stat 144 

BGTEXTCL 51 

BGTEXTGT 52 

BGTEXTST 53 

b hexS 145 

b ilprint 129 

BINDATEBCD 54 

BINDATEGET 56 

BINDATESET 57 

BINDNO 58 

b init 146 

b inkeyO 147 



binkeyS 148 

b input 149 

B INS 59 

bint 150 

BJNTVCS 60 

b iprint 151 

b itoa 152 

BITSNS 61 

B KEYINP 62 

BKEYSNS 63 

bldmem 153 

B LEFT 64 

b lefts 154 

b linput 155 

B LOCATE 65 

B LFEEK 66 

BLPOKE 67 

BMEMSET 68 

B MEMSTR 69 

bmidS 156 

b mirrorS 157 

boctS 158 

BOOTINF 70 

box 159 

BOX 72 

b_pi 161 

B PRINT 73 

B PUTC 74 

B PUTMES 75 

B READ 76 

B READDI 77 

B READDL 78 

BREAKCK 79 

B RECALI 80 

B RIGHT 81 

b rightS 162 

bsearch 163 
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B SEEK 82 

b setdate 165 

b settime 166 

B SFTSNS 83 

b_sl print 129 

bspaceS 167 

b sprint 168 

b— stradd 169 

b strchr 170 

b— strcmp 171 

bstrfS 173 

bstringS 175 

bstriS 174 

b strncpy 171 

b strrchr 170 

b— strtok i7 〇 

B SUPER 84 

b— timeS 176 

b tlprint 129 

b— tpalet 177 

b tprint 178 

B_UP 85 

B—UP— S 86 

BUS 一 ERR 87 

B VERIFY 89 

B WPEEK 9 〇 

B WPOKE 91 

BWRITE 92 

B WRITED 93 



B 

cabs 179 

calloc 180 

C CLS AL 94 

C—CLS 一 ED 95 

C— CLS— ST 96 



C 一 COLOR 97 

C—CUROFF 98 

C 一 CURON 99 

C_DEL 100 

C_DOWN 101 

C—DOWN— S 102 

ceil 181 

C_ERA_AL l 〇 3 

C 一 ERA_ED l 〇 4 

C_ERA 一 ST 105 

C— FNKMOD 106 

cgets 182 

CHANGE PR i 〇 7 

chdir 183 

CHDIR 108 

CHGDRV i 〇 9 

chgfa 184 

chgft 185 

child 187 

chkml 188 

chmod 189 

CHMOD 110 

chsize i9 〇 

C_INS Ill 

CINSNS 112 

circle 191 

CIRCLE 113 

clearerr 193 

C 一 LEFT 114 

CLIPPUT 115 

C— LOCATE 116 

clock 194 

close 195 

CLOSE 117 

clrerr 193 

els 196 

color 197 
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COMINP 118 

COMMON—CK 119 

COMMON DEL 120 

COMMON_FRE 121 

COMMON_LK 123 

COMMON— RD 125 

COMMONWT 127 

COMOUT 129 

CONSNS 130 

console 198 

contrast 199 

CONTRAST 131 

cos 200 

cosh 200 

COUTSNS 132 

C 一 PRINT 133 

cprintf 201 

C_PUTC 134 

cputs 202 

creat 203 

CREATE 135 

C— RIGHT 136 

crt 204 

CRTCRAS 137 

CRTMOD 138 

cscanf 205 

csrlin 206 

ctime 207 

C_UP 139 

C_UP_S 140 

CURDIR 141 

CURDRV 142 

C 一 WIDTH 143 

C_WINDOW 144 



B 

DAKJOB 145 

DATEASC 146 

DATEBIN 148 

DATECNV 150 

DAYASC 151 

DEFCHR 152 

DELETE 153 

DENSNS 154 

difftime 208 

DISKRED 155 

DISKRED2 157 

DISKWRT 159 

DISKWRT2 161 

div 209 

DMAMODE 163 

DMAMOVA 164 

DM AMOVE 166 

DMAMOVL 168 

dqsort 210 

DRVCTRL 170 

DRVXCHG 172 

dskf 211 

DSKFRE 173 

dtasc 212 

dtcnv 214 

dup 215 

DUP 174 

DUP0 175 

dup2 215 

DUP2 176 



B 



ecvt 

eof- 



217 

219 
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except 224 FILEDATE 188 



EXEC2 177 

execl 221 

execle 221 

execlp 221 

execlpe 221 

EXECONLY 179 

execv 221 

execve 221 

execvp 221 

execvpe 221 

exit 225 

一 exit 225 

EXIT 180 

EXIT2 181 

exp 226 



B 



fabs 227 

FATCHK 182 

FATCHK2 183 

fclose 228 

fcloseall 228 

fcvt 230 

fdelete 232 

fdopen 233 

feof 234 

ferror 235 

fflush 236 

FFLUSH 185 

feetc 238 

FGETC 186 

fgetchar 238 

fgetpos 239 

fgets 240 

FGETS 187 



filelength 241 

fileno 242 

files 243 

FILES 190 

fill 246 

FILL 192 

fix 247 

floor 248 

flushall 249 

fmod 250 

fmode 251 

FNCKEYGT 193 

FNCKEYST 195 

FNTGET 197 

fopen 252 

fprintf 254 

fputc 255 

FPUTC 199 

fputchar 255 

fputs 256 

FPUTS 200 

fqsort 210 

fread 257 

free 259 

frename 260 

f reopen 261 

frexp 262 

fscanf 263 

fseek 265 

fsetpos 267 

fstat 268 

ftell 270 

ftime 271 

ftpack 272 

ftunpk 274 

fwrite 276 
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B 

G 一 CLR 一 ON 201 

gcvt 277 

get 278 

GET ASSIGN 202 

getc 280 

GETC 203 

getch 282 

getchar 280 

GETCH AR 204 

getche 283 

getcwd 284 

GETDATE 205 

GETDPB 206 

getenv 286 

GETENV 208 

getfa 287 

getft 289 

GETGRM 209 

getl 290 

get mem 291 

get ml 291 

GETPDB 210 

getpid 293 

GET 一 PR 212 

gets 294 

GETS 214 

GETSS 215 

GETTIM2 216 

GETTIME 217 

getw 295 

gmtime 296 

GPALET 218 



Q 

HANJOB 219 

hantozen 298 

HENDSPIC 220 

HENDSPIO 221 

HENDSFIF 222 

HENDSPIR 223 

HENDSPMC 224 

HENDSPMO 225 

HENDSPMP 226 

HENDSPMR 227 

HENDSPSC 228 

HENDSPSO 229 

HENDSPSP 230 

HENDSPSR 231 

home 299 

HOME 232 

hsv 300 

HSVTORGB 233 

HSYNCST 234 

hypot 302 




img color 303 

img home 304 

img—ht 305 

imgload 306 

img pos 307 

img put 308 

img save 309 

img scrn 310 

img set 311 

img still 312 

INDOSFLG 235 

INIT PRN 236 
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INKEY 237 

INP232C 238 

IN POUT 239 

mstr 313 

INTVCG 240 

INTVCS 241 

IOCTRLDVCTL 242 

IOCTRLDVG 丁 243 

IOCTRLFDCTL 244 

IOCTRLFDGT 245 

IOCTRLGT 246 

IOCTRLIS 248 

IOCTRLOS 249 

IOCTRLRD 250 

IOCTRLRH 251 

IOCTRLRTSET 252 

IOCTRLST 253 

IOCTRLWD 254 

IOCTRLWH 255 

IPLERR 256 

isalkana 314 

isalnmkana 314 

isalnum 315 

isalpha 315 

isascn 315 

isatty 317 

iscntrl 315 

iscsym 315 

iscsymf 315 

isdigit 315 

isgraph 315 

isgrkana 314 

iskana 318 

iskanji 319 

iskanji2 319 

iskmoji 318 

iskpun 318 



islower 315 

ISNS232C 257 

isodigit 315 

ispnkana 314 

isprint 315 

isprkana 314 

ispunct 315 

isspace 315 

isupper 315 

isxdigit 315 

itoa 320 



D 



jisalpha 321 

Jisdigit 321 

Jishira 321 

jiskata 321 

jiskigou 321 

jislO 322 

jisll 322 

jisl2 322 

jislower 321 

JISSFT 258 

j isspace 321 

j isupper 321 

jiszen 322 

JOYGET 259 

jstrchr 323 

jstrcmp 324 

jstrncmp 325 

jstrrchr 326 



□ 



kbhit 327 

KEEPPR 260 
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key 328 

keysns 329 

KEYSNS 261 

KFLUSHGC 262 

KFLUSHGP 263 

KFLUSHGS 264 

KFLUSHIN 265 

KFLUSHIO 266 

KILLPR 267 

K INSMOD 268 

KKEYBIT 269 

K_KEYINP 271 

K 一 KEYSNS 272 

K 一 SFTSNS 273 

H 

labs 96 

ldexp 330 

ldiv 331 

LEDMOD 274 

line 332 

LINE 275 

LOAD 276 

LOADEXEC 277 

LOADONLY 278 

localtime 334 

locate 335 

LOCK 279 

LOF232C 280 

log 336 

loglO 336 

longjmp 337 

lqsort 210 

lseek 338 

ltoa 340 



圖 

MAKEASSIGN 281 

MAKETMP 282 

malloc 342 

m alloc 343 

MALLOC 284 

MALLOC2 285 

m assign 345 

matherr 346 

max 348 

mcont 349 

md cont 350 

md_init 351 

mdoff 352 

md_on 3 〇 3 

md play 354 

md_regr 355 

mdregw 356 

md_stat 3o/ 

md_stop 358 

md wrt 359 

memccpy 360 

memchr 361 

memcmp 362 

memcmpi 363 

memcpy 365 

memicmp 363 

memmove 365 

memset 367 

mfree 368 

MFREE 286 

min 369 

m_init 370 

mkdir 371 

MKDIR 287 

mktemp 372 
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mktime 375 

modf 376 

mouse 377 

MOVE 288 

movedata 365 

movmem 365 

m— play 378 

msarea 380 

msbtn 382 

MS_CURGT 290 

MS 一 CUROF 291 

MS_CURON 292 

MS—CURST 293 

MS—GETDT 294 

MSI NIT 295 

MS_LIMIT 296 

MS_OFFTM 297 

MS ONTM 298 

MS PATST 299 

mspos 384 

MS— SEL 301 

MS 一 SEL2 302 

MS STAT 304 

msstat 385 

m stat 387 

m stop 388 

m tempo 389 

m trk 390 

mvget 391 

m_vset 392 



m 

NAMECK 305 

NAMESTS 306 

NEWFILE 308 

nfiles 393 



NFILES 



309 



□ 

offsetof 395 

ONTIME 310 

open 396 

OPEN 311 

OPEN PR 312 

OPMINTST 314 

OPMSET 315 

OPMSNS 316 

OS CUROF 317 

OS_CURON 318 

OSNS232C 319 

OUT232C 320 

OUTLPT 321 

OUTPRN 322 



B 

paint 

PAINT 〜. 

palet 

PATHCHK 

perror 

pi 

point 

POINT •… 

pos 

pow 

PRINT •… 

printf 

PRNINTST 
FRNOUT • 
PRNSNS •••• 
pset 



•399 

.323 

.400 

.324 

•401 

402 

403 

326 

404 

405 

327 

406 

328 

329 

330 
411 
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PSET 331 

PSPSET 332 

put 412 

putc 414 

putch 416 

putchar 414 

PUTCH AR 334 

putenv 417 

PUTGRM 335 

putl 419 

puts 420 

putw 421 



B 

qsort 422 

B 



raise 424 

rand 426 

randomize 427 

RASSIGN 336 

rbrk 428 

read 429 

READ 337 

realloc 431 

remove 547 

rename 433 

RENAME 338 

repmem 435 

rewind 436 

rgb 437 

rlsmem 291 

rlsml 291 

RMACNV 339 

rmdir 438 



RMDIR 340 

rmtemp 439 

rmtmp 439 

rnd 440 

ROMVER 341 

rstmem 441 






sbrk 442 

scanf 443 

screen 447 

SCROLL 342 

SEEK 343 

SEND PR 344 

SET232C 346 

SETBLOCK 348 

setbuf 449 

SETDATE 349 

SETENV 350 

setjmp 451 

setmem 367 

setmode 453 

setmspos 455 

setnbf 456 

SETFDB 351 

SETTIM2 352 

SETTIME 353 

setvbuf 456 

SFTJIS 354 

sgn 457 

signal 458 

sin 461 

sinh 461 

sizmem 462 

SKEY MOD 355 

SKEYSET 357 



441 






アルファベット 順 



SLEEP PR 358 

S MALLOC 359 

S 一 MFREE 360 

SNSPRN 361 

SPALET 362 

spawnl 463 

spawnle 463 

spawnlp 463 

spawnv 463 

spawnve 463 

spawnvp 463 

SP_CGCLR 363 

sp clr 465 

sp color 466 

sp def 467 

SP—DEFCG 364 

spdisp 468 

SP—GTPCG 365 

SP_INIT 366 

sp init 469 

sp move 470 

SP OFF 367 

sp off 472 

SP—ON 368 

sp 一 on 473 

sp_pat 474 

SP REGGT 369 

SPREGST 370 

sprintf 476 

S PROCESS 371 

sp set .477 

sp stat 478 

sqrt 479 

sqsort 210 

srand 480 

sscanf 481 

stat 482 



stcgfe 484 

stcgfn 484 

stick 485 

strbpl 486 

strcat 487 

strchr 487 

strcmp 487 

strcmpi 487 

strcpy 487 

strcspn 487 

strdup 487 

strerror 491 

strftime 492 

stricmp 487 

strig 495 

strins 496 

strlen 497 

strlwr 498 

strmfe 499 

strmfn 500 

strmfp 500 

strncat 501 

strncmp 501 

strncpy 501 

strnset 501 

strpbrk 504 

strrchr 505 

strrev 506 

strset 507 

strsfn 508 

strspn 509 

strsrt 510 

strstr 511 

st r tod 512 

strtok 514 

strtol 515 

strtoul 517 
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strupr 519 

SUPER 372 

SUPER JSR 373 

SUSPEND 一 PR 374 

swab 520 

swaw 522 

swmem 523 

symbol 524 

SYMBOL 375 

system 526 



□ 

tan 527 

tanh 527 

TCOLOR 376 

tell 528 

tempfile 529 

tempnam 530 

TEXTGET 377 

TEXTPUT 378 

TGUSEMD 379 

time 532 

TIMEASC 381 

TIMEBCD 382 

TIMEBIN 384 

TIMECNV 385 

TIMEGET 386 

TIME PR 387 

TIMERDST 388 

TIMESET 389 

tmasc 533 

tmcnv 534 

tmpfile 535 

tmpnam 536 

toascii 538 

tolower 538 



tolower 538 

toupper 538 

toupper 538 

TPALET 390 

TPALET2 391 

tqsort 210 

TRAP15 392 

TVCTRL 394 

TXBOX 396 

TXFILL 397 

TXRASCPY 398 

TXREV 399 

TXXLINE 400 

TXYLINE 401 

tzset 540 



□ 

uitoa 542 

ultoa 543 

ungetc 544 

ungetch 546 

unlink 547 

UNLOCK 402 

using 548 

utime 549 

uwtoa 550 



□ 

va_arg 551 

vaend 551 

val 553 

va start 551 

vcprintf 555 

v cut 554 

VDISPST 403 
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VERIFY 404 

VERIFYG 405 

VERNUM 406 

vfprintf 555 

vpage 557 

VPAGE 407 

vprintf 555 

vsprintf 555 

孤 

wabs 96 

WAIT 408 

wait 558 

width 559 

window 560 

WINDOW 409 

wipe 561 

WIPE 410 

write 562 

WRITE 411 

wtoa 550 

B 

zentohan 564 
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※小文字 関数は r C ライブラリ マニュアル VO し 1」、 大文字 関数は 「 C ライブラリ マニュアル VOL . 2 j の ページ 数を 表記し 
てあります 0 



バッファ 操作 



ぐ 関数 名ウ 


(機 D 


(ページ） 


memccpy 


バッファ 内 文字列を 他の バッファに コピーす る 


360 


memchr 


バッファ 内の 文字列を 検索す る 


361 


memcmp 


2 つの バッファ 内の 文字列を 比較す る 


362 


memcmpi 


2 つの 領域を 英 人/小文字を ぱ 別せ ずに 比較す る 


363 


memcpy 


バッファ 内义卞 列を 他の バッファに コピーす る 


365 


memicmp 


2 つの 領域を 英 人/小文字を K 別せ ずに 比較す る 


363 


memmove 


指定 領域の 内你を 他へ 私 送す る 


365 


memset 


バッファ 内を 指定 文字列で 初期化す る 


367 


movedata 


バッファ 内 文字列を 他の バッファに コピーす る 


365 


movmem 


バッファ 内 文字列を 他の バッファに コピーす る 


365 


repmem 


指定 メモリ ブロックを 複数 M コピーす る 


435 


set mem 


バッファ 内を 指定 文字列で 初期化す る 


367 


swmem 


2 つの メモリ ブロックを 入れ 抒 える 


523 


swab 


データの 丨 •.位/ド 位 バイトを 入れ 持え る 


520 


swaw 


データの 上 位/ド 位 ワードを 入れ 抒 える 


522 



メモリ 割り あて 



r 関数 名） 


(機能） 


(ページ） 


allmem 


使 川" r 能な すべての メモリを 確保す る 


153 


bldmem 


メモリ ブロックを キロバイト 単位で 確保す る 


153 


calloc 


fid 列の 領域を 割り あてる 


180 


chkml 


未使⑴ メモリ ブロックの W 人の サイズ （バイト） を 求める 


188 


free 


割り あて 済みの メモリ ブロックを 解 敗す る 


259 


get mem 


指定 サイズの メモリを 確保す る 


291 


get ml 


指定 サイズの メモリを 確保す る 


291 


malloc 


メモリ ブロックを 別り あてる 


342 


rbrk 


ブレーク 値を 初期 状態に 戻す 


428 


realloc 


別り あて 済みの メモリ ブロックの サイズを 変史 する 


431 


rlsmem 


確保した メモリを 解放す る 


291 


rlsml 


確保した メモリを 解放す る 


291 


rstmem 


使丨 H している メモリ ブロックを すべて 解放す る 


441 



sbrk 


ブレーク 値を リセットして ヒープ 領域を 拡張する 


442 


sizmem 


使 能な メモリ ブロックを サイズ （ワード） を 求める 


462 


文字の 分類と 変換 

_ _ _ _ * ■ ... - 


c 関数 名 o 


(機能） 


(ページ） 


isalnum 


英数字の 判定を 行う 


315 


isalpha 


炎 •文字の 判定を 行う 


315 


isascii 


ASCII 文字の 判定を 行う 


315 


iscsym 


淼 別-了 •の 判定を 行う 


315 


iscsymi 


淼別户 の 先頭 文字の 判定を 行う 


315 


iscntrl 


制御 文字の 判定を 行う 


315 


isdi^it 


10 進数の 判定を 行う 


315 


is^raph 


表示 外 能文 字の 判定を 行う 


315 


islower 


英小文字の 判定を 行う 


315 


isodiKit 


8 進数の 判定を 行う 


315 


isprint 


表示 可能 文字の 判定を 行う 


315 


ispunct 


句読点の 判定を 行う 


315 


isspace 


空白 文字の 判定を 行う 


315 


isupper 


炎 人文字の 判定を 行う 


315 


isxdigit 


16 進数の 判定を 行う 


315 


toascii 


文字を ASCII コードへ 変換す る 


538 


tolovver 


炎 •人文字を 英小文字へ 変換す る 


538 


toupper 


炎 小文字を 炎 •人文字へ 変換す る 


538 


tolower 


炎 人文字を 英小文字へ 変換す る 


538 


toupper 


炎 小文字を 炎 •人文字へ 変換す る 


538 


データ 変換 


(関数 名ウ 


(機能） 


(ページ） 


atof 


数侦 文卞 列を 倍 W 度 汴勋 小数点 値に 変換す る 


116 


atoi 


数侦 文字列を 祭 数値に 変換す る 


116 


atol 


数飢 文字列を long 5? 整数 侦に 変換す る 


116 


atovv 


数値 文字列を short 型 整数 値に 変換す る 


116 


ecvt 


倍 粘度 浮 1) 沙数 点侦 を数侦 文字列に 変換す る 


217 


fcvt 


倍 桁 度 浮勋 小数点 攸を 数値 文字列に 変換す る 


230 


gcvt 


倍 坫 度 浮 勋 小数点 値を 数値 文字列に 変換す る 


277 




itoa 


核 数を 文字列に 変換す る 


320 


ltoa 


long 型辂 数を 文字列に 変換す る 


340 


strtod 


文字列を 倍 粘度の 浮動小数点 値に 変換す る 


512 


strtoul 


X 進数の 表す 文字列を 符号な し 格 数に 変換す る 


517 


strtol 


数侦 文字列を long 型 整数に 変換す る 


515 


uiota 


符号な し 祭 数を 文字列に 変換す る 


542 


ultoa 


符 V ； •なし l 〇 n g 型 辂 数を 文字列に 変換す る 


543 


uwtoa 


符号な し short 切辂 数を 文字列に 変換す る 


550 


wtoa 


short 5!! 格 数 文字列に 変換す る 


550 



ディレクトリ 操作 



C 間数 名） 


(機能） 


(ページ） 


chdir 


ワーキング ディレクトリを 変史 する 


183 


getcvvd 


ワーキング ディレクトリを 求める 


284 


mkdir 


サブ ディレクトリを 作成す る 


371 


rmdir 


サブ ディレクトリを 削除す る 


438 



ファイル 操作 



C 関数 名 1 


(機 D 


(ページ） 


access 


ファイルの 許 Wf 設定を, 调 ベる 


97 


chgfa 


ファイルの 诚性 を変史 する 


184 


chgft 


ファイルの 作成 丨丨 時を 変史 する 


185 


chmod 


ファイルの 許" f 設定を 変 史 する 


189 


chsize 


ファイルの 人き さを 変史 する 


190 


filelength 


ファイルの 長さを 凋べ る 


241 


files 


ファイルを 検索し ファイルの 悄 報を 求める 


243 


fstat 


ファイル ハンドルの ステータス 悄 報を 求める 


268 


getfa 


ファイルの； 成 性を, 调 ベる 


287 


get ft 


ファイルの 作成 H 時を 凋べ る 


289 


isatty 


文字 デバイス かどう か 調べる 


317 


mktemp 


仮の ファイル 名を 作成す る 


372 


nfiles 


次の ファイルの 候補を 検索し ファイルの 悄 報を 求める 


393 


rename 


ファイル 名を 変 £ する 


433 


remove 


ファイルを 削除す る 


547 


setmode 


ファイルの 変換 モードを 設定す る 


453 
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stat フ ァイ ル 名から ファイルの ステータス 悄 報を 求める 482 

strsfn ファイル 名を ドライブ 名 や パス 名な どに 分解す る 508 

unlink ファイルを 削除す る 547 

dtasc 丨丨付悄 報を 文字列に 変換す る 212 

dtcnv 丨丨 付を 表す 文字列を 丨丨付 悄 報に 変換す る 214 

ftpack 丨丨 時分 秒の tiV 報を 「丨 時 悄 報に 変換す る 272 

ftunpk 丨丨時 t 丨 V 報を 年） 丨丨丨 分秒の 情報に 変換す る 274 

tmasc 時刻 悄報 を 文字列に 変換す る 533 

tnicnv 時刻を 衣す 文卞 列を 時刻 悄 報に 変換す る 534 

utime ファイル 史 新丨丨 付を 設迮 する 549 

ストリーム 入出力 

(MMK) CMZ1D 

clearerr ストリームの エラー インジケータを クリアす る 193 

clrerr ストリームの エラー インジケータを クリアす る 193 

fclose ストリームを クローズ する 228 

fcloseall すべての ストリームを クローズ する 228 

fdopen フ ァイ ルハン ドルで ストリームを オープン する 233 

feof 指定 ストリームが EOF かどう か 調べる 234 

ferror ストリームの 入出力 時の エラーを, 間べ る 235 

f flush ストリームを フラッシュ する 236 

feetc ストリームから 1 文字 説み 込む 238 

fgetchar 標咿 入力から 1 文字 説み 込む 238 

fgetpos ストリームの アクセス 位 33 を 求める 239 

feets ストリームから 文字列を 統み 込む 240 

fileno ストリームの ファイル ハンドルを 求める 242 

flushall すべての ストリームを フラッシュ する 249 

fmode ファイルの 変換 モードを 変 史 する 251 

fopen ストリームを オープン する 252 

fprintf ストリームへ フォーマット データを# き 込む 255 

fputc ストリームへ 1 文字 丹 •き 込む 256 

fputchar 標咿 出力へ 1 文字:?! : き 込む 245 

fputs ストリームへ 文字列を# き 込む 267 

fread ストリームから | A 丨定垃 データを 読み込む 257 

f reopen ストリーム ポインタを 冉別 りつけ する 261 

fscanf ストリームから フ才一 マット データを 読み込む 263 
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fseek ス トリ 一 ム ポインタを 移勒 する 263 

fsetpos ストリームの アクセス 位 •篇 を変史 する 267 

ftell ファイル ポインタの 位蒗を 求める 270 

fwrite ストリームへ 间定 垃 データを 典き 込む 276 

getc ス トリ 一 ム から 1 文’？: 说み 込む 280 

getchar U 準 入力から 1 文字 説み 込む 280 

getl ストリームから int ” データを 説み 込む 290 

gets 標咿 入力から 1 行说み 込む 294 

getvv ストリームから short 切 データを 说み 込む 295 

printf 標ポ 出力へ フォーマット データを？ i : き 込む 406 

putc ス トリ 一 ムへ 1 文卞 许 き 込む 414 

putchar 標:啦 出力へ 1 文字 丹き ‘ 込む 414 

putl ストリームへ int 切 データを : ,丨丨: き 込む 419 

puts 標咿 出力へ 1 行 み •き 込む 420 

putw ストリームへ short 雙 データを 只 ••き 込む 421 

rewind ファイル ポインタを ファイルの 先 姐へ 移勋 する 436 

scanf 標咿 出力から フォーマット データを 説み 込む 443 

setbuf ス トリ 一 ムバッ ファの 制御を 行う 449 

setnbf ス トリ 一 ム バッファを 変 史 する 456 

setvbuf ス トリ 一 ム バッファを 変 Ui する 456 

sprintf 文字列へ フォーマット データを# き 込む 476 

sscanf 文字列から フォーマット データを 淡み 込む 481 

ungetc ぷ み 込んだ 文字を 入 カス 卜 リームに 丨乂 •す 544 

vfprintf ポインタで 指定した 引数を ストリームへ 出力 する 555 

vprintf ポインタで 指定した 引数を 標:利 IWJ へ 出力す る 555 

vsprintf ポインタで 指定した 引数を 文ネ 列へ 出力す る 555 

rmtemp テンポラリ ファイルを 削除す る 439 

rmtmp テンポラリ ファイルを 削除す る 439 

tempnam テンポラリ ファイルの ファイル 名を 作成す る 530 

tmpnam 既# ファイル メ パとは 興なる ファイル 名を 作成す る 536 

tempfile テンポラリ ファイルを バイナリ モードで オーブンす る 529 

tmpfile テンポラリ ファイルを バイナリ モードて オープン 535 



低水準 入出力 

(関数 名) (機 蘇) JO 



close 



ファイルを クローズ する 



195 
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creat 


ファイルを 新規に 作成す る 


203 


dup 


フ ァイ ルハン ドルを コピーす る 


215 


dup2 


フ ァイ ルハン ドルを 強制的に 冉 割りつ けす る 


215 


eof 


ファイルが EOF かどう か 調べる 


219 


lseek 


ファイル ポインタを 移勋 する 


338 


open 


ファイルを オープン する 


396 


read 


ファイルから データを 说み 込む 


429 


tell 


ファイル ポインタの 位 芯を 求める 


528 


write 


ファイルへ データを;？}: き 込む 


562 



コン ソ 


一 ル 入出力 




(関数 名） 


(機] D 


(ページ） 


CKets 


コンソールから 文字列を 読み込む 


182 


cprintf 


コンソールへ フォーマット データを 普き 出す 


201 


cputs 


コンソールへ 文字列を# き 出す 


202 


cscani 


コンソールから フォーマット データを 読み込む 


205 


只 etch 


コンソールから 1 文字 読み込む 


282 


getche 


コンソールから 1 文字 説み 込み エコーバック する 


283 


kbhit 


キー入力の 釘 無を 凋べ る 


327 


putch 


コンソールへ 1 文字 咨き 出す 


416 


ungetch 


統み 込んだ 文字を コンソールに 戻す 


546 


vcprintf 


ポインタで 指定した 引数を コンソールへ 出力す る 


555 


数値 演算 


c 間数 名) 


(機 D 


(ページ） 


acos 


アーク コサ インを 求める 


100 


asin 


アーク サインを 求める 


109 


atan 


アーク タン ジェン 卜を 求める 


114 


atan2 


アーク タン ジェン 卜を 求める 


114 


cabs 


沒桌 数の 絶対 侦を 求める 


179 


ceil 


W 小の 格 数 攸 を 求める 


181 


COS 


コサ インを 求める 


200 


cosh 


ハイ パ ポ リック コサ インを 求める 


200 


div 


int 51 符号つ き 整数の 除 京を 商と 余りを 求める 


209 


except 


例外処理を 行う 


224 
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exp 


指数 閲 数を 求める 


226 


fabs 


力 少数点 侦の 絶対侦 .を 求める 


227 


floor 


敁大 の辂 数侦を 求める 


248 


fmod 


剌 余を 求める 


250 


frexp 


汴勋 小数点 侦を 仮数部と 指数部に 分ける 


262 


hypot 


丨 A : 灼三灼 形の 斜辺の 長さを 求める 


302 


Idexp 


汴1 力 小数点 侦の 指数部を 求める 


330 


ldiv 


long や.! 符* 心. つき 怯 数の 除苁を 行い 商と 余りを 求める 


331 


l 〇 K 


A 然 対数を 求める 


336 


log 10 


10 を 底と した 対数を 求める 


336 


matherr 


ェラー 処理を 行う 


346 


modf 


ほ •觔 小数点 値を 整数 部と 小数 部に 分ける 


376 


pow 


べき 乘を求 める 


405 


sin 


サインを 求める 


461 


sinh 


ハイ パ ポ リック サインを 求める 


461 


sqrt 


f 方 根を 求める 


479 


tan 


タン ジェン 卜を 求める 


527 


tanh 


ハイ パポ リック タン ジェン 卜を 求める 


527 



プロセス制御 



ぐ 関数 名） 


(機能） 


(ページ） 


abort 


プロセスを 兴常 終了す る 


95 


atexit 


プログラム 終 r 時に 呼び出す 1 対数を 登録す る 


115 


execl 


引数 リストに よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


execle 


引数 リストと 環境に よって 子 プロセスを 其 行す る 


221 


execlp 


引数 リストと path 変数に よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


execlpe 


リ丨数 リスト、 path 変数、 琛 境に よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


execv 


リ 1 数 配列に よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


execve 


引数 fit ! 列と 53 境に よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


execvp 


リ丨数 配列と path 変数に よって イ •プロセスを 実行す る 


221 


execvpe 


リ 1 数 配列、 path 変数、 環境に よって 子 プロセスを 実行す る 


221 


exit 


プロセスを 終了す る 


225 


exit 


バッファを フラッシュ せずに 子 プロセスを 終了す る 


225 


getpid 


プロセス ID を 求める 


293 


raise 


プログラムに 指定した シグナルを 送る 


424 


signal 


シグナル 割り込み 操作を 行う 


458 




spawnl 


引数 リストに よって 子 プロセスを 灾行 する 


463 


spawnle 


引数 リストと 環境に よって 子 プロセスを 実行す る 


463 


spawnlp 


引数 リストと path 変数に よって 子 プロセスを 実行す る 


463 


spawnv 


リ丨数 配列に よって 子 プロセスを 次: 行す る 


463 


spawnve 


引数 配列と 63 境に よって 子 プロセスを 実行す る 


463 


spawnvp 


リ丨数 配 列と PATH 変数に よって 子 プロセスを 実行す る 


463 


system 


Human 68 k の コマンドを 実行す る 


526 


wait 


ift 前に 実行した 子 プロセスの 終 f コードを •狗 ベる 


558 


サー 


チと ソート 





C 関数 


(機 - il ) 


(ページ） 


bsearch 


バイナリ サーチを 文 行す る 


163 


dqsort 


double や！ の データを ソートす る 


210 


tqsort 


float 切の データを ソー 卜する 


210 


lqsort 


long 切の データを ソー 卜する 


210 


qsort 


クイック ソートを 実行す る 


422 


sqsort 


short 切の データを ソー 卜する 


210 


tqsort 


ポインタ 切の データを ソートす る 


210 


文字列 操作 


(関数 名:） 


(機 1 D 


(ページ） 


strcat 


文字列を 追加す る 


487 


strchr 


指定 文卞の 沿 初の 位; K を 凋べ る 


487 


strcmp 


2 つの 文字列を 比較す る 


487 


strcmpi 


2 つの 文字列を 比較す る 


487 


strcpy 


文字列を コピーす る 


487 


strcspn 


衍定 文卞 列の i 丨 i •初の 位; K を, 飼べ る 


487 


strdup 


文字列を コピーす る 


487 


stricmp 


2 つの 文字列を 英大 / 小文字を 丨ズ 別せ ずに 比較す る 


487 


strlen 


文字列の 姣 さを 調べる 


497 


strlwr 


すべての 炎 人文字を 英小文字に 変換す る 


498 


strncat 


文字列を 追加す る 


501 


strncmp 


2 つの 文字列を 比 校す る 


501 


strncpy 


文卞 列を コピーす る 


501 


strnset 


指定 文字列に 置き換える 


501 
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strpbrk 


指定 文字列を 探す 


504 


strrchr 


指定 文字の 敁 後の 位; K を 調べる 


505 


strrev 


文字列を 逆順に する 


506 


strset 


指定 文字列に 置き換える 


507 


strspn 


指定 文 卞 列 以外の 敁 初の 位 液を 調べる 


509 


strstr 


char f 丨 リ 丨 数 1 から char 51 引数 2 を 検索す る 


511 


strtok 


ト 一 クンを 探す 


514 


strupr 


すべての 英小文字を 英 大文字に 変換す る 


519 


strins 


文字列を 神 入す る 


496 


strmfe 


ファイル 名の 拡張 子を; K き 換える 


499 


strmfn 


ファイル 名を 作成す る 


500 


strmfp 


ファイル 名を 作成す る 


500 


stcgfe 


ファイル 名から 拡張 子を とり 出す 


484 


strbpl 


文字列から ポインタ 配列を 作成す る 


486 


stcgfn 


ファイル 名から ノードを とり 出す 


484 


strsrt 


文字列を ASCII コード 顺に ソートす る 


510 


時間 


(関数 13 


(機能） 


(ページ） 


asctime 


時 問怡 報を 文字列に 変換す る 


108 


ctime 


時 問を int 切 桉数侦 から 文字列に 変換す る 


207 


clock 


プロセスの 使用 時間を 求める 


194 


difftime 


時間の 引算を 行う 


208 


ftime 


システム 時 問を 凋べ る 


271 


gmtime 


時間を 格 数値から 構造体に 変換す る 


296 


localtime 


時刻を 地力 •時に 変換す る 


334 


mktime 


ローカル 時 問を カレンダ 時間に 変換す る 


375 


strftime 


時間 情報を 抨 式に したがって 文 卞 列に 変換す る 


492 


time 


システム 時間を 調べる 


532 


tzset 


環境 時 丨⑴ 変数から 外部 時 問 変数を 設定す る 


540 


日本語 操作 


(関数 名） 


(檢 


(ページ） 


iskana 


カナ 文字 または カナ 句読点の 判定を 行う 


318 


iskpun 


カナ 彳 *J 説 点の 判定を 行う 


318 
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iskmoji 


カナ 文字の 判定を 行う 


318 


isalkana 


英义卞 または カナ 文字の 判定を 行う 


314 


ispnkana 


英 句読点 または カナ 句読点の 判定を 行う 


314 


isalnmkana 


炎 数 卞 または カナ 文卞の 判定を 行う 


314 


isprkana 


空！ 1 丨を 含む 表示 可能 文字の 判定を 行う 


314 


isgrkana 


乍 f 丨を 除く 表示 可能 文卞の 判定を 行う 


314 


iskanji 


シフト JIS コードの 1 バイト 丨| の 判定を 行う 


319 


ikanji2 


シフ 卜 JIS コードの 2 バイ 卜 目の 判定を 行う 


319 


jstrncmp 


漢字を 含む 2 つの 文字列を 比較す る 


325 


jstrchr 


浼 7: を 穴む 指定； T?: の i 丨 i 初の 位;！！ i: を, 岡べ る 


323 


jstrrchr 


浼卞を 穴む 指定 文 7 の i 丨 i 後の 位 芯を, 脚べ る 


326 


jstrcmp 


漢字を 含む 2 つの 文字列を 比較す る 


324 


jiszen 


全角 文字の 判定を 行う 


322 


jislO 


全角 空 U 文字 または JIS 第一 水準 記号の 判定を 行う 


322 


jisll 


JIS 第一 水咿涣 字の 判定を 行う 


322 


jisl2 


JIS 第二 水準 漢 7 の 判定を 行う 


322 


jisalpha 


全角 英文 字の 判定を 行う 


321 


jisupper 


令灼英 人 义卞の 判定を 行う 


321 


jislower 


全角 英小文字の 判定を 行う 


321 


jisdigit 


令 的 数字の 判定を 行う 


321 


jiskata 


全角 カタ カナ 文字の 判定を 行う 


321 


jishira 


令灼 ひらがな 文字の 判定を 行う 


321 


jiski^ou 


全角 絢 説 点の 判定を 行う 


321 


jisspace 


令灼空 『3 文字の 判定を 行う 


321 


hantozen 


卞角 文字を 全角 文字に 変換す る 


298 


zentohan 


全 約文卞 を 半角 文字に 変換す る 


564 


BASIC 関連 


(関数 名） 


c 機— ID 


(ページ） 


a cont 


中断され た PCM の 動作を 再開す る 


99 


a end 


PCM の觔 作を 強制 終了す る 


101 


a play 


PCM 鉍 fV を丨丨 姓 する 


103 


arec 


PCM 鉍 苦を 行う 


106 


astat 


PCM の 勋 作を, 狗 ベる 


111 


astop 


PCM の勋 作を 中断す る 


113 


asc 


文字列の 先頭の 文字コードを 求める 


105 
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b binS 格 数を 2 進数の 文字列に 変換す る 118 

b chrS 文字コードを 文字に 変換す る 119 

fix 浮勋 小数点 値の 锆数 部を 求める 247 

sgn 数値の 符号を 調べる 457 

b hexS 锫 数を 16 進数の 文卞 列に 変換す る 145 

b itoa 整数を 文字列に 変換す る 152 

b_octS 怯 数を 8 進数の 文字列に 変換す る 158 

bjnt 汀 勋小数 点数を 辂 数に 変換す る 15〇 

val 文字列を 数値に 変換す る 553 

dskf ディスクの 空き 赛 M を 求める 211 

b f close ファイルを クローズ する 125 

b fcloseall すべての ファイルを クローズ する 126 

b feof 指定 ファイルが EOF かどう か丨揭 ベる 127 

b fgetc ファイルから 1 文字 说み 込む 128 

b fopen ファイルを オープン する 130 

b fputc ファイルへ 1 义 字:ド! •き 込む 132 

b fread ファイルから デ 一 タを統 み 込む 133 

b freads ファイルから デ 一 タを泣 み 込む 134 

b fseek ファイル ポインタを 移 |カ する 136 

b fwrite ファイルへ データを 丨丨! ••き 込む 137 

b fwrites ファイルへ データを: 丨丨 f き 込む 138 

randomize rnd の 初期化を 行う 427 

rnd 浮 勋 小数点 数値の 疑似 乩 数を 発 屯させる 440 

instr 特定の 文字の 並びを 探し出す 313 

b_midS 文字列を 切り出す 156 

b_leftS 文字列を 切り出す 154 

b_rightS 文字列を 切り出す 162 

bmirrorS 文字列の 故び を 反 する 157 

bstrchr 指定 文字の Wi 初の 位济を 調べる 17() 

bstrrchr 指定 文ネの JiJi 後の 位® を 調べる 17() 

b_stringS 1 文字を 枚数 個 並べた 文 •>: 列を 作成す る 175 

bstrtok トークンを 探す 170 

b dateS 丨 I 付を 文字列に 変換す る 121 

b timeS 時刻を 文字列に 変換す る 176 

b dayS 曜 H を 求める 122 

h free フリー エリァの 大きさを 調べる 135 

b inkeyS キー入力を 侍ち 说 みとった 1 文字を 求める 148 
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b inkeyO 


キー 人力を 待たず 忒 みとった i 文字を 求める 


147 


b striS 


祭 数値を 文字列に 変換す る 


174 


b strfS 


汴 孙小数 点数 侦を 文字列に 変化す る 


173 


csrlin 


カーソル 位高の Y 座標を 求める 


206 


pos 


カーソル 位 芯の X 冲:標 を 求める 


404 


bspaceS 


スペース だけの 文字列を 作成す る 


167 


using 


スタック 丨 ••の データの 5!! を 判定す る 


548 


beep 


ベルを 喵らす 


123 


els 


テキス 卜丨叫 丨 fu •を 消 i ; •する 


196 


child 


イプ ロ セスを ロードし 次: 行す る 


187 


b exit 


户 プロセスを 終/して 親 プロセス に戾る 


124 


width 


幽丨 fti の 1 行文 字数を 設定す る 


559 


color 


テキスト _ 而 の 文字; 成 性を 設定す る 


197 


console 


スクロール 行 紐 丨 相を 設定す る 


198 


b input 


フ才ー マット データを 入力す る 


149 


b linput 


文卞 列を 人力す る 


155 


locate 


カーソルを 移勋 する 


335 


b sprint 


文字列を テキスト 幽而に 表示す る 


168 


b iprint 


数侦を テキスト _ 面に 表示す る 


151 


b fprint 


数侦を テキス 卜丨 由〗 丨 fti に 表示す る 


131 


bt print 


テキス 卜丨 丨丨丨 ‘丨げ丨丨 •上で タブ スキップを 行う 


178 


b slprint 


文字列を プリンタに 出力す る 


129 


b_i Iprint 


数侦を プリンタに 出力す る 


129 


b flprint 


数侦を プリンタに 出力す る 


129 


b tlprint 


プリンタに タブ スキップを 出力す る 


129 


key 


フアン クシ ヨン キーに 文字列を 設定す る 


328 


screen 


衣/ 】;_げ丨丨 の诚性 を 設定す る 


447 


Pi 


R 堝 率を 求める 


402 


b pi 


m 堝中 •の 倍数を 求める 


161 


b setdate 


|丨 付を 設定す る 


165 


bsettime 


時 問を 設定す る 


166 


b csw 


カーソル スイッチを 〇 n /〇 ff する 


120 


btpalet 


テキス 卜の パレット 色を •没定 する 


177 


b stremp 


2 つの 义卞 列を 比較す る 


171 


bstrncpy 


文卞 列を コピーす る 


171 


b stradd 


2 つの 义卞 列を 迚結 する 


169 


binit 


BASIC の 切 期 化を 火: 行す る 


146 
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frename ファイル 名を 変史 する 260 

f delete ファイルを 削除す る 232 

apage グラフィックの アクティブ ページを 指定す る 102 

box ボックスを 描く 159 

circle 1リ 弧を描く 191 

contrast テキスト I 山‘ 1 丨 fti の コントラストを 設定す る 199 

fill ボックス 描き パレット 色で 塗る 246 

get グラフィック ㈣ 面 の丨 山〗 像 データを fti! 列に とり 込む 278 

home PK 標を ホーム ポジションに 設定す る 299 

hsv 色 コードを 求める 300 

line 線を リ丨く 332 

paint 設定 領域を パレット 色で 塗る 399 

palet パレットして 色 コードを 割り あてる 400 

point グラフィック I 由 1 丨 fri の 座標の パレット コードを 求める 403 

pset グラフィック 丨由 I 丨 ftj の 1 点に 色を 續る 411 

put グラフィック 阃而に _ 像 データを 表示す る 412 

rgb KGB の 色 コードを 凋べ る 437 

symbol グラフィック I 山〗 丨 〖丨丨 に 文字列を 表示す る 524 

vpa^e グラフィック 刚 Ifti の ページの 表示 制御を 行う 557 

window グラフィック _ 尚の クリッピング 領域の 座標を 設定す る 560 

wipe グラフィック 丨 由丨而 を 消去す る 561 

i mg set _ 像 とり 込みの 設定を 行う 311 

imgstill I 山 I 像と り 込みの 設定を 行う 312 

im^ p〇s _像 とり 込み 時の_ 丨 fti 水平 位 萬を 補正す る 307 

img color とり 込み_ 像の 色調 補 £ を 行う 303 

v cut スーパーインポーズ 時の テレビ 與丨 面 表示を 制御す る 554 

crt テレビ I 叫 而 と ビデオ I 由 |而 を 切り替える 204 

img ht グラフィック _|fli と テレビ の 半透明 制を 行う 305 

imgsave グラフィック I 丨丨丨 I 丨 fri の データを ファイルに 宵き 込む 309 

img load グラフィック 丨由 の データを ファイルから 読み込む 306 

img scrn グラフィック _丨(丨 丨の モード 設定を 行う 310 

i mg put グラフィック 丨 由) 丨 fti の データを rtd 列に とり 込む 308 

keysns キー入力の 苻無を 判定す る 329 

i mg home グラフィック I 由 llfii の 表示 位 iS を 移動す る 304 

mouse マウスの 制 ¢1 丨を 行う 377 

msarea マウス カーソルの 移# カ範丨 用を 設定す る 380 

msbtn マウス ボタンの 指定 状態までの 時 問を, 调 ベる 382 
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mspos マウス カーソル 座標を 変数に 設定す る 384 

msstat マウスの 状態を 調べる 385 

setmspos マウス カーソルの 位; S を 設定す る 455 

malloc 卜 ラック バッファを 確保し クリアす る 343 

m assign FM 音源の チャン ネルに トラックを 割り あてる 345 

m cont 一時 中断して いた 演奏を 再 I 5 H する 349 

mfree トラックの 残り 容 M を 求める 368 

FM 音源を 初期化す る 370 

mplay 指定 チャン ネルに 割り あてた トラック データを 演奏す る 378 

m stat チャン ネルの 状態を 初期化す る 387 

m stop 指定 チャンネルの 演# を 一時 中断す る 388 

m tempo テンポを 指定す る 389 

m trk MML による 楽辦 データを 卜 ラックに 丧き 込む 390 

mvget 音色 データを 列に とり 込む 391 

m vset & •色 データを 指定 裔色 番号の バッファに 登録す る 392 

md cont MIDI や FM 音源の 指定 チャ シネ ルの 演奏の# 開を 行う 350 

md」nit MIDI ボードの 初期化を 行う 351 

md_off MIDI ボードへの 出力を 停止す る 352 

mdon MIDI ボードへの 出力を 開始す る 353 

md play MIDI や FM 音源の 指定 チャンネルの 油 •# を 開始す る 354 

md regr MIDI コントローラの レジスタを 読み出す 355 

md regw MIDI コントローラ も レジスタに データを 宵き 込む 356 

md stat MIDI ボードへの 出力 状態を 調べる 357 

md stop MIDI や FM 音源の 指定 チャン ネルの 淡# を 一時 中断す る 358 

md wrt MIDI ボードに データを 出力す る 359 

spclr スプラ イトを クリアす る 465 

sp color スプラ イトの パレット 色を 変史 する 466 

sp def スプラ イトの パターン データを 定義す る 467 

sp disp スプラ イトの 表示 制御を 行う 468 

sp_move スプラ イト プレーンの 表示 位; S を 設定す る 470 

spoff スプラ イト 表示を OFF に する 472 

spon スプラ イト 表示を ON にす る 473 

sppat スプラ イトの パターン データを ft ! 列に とり 込む 474 

spinit スプラ イト パターンを 初期化す る 469 

sp set スプラ イト プレーン データを セットす る 477 

sp stat 指定 スプラ イトの 状態を 調べる 478 

bg scroll バックグラウンドの スクロール 座標を 指定す る 142 
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bg set 


バックグラウンドの 設定を 行う 


143 


bg stat 


指定 バックグラウンドの 状態を 凋べ る 


144 


bgfill 


バックグラウンド テキストを データで 坤 .める 


139 


bg_put 


バックグラウンド テキストに 杏き 込む 


141 


bg_get 


バックグラウンド テキス 卜を 説み 込む 


140 


stick 


ジョイスティックの 状態を 調べる 


485 


strig 


指定 ジョイスティックの ボタン 状態を 調べる 


495 


IOCS コ 


一 ル 





(MEK) CH3D 



B KEYINP キー データの 読み出しを 行う 62 

B KEYSNS キー データ バッファ 状態を •调 ベる 63 

B_SFTSNS シフトキーの 柙ド 状態を 調べる 83 

BITSNS キーの 押 ド 状態を 凋べ る 61 

SKEYSET 入力され た キー コードを 設定す る 357 

TVCTRL テレビ コントロール コードを 入力し テレビを 操作す る 394 

LEDMOD LED キーの モードを 設定す る 274 

TGUSEMD I 由 滴 の モードを 制御す る 379 

DEFCHR 指定 漢字 パターンを 外字 エリアに 典き 込む 152 

CRTMOD CRT の モードを 設定す る 138 

CONTRAST コントラストを 設定す る 131 

HSVTORGB HSV 方式から RGB 方式に 切り 抒 える 233 

TRAP15 レジスタに データを セットし trap# 15 命令を 実行す る 392 

TPALET テキストの パレットを 指定す る 390 

TPALET2 テキストの パレットを 指定す る 391 

TCOLOR テキストの カラーを 指定す る 376 

FNTGET 指定 漢字 パターンを 指定 アドレスへ 説み 込む 197 

TEXTGET 指定 ドット 座標から パターンを 指定 アドレスへ 説み 込む 377 

TEXTPUT 指定 ドット 哝標 から パターンを 指定 アドレスへ 迸き 込む 378 

CLIPPUT 指定 クリップ 沖: 標に 従い クリッピング 処理を 行う 115 

SCROLL テキスト/グラフィックの 表示 座標の 設定と 凋 格を 行う 342 

B CURON 力一 ソルを ON にす る 35 

B CUROFF カーソルを OFF にす る 34 

B PUTC 指定した 1 バイト データを 衣 示す る 74 

B PRINT 指定した 文字列 データを 表示す る 73 

B COLOR カラ一； 成 性を 設定す る 32 
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B LOCATE 


カーソルを fit 定位 其に 設定す る 


65 


B DOWN S 


1 ff 下へ スクロール する 


38 


BUPS 


UM ••に スクロール する 


86 


B DOWN 


n 行 下へ スクロール する 


37 


B UP 


njr ドへ スクロール する 


85 


B RIGHT 


n ■心へ スクロール する 


81 


B LEFT 


n 相 ■左へ スクロール する 


64 


B CLR ED 


カーソル 位; S から i 丨 i 終 行イ丨 •端まで _而 を m 去す る 


30 


B CLR ST 


光頭 行 左端から カーソル 位阁 ま で_ 丨 fti を m 去す る 


31 


B CLR AL 


州 fti 全体を m 去す る 


29 


B ERA ED 


カーソル 位; s から 呪 在 行 右端まで m 去す る 


44 


B ERA ST 


视在行 左端から カーソル 位 芯まで 消去す る 


45 


BERAAL 


视在行 全体を 消去する 


43 


B INS 


カーソル 設定 行に n 行 挿入す る 


59 


B— DEL 


カーソル 設定 行から n U 削除す る 


36 


B CONSOL 


衣 示範 M を 指定す る 


33 


B PUTMES 


カーソル 位 策に 指定 文字列を 表示す る 


75 


SET232C 


KS-232C モードを 設定す る 


346 


LOF232C 


KS- 232C 受 佑 バッファ 内の データ 数を 求める 


280 


INP232C 


KS-232C 受信 データを 説み 込む 


238 


ISNS 232 C 


KS-232C 受信 データを チェック する 


257 


OSNS232C 


RS-232C 送信が 可能 かどう か チヱ ック する 


319 


OUT232C 


RS-232C 送信を 行う 


320 


JOYGET 


ジョイスティックの データを 説み 込む 


259 


INIT PRN 


プリンタ ポートを 初期化す る 


236 


SNSPRN 


プリンタ 出力が 可能 かどう か チェック する 


361 


OUTLPT 


プリンタ 出力を 行 う 


321 


OUTPKN 


プリンタ 出力を 行う 


322 


B SEEK 


指定 トラックまで シークす る 


82 


B VERIFY 


データの 比較 チェックを 行う 


89 


B KEADDI 


冷 断の ための チェックを 行う 


77 


B DSKINI 


ディスクの 初期化を 行う 


41 


B DRVSNS 


ディスクの ステータスを, 揭 ベる 


40 


B WRITE 


ディスクに データを 得き 込む 


92 


B READ 


ディスクから データを 説み 込む 


76 


B RECALI 


トラック 0 へ シークす る 


80 


B WRITE!) 


削除 データを？! ••き 込む 


93 
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B BADFMT イく良 トラックを 使 Mj イ く” f 能と する 26 

B READDL 削除 データを 読み込む 78 

B FORMAT 物理 フォーマットを 行う 46 

B DRVCHK 指定 ドライブの 状態 チェックと 状態 設定を 行う 39 

B EJECT イジ ェク 卜を 行う 42 

BINDATEBCD II 付を 時計の 形式に 変換す る 54 

BINDATESET 丨 H 、!* を 時計に 設定す る 57 

TIMEBCI ) 時 問を 時計の 形式に 変換す る 382 

TIMESET 時 問を 時計に 設定す る 389 

BINDATEGET 時 •から II 付を 読み込む 56 

DATEBIN 丨丨 付 を BCD 表 呪から 2 進数に 変換す る 148 

TIMEGET 時, 汁から 時 丨⑴ を 説み 込む 386 

TIMEBIN 1^叫 を BCI ) 衣 祝から 2 進数に 変換す る 384 

DATECNV 丨丨 f 、 j * を 表す 文字列を 2 進 データに 変換す る 150 

TIMECNV 時 llij を 衣す 文字列を 2 進 データに 変換す る 385 

DATEASC 2 進 データを 丨 丨 付 を 表す 文字列に 変換す る 146 

T 1 MEASC 2 進 データを 時 問を 衣す 文字列に 変換す る 381 

DAYASC 2 進 データを W ! ll を 表す 文字列に 変換す る 151 

ALARMMOD アラームの 禁止/許可を 設定す る 21 

ALARMSET アラームの 時 丨!!1 と 処理 アドレスを 設定す る 22 

ALAKMGET アラームの 時 問 と 処理 アドレスを 読み込む 20 

ADFCMOUT ADPCM へ データを 出力す る 16 

ADPCMINP ADPCM から データを 入力す る 9 

ADPCMAOT ADPCM ヘア レイ チェーン モードで データを 出力す る 7 

ADPCMAIN ADPCM から アレイ チェーン モードで データを 入力す る 5 

ADPCMLOT ADPCM へ リンク アレイ チェーン モードで データを 出力す る 13 

ADPCMLIN ADPCM から リンク アレイ チェーン モードで データを 入力す る 11 

ADPCMSNS ADPCM の 火 行 モードを センスす る 18 

ADPCMMOI ) ADPCM の 実行を 制御す る 15 

OPMSET FM fV 源に データを 和き 込む 315 

OPMSNS FM ft ••源の ステータスを 説み 込む 316 

OPMINTST FM rt ■•淞 1 C による 割り込みを 制御す る 314 

TIMEKDST MFI ) の TIMEK - D による 割り込みを 制御す る 388 

VDISPST V - DISP の カウンタの 剂り 込みを 制 刺す る 403 

CRTCRAS CKTC に 設定した 割り込み ラスタに よる 割り込みを 制御す る 137 

HSYNCST H - SYNC の起勒 による 割り込みを 制御す る 234 

PRNINTST プリンタの 別り 込みを 制御す る 328 



461 




MSJNIT マウスの 初期化を 行う 295 

MS CURON マウス カーソルを 表 > j ; •する 292 

MSCUROF マウス カーソルを 消す 291 

MSSTAT マウス カーソルの 表示 モードを 調べる 304 

MS GETDT マウスの 移！ PJjW : と ボタンの ON/OFF を 調べる 294 

MS CURGT マウス カーソルの 座標を 調べる 290 

MS CURST マウス カーソルの 冲:標 •を 設定す る 293 

MS LIMIT マウス 力一ソルの 移 勋範洲 を 設定す る 296 

MS OFFTM マウス ボタンを 離す までの 時 問 を, 调 ベる 297 

MS ONTM マウス ボタンを 押す までの 時 問を 凋べ る 298 

MS PATST マウス 力一 ソルの パターンを 定義す る 299 

MSSEL マウス カーソルを 選択す る 301 

MSSEL 2 マウス カーソルを 複数個 選択す る 302 

SKEY MOD ソフト キーボードの 制御を 行う 355 

DENSNS 屯 41 の センスを 行う 154 

ONTIME BIOS が 起動して からの 総 時 問を 調べる 310 

B INTVCS ベクタの 設定を 行う 60 

B SUPER ス 一 パ 一 バイ ザモ 一 ドへの 切り f ネ えを 行う 84 

BBFEEK 指定 アドレスから データを バイ 卜 中 •位で 说み 込む 27 

B WPEEK 指定 アドレスから データを ワード 単位で 説み 込む 90 

B LPEEK 指定 アドレスから データを ロング ワード 丨 れ 位で 読み込む 66 

B MEMSTR 指定 アドレスから バイ 卜 数を 指定して データを 読み込む 69 

B BPOKE 指定 アドレスへ データを バイト 中. 位で: 汽 ••き 込む 28 

B WPOKE 指定 アドレスへ データを ワード 丨れ位 で卉き 込む 91 

B LPOKE 指定 アドレスへ データを ロング ワード 中. 位で 并 き 込む 67 

BMEMSET 指定 アドレスへ バイト 数を 指定して データを 押き 込む 68 

DMAMOVE DMA fe 送を 行う 166 

DMAMOV A アレイ チェーン モードで DMA fe 送を 行う 164 

DMAMOV L リンク アレイ チェーン モードで DM A 送を 行う 168 

DMAMODE DMA の 実行 モードを センスす る 163 

BOOTINF ブート tiV 報を 求める 70 

ROMVER ROM の バージョンと 作成 年 fJH を 調べる 341 

GCLRON グラフ ィッ ク _ 面を 消去して 表示 モードに する 201 

GPALET グラフィックの パレットを 設定す る 218 

SFTJIS シフト JIS コードを JIS 漢字 コードに 変換す る 354 

JISSFT JIS 漢字 コードを シフト JIS コードに 変換す る 258 

AKCONV ANK コードを シフト JIS コードに 変換す る 19 
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RMACNV ローマ字 変換を 行う 339 

DAKJOB 全角 文字の 濁点 処理を 行う 145 

HANJOB 全角 文字の 半濁点 処理を 行う 219 

OS CURON カーソルを 表示す る 318 

OS_CUROF カーソルを 消す 317 

APAGE グラフィック 幽而 の; き 込み ページを 設定す る 25 

VPAGE グラフィック 丨由 •丨丨 fri の 表示 ページを 設定す る 407 

HOME グラフィック 幽丨 fri の 衣 示 位 説を 設定す る 232 

WINDOW グラフィック に ウィンドウを 設定す る 409 

WIPE グラフィック Pllfli を 消去す る 410 

PSET グラフィック 丨山 •丨丨 fti に 点を 表示す る 331 

POINT グラフィック 丨而 上の 点の パレット コードを 求める 326 

LINE グラフィック 幽丨 fri に 線を 引く 275 

BOX グラフィック 丨由 lift •に ボックスを 描く 72 

FILL グラフィック 丨由 I 丨 fti に ボックスを 描き 中を •衆る 192 

CIRCLE グラフィック 丨山 •丨丨 fti に 丨丨】 を 描く 113 

PAINT グラフィック 丨 丨丨丨 llfri を ペイント する 323 

SYMBOL グラフィック 丨由 lifti に 文字を: •丨! ••く 375 

GETGKM グラフィック I 由 •丨丨 fti の 読み込みを 行う 209 

PUTGRM グラフィック 丨由 I 丨 fti の:; 1 f き 込みを 行う 335 

SPJNIT スプラ イト 丨 fii の 初期化を 行う 366 

SP_ON スプラ イト 丨 fti の 衣 示を ON にす る 368 

SPOFF スプラ イト 丨 fri の 衣 示を OFF にす る 367 

SP_CGCLR PCG を クリアす る 363 

SP_DEFCG PCG を 設定す る 364 

SP_GTPCG PCG の 読み出しを 行う 365 

SPREGST スプラ イト レジスタの 設定を 行う 370 

SP_REGGT スプラ イト レジスタの 説み 出しを 行う 369 

BGSCRLST BG スクロール レジスタの 設定を 行う 50 

BGSCRLGT BG スクロール レジスタの 説み 出しを 行う 49 

BGCTRLST BG コントロール レジスタの 設定を 行う 48 

BGCTRLGT BG コントロール レジスタの 説み 出しを 行う 47 

BGTEXTCL BG テキストを 1 つの コードで ■める 51 

BGTEXTST BG テキス 卜を 設定す る 53 

BGTEXTGT BG テキストの 読み出しを 行う 52 

SFALET スプラ イト パレットの 設定と 読み出しを 行う 362 

TXXLINE テキス 卜丨由 丨闹 に X 方 K 丨丨 ラインを 引く 400 
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TXYLINE 


テキスト 画面に Y 方向 ラインを 引く 


401 


TXBOX 


テキスト _面 に ボックスを 描く 


396 


TXFILL 


テキスト 丨叫丨 (丨丨 •に ボックスを 描き 中を 塗る 


397 


TXREV 


テキスト _而 を 反 奉公 表示す る 


399 


TXRASCPY 


テキスト _而 の ラスタ コピーを 彳 f う 


398 


ABORTRST 


アボート フラグを リセット する 


4 


IPLERR 


IPL 時の エラー 処理を 行う 


256 


ABORTJOB 


ァボート 処理を 行 う 


3 


QOS コ 


一 ル 






(機 嚴） 


(ページ） 


EXIT 


プログラムを 終 f する 


180 


GETCIIAR 


キーボードより 文卞 コードを 入力して 表示す る 


204 


PUTCHAR 


文字コードを 表示す る 


334 


COMINP 


RS-232CM 線より 1 文字 入力す る 


118 


COMOUT 


RS-232CM 線に 1 文字 出力す る 


129 


PRNOUT 


プリンタへ 1 文字 出力す る 


329 


IN POUT 


キー入力/センスを 行う 


239 


INKEY 


キー コードを 入力す る 


237 


GETC 


キー コードを 入力す る 


203 


PRINT 


文字列を 表示す る 


327 


GETS 


文字列を 入力す る 


214 


KEYSNS 


挖咿 入力の 入力 状態を 凋べ る 


261 


KFLUSHGI) 


バッファを 乍に して キーボード 入力を 行う 


263 


KFLUSHIO 


バッファを 乍に して キーボード 入力を 行う 


266 


KFLUSHIN 


パ、 ッファ を 乍に して キーボード 入力を 行う 


265 


KFLUSHGC 


バッファを 乍に して キーボード 入力を 行う 


262 


KFLUSHGS 


バッファを 乍に して キーボード 入力を 行う 


264 


FFLUSH 


ディスクを リセット する 


185 


CHGDKV 


カレント ドライブを 指定す る 


109 


DKVCTRL 


指定 ドラィブの 状態の チェックと 設定を 行う 


170 


CONSNS 


1 ポ 1 商 出力が wf 能 かどう か 調べる 


130 


PKNSNS 


プリンタ 出力が 可能 かどう か 調べる 


330 


CINSNS 


RS-232C 丨 "丨 線からの 入力が 可能 かどう か 調べる 


112 


COUTSNS 


RS-232C 回線への 出力が 可能 かどう か 調べる 


132 


FATCHK 


指定 ファイルの ドライブ S 培と セクタの 関連を, 调 ベる 


182 
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FATCHK 2 •人 游 W : ドライブの ファイルの セクタの 违続 性を 調べる 183 

HENDSFMO 澳字 変換 行 制御 •モード 表示 ウィンドウの オープン 225 

HENDSPMP 漢字変換 行 制御 •モード 表示 ウィンドウへの ノーマル 表 W 226 

HENDSPMR 浼字 変換 行 制御 •モード 表示 ウィンドウへの リバース 表 W 227 

HENDSPMC 漢字変換 行 制御 •モード 表示 ウィンドウの クローズ 224 

HENDSPIO 漢字変換 行 制御 •入力 ウィンドウの オープン 221 

HENDSPIP 漢字変換 行 制御 •入力 ウィンドウへの ノーマル 表示 222 

HENDSFIR 漢字変換 行 制御 •入力 ウィンドウの リバース 衣 示 223 

HENDSPIC 漢字変換 行 制御 •入力 ウィンドウの クローズ 220 

HENDSPSO 漢字変換 行 制御 •候補 ウィンドウの オープン 229 

HENDSPSP 漢字変換 行 制 _ •候補 ウィンドウへの ノーマル 表示 230 

HENDSPSK 浼ネ変 換行 制御 •候補 ウィンドウへの リバース 表示 231 

HENDSPSC 漢字変換 行 制御 •候補 ウィンドウの クローズ 228 

CUKDRV カレント ドライブの 畨号を 求める 142 

GETSS リターン キーまでの 文字列を 入力す る 215 

FGETC 指定 ファイル ハンドルから 1 文字 入力を 行う 186 

FGETS 指定 ファイル ハンドルから 文字列 入 乃を 行う 187 

FFUTC 指定 文字コードを ファイル ハンドルへ 丨 丨1丨丨カ する 199 

FPUTS 指定 文卒列 ファイル ハンドルへ 出力す る. 200 

ALLCLOSE ファイル ハンドルを クローズ、 する 24 

SUPER ス 一 パ 一 バイ ザモ 一 ドと ユ 一 ザ 一 モ 一 ドの 切 り f ヤ えを 行う 372 

FNCKEYGT 佴定義 町 能 キーの 読み出しを 行う 193 

FNCKEYST 洱定義 ，，『能 キーの 設定を U う 195 

C PUTC コンソール 丨 A : 接 出力 • 1 バイ 卜 データの 表示 134 

C_PKINT コンソール 丨 A : 接 出力 •文字列 データの 表示 133 

C_COLOR コンソール 丨 A : 接 出力 •诚性 の 設定 97 

C_LOCATE コンソール げ丨: 接 出力 •カーソル 位; S の 設定 116 

C _ DOWN_S コンソール 丨 A : 抟出カ • 1 行 ドス クロール 102 

C _ UP_S コンソール lA : 接 出力 • 1 行 上 スクロール 140 

C DOWN コンソール 丨 A : 接 出力 • n 行 ドス クロール 101 

C_UP コンソール 丨 A : 接 丨 IWj • n 行 上 スクロール 139 

C RIGHT コンソール 丨 A : 接 出力 • n 桁 イザ スクロール 136 

C_LEFT コンソール 【6: 接 出力 .n 桁 左 スクロール 114 

C _ CLS_ED コンソール 治: 接 出力 •カーソル 位 策から iii 終 行イ丨 •端まで 消去 95 

C _ CLS_ST コンソール 的: 接 出力 •光 妞行友 端から カーソル 位;? （まで 消 上 96 

C_CLS AL コンソール 丨 A : 接 出力 • _而 消去 94 

C ERA EI ) コンソール 丨 A : 接 出力 •カーソル 位; S から 行 右端まで 消去 104 
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CERAST コンソール iA : 接 出力 •行 左端から カーソル 位; g まで 消去 105 

C^ERAAL コンソール 成 接 出力 •力一ソル 行 消去 103 

CJNS コンソール 的 ••接 出力 •カーソル 行に n 行 挿入 111 

C.DEL コンソール 丨 6: 接 出力 •カーソル 行から n 行 削除 1〇〇 

C FNKMOI ) コンソール 戒接 出力 •ファンクションキー 行の モード 設定 1〇6 

C WINDOW コンソール 丨 Yi : 接 出力 •スクロール 範 [相の 設定 144 

C_WIDTH コンソール 丨自 ••接 出力 •丨由 1 丨 fti サイズの 設定 143 

CCURON コンソール 的: 接 出力 •カーソル 表示 モードの 設定 99 

C CUKOFF コンソール 液 接 出力 •カーソル# 表示 モードの 設定 98 

K KEYINP コンソール iA : 接 入力 •キーボード 入力 271 

K KEYSNS コンソール iA : 接 入力 •キー コードの 光 説み 272 

KSFTSNS コンソール 丨 rt : 接 入力 •シフトキー 状態の センス 273 

KKEYBIT コンソール 丨 6: 接 入力 •キー コード グループの 状態 通知 269 

KJNSMOI ) コンソール 丨 rV •接 入力 •神 入 モードの ON / OFF 設定 268 

INTVCS ベクタに アドレスを 設定す る 241 

HSPSET プロセス 管理 怡 報を 咨 き 込む 332 

GETTIM 2 祝 在 •時刻を 求める 216 

SETTIM 2 時刻を 設定す る 352 

NAMESTS ファイル 名 t 丨 報を 求める 306 

GETDATE 呪 在丨丨 f 十を 求める 205 

SETDATE I 丨 付を 設定す る 349 

GETTIME 视在 時刻を 求める 217 

SETTIME 時刻を 設定す る 353 

VERIFY ベリ ファイク ラグの 設定を 行う 404 

DUP 0 ファイル ハンドルの 強制 複写を 行う 175 

VERNUM Human 68 k の バージョン 番号を 求める 406 

KEEPPK プログラムを 常駐 終了す る 260 

GP：TDPB 指定 ドライブの ドライブ パラメータ ブロックを 求める 206 

BRKAKCK ブレーク チェックの 設定を 行う 79 

DRVXCHG ドライブの 入れ 抒 えを 行う 172 

INTVC(j ベクタの 侦を求 める 240 

DSKFRE ディスクの 残り を 求める 173 

NAMECK ファイル 名を バッファに 城 開す る 305 

MKDIR サブ ディレクトリを 作成す る 287 

RMDIR サブ ディレクトリを 削除す る 340 

CHDIK カレント ディレクトリを 変史‘ する 108 

CREATE ファイルを 靳规に 作成す る 135 



466 




OPEN ファイルを オープン する 311 

CLOSE ファイルを クローズ する 117 

READ ファイルから 読み込む 337 

WRITE ファイル へ; 1 ！ ••き 込む 411 

DELETE ファイルを 削除す る 153 

SEEK ファイル ポインタを 移勋 する . 343 

CHMOD ファイル 诚 性を 変史 する 110 

IOCTRLGT デバイス ドライバ 商 接 入出力 •装-策 怡 報の 通知 246 

IOCTRLST デバイス ドライバ 商 接 入出力 •装； Ktft 報の 設定 253 

IOCTRLRH デバイス ドライバ [A: 接 入出力 •データの 読み込み 251 

IOCTRLWII デバイス ドライバ 治: 抟入 出力 •データの: 苦 ••き 出し 255 

IOCTRLRD デバイス ドライバ 丨 (V. 接 入出力 •装 阁祗 号からの 説み 込み 250 

IOCTRLWD デバイス ドライバ irt: 接 入出力 • 号からの 并 き 出し 254 

IOCTRLIS デバイス ドライバ ift: 接 入出力 •入力 ステータスの 通知 248 

IOCTRLOS デバイス ドライバ 丨— 6: 接 入出力 •出力 ステータスの 通知 249 

IOCTRLDVCTL デバイス ドラ イノ ハ こよる 特殊 コント ロー ノレを 行う 242 

IOCTRLDVGT 指定 ドライブが ロ一 カノ レ か リモート かを 凋べ る 243 

IOCTRLFDCTL デノ 《、イス ドライバ による 特殊 コントロールを 行う 244 

IOCTKLFDGT 指定 ファイルが ローカル か リモート かを 丨调 ベる 245 

IOCTRLRTSET デバイス ドライバに 対する 命令の リトライ 数を 設定す る 252 

DUP ファイル ハンドルを 複写す る 174 

DUP2 ファイル ハンドルを 強制 複写す る 176 

CURDIR ドライブ パス 名を 設定す る 141 

M ALLOC メモリ 領域を 確保す る 284 

MALLOC2 指 走 バイト 数 分の メモリを 確保す る 285 

MFREE メモリ 領域を 解放す る 286 

SETBLOCK メモリ ブロック サイズを 変 史 する 348 

LOADEXEC プログラムを ロードして 実行す る 277 

LOAD プログラムを ロードす る 276 

PATHCHK プログラム ロ一 ドの ための 咿備 作業を 行う 324 

LOADONLY プログラムを ロードす る 278 

EXECONLY プログラムを 実行す る 179 

BINDNO ファイル 名から モジュール 浓 号を, 揭 ベる 58 

EX EC2 プログラムの ロード/其 行/モジュール 潘 号の搜 得を 行ぅ 1 77 

EXIT2 プログラムを 終了す る 181 

WAIT プロセスの 終了 コードを 求める 408 

FILES 诚性 にしたがって フ アイノ レを 検索 •する 190 
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N FILES 祕件に 促って 次の ファイルを 検索す る 309 

SETFDB 指定 プロセスに 制御を わたす 351 

GETPDB 呪 在の プロセスを 表す pdbadr を 求める 210 

SETENV 環境 変数を 設定す る 350 

GETENV 琛境 変数の 内斿 をと り 出す 208 

VERIFYG ベリファイ フラグの 設定 状況を 調べる 405 

COMMON CK common 領域に ブロックが 存在す るか 調べる 119 

COMMON DEL common 領域の ブロックを 消 去す る 120 

COMMON FRE common 領域の データの ロックを 解除す る 121 

COMMON LK common 領域の データを ロックす る 123 

COMMON KI ) common 領域の データを 説み 出す 125 

COMMON WT common 領域に データを 丨丨 f き 込む 127 

MOVK ファイル 名を 変史 する 288 

RENAME ファイル 名を 変史 する 338 

FILEDATE ファイルの H 付/時 問の 説み 出しと 設定 188 

MAKKTMP テンポラリ ファイルを 作成す る 282 

NEWFILE ファイルを 新規に 作成す る 308 

LOCK ファイルの ロックを する つ79 

UNLOCK ファイルの ロックを 解除す る 402 

GP ： 1 'ASSIGN 仮想 ドライブ や 仮 恕 ディレクトリの 別り 当め 状況を •调 ベる 202 

MAKEASSIGN ず反恕 ドライブ や f 反 想 ディレクトリの 割り、 与て を 行う 281 

RASSKiN f 反恕 ドライブ 名 や 丨反恕 ディレクトリ 名を キャンセル する 336 

SM ALLOC 指定 バイト 分の メモリを メインの メモリ 符理 から 確保す る 359 

S_MFKEE メインの メモリ 泞邱 •から 確保した 領域を 開放す る 360 

S_PROCESS サブの メモリ 狞理 領域を 設定す る 371 

DISKRED ブロック デバイスの め: 接 リード 155 

I ) ISKKEI )2 人界 の ブロック デバイスから 丨 6: 抗 データを 読み込む 157 

DISKWKT ブロック デバイスの | A : 接 ライ 卜 159 

DISKWiri'2 人衫 丨丨 〖••の ブロック デバイスに 丨 rt : 抗デ ータ を; 年き 込む 161 

INDOSFLG OS の ワーク エリア INDOS _ FLG の アドレスを 求める 235 

SUPKR JSR スーパー バイ ラ站 域の プログラムを サブ ル一チン コールす る 373 

BUS ERK バス エラー 発， I : の" f 能 性が ある 領域が 読み 苦き 》 J 能 か •调 ベる 87 

KILL PK H 分 丨1 身の プロセスを 削除す る 267 

TIME PK 祝 在の タイマーの カウンタ 侦 （ミリ 秒 琳位） を 凋べ る 387 

OPEN PR バックグラウンド タスクを 众鉍 する 312 

GP：TPR 指' の パック グラウンド タスクの 较理悄 報を 調べる 212 

SUSPEND I ) K スレッドを 強制的に SLEEP 状態に する 374 
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SLEEP I)R 


スレッドを SLEEP 状態に する 


358 


SENDPR 


スレッドに コマンド や デ 一 タを 送る 


344 


CHANGE FR 


バックグラウンド タスクの 実効 権を 破棄す る 


107 


その他 




(： 関数 名） 


(機] D 


(ページ） 


assert 


論理 エラーを テストす る 


110 


getenv 


琛 境 変数の 侦を 求める 


286 


longjmp 


セーブ された スタック 環境を リストア する 


337 


offsetof 


構造体 メンバの 位 ；£ を 求める 


395 


perror 


エラ 一 メッセ 一 ジを 表示す る 


401 


putenv 


環境 変数の 侦を修 1 丨 または 追 加す る 


417 


abs 


int 犁辂 数値の 絶対値を 求める 


96 


labs 


int 5! 辂 数の 絶対値を 求める 


96 


max 


2 つの 引数のう ち 大きい ものを 求める 


348 


min 


2 つの 引数のう ち 小さい ものを 求める 


369 


wabs 


short 型辂 数値の 絶対値を 求める 


96 


rand 


擬似 乱数を 発生す る 


426 


setjmp 


スタック 55 境を セ 一 フ する 


451 


srand 


擬似 乩 数を 初期化す る 


480 


strerror 


エラー 畨 号に 対応す る エラーメッセージを 調べる 


491 


va arg 


讨 安 MW の 引数を 侦 として 読み込む 


551 


va end 


M 変 個の 引数の 参照を 終 f する 


551 


va start 


可変 個の 引数の 参照を 開始す る 


551 
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级 v -龙 株式会社 

本 社〒 545 大阪市 阿倍野 区長 池 町 22 番 22 号 

電子 機器 事業本部〒 329-21 栃木県 矢 板 市 早 川 町 174 番地 

AVC システム 事業 推進 室 

亍 162 東京都 新 宿 区 市 谷 八幡 町 8 番地 電話 （03)3260-1161( 大代 表） 

東京 支社 内 電子 機器 事業本部 AVC システム 事業 推進 室 ソフ卜 ウェア 圯当 



